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序章　栄誉と挫折




　僕には、絶対になりたいものがある。冒険者だ。

　ただの冒険者ではない。多くの冒険者たちの中でも最高峰と言われる白金等級の冒険者だ。

　大いなる獣の眷けん属ぞくである幾多の魔物を打ち倒し、弱き人のため、女神ドワイリス様から授けられた力を使い、問題解決に奔走する英雄とも言われる人。

　僕は冒険者だった両親が、家に帰ってきた時にしてくれる白金等級の冒険者の話に、ずっと心を躍らせてきた。

　そんな僕の両親は、中堅どころと言われる銀等級の冒険者だったが、魔物暴走モンスタースタンピードに襲われた村をたった二人で守り切ったことで白金等級に任じられた。けれど、昇格して最初に受けた依頼を最後に、行方が知れなくなってすでに五年の月日が流れた。

　きっとどこかで生きていてくれると信じて、祖父母とともに父の実家で暮らし、ついに女神ドワイリス様が生まれた時に授けてくれた天与の才が発現するとされる一五歳を迎えることになった。

　剣の使い手だった父から、冒険者を目指すなら欠かさずにやるようにと言われた剣の素振りを家の前でしていると、窓から顔を出した祖母が声をかけてきた。

「ロルフ、そろそろ成人を迎えるみんなが神殿に行く時間よ。剣の鍛錬は終わらせて、早く着替えておいで。遅れたら神官様に怒られるからね」

「はーい。すぐに着替えるよ」

　両親が行方不明になり五年。家計を支えてくれていた祖父も一昨年おととし病気で亡くなり、両親が残してくれたわずかばかりの財産で祖母と二人、つましい生活をしている。

　自分が成人し、冒険者となるための最低年齢である一五歳を超え、依頼料や成功報酬を稼げるようになれば、祖母との生活も少しは楽になると思う。

　家に戻り、剣の鍛錬でかいた汗を綺麗に拭くと、祖母が用意してくれた儀式用の貫かん頭とう衣いに着替え、神殿に向かう人の列に加わった。




　アグドラファンの街の北にある神殿の中には、近隣の農村を含め、今年一五歳を迎える子たちが一〇〇名ほど集められている。

　世界を創り出した創世の女神であり、大いなる獣を討ち取った戦神でもある、女神ドワイリス様の神像の前に立った神官長が、祭祀台に据すえられた人の頭くらいの水晶玉に手を触れ、聖句を読み上げていく。

「創世の神である女神ドワイリスの御名により、汝らの身に授けられし力を発現させよ」

　神官長が聖句を読み終えると、水晶玉が強い輝きを発する。

「さて、成人の儀の準備はできた。順番に祭壇へ進み出るがよい」

　あれに触れると、生まれた時、女神ドワイリス様によって魂に刻みつけられた天与の才である『スキル』が判明するらしい。

　端にいた子から、順に祭祀台に上がり、光を帯びた水晶玉に手を触れていく。

　スキルが判明するごとに、歓声があがったり、悲鳴があがったりし、そのたびに神官たちが声を潜めるようにとたしなめた。

　成人の儀で確認される『スキル』は、今後の人生を左右しかねない大事なもので、希少なスキルを授けられていたり、職業に役立つスキルが備わっていたりすれば、そちらの道で優遇されることが決定する。もちろん、『スキル』がなくても希望する職に就けるが、ある者と比べると能力の差が歴然だということは周知の事実だ。

　父さんと同じ『剣の才』か、母さんと同じ『頑強な肉体』とか受け継いでくれてないかな。そうすれば、冒険者としてもある程度成功できると思うんだけど。

　順番がやって来るまでの間、自身に宿った『スキル』が何かを想像し、期待で心臓の鼓動が速まる。

「次の者、前へ。アグドラファンのロルフ」

　神官長に名前を呼ばれ、祭祀台の前に進み出ると、促されるまま水晶玉に手を触れる。

　光が強く輝いたかと思うと、水晶玉の中に文字が浮かび上がった。

「『再生』スキル？」

　浮かんだ文字を読み上げる。

　回復系のスキルかな？　魔法が使えるんだろうか？　でも、聞いたことないスキル名の気が……。

　神官長も手元の書物と、水晶玉の文字を交互に見ては首を傾げている様子を見せた。

「ロルフよ。こたび啓示された『再生』スキルは、未発見のものかもしれぬ。これより神殿で詳しく調べる必要がある。数日から場合によっては数週間、神殿に滞在してもらうことになるがよいか？」

　え!?　えっと、新発見のスキル所持者!?　僕が!?　嘘だろ!?

　この世界で、いまだ誰一人として与えられたことのないスキルが、自身に授けられていたらしいと知り、寒くないのに身体が震えだす。

　神殿にいた人たちも、滅多にない新発見スキルかもしれないと知り、ざわついていた。

「は、はい。でも、祖母に連絡しとかないと」

「祖母殿には、神殿から神官を派遣し、事情を説明させてもらうので安心せよ」

「でしたら、承知しました。僕に授けられたスキルが、今までに存在しない未発見のものか詳しく調べてもらいたいです」

「うむ、任せるがよい。ロルフに部屋を準備したまえ」

　神官長は、近くにいた神官に指示を出すと、僕はその神官の誘導に従い、逗とう留りゅうすることになる部屋に向かった。




　それから、三週間。毎日、神殿の神官長と神官たちと、僕の身体に宿っている『再生』スキルの考察が行われた。

　世界が創り出されてから現在まで、人類に授けられたすべてのスキルを網羅した秘蔵の書籍から、類似ではと思われるスキルを探す作業が続けられたが、結果として『再生』スキルはいまだ授けられたことのない、新発見のスキルであることが確定した。

　新発見のスキル所持者。

　神殿が住民に対し、僕に授かった『再生』スキルのことを大々的に発表すると一夜にして有名人となり、実家に戻ると、色々な人たちが僕を雇いたいとの話を持ち込んできた。

　その中に、アグドラファンの街を統治するフォルツェン家の長男であるフィガロさんの姿もあった。

「君が行方不明となられたご両親のご遺志を継ぎ、冒険者を志していると聞いている。君が持つ『再生』スキルは、きっとわたしが率いる冒険者集団『黄金の獅子』でこそ、能力を最大限に発揮できるはずだ。どうだろう。うちに加入する気はないだろうか？　もちろん、うちはアグドラファンで一番の冒険者集団。正式加入後の待遇は良いものを約束させてもらうつもりだ」

　フィガロさんの率いる冒険者集団『黄金の獅子』に加入させてもらえる……。冒険者として生きていくには、願ってもない機会。断る理由なんてないよな。

　僕は隣で話を聞いていた祖母に視線を向けた。

「ロルフが入りたいなら、入りなさい。それをお前の両親も願ったはずだしね」

　祖母からの言葉で、フィガロさんの提案を受け入れる決心がついた。

「フィガロさんの『黄金の獅子』に加入させてください」

　フィガロさんはにこやかな笑顔を浮かべると、僕に向けて手を差し出す。

「よく決心してくれた。これから、頼む！」

　僕は差し出された手を握り返し、冒険者としての生活を始めることにした。




　冒険者集団『黄金の獅子』。

　三か月前、成人年齢である一五歳になってすぐに所属した冒険者集団だ。

　アグドラファンの街を拠点に、冒険者としての活動をしている集団で、主な仕事は貴族であり、集団のリーダーであるフィガロさんが行う魔物討伐の護衛であった。

「ロルフ、荷物を馬車から降ろしとけ！　遅れたら承知しねぇぞ！　使えねぇお前ができる仕事はそれくらいしかねぇだろうが！　とっととやれ！」

「あ、はい！　すぐにやります！」

　金等級の冒険者で『剣の極み』スキルを持つ、剣士のガトーさんから罵ば声せいに近い叱しっ責せきが飛んでくる。

「ガトー、そうガミガミ言ってあげなさんな。この子が期待外れだったのはもう目に見えてるし、あとはフィガロさんがどう判断するかだけだって」

　ガトーさんと同じく金等級の冒険者で『魔力の大おお壷つぼ』スキルを持つ、魔術師のアリアさんが、感情を一切感じさせない目で僕を見ていた。

「す、すみません。頑張りますから、すぐに荷降ろし終わらせます！」

　アリアさんの冷たい視線に耐えられなかった僕は、逃げ出すように馬車に駆け込み、今日の討伐で得た魔結晶や素材を降ろし始める。

「ロルフもそろそろクビだろうな……」

「あれだけ鳴り物入りで加入して、この体ていたらく。よく耐えられるよな」

「スキルが一度も発動しねぇとか、ありえねぇだろ。普通の使えないスキル持ちよりも始末がわりいぜ」

　他のメンバーたちも、馬車から荷物を降ろす僕を見てヒソヒソと話しては、侮ぶ蔑べつの視線を投げかけてくる。

　僕がちゃんとスキルを発動させられたら……。

　でも、どうしてもスキルが発動する気配がないんだよな……。

　メンバーたちからの侮蔑の視線を全身に浴び、胃が痛くなってくる。

　女神様から授けられた『再生』スキルが使えないため、少しでも貢献しようと、みんなの雑用をすべて僕が請け負っていた。

　おかげで休む暇もないほど忙しく、ほとんど寝られない日々が続いている。

　荷降ろしをしていると、急に意識が遠のきそうになってフラフラと足元がおぼつかなくなり、気付けば荷馬車から落ち、地面に倒れ込んでいた。

「ロルフ！　お前！　大事な商品に疵きずをつけやがって！　クソ使えねぇうえに、損害まで出すつもりか！」

「す、すみ……ま……せん。すぐに……片付け……」

　遠のく意識の中で、ガトーさんの叱責する声だけが脳に響いていた。




　次に目が覚めると、視線の先に『黄金の獅子』のリーダーであり、護衛対象でもあるフィガロさんの姿があった。

「ロルフ君、君には大変に失望したよ……」

　サラサラの金髪を指先で弄いじりながら、フィガロさんはこちらを見下ろしている。金持ち貴族の一人息子で、自らの名前を広めるために冒険者になったという、ちょっと変わった人だ。

　僕の再生スキルが未発見のスキルだと知り、即座に自分が率いる冒険者集団への加入の打診をしてくれたのは彼であった。

「す、すみません！　もっと、頑張りますし、皆さんの足を引っ張らないようにしますから！　もう倒れたりもしませんし！」

　現在、見習いで加入しているため、僕に報奨金の分け前は分配されていない。

　雑用の手間賃として、本当に少しばかりのお金が支払われている程度だった。

　けれど、そのわずかなお金で祖母と自分の生活を賄まかなっており、収入が途絶するのは勘弁してほしかった。

「悪いがうちは無能者が所属してていい集団ではないんだよ。君の持つ再生スキルの可能性に賭けて加入を許したが、さすがにわたしもこれ以上メンバーたちからの突き上げを無視して庇かばうことはできない」

　自分は庇っているという言葉とは裏腹に、僕を蔑さげすむような表情をしているフィガロさんは、金色の髪を指で弄ることをやめず、ふぅとため息をついた。

「そ、そんな……」

　いや、でもそうだよな……。

　スキルが使えない自分が、ここにいる必要はないんだろうな。

　自分がフィガロさんだったら、そう思ってもしょうがないし……。

　現在の状況は自らが招いたことであるため、僕は地面に視線を落とすことしかできなかった。

「そこでだ。悪いが君には『黄金の獅子』を辞めてもらう。ここに今日まで君が我々に与えた損害の額と、スキルを発動させられなかったことによる加入条件への違約金をまとめた紙を作ってきた。目を通してくれ」

　地面に視線を落としていた僕の前に、フィガロさんが一枚の紙を置く。

　いち、じゅう、ひゃく、せん……五〇〇万ガルド!?　こ、こんな額を払えるわけが!?

　見習いとして加入して三か月。今まで支払ってもらったお金は三〇万ガルドに届かないくらいなのに、五〇〇万の借金。確実に数年間、いや下手したら十年間くらいは、飲まず食わずで働かないと絶対に返せないや。

　紙に書かれた額に驚いた僕は、急いで顔を上げた。

「フィガロさん！　こんな額、僕は払えませんよ！」

「ああ、大丈夫だ。君の実家のボロ屋は差し押さえさせてもらうし、金利くらいはメンバーだったよしみで、少な目にしとく。冒険者として頑張って稼げば返せない額でもないと思うが」

　フィガロさんはニヤニヤした顔をして僕を見る。

　実家を差し押さえ!?　おばあちゃんがいるのに!?　そんなのって……ないだろ。

　違約金とか払いたくないけど、僕がフィガロさんたちに迷惑かけたことは間違いないし……。

　冒険者だった父さんたちからも、お金のことだけはちゃんとしなさいって言われてたからなぁ。

　自らの行いが招いたとはいえ、大金とも言える額の借金を背負うことに身体が震える。

「実家の差し押さえだけは……勘弁してください。お金は僕が稼いで必ず返しますから！　お願いします！」

　自分が借金を背負うのは我慢できるけど、おばあちゃんを巻き込むのは回避しないと。

　地面に頭をつけ、僕は実家の差し押さえをやめてもらえるように懇願した。

「いいだろう。実家の差し押さえは返済が滞とどこおるまではしないでおこう。では、証文に判をもらう」

　土下座をしている僕の手をフィガロさんが掴む。

　指先にわずかな痛みが走り、顔を上げると、切れた指先に滲にじんだ血で証文に判が押されている。

「よし、これで君は我が『黄金の獅子』から追放処分となる。あとは、新たな仲間を探すなりなんなり自由にしたまえ。ただ、無能者と分かった君と組む相手がいるかどうか知らんがな。あっはは！」

　証文を懐ふところに納めたフィガロさんが高笑いをしながら立ち去っていった。

　こうして僕はアグドラファンの街の冒険者集団『黄金の獅子』から追放されることになり、追放された理由はすぐさま街の冒険者たちに知れ渡った。

　使えないスキル持ちのロルフ。

　ゴミスキルのロルフ。

　そんな二つ名を与えられ、僕と一緒に依頼を受けようとする人は、皆無となった。










第一章　運命の出会い




『黄金の獅子』追放から瞬く間に一年が過ぎた。

　一六歳になった僕は、今日も憧れの職業であった冒険者として依頼に励んでいる。

　今日は依頼を受けて街の清掃活動中だ。

「よぉ、ロルフ。今日もゴミ漁あさりご苦労さん」

　侮蔑を含んだ男の言葉を無視して、無言で道路のゴミを拾っていく。

「これ、やるよ。遠慮せずに受け取れ。オレたちはこれから冒険に行ってもっとすごいお宝を手にするからな。ははっ！」

　通り過ぎていく少し年上の冒険者たちが、目の前に価値のほとんどないクズの魔結晶を捨てた。

　淡く赤い光を発した小さな魔結晶が目の前に転がってくる。

「ド底辺の使えない冒険者には、そのクズ魔結晶も大事な品になるだろ。遠慮せず拾ってくれていいぞ。返せる当てのない借金返済の足しにしてくれよ」

「『再生』とか意味分かんねーポンコツスキルを与えられた、『ゴミ拾い』の二つ名を持つロルフ君。ほら、早く拾えって」

「どうせなら、地面にはいつくばって拾えよ。その方が『ゴミ拾い』の二つ名を持つやつらしいだろ」

「ガタイも細くて、魔法の才もなく、授けられたスキルすら使えないなら、とっとと冒険者を廃業すればいいのにな」

「何が楽しくて日がな一日ゴミ漁りしてるのか教えてほしい。オレだったら恥ずかしくてすでに死んでるぜ」

　連れ立って歩く冒険者たちが、僕を馬鹿にして目の前から去っていった。

「……そんなこと、僕が一番教えてほしいに決まっているだろ……」

　自嘲気味に呟つぶやきながらも、目の前に転がったクズの魔結晶を拾う。

　今の僕は幼い時から憧れていた両親と同じ冒険者をしている。

　でも、冒険者となった僕がやっていることは、子供でもできるゴミ拾いでしかない。

　こんなはずじゃなかった……。

　憧れの冒険者となって、信頼できる仲間と色んな街に行ったり、魔物を倒したり、誰も見たこともない財宝を探していたはずなのに……。

　なんで、僕に授けられたのは、『再生』スキルだったんだよ。

　剣の才能を与えてくれる、『剣の極み』なんてなくてもいい。

　魔法の才能を与えてくれる、『大魔導』なんて超レアなものが欲しいなんて望んだことはない。

　ただ、普通の一般的なスキルがもらえれば、良かったのに……。

　女神様が僕に授けた『再生』スキルは、神官すらも存在を知らない全く未知のもの。

　しかも、一度も発動しない謎のスキルだ。

「はぁ……このスキルは発動すらしてくれないし……こんなんじゃ、いつまで経っても借金を返せないし、仲間も見つからない」

　ゴミ拾いで薄汚れた自分の手を見て、与えられたスキルの使えなさにため息を吐いた。

　一年前、『黄金の獅子』から追放された一件で、僕の持つ再生スキルは、発動しないただのゴミスキルだとの噂が一気に広まった。

　おかげでどこの冒険者集団にも所属できず、能力的にも秀ひいでた物がないぼっち冒険者の僕がやれるのは、最低ランクの依頼である街の清掃活動だけなのだ。

　この依頼は、怪我を負ったり歳をとったりして生活に困窮した冒険者への冒険者ギルドによる救済措置に近い。はっきり言って、普通の健康な冒険者は誰も受けない依頼である。

　そんな依頼を、ぼっち冒険者で魔法の才もない僕は生活の糧を得るため受けていた。

「僕だって……僕だって……スキルが使えたら……こんなことしてない」

　借金返済が滞り、実家も差し押さえられて追い出され、最後の家族だった祖母も病気で亡くなり、皆に馬鹿にされ最底辺の生活をしていることに、満足をしているわけではなかった。

　スキルさえ、スキルさえ普通だったら……。

　こんなみじめな生活を送らないで済んだのに。

　女神様から与えられたスキルが使えず、自分を卑下するようになり、人と目が合わせられなくなって、いつの間にか下を向いて生活することが身についてしまっていた。

「はぁ……とはいえ、発動しないスキルなんてほんとゴミと同じだよな……はぁ……」

　解決の糸口すら見出せない生活にため息を吐きながら、今日の糧を得るためゴミ拾いを再開した。




　街中の清掃を終え、集めたゴミを捨てるため、街の外の小高い丘にある巨木に来た。

　集めたゴミをゴミ捨て場に捨てていると、巨木の奥にある雑木林からゴブリンたちの唸うなり声が聞こえてくる。

「うがああぁああ!!」

「…………こ、来ないで！　来るなら……」

　声がした方に視線を向ける。

　ゴブリンの群れに追いつめられた女性が、巨木を背にして囲まれていた。

　見習いとして『黄金の獅子』に在籍していた時期も含め、冒険者になってからまだ一度も魔物との戦闘を経験したことがない。

　こちらに気付いた女性から、助けを求める視線が向けられる。

　父からの言いつけを守り、困窮した生活苦の中でも剣の練習は欠かさずにやり続けてきたが、戦闘経験のなさから、自分の足が震えるのを感じた。

　冒険者だった父さんや母さんなら、今の状況を見たら絶対に助けるよな。

　それに今、あの人を助けられる力を持ってるのは僕だけだし、冒険者だったら逃げ出したらダメだ！

　視線を向けた女性に頷くと、怯おびえる自らに言い聞かせるように口を開いた。

「今すぐ助けるから、そこを動かないで！」

　追い詰められた女性は、こちらの声に反応して頷く。

　すぐに足元の小石を取ると、女性に襲いかかろうとしたリーダー格らしいゴブリンに向け全力で投げた。

　投げつけた小石が、リーダー格のゴブリンの持つ手に当たり、サビた剣が地面に転がる。

　大型の魔物は強くて、ぼっち冒険者の僕一人では倒せない。

　でも、女性を襲っているのは最弱の魔物であるゴブリン三体だ。

　慌てずに一体ずつ挑いどめば、今の自分でも倒せない相手ではないはずだった。

「僕が相手になる！」

　ゴブリンたちを威い嚇かくするため、父がずっと愛用し、一〇歳の誕生日に僕に譲ってくれた剣を引き抜くと、毎日欠かさずに鍛錬してきた通りに構えた。

　僕だって、冒険者の端くれだ！　ゴブリンなんて怖くない！　絶対にあの人を救ってみせる！

「ガァアアア！」

　一体のゴブリンがこん棒を手に飛びかかってくる。

　自分に向けて振り下ろされたゴブリンのこん棒を剣で弾く。こん棒を弾いた瞬間、鍛錬中に聞いたことのない音が剣から聞こえた。

　異音が気になったものの、ゴブリンが振り回すこん棒を避けるので精いっぱいだった。

　再び振り下ろされたこん棒を弾くと、体勢が崩れたゴブリンの肩口に向け、力いっぱい剣を振り下ろす。

「ギギィイイイッ！」

　振り下ろした剣は、ゴブリンの肩口の皮膚を切り裂き、大量の血を噴き上げさせると同時に、真ん中から折れた。

　お、折れた!?　嘘だ！　父さんから譲ってもらった剣なのに！

　大事な形見でもあり、唯一の武器とも言える父の剣が折れ、動揺しそうになるが、両親の教えに従い、魔物の前で弱気な顔を見せないようにする。

　仲間のゴブリンを倒され、分が悪いと判断したのか、リーダー格のゴブリンはサビた剣を放り出し逃げていった。

　リーダーの逃走を見た別の仲間のゴブリンも、慌ててその場を立ち去っていく。

　倒したゴブリンは血を流しきると、小さな赤い魔結晶をひとつと素材になる骨を残し、煙となって消えた。

「だ、大丈夫？　怪我とかないです？」

　危機を脱したことで気が抜けたのか、女性は木の根に座り込んで震えていた。

　そんな彼女を助け起こそうと、自分の手を差し出す。

　綺麗な人だな――。

　僕は思わず息を呑む。

　女性は、黒く長い髪に漆黒の瞳をした、自分より身長も年齢も上に見える美しい人だった。

　よく見ると、目元に泣きボクロがあり、日に焼けた健康そうな肌をして、泥と砂で汚れたボロボロの衣服を着ている。

　首に革製の首輪を付けているため、どこかの逃亡奴隷なのかもしれない。

　ただ、衣服のみすぼらしさに比べ、両手につけている白い革の手袋がやたらと高価そうで、しかも頑丈そうなのが気になった。

「あ、ありがとう。でも、その手をあたしは触れられないから！　万が一のことがあると困るし！」

　差し出した僕の手を見た彼女は、血相を変えて拒絶の言葉を口にした。

　今の僕はここに来るまでに散々ゴミ拾いをしてきたから、とても汚い身なりをしている。

　もちろん、手もかなり汚れていた。

　なので、彼女の拒絶の言葉を『汚い人に触れられたくない』との意思表示だと受け取った。

　たしかにゴミ拾いで汚れた格好をした僕に、誰も助けられたくないよな……。

　自分の格好を思い出し、しょぼくれた気分になる。

「ご、ごめん。立ち上がるのに手を貸そうと思って……すぐに街の人を呼んでくるから！　待っててください！」

「違うの！　そういう意味ではなくて――。あたしは手に触れた物を自分の意思に関係なく『破壊』してしまうスキル持ちなの！　だからあたしは、人を『破壊』しちゃうかもしれなくて、不用意に人に触ることが怖くてできないの」

　女性が必死になって、僕の勘違いを正そうとする。

「はぁ？　は!?　触れた人を『破壊』!?　意味がよく分からないんですが……」

「これを見れば分かるわ……。危ないから離れて」

　女性が両手にしていた白い革製の手袋を慎重に外し、足元に転がっているサビた剣を素手で取った。

　その瞬間――サビた剣が淡い光をまとい、ばらばらの部品に変化して彼女の手の中に浮かんだ。

「えっ!?　ええっ!?」

「この通り、あたしが素手で触れると勝手に破壊スキルが発動して、すべての物を分解してしまうの……。光が収まったら、この剣は消え去るわ」

　女性が自分の手元に浮かぶ、元サビた剣だった部品をこちらに見せる。

　その様子を見せられて、神殿に逗留していた時のことを思い出した。

　神官たちの話では、現在確認されているスキルは二〇〇ほどらしい。

　自分に授けられたスキルが未知のものであったため、神官たちの協議の場に何度も呼ばれ、すべての既存スキルとの照合をされた。

　その時の協議で既存スキルについての知識を得たけど、目の前の女性の言う破壊スキルは見たことも、聞いたこともないものだった。

「破壊スキルなんて存在するんですね……」

「そうみたい。だから、万が一の事故が起きないよう、君に『触れられない』って、きつい言葉が出ちゃったの。せっかく助けてくれたのに、あたしの言葉が足らず気を悪くさせてごめんね」

　女性は自ら立ち上がると、こちらに向かって深々と頭を下げた。

　その真摯な謝罪の姿に、逆にこちらが悪いことをしたかのように感じてしまった。
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「そ、そんなに謝らなくてもいいですよ！　頭を上げてください。僕の勝手な勘違いでしたし」

　すぐに彼女の謝罪を受け入れると、彼女は顔を上げニッコリと俺に微笑みかけてきた。

「本当に助けてくれてありがとうね……」

　か、可愛い……。

　僕は彼女の魅力的な笑顔を見せられて、興味を惹かれた。

「えっと……そういえばまだ君の名前を聞いてないや。あたしはエルサって言うの。君は？」

「僕はロルフです」

「ロルフ君か。とっても若そうに見えるけど？」

「今年で一六かな。近くの街で冒険者をしてます」

「ちなみにあたしの方がお姉さん。年齢はナイショにしとくけどまだ若いつもりよ」

　笑顔で話すエルサさんの表情に、急速に魅入られていくのを感じた。

　エルサさんか……。綺麗でハキハキと喋る年上のできるお姉さんって感じだな……。こういう人とお付き合いできたら、人生楽しいだろうけど……。やっぱ、もう結婚とかしてるよね。

　目の前の綺麗なエルサさんと家庭を持った妄想をしてしまい、自らの境遇を思い出したことで気分が一気に落ち込んだ。

「改めてお礼を言わせて。ゴブリンからあたしを助けてくれて本当にありがとう！　ロルフ君」

　エルサさんは再び深く頭を下げた。

　そんな彼女の頭を上げさせようとした時、触れるなと言われていた手に触れてしまった。

「「あっ!?」」

　僕は馬鹿か……触るなって言われてたのに。破壊されちゃうんだろうか……。もっと、エルサさんとお話ししたかったな……。

　エルサさんの手に触れた途端、淡い光を宿していた剣の廃品から強い光が吐き出され周囲を包み込んだ。





　＞スキル発動条件が整いました。

　＞再生スキルを発動しますか？






　視界の端に文字が浮かび上がり、頭の中に誰かの声が響く。

　それは今まで一度も聞いたことがない、スキル発動を告げる神の声だと思った。

「あ、はい」

　思わず、そう答えてしまう。

　すると、視界の端にあった文字が変化した。











　再生スキル


ＬＶ：１

経験値：０／12

対象物：☆鉄の剣（廃品）






　＞鉄の剣（普通）：90％

　＞鉄の剣（中品質）：70％

　＞鉄の剣（高品質）：50％

　＞鉄の剣（最高品質）：20％

　＞鉄の剣（伝説品質）：10％






「なんだ……これ？」

　浮かび上がった鉄の剣（伝説品質）の文字に目がいく。





　＞鉄の剣（伝説品質）に再構成しますか？









「え？　あ、はい」

　声に誘われるがまま、了承の返事をしてしまった。

　独り言を話す僕を見たエルサさんが、不思議そうな顔をする。

　そういえば、僕、どうもなってないよね？　エルサさんの破壊スキルが発動してないのか？

　そう思った途端、再び周囲を圧倒する眩まぶしい光がエルサさんの手から発せられた。

「あ、あの、ロルフ君!?　何か光って――！　どうなっているの!?」

「ご、ごめん、僕も何でこうなったか分かんない!!　でも、僕の授かってる再生スキルのせいかもしれないです！」

　光は先ほどよりもさらに強まり、目を開けているのが困難になった。

　次の瞬間、目が開けられないほどの眩まばゆい光が途中で消え、剣の廃品から黒い煙が発生した。

「おわっ！　なんだこれ！」

「煙!?　ロルフ君！　どうなったの？」

　彼女の手の中にあったサビた剣の廃品は、煙が収まると灰になって風に飛ばされ消えていった。

　一部始終を見ていたエルサさんの顔が悲しい表情に変わる。

「あたしが素手で触れた物。光が消えると、今みたいに灰になって消えちゃうわ。やっぱり、こんなスキルを持つあたしは、すべてを破壊する忌いみ子よね」

　彼女は自分の手を見て、泣き出しそうな顔をした。

　もしかしたらエルサさんは、破壊スキルのせいで色々と周りの人から言われてきたのかもしれない。僕は発動しないスキルのせいで蔑まれてるけど、エルサさんも自分と同じなのかも。

　未知のスキル持ちと、そのスキルのせいで苦労をしたという共通点が、僕の中で急速に彼女を身近に感じさせた。

「今のはエルサさんのせいじゃなくて、初めて発動した僕の再生スキルが失敗しただけだと思います！」

「ロルフ君の再生スキルが失敗した？　それっていったいどういうこと？」

「僕の視界内に表示されてた数字は成功率だったんだと思います。伝説品質は10％と表示されてましたし、それで失敗したのかと」

　先ほどの失敗を気にして、エルサさんは落ち込んでいる様子だった。

「次は絶対に成功させてみせるんで大丈夫です！　今度は、これでもう一回お願いできますか！」

　そんなエルサさんの顔を見ていることに心が痛み、先ほどの戦闘で折れた形見の剣を彼女に差し出す。

　万が一失敗して剣を失っても、エルサさんを悲しませないためにしたって言えば、きっと父さんなら許してくれるはず。

「それはロルフ君の大事な剣じゃないの？　大分使い込まれてるみたいだし、失敗したら灰になるんだよ」

「父からもらった剣ですけど、折れてしまいましたし、それに試せそうな剣はもうこれしかないんで大丈夫です！」

「そんな剣を……分かった。ロルフ君がそこまで言うなら、もう一度やってみるわ」

　まだ少し困惑した様子のエルサさんだったが、折れた剣を受け取ると素手で触れ、破壊スキルを発動させた。

　先ほどと同じように剣が淡い光を帯びて、エルサさんの手の上でバラバラの部品に変わる。

「じゃあ、エルサさんの手に触れさせてもらいますよ」

「ちょ!?　ロルフ君、あたしに触れたら――」

「僕はきっと大丈夫ですから、信じてください！」

　息を止めると、破壊された剣の部品を持つエルサさんの手に触れる――。





　＞スキル発動条件が整いました。

　＞再生スキルを発動しますか？









　やはり、思った通りだ。

　再生スキルが発動したことを告げる声が聞こえる。

「や、やっぱり。エルサさんが破壊した物に、僕の再生スキルが反応する！　反応するよ！」

「そ、そうなの？　ロルフ君、身体は何ともないの？　本当に大丈夫なの？　痛いところとかない？」

　エルサさんは、とても心配そうな顔をして、こちらを見ていた。

　彼女は自分が持つ破壊スキルが、僕の身体に影響を与えていないか心配してくれてるんだろうけど……。なぜだか知らないけど、身体には影響は全くない。

「大丈夫です！　ピンピンしてますよ！　授けられてから一度も発動しなかった再生スキルが、エルサさんのおかげで発動してるんですよ！　すごい！　すごいや！」

　淡い光を放つ父の愛用した剣の部品をエルサさんから受け取ると、先ほどと同じような文字が浮かび上がった。








　再生スキル


ＬＶ：１

経験値：０／12

対象物：☆鋼鉄の剣（廃品）






　＞鋼鉄の剣（普通）：90％

　＞鋼鉄の剣（中品質）：70％

　＞鋼鉄の剣（高品質）：50％

　＞鋼鉄の剣（最高品質）：20％

　＞鋼鉄の剣（伝説品質）：10％






　浮かび上がった文字の中から、鋼鉄の剣（伝説品質）に目をやる。





　＞鋼鉄の剣（伝説品質）に再構成しますか？






　問いかけてくる神の声に対し、了承を意識した。

　自分の手が触れた剣の廃品が一気に輝き始め、周囲が光に包まれる。

　さっきと同じ光！　やっぱり僕の再生スキルを発動させるには、エルサさんが破壊スキルで破壊した物が必要なんだ！

　やがて眩しい光が収まると、自分の手にサビひとつない輝きを放つ新品同然の剣があった。

　こ、これが僕の授けられたスキルの力なのか？

　エルサさんに破壊してもらった剣は、刀身が真ん中で真っ二つに折れてたはず。

　でも、これって新品だよな……。新しく創り出すスキルなのか？





　＞鋼鉄の剣（伝説品質）の再構成に成功しました。

　＞鋼鉄の剣（伝説品質）

　攻撃力：＋１００

　資産価値：三〇〇万ガルド






　手にしていた剣の上に文字が浮かび上がった。

　これって神官の人に見せてもらった『鑑定』スキルの結果表示画面……。

　まさか……僕のスキルって物を創り出すだけじゃなくて、鑑定もしちゃうやつか。

　それにしても攻撃力が＋１００とか、資産価値が三〇〇万ガルドとかとんでもない武器だ……。

　手にしている武器のすごさに思わず震えが走る。

「これって……」

「さっきの折れた剣だよね……？」

　エルサさんも何が起きたのか理解できなかったようで、僕の手にある物を見て、目をパチクリさせていた。

　鑑定の結果が示す通り、刀身の輝きから見て、きっととんでもなく高品質であることは間違いない。

「やっぱり、後ろの数字は成功率だったみたいです！　最初の灰になった剣は10％の成功率で失敗しただけなんですよ！」

　再生スキルで新品同然になった形見の剣をエルサさんに見せると、先ほどまでの落ち込んだ様子は消えていた。

「それにしても、あたしの破壊スキルで壊した物がないと、ロルフ君の再生スキルが発動しないとは……。そんなスキルが、この世界にあるなんてね。それにロルフ君には、素手で触れても破壊スキルが発動しないなんて」

　エルサさんが不思議そうな顔をして、素手で僕の身体をペタペタと触っていくのがこそばゆい。

　人も破壊しちゃうかもって聞いてたけど、エルサさんの破壊スキルは、僕には発動しないみたいだ。なんで発動しないかまでは、分からないけど。

「やっぱり発動しない……。しないよ。あたしの破壊スキルが発動しない人に初めて出会った」

　自分の手で触れても破壊スキルが発動しないのを、信じられないと言いたげにエルサさんがこちらを見る。

「不吉な忌み子と言われ続けたあたしが素手で触れられる人がいるなんて」

　エルサさんは僕の頬に両手を当てると、綺麗な目を潤ませた。

「ロルフ君は、この破壊スキルの発動を封じてくれる手袋を父にくれた、ちょっと変わった旅の神官さんが言ってたっていうあたしの運命を開く人……？」

　自分の持つ破壊スキルが僕に発動しないことを確認したエルサさんの綺麗な漆しっ黒こくの瞳から、ポロポロと大粒の涙が流れ落ちる。

「エルサさんに触れたことで、僕の再生スキルが初めて発動したのか知りたくて……無茶しちゃったけど、死んではいないみたいです」

　泣いているエルサさんの顔もとても魅力的で、心臓の鼓動が高鳴った。

「ああ、やっぱり本当に破壊スキルが発動されない……。ついに見つけた運命の人。あたしを幸せにしてくれると神官が言ってくれた人に違いない！」

「あの……エルサさん？」

「ロルフ君!!　君があたしの運命の人よっ！」

　え、えっとこれって愛の告白ってやつなのかな……。運命の人って言ってるし。

　いやまさかね、こんな綺麗な人が僕なんかに……ね。

　それに破壊スキルが発動されないってことは……。発動した人がいるんだよね……やっぱり……。

　エルサさんの呟いた言葉を聞いて少し複雑な気分になる。

「あの……僕にスキルが発動されないってことは分かりましたけど、もしかして今までにエルサさんの手に触れてしまった人って……います？」

「え、えっと……命までは奪ってないけど、誤って手を破壊してしまった人が一人ほど……」

　やっぱり、いるの!?

「破壊スキルが初めて発動した際、父の片手が消えてしまったの……もう、病気で亡くなっているけど、父にはずっと悪いことをしたと思ってた」

　エルサさんは、父親の手を誤って消してしまったことを隠そうともせずに喋ってくれた。

「母もあたしが生まれた時に亡くなっているしね。それも破壊スキルの影響かもしれないし。だから、あたしは周りが言ってる通り、忌み子だって思ってたの」

「ご、ごめんなさい！　辛いこと聞いちゃったみたい。ごめん、僕、馬鹿だから」

「いいえ、ロルフ君には聞いてもらいたいの。だって、素手で触れたロルフ君にはスキルが発動しなかったんだもん。だから、貴方はあたしの運命を開く人なの！」

　泣きやんだエルサさんは、僕の頬に手を当てたまま真剣な顔で話を続ける。

　彼女の漆黒の瞳に見つめられ、心臓の鼓動が一段と速くなるのを感じた。

「運命の人……その言葉さっきも聞きましたけど、いったいどういうことです？」

「この破壊スキルの発動を抑える白い手袋をくれた旅の神官様が、父に言ったらしいの。『破壊スキルが発動しない者が、娘の運命を大きく変えることになる人』だって」

　エルサさんが、外して近くに置いていた白い革製の手袋にチラリと視線を送る。

「あの手袋にそんな力が……」

「そうよ。手袋さえしてれば、人や物に触れても破壊スキルは発動しないの。でも、ロルフ君はこうやって素手で触れても問題ないわ……。やっぱり、あたしの運命の人はロルフ君なのよ！」

　こちらの顔を覗き込んでいるエルサさんの目が再び潤んできた。

　や、やっぱりこれってエルサさんに告白されてるのかな……？　エルサさんみたいな綺麗な人とお付き合いするのは全然大丈夫なんだけど、こういうのはもう少しお互いを知ってからでも遅くない気もする。

　綺麗な女の人に告白っぽいことを言われて困惑していたら、エルサさんが抱き付いてきた。

　僕より身長が高い彼女の胸が、ちょうど顔に当たる。

「あ、あの！　エルサさん!?」

「あ、ごめん。当たっちゃった。わ、わざとじゃないからね」

　自分の胸の谷間に、僕の顔が埋まったことに気付いたエルサさんの顔が赤く染まった。

　そうやって照れられると、こっちも照れてしまう。

「分かってますよ。少なくとも僕の再生スキルはエルサさんがいないと発動しないですし。これは運命なのかもしれないですね」

　そう、本当にこれは運命なのかもしれない。

　再生スキルの発動条件に、破壊スキルでの破壊が設定されているのだから。

「運命よ！　運命！　ロルフ君は、あたしの運命の人！　そうに違いないわ」

　喜びを満面に浮かべたエルサさんが再び抱き付いてくると、僕の顔はまた彼女の胸に埋まった。

　今までの反動なのか、破壊スキルが発動しない僕に対し、なんだかとっても接触過剰な気がするが、これはこれで悪い気はしない……。

「あの、ロルフ君。あたし、しばらく身体拭いてないから変な臭いとか……しない？」

　抱き付いていたエルサさんが自分の臭いを気にするが、全く不快な臭いなどしない。むしろ、甘く感じられる。

「エルサさんから変な臭いなんてしないよっ！　それを言うなら、僕の方が気になります。ほら、今日はずっとゴミ拾いしてきたから……」

「ロルフ君、ゴミ拾いしてたんだ。すごい！　えらいよね、若いのに。えらい、えらいよ」

　抱きしめたまま、エルサさんがそっと僕の頭を撫でてくれた。

　人に褒められるなんて久しぶりだ……。

　僕のことを褒めてくれたのは、おばあちゃんくらいだったしな。

　おばあちゃんが亡くなってからは、街の冒険者から侮蔑される毎日で、ずっと下を向いて生活してきた記憶しかない。

　でも、褒められたことで、消えかけていた自尊心を少しだけ取り戻せた気がする。

　認めてもらえたのがとても嬉しくて、彼女の胸に埋もれたままだった顔を出し、お礼を言った。

「エルサさんに褒めてもらえたら、嫌で嫌で仕方なかったゴミ拾いの仕事もなんだかすごく誇らしいです！」

「ロルフ君は人が嫌がる仕事を率先してやってるんだから、もっと胸を張っていいよ！」

　彼女に認めてもらえるなら、僕はなんだってできそうな気がする。

　すごい力を秘めていそうな再生スキルだって発動させられるんだし。

　だから、エルサさんの横に立っても恥ずかしくない立派な冒険者になれるよう、これまで以上に努力をしないと。

　笑顔でこちらを見ている彼女を見て、改めて自分が目標としていた冒険者像を思い出した。

　それと同時に、自分が彼女に関して、全く何も知らないことに気付く。

　エルサさんはどこの人だろうか。

　街では見かけたことがない顔だし、どこか別の場所から来たのかな。

　それに革の首輪のことも気になるし、教えてくれるか分からないけど、聞いてみるしかないよね。

「そ、そういえば、エルサさんはアグドラファンの街の住民じゃないですよね？　どこから来たんです？」

「――っ!?」

　それまで笑顔だったエルサさんが、質問を境に顔を曇らせた。

　やっぱり、住んでたところは、聞いてはいけないことだったんだろう。

　僕はなんて馬鹿な質問をしたんだ……。

「す、すみません！　聞いちゃいけないことでしたよね。僕が深入りしたせいで、エルサさんに不快な思いを――」

「――違う。ロルフ君、違うの。君にはきちんと話さないといけないの」

　少し目を潤ませ緊張した顔のエルサさんが、こちらの目を真っすぐに見てくる。

「実はあたし……。父親が病死したあとも、一人で村に暮らしてたんだけど。村が凶きょう作さくになって領主への納税の足らない分の物納として、あたしが献上されることになったの。スキルのせいで村八分にされてたから、反対する人は誰もいなかったわ。だから、あたしはいわゆる献上奴隷なの」

　着ているボロボロの衣服と日に焼けた肌が、父親を亡くし、スキルのせいで村八分にされた彼女の苦しい生活のすべてを物語っていた。

　それにしても、納税不足を補ほ填てんする献上奴隷だったなんて。

　エルサさんだって好きで破壊スキルを得たわけじゃないのに！　それをみんなが寄ってたかって苛いじめて、挙句の果てに奴隷として領主に物納するなんて許せない！

　エルサさんの境遇を聞き、酷いことをした村の人へ憤いきどおる気持ちが強くなった。

「エルサさん、そんなのおかしいですよ！」

「いいの。村の人たちのおかげで運命の人であるロルフ君に会えたから！　それを日々の心の支えにして奉公期間が終わるまで頑張れるわ」

　彼女に抱き付かれると、僕の顔に涙の雫しずくがポタリと垂れた。

　エルサさんの代わりに、手にしている伝説級の鋼鉄の剣を献上するわけにはいかないだろうか。

　三〇〇万ガルドの価値がある剣だし、それにエルサさんがいなかったらできなかった剣だから、彼女を助けるために使うべきだ。

「エルサさん……僕がこの剣を売ってお金を工面しますよ！」

「ううん、いいの。それはロルフ君が持ってて。お父さんからもらった大事な剣でしょ。それに、あたしと初めて作った思い出の品だもん。売るなんて言わないで。あたしが数年間我慢して働けばいいだけだから」

　剣を売ることに対し、エルサさんは軽く首を横に振って拒絶の意思を示した。

　身長が高いエルサさんが、一段と強く僕を抱きしめてくる。

　彼女の胸が、こちらの顔を圧迫してきた。

　なんで、なんでだよ！　僕の再生スキルとエルサさんの破壊スキルは二つ揃って効果を発揮するスキルなのに、なんで別れないといけないんだ。

　神様はどこまで僕に意地悪をするんだろう。

「それに道中で大問題が発生したから、あたしはそのことを街に急いで伝えに行かないといけないの」

　エルサさんとの別れに納得がいかず、神様を心の中で罵っていたら、彼女が街に伝えないといけないことがあると言い出した。

「大問題ですか？」

「そうなの、大問題よ。徴税官を護衛してた冒険者たちが、暇つぶしに近くのゴブリンを狩ってたら、巨大な魔物が急に出てきて、村から集めた食糧を載せてた荷馬車を襲ってきたの。冒険者たちは早々に逃げ出したし、徴税官も逃げて、檻おりに残されたあたしは破壊スキルで檻を壊して逃げてきたところ、ここでロルフ君と出会ったのよ」

　エルサさんの話を聞いていたら、背後で草の擦すれる音がした。

「グギャアアァアッ！」

　声の主は先ほど逃げたゴブリンたちだ。

　エルサさんを襲い損そこねて逃げたあと、別の仲間を引き連れて戻ってきたらしい。

「さっきのが仲間を連れてきたみたい……ロルフ君、どうしよう」

「エルサさんは僕の後ろに！　これでも冒険者だからゴブリンくらい――」

　現れたゴブリンの数は一五体。

　ぼっち冒険者で戦闘経験のない僕では、荷が勝ちすぎる数である。

　けど、エルサさんを置いて逃げるという選択肢は自分の中にはない。

　伝説品質の鋼鉄の剣を構えると、相手の出方を待った。

「ガキイィイギイ!!」

　敵意を剥むき出しにしたゴブリンたちが、一斉にこちらに向け駆け出してくる。

　焦るな。落ち着け、落ち着いて鍛錬通りに剣を振り、ゴブリンたちをエルサさんに近づけさせなければいいんだ。

「エルサさん、絶対に守るから、ここから離れないでね」

「う、うん！　でも、大丈夫！　きっと二人なら何とかなるから！　あたしも戦うし！　ロルフ君が動きを止めてくれたら、あたしが破壊スキルでゴブリンごと破壊してみるから！」
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「そうならないで済むようにします！」

　向かってくるゴブリンに向け、手をかざしたエルサさんは、戦う気を見せてくれた。

　でも、そんな危ないことはさせられない。

　彼女にゴブリンを近づけさせないためにも、先手必勝だ！

　鋭い光を放つ剣を握り直すと、一五体のゴブリンを前に戦う覚悟を決め、先頭のゴブリンに向かって駆け出した。

「ギャギャアアァッ！」

　奇声をあげ近寄ってくる先頭のゴブリンに向け、剣を薙なぎ払う。

　か、軽い！　いつも重く感じてたあの剣が、こんなに軽くて振り抜きやすいなんて！

　薙ぎ払った剣から、今まで感じたことのない手応えが返ってくる。

　途端にゴブリンの胴体は上下に分かれ、血を噴き上げて崩れ落ちた。

　斬きり口がめちゃくちゃ綺麗なままだ。

　それに、斬り分けられたゴブリンの体がまだピクピクと動いてる。

「す、すごい切れ味……僕の腕じゃないよな……やっぱり、ただの剣じゃなかった」

「それって、再生スキルで直した剣だよね……あたしのスキルで、ロルフ君のスキルが初めて成功した記念の剣……」

　伝説品質の剣のとんでもない斬れ味に驚いていると、仲間を斬られ激高したゴブリンがサビた剣を振り下ろしてきた。

　キィン！

　ゴブリンが振り下ろしたサビた剣は、伝説品質の剣に触れた瞬間、断ち切れてそのまま別の場所に飛んでいった。

　剣先が明後日の方向に飛んでいき、驚いて動きの止まったゴブリンのがら空きになった胴を素早く薙ぎ払う。

「すごい！　この剣は、相手の剣を簡単に斬れる……。これなら、僕の腕でもやれるっ！」

　再生スキルが最初に作り出した剣の性能が分かったことで、複数のゴブリンに囲まれた状況は不利ではないと悟った。

「エルサさん、僕がこの剣で一気にゴブリンたちを倒します！」

「ゴブリンだからって油断しないでね！」

「大丈夫です！　この剣なら僕は負けないですから！」

　切れ味の鋭い剣を構え直すと、襲いかかってくるゴブリンたちの集団に向けて剣を振るった。

　剣の才能を伸ばすスキルは全くない僕だけど、父親から教えられた日々の練習を続けていたことと、剣の素晴らしい性能のおかげでゴブリンたちを次々に倒していく。

　油断することなく剣を振るい、最後のゴブリンが地面に倒れた。

　しばらくすると煙とともに姿が消え、素材と小さな魔結晶だけが地面に残る。

「ふぅー、なんとか倒せた」

「す、すごい。一人で全部倒しちゃったよ。ロルフ君！」

　最後のゴブリンを倒し終えたところで、戦う様子を見ていたエルサさんが、背後から抱き付いてきた。背中に彼女の柔らかい膨らみが当たる。

「あ、あの！　エルサさん、そ、その背中に……」

「ロルフ君、かっこよかったわ。あたし、また一段と惚ほれちゃった。さすが、運命の人……はぁ、素敵」

「エルサさんと一緒に作ったこの剣のおかげですから！」

　伝説品質の剣は、ゴブリンを十数体斬っても、刀身に血の曇りがひとつもないままであった。

「すごい剣……あたしとロルフ君が作ったんだよね」

「うん、そうだよ。エルサさんがいたからできた剣だから」

　二人で創り出した剣のすごさに驚いていると、地面が急に大きく揺れ始めた。

　地面が揺れてる？　なんで？

　雑木林に生えた木々が揺れているのが、視界に飛び込んでくる。同時に草が揺れる音もした。

「なんかいる」

「ガァアアアア！」

　奇声とともに、新たにゴブリン一〇体が、雑木林の奥から飛び出してきていた。

　ゴブリン？　まだ仲間がいたのか――。

　奇声をあげていた一体のゴブリンが、木々の奥から突如として現れた巨大なこん棒によって肉の塊にされた。

「な、なんだ？　あのでかいこん棒は!?」

「あのこん棒……。あたしがいたフォルツェン家の徴税官の荷馬車を襲ったやつが来たみたい……。ロルフ君、早く逃げないと。アグドラファンの街に行けば強い冒険者や衛兵がいるわよね？」

　フォルツェン家の徴税官って、フィガロさんの家の人たち!?

　エルサさんを献上奴隷にした村は、フィガロさんの家の領地にある村か！

「エルサさんって、フォルツェン家の領地の村に住んでたんですか？」

「う、うん。そうだけど……って！　今はそんな話をしてる暇ないわ。ロルフ君、あれ見て！」

　背後から抱き付いたままだったエルサさんが指差した先には、肉の塊にしたゴブリンを摘まんで口に運んでいる、頭部に二本角を生やした巨大な人型の魔物の姿が見えた。

　オ、オーガ!?　なんで街に近いこの場所にこんな強力な魔物がいるんだ!?

　オーガなんて、銀等級以上の冒険者じゃないと倒せない強力な魔物のはず!?

「なんで、こんな場所に!?　もしかして、オーガが罠わなを張ってたのかも。ゴブリンを囮おとりにして冒険者や物資を運ぶ荷馬車を襲うことがあるって、父から聞いたことがありますし」

「そ、そうなの？」

「たぶん。僕はオーガに出会うのは初めてだから分かんないですけど」

　雑木林から姿を現したオーガは苛いら立だっているようで、近くにいたゴブリンを新たにこん棒で殴り倒し、その肉を口に運んでいる。

　肉塊になったゴブリンが食べられる姿を見て、足の震えが止まらない。

「ロルフ君、早く街に逃げて救援を呼んだ方が……」

「でも、今は昼間だし、大半の冒険者が出払ってて門も閉じられてないから」

　このまま僕たちが街に逃げ込むと、オーガもついてきて大惨事になっちゃう。

　剣の威力を過信するつもりはないし、僕が何とかできる魔物だとも思わないけど――。

　ここで逃げたら、エルサさんと出会う前の俯うつむいてばかりいた自分と同じだ！

「エルサさん！　街に逃げるわけにはいかない。だから、僕がここであのオーガを倒すよ！　でも、エルサさんが巻き込まれたら嫌だから先に街に向かっててくれますか？」

「ダメ、ダメよ。ロルフ君が一緒じゃないと、あたしは逃げないから！」

　逃げることを拒絶したエルサさんは、抱き付いて離れてくれなかった。

「分かった。じゃあ、僕はあいつを絶対に倒さないといけないね。エルサさんはここで戦う姿を見ててくれます？」

「絶対に死んじゃダメだからね」

「せっかくエルサさんと知り合えたんだから、絶対に死なないよ」

　小さく頷き返すと、エルサさんの手を解く。

　そして、剣を握り直し、苛立ちを見せるオーガに向かい大声をあげて挑みかかった。

「うぉおおおお！　こっちだ！　こっちに来い！　僕が相手だ！」

「冒険者！　アノ小僧、ミンナ、オイカケロ！」

　リーダーのオーガがこちらの声に気付いたようで、肉の塊にしなかった配下のゴブリンへ追う指示を出す。

　しめた！　陽動に引っかかってくれた。

　オーガを始め、周囲にいたゴブリンが僕を追いかけてくる。

　巨木の根にいるエルサさんからは、できるだけ遠のいて戦わないと。

　十分に巨木から離れた場所に行くと、追手のゴブリンたちとオーガに向き合い、剣を構えた。

「よし、ここら辺でいいかな。僕が相手になってやるから来い！」

「ガァアアアア!!」

　ゴブリンたちは自らの武器を掲げ、敵意を剥き出しにする。

　そんなゴブリンたちの攻撃をかわし、伝説品質の剣で次々に体ごと断ち斬っていった。

「オマエ、オレノ部下タクサン殺シタ、ツヨイ。デモ、ケンノウデチガウ！」

　配下のゴブリンを殺され、さらに苛立った様子を見せたオーガがこん棒を振り下ろしてきた。

　オーガが言う通り、今の僕の実力は剣の腕ではなく剣の力の方が大きい。

　でも、鍛錬で磨いてきたことが、自分の力を少しでも高めてくれていると思いたい。

　鋭い光を放つ伝説品質の剣を、オーガが振り下ろしてきたこん棒に当てる。

　刀身に触れたこん棒は、その破壊力を発揮することなく、真っ二つに切れて飛んでいった。

「クソ、ソノ武器ハ卑怯ダ！」

　手にしたこん棒が用をなさなくなったため、柄を投げ捨てたオーガは鼻息荒く、拳こぶしで打ちかかってきた。

　オーガの拳が自分の頭を掠かすめていく。空気を切り裂く音が聞こえ、身が竦すくみそうになる。

　しかし、よく目を開いてみれば、かわせない攻撃ではなかった。

　数度、オーガの拳が振り下ろされたが、こちらを捉えることはできずにいる。

　やれる。これなら、僕にだってオーガを倒せる！

　攻撃をかわし、隙ができたオーガの脇腹へ気合とともに横薙ぎの斬ざん撃げきを繰り出す。

「喰らえっ!!」

　よく切れるナイフで、柔らかい肉を切り裂く感触が手にあった。

「グフゥ……バカナ」

　オーガの体は、僕の剣で横一文字に両断され崩れ落ちた。

「ふぅ、やっぱりすごいぞ。この剣……簡単にオーガの体を斬れるなんて……」

　剣の威力に改めて驚いていると、声が聞こえてきた。

「ロルフ君！　大丈夫――!?　って、オーガ倒しちゃったの!?」

「エルサさん!?　いつの間にここに！」

　巨木の根で待っているはずのエルサさんが駆けてくるのが見えた。

「エルサさん、待っててと言ったのに！」

「心配で、心配でしょうがなかったから来ちゃったの！　怪我とかない!?」

　こちらに来たエルサさんは、目に涙を浮かべながら、僕の身体を隅々まで触って無事を確認する。

「大丈夫ですって。なんか……オーガ倒せちゃいました」

　オーガの死体が消え、オーガの角とゴブリンと比べて明らかに大きな魔結晶が地面に転がっていた。

　ゴブリンたちも装備を落とし、ゴブリンの骨と魔結晶になっている。

　角や骨などの素材や魔結晶は、魔物が倒されると一定時間で生成され、魔力の源や様々な道具の材料に使用される。

　そのため、素材や魔結晶は冒険者ギルドが買い取ってくれるのだ。

「すごい……ロルフ君が全部倒したんだよね」

「は、はい。倒せちゃいました」

「護衛についてた冒険者たちが逃げ出したオーガを、たった一人で倒すなんて……。やっぱロルフ君があたしの運命の人」

　無事を確認したエルサさんに抱き付かれ、自分の顔がまた彼女の胸に埋もれた。

「うわっぷ。エルサさん!?」

　抱き付かれて思い出したが、彼女は献上奴隷としてフィガロさんの家に送り届けられる途中だったはず。

　なんとかお金を工面して、エルサさんの村が支払えなかった徴税額を納められないかな。

　ゴブリンが落とした武器を再生スキルで新しくしたら売れそうだし、魔結晶もオーガのなら高く買い取ってくれるはず。

　エルサさんの胸から抜け出すと、僕の無事を喜んでいた彼女にお金の話をすることにした。

「エルサさん！　フォルツェン家の献上奴隷にならないで済むよう、少しでもお金を稼ぎませんか？　ほら、僕たちなら壊れた物でも新しくできますし！　魔結晶もあるし！」

　僕の提案を、エルサさんはきょとんとした顔で見た。

「ロルフ君！　頭いい！　そうね！　あたしたちって物を再生できる力があったんだ。新しくなれば売れる物になるよね！　やろう、すぐにやろう！」

　いちおう周りにいた魔物はすべて倒したし、危険もないだろうから、エルサさんにも拾うのを一緒に手伝ってもらおう。

「じゃあ、エルサさんも魔結晶とか素材を集めるの手伝ってもらえます？」

「うん、する！　これは、あたしを助けてくれたロルフ君へのお礼ね。こんなことしかしてあげられないけど……受け取ってもらえるかな？」

　エルサさんのやわらかい唇が、僕の頬に軽く触れた。

　彼女の唇が触れた途端、自分の顔が火ほ照てっていく。

「エ、エルサさん!?　何を!?」

「あたしからのお礼の気持ち受け取ってくれてありがとう」

　エルサさんも照れているようで、顔が赤かった。

　か、可愛い。いや、年上の人に可愛いなんて言ったら失礼だよな。

　って、そうじゃなくて！　今、僕ってキスされた!?

　魔結晶や素材などを集め始めたエルサさんの後ろ姿を見ながら、僕は彼女の唇が触れた場所に手を当て立ち尽くした。

「ロルフ君、早く集めよー」

　ぼんやりとしていた僕に、エルサさんが声をかけてきたので、慌てて装備や素材、そして魔結晶を集めることにした。

「エルサさん、武器の破壊をお願いします」

「うん、すぐにやる」

　素材や魔結晶や武器を集め終え、装備を再生させるため、エルサさんの破壊した廃品に触れてスキルを発動させる。








　再生スキル


ＬＶ：１

経験値：１／12

対象物：☆巨大こん棒（廃品）






　＞巨大こん棒（普通）：90％

　＞巨大こん棒（中品質）：70％

　＞巨大こん棒（高品質）：50％

　＞巨大こん棒（最高品質）：20％

　＞巨大こん棒（伝説品質）：10％






　成功率の高い普通品質を選び、再構成を始めた。

　周囲へ一気に光が溢れる。

　光が収まると、真っ二つにされていたはずの巨大こん棒が元通りに戻っていた。





　＞巨大こん棒（普通品質）に再構成に成功しました。

　＞巨大こん棒（普通品質）

　攻撃力：＋20　資産価値：二万ガルド






「大きい……オーガが持ってたこん棒よね。こんなの持てる人いるのかしら」

「でも、資産価値二万ガルドって出てますし、欲しい人はいるんでは」

「こ、これが二万ガルドもするの？」

　再生スキルが算出した資産価値だから、買う人がいればって話だろうけど。

　大きな槌つちを使う戦士とかなら、欲しい人がいるかもしれないし。

「意外と武器は高く売れるかも。他の武器も再生していきましょう！」

「うん、バンバン破壊するね」

　エルサさんが新たに破壊した武器に手を触れ、再生させる。





　再生スキル


ＬＶ：１

経験値：２／12

対象物：☆鉄の大刀（廃品）






　＞鉄の大刀（普通）：90％

　＞鉄の大刀（中品質）：70％

　＞鉄の大刀（高品質）：50％

　＞鉄の大刀（最高品質）：20％

　＞鉄の大刀（伝説品質）：10％






　普通の品質で再構成を選ぶ。





　＞鉄の大刀（普通品質）に再構成に成功しました。

　＞鉄の大刀（普通品質）

　攻撃力：＋６　資産価値：二五〇〇ガルド






　再生を終えた大刀は刀身にあった刃こぼれとサビが消え、新品同様に戻った。

　その後、ゴブリンたちが落としたサビた鉄の剣を同じように再生させていくと、視界の端に出ている文字の表示が変化した。








　＞【再生】スキルがＬＶアップしました。

　＞ＬＶ：１→２

　＞解放：☆の成功率１％上昇




　スキルステータス

　パッシブスキル：☆成功率１％上昇

　アクティブスキル：なし






　ＬＶアップ!?　もしかしてこのスキルって成長するの!?

　スキル所持者の能力を伸ばすスキルはあるけど、スキル自体が成長するなんて聞いたことないよ！

「エルサさん、なんか再生スキルが成長したみたいなんですが、新しく廃品作ってもらっていいですか？」

「え？　スキルが成長？　それっていったい？　そっか確認するためには、あたしが廃品を作ればいいのね」

「ええ、お願いします」

　エルサさんが新たに作り出した廃品に触れ、再生スキルを発動させる。





　再生スキル


ＬＶ：２

経験値：０／18

対象物：☆鉄の剣（廃品）






　＞鉄の剣（普通）：91％

　＞鉄の剣（中品質）：71％

　＞鉄の剣（高品質）：51％

　＞鉄の剣（最高品質）：21％

　＞鉄の剣（伝説品質）：11％









　よく見ると、表示されているＬＶ表記が２に変化し、経験値という項目の数字がゼロに戻り、再構成の成功率が１％上昇していた。

　やはり、再構成の成功数によってＬＶが上がったみたいだ。これなら、再構成を続けＬＶを上げれば、中品質や高品質の物も安定的に作り出せるようになるっぽい。

「エルサさん、やっぱり成長してるみたいです」

「ス、スキルが成長するのなんて初めて聞いたよ！」

　スキル自体が成長するスキル。

　それが、僕が神様から授けられた再生スキルの持つ能力のひとつだった。

　スキルが成長することを確認した僕たちは、それからどんどんゴブリンの落とした装備を再生させていった。

　再構成の成功数が三〇を超えたことで、再生スキルのＬＶは３にまで上昇し、また成功率が１％増えた。

「ふぅ、これで武器は最後だね」

「巨大こん棒が一本、鉄の剣が一五本、鉄の大刀が三本、鉄の槍が五本、鉄の短剣が九本、鉄の弓が一本。これが拾った武器の全部の内訳になってるわ。ゴブリンたちが、いくつか予備の武器も持ってたみたいね」

「ざっと計算して一〇万ガルドくらいの価値になりますが……」

「一〇万ガルド……」

　積み上がった武器に視線を送るエルサさんだったが、顔色は優れないままだ。

　たぶん、額が全然足らないんだろうな……。

　伝説級の剣の金額くらいは作らないとダメか。

　他に換金できそうなのは、素材と魔結晶だけど……。

　素材も魔結晶も、ゴブリンのはほとんど価値がないんだよな。

　一角に集められた二五個のクズ魔結晶に視線を向けていると、そのひとつをエルサさんが手袋を付けた手で取った。

「これって破壊してみていい？」

「魔結晶をですか？　冒険者ギルドが貨幣と交換してくれますけど、ゴブリンのはほとんど値段の付かないクズ魔結晶なので試してみてもいいと思います」

　クズ魔結晶なんて一個数ガルドだしね。

　エルサさんの破壊の力が、魔結晶にも適用されるのか判明する方が気になる。

「じゃあ、一個やってみるね」

　エルサさんが素手で魔結晶に触れ破壊されると、周囲に爆発的な光が溢れた。








　＞魔結晶の破壊を検知しました。

　＞【再生】スキルの経験値にしますか？






　ん？　経験値にしますかだって？

　魔結晶って再生スキルの経験値になるの？　まぁ、やってみればいいか。

　どうせ、ゴブリンから得たクズ魔結晶だし。

　視界の端に表示された文字に首を傾げながらも、了承を意識した。





　＞魔結晶（超極小）を経験値化します。

　＞経験値１ポイント取得します。






　了承すると、エルサさんによって破壊され、魔結晶が放っていた光が、僕の身体に取り込まれた。





　＞経験値：６／24→７／24






　光を取り込み終えると、経験値の数字が増えた。

「エルサさんが魔結晶を破壊すると、再生スキルを成長させるための経験値になるみたいです!!」

「そ、そうなの!?　あ、じゃあ魔物をいっぱい倒せば、ロルフ君のスキルもさらに成長するのかしら？」

「たぶんそうなるかと」

「魔物退治でも成長するスキルか……ますます、ロルフ君の再生スキルは、すごいスキルだと思わない？」

「え、ええ。自分でもビックリするくらい、すごいスキルだと思ってますよ」

　エルサさんのおかげで、またひとつ再生スキルの持つ能力の一端が解明された。

「じゃあ、残りの二四個も破壊するね。お金にならないならロルフ君のスキルの成長に使った方が絶対いいものね」

「小さい魔結晶はお金にならないし、確実に経験値になるみたいだから、そうしましょう！」

「任せて、すぐに破壊するから」

　エルサさんが、残りのクズ魔結晶をどんどん破壊していく。

　魔結晶から発生した光が、次々に僕の身体に取り込まれていった。








　＞【再生】スキルがＬＶアップしました。

　＞ＬＶ：３→４

　＞解放：☆の成功率１％上昇




　スキルステータス

　パッシブスキル：☆成功率３％上昇

　アクティブスキル：なし






　破壊した魔結晶からの経験値で、再生スキルがさらに成長する。

　成長したスキルの表示を眺めていると、いつの間にかエルサさんが目の前にいた。

「ロルフ君、ちょっと思いついたことがあるんだけど、やってみていい？」

「思いついたことですか？　別に問題はないと思うんで色々と試してみましょう！」

「ちょっと、刺激が強いかもしれないけど実験だから、変な人だって思わないでね」

「え？　あっ、はい」

　返事を返すと、エルサさんが自分の着ていたボロボロの衣服を脱ぎ、裸になった。

「ちょ!?　エルサさん!?」

「こうすれば、みすぼらしいあたしの服も、再生スキルで新品にできるかなって思って。ほら、破壊したよ」

　エルサさんは恥ずかしそうに胸元を手で隠しているものの、視線のやり場に困る。

　な、なるべく見ないでおかないと。

　あんまりジロジロと見たら、嫌われちゃうだろうし。

　エルサさんの裸体を直視しないよう、明後日の方向に視線を向けた。

「そ、そうですね。綺麗に再生してみましょう」

　淡い光をまとった衣服に手を触れ、再生スキルを発動させる。








　再生スキル


ＬＶ：４

経験値：７／30

対象物：☆布の服（分解品）






　＞布の服（普通）：93％

　＞布の服（中品質）：73％

　＞布の服高品質）：53％

　＞布の服（最高品質）：23％

　＞布の服（伝説品質）：13％






　普通品質での再構成を選ぶ。





　＞布の服（普通品質）の再構成に成功しました。

　＞布の服（普通品質）

　防御力：＋５

　資産価値：三〇〇ガルド






「やっぱり衣服も新品になった。これで、あたしがロルフ君の隣にいても、恥ずかしい思いをさせないで済む」

　再生スキルで新しくなった衣服を渡そうとした際、エルサさんの裸体が視界に飛び込んできていた。

「あ、あの！　エルサさん！　見えてますから！　は、早く着てください！」

「ご、ごめん！　すぐに着るわ」

　慌てて僕は後ろを向き、彼女が衣服を着る音だけが聞こえてきた。

　新品になった衣服に着替え終えたエルサさんが、恥ずかしそうに顔を赤らめてこちらを見ている。

　顔を見るだけで、さっきのことが思い出されちゃうんだけど、どうしようか。

　変に思われたくないし、かといって勝手に心臓がドキドキしちゃうんだが。

　先ほど起きたことをどう弁明しようか迷っていたら、エルサさんが先に口を開いた。

「さっきのは、ロルフ君だから見せたんだからね。そういうことだから、気にしないでも大丈夫」

「え？　いったいどういうこと――」

　理由を聞き返そうとした僕の口に、エルサさんは自分の指を当てた。

「これ以上は内緒――」

　そんな照れた顔で言われたら、とんでもなく意識しちゃうんだけど！

　そのつまり、さっきの言葉は『僕』だったから、裸体を見せてもよかったということかな？

　いやいや、そんな都合のいい解釈をして嫌われるのは避けたいし、事故だから問題ないって意味に考えておいた方がいいよな。

「わ、分かりました。僕もさっきのことは全力で忘れます！」

「忘れちゃうんだ……」

　そんな残念そうな顔をされると、覚えておいた方がいいのかなと思っちゃいますが。

　でも、『覚えてます』なんて言えるわけもないし、どうするべきだろうか。

　エルサさんへの答えに窮した僕は、話題を変えることにした。

「そ、そんなことよりも、エルサさんの膝ひざや肘ひじに擦さっ過か傷しょうがあるみたいだし、すぐに傷を癒いやす薬草を摘んできますね。ここら辺は薬草や毒消し草の自生地ですし」

　ゴブリンから逃げる時に彼女は膝や肘を擦りむいたようで、傷は深くないものの痛そうであった。

「薬草かぁ。もったいなくない？　これくらいの傷なら唾を付けておけば大丈夫だと思うし」

「でも、放っておくと膿うんだり、大きな病気を引き起こしたりするし、それに痕が残ったら大変だし。こう見えても、薬草集めは得意なんですぐに取ってきますよ。ここで待っててください」

　街の清掃活動とともに、薬草類の採取も生活困窮者の救済措置のひとつだった。

　滅多に魔物の出ないこの辺りに薬草や毒消し草を摘みに来て、冒険者ギルドにひとつ五〇ガルドで買い取ってもらう依頼だ。

　ぼっちの冒険者だった僕は、何度もその依頼を受けていて、効率よく薬草や毒消し草を見つける方法を編み出していたのだ。

　エルサさんをその場に待たせると、薬草の生えていそうな草むらを探す。

　薬草は日がよく当たって、周囲に木々や背丈の高い草がないところに自生してるはず。

　条件に当てはまりそうな場所に見当をつけ向かった。

　あった！　やっぱりまとまって自生してるな。四個くらいあればいいか。

　自生している薬草を取り終えると、エルサさんの待つ場所に戻る。

「ありましたよ。すぐに擦過傷の部分に潰つぶした薬草の葉を当てますから」

「そんな大した傷でもないから、やっぱりもったいないよ」

　エルサさんは傷の治療をしないでも大丈夫だと言うが、この辺りには大量に薬草類が自生してるので、身体の安全の方が大事だった。

　摘んできた薬草の葉を手で小さく潰し、中の汁が出てきたところで広げ、傷口に押し当てると、綺麗な布で巻いた。

「染しみる……」

「大丈夫です。擦過傷にはよく効くんで」

　膝と肘の二か所に潰した薬草の葉を貼り終えると、エルサさんが摘んできた薬草を手にする。

「ロルフ君、薬草とか毒消し草とかお金になるよね？」

「なりますけど、ひとつ五〇ガルドにしかなりませんよ」

「伝説品質を狙ってみるのはどう？　いっぱい生えてるなら、多く集めて伝説品質に挑戦してみるの」

　再生スキルで品質の高いのを創り出すのか。

　たしか品質のいい薬草とか毒消し草は、高値で取引されるとか聞いたことがあるしな。

　数はすぐに揃えられるし、やってみてもいいかもしれない。

　エルサさんからの提案を受け、薬草や毒消し草の高品質化に挑戦してみるのも悪くないと思った。

「ここなら、薬草も毒消し草もいっぱい生えてますから、再生を失敗しても元手は自分の労力だけだからお金もかかりませんね。やってみて損はないかも。じゃあ、僕は薬草と毒消し草を採取して――」

　早速、薬草類の自生している場所へ行こうとした僕の手を、彼女が引いた。

「あたしも一緒に手伝わせて。二人でやった方がいっぱい取れるだろうし。薬草や毒消し草の生えてそうな場所を教えてくれるかな？」

「それもそうですね。見つけてすぐに再生していった方が効率的ですしね。じゃあ、一緒に行きましょう！」

　再生した新品の武器と素材を草で隠し目印をすると、僕たちは周囲に自生する薬草と毒消し草を摘んで回ることにした。

　自生している薬草を引き抜き、エルサさんに破壊してもらい再生スキルを発動させる。








　再生スキル


ＬＶ：４

経験値：８／30

対象物：☆薬草（分解品）






　＞薬草（普通）：93％

　＞薬草（中品質）：73％

　＞薬草（高品質）：53％

　＞薬草（最高品質）：23％

　＞薬草（伝説品質）：13％






　現時点での伝説品質の成功率は13％だ。

　かなり低いけど、再生に成功したら高い金額になると思いたい。

　伝説品質を意識して再構成させる。

　しかし、失敗したようで薬草から黒い煙が出て、灰となって消えていった。

「さすがに一回目からは無理よね。まだいっぱいあるし、もっと挑戦してみればきっと成功するはずよ」

「はい！　まだ、一個目ですしね」

　今はエルサさんを献上奴隷から解放してもらうため、緊急で金が要るので、なんとしても高額で売れる品物が欲しかった。

　失敗にめげず新たに採取した薬草を使い、伝説品質に挑み続けていく。

　七回目の試行を終えた時、手には伝説品質の薬草が再生された。

「やった！　エルサさん！　成功しました！　伝説品質の薬草です！」

　手元には神々しさを発するような七色の葉をした薬草がある。

　鑑定機能が実行されて、伝説品質の薬草の効果などが視界の端に表示された。








　＞薬草（伝説品質）の再構成に成功しました。

　＞薬草（伝説品質）

　回復量：５００　重度裂傷即時回復　重度火傷即時回復

　資産価値：五〇万ガルド






「エルサさん！　この伝説級の薬草ですけど、なんかとんでもない回復効果があるし、一個五〇万ガルドになるみたいです！」

「そんな色の薬草なんて見たことないしね。一個五〇万ガルドするって言われてもおかしくないかも！」

　エルサさんも僕の手にある伝説品質の薬草を見て、頬を紅潮させて喜んでいた。

　そこら辺に生えてるただの薬草が、一個五〇万ガルドになるんだもんな。

　これ一個売れるだけで僕の半年分近い稼ぎになるよ。

　鉄の剣といい、今回の薬草といい、伝説品質で成功すると資産価値がとんでもなく高くなるみたいだ。

　手にしていた薬草の価値を知り、よりいっそう薬草と毒消し草摘みに意欲が湧いてきていた。

「エルサさん！　どんどん挑戦しましょう！　あっちに毒消し草が生えてますから！」

「うん！　やろう！」

　それから毒消し草を伝説品質で再構成を続け、試行回数四回目で伝説品質の再生に成功した。

　伝説品質の毒消しは真っ黒な葉をしており、見ているだけで苦さを想像できる色をしている。








　＞毒消し草（伝説品質）の再構成に成功しました。

　＞毒消し草（伝説品質）

　回復効果：即時解毒（強）効果

　資産価値：六〇万ガルド









「毒消し草の方が、少し資産価値が高いみたいです。一個六〇万ガルドになりますよ。強い毒もすぐに解毒できるみたいです。そんな毒消し草なんてあるんだ……」

　薬草も毒消し草も欲しい人がいたら、高くても買う人がいるだろう。

　それにしても、一個五〇ガルドの薬草や毒消し草の品質が上がるとかなりの資産価値になる。

　鑑定結果に表示された効果を見て、手にしている毒消し草の持つ価値を改めて感じた。

「やっぱロルフ君ってすごい。すごいよ」

「エルサさん！　これでお金いっぱい作りましょう！」

　その後、日暮れ間近まで二人で試行した結果、薬草四〇個から五個、毒消し草五〇個から七個の伝説品質を入手するのに成功した。

　薬草が二五〇万ガルド、毒消し四二〇万ガルド、合わせると六七〇万ガルドの資産価値か。

　装備の売却代一〇万ガルドを加えて、オーガの角を含む素材の売却代をだいたい一〇万ガルドと見積もれば六九〇万ガルドくらいになるな。

　これなら、きっと徴税で村が支払えなかった分をまかなえるだろう。

「エルサさん、今でだいたい六九〇万ガルドくらいの資産価値になるけど、これで足りるかな？」

「たぶん、足りると思うけど……それでいいの？　これってロルフ君の物だし」

「違いますよ。二人で作った物ですから、僕とエルサさんの物です。だから、気にしないでください」

「ロルフ君……ありがとう。見ず知らずのあたしのために頑張ってくれて……本当にありがとうね。この恩は絶対に一生かけて返すから」

　僕の手を取ったエルサさんの目から、涙が溢れて伝い落ちた。

「恩を返すなんて言わないでください。僕にはエルサさんが必要なんですから！　ずっと一緒にいてほしい」

「あたしが……必要？　この、あたしが……ロルフ君とずっと一緒に……」

　エルサさんが、ギュッと僕の手を握る。

「あ、あのね、あたしの話を笑わないで聞いてくれる？」

「ど、どうしたんですか？　改まって急に……。エルサさんの話を笑うなんてことしませんよ」

　出会った時から綺麗なお姉さんだと思っているが、照れている姿はとても可愛らしく感じてしまう。

「あ、あたし！　今までこのスキルのせいで、手袋してても人に触れるのが怖かったんだけど、ロルフ君なら間違って触れても消えることないし……。そ、それに顔も性格も……あたしの……その……」

　エルサさんの声が小さくなって聞き取れないでいた。

「え？　なんです？」

「だ、だからぁっ！　ロルフ君のことを大好きになっていいですかって聞きたいのー！」

　突然、愛の告白をしてきたエルサさんが、自分の胸に僕を抱きしめた。

　顔一面が柔らかい感触に包まれ、彼女の甘い体臭が鼻の奥にまで浸透する。

　あ、これダメなやつだ……。絶対に僕がエルサさんにメロメロになるやつだろ……これ。

　街ではみんなから『ゴミ拾い』のロルフと馬鹿にされてる僕に、『好きになっていいですか』って聞いてくれる美人のお姉さんがいるなんて……。

　これって夢ってやつかな……。

　心地良い感触とエルサさんの愛の告白で、僕は完全に舞い上がってしまった。

「あ、あの。こんな僕で良ければ……」

「ロルフ君……ほんとに、ほんと？」

「はい！」

　エルサさんが強く抱きしめてきたため、大きな胸が一段と僕の顔を圧迫する。

「一生ついていくからね！　ロルフ君」

　えっと、それって……。

　つまり、結婚も視野にという意味です？

　こちらの動揺を悟られないように、エルサさんの最後の言葉が聞えなかったフリをして、話題を変えることにした。

「エ、エルサさん。日も暮れてきたし、いったん街に戻りましょう。オーガの落とした素材とか魔結晶を換金すれば当座の資金には困らないだろうし」

　急いでエルサさんから身体を離すと、真っ赤になった自分の顔を見られないように彼女の手を引いて荷物を隠した場所に戻る。

　隠していた荷物を取り出していると、背後から声が聞えてきた。

「た、助けてくれ……頼む。オーガとゴブリンに襲われたのだ。はぁはぁ」

　声の主は身なりの良い老齢の男性だった。

　かなりの距離を走ってきたようで、老齢の男性は肩で息をしていた。

　男性の姿を見たエルサさんが、僕の袖を引いて耳打ちしてくる。

「ロルフ君、この人、フォルツェン家の徴税官の人でアルマーニさんって言うの」

　オーガに襲われて逃げ出した徴税官か。

　護衛の冒険者たちに見捨てられ、一生懸命に逃げてきたんだろうな。

　目の前の男性がフォルツェン家の徴税官と分かると、彼を安心させることにした。

「そのオーガならもうすでに倒しましたよ。ゴブリンたちも一緒に。ほらコレ」

　ゴブリンの骨やオーガの角を、アルマーニさんに見せる。

　彼は信じられないと言いたげにこちらを見ていたが、手にしている素材を見て納得したように頷いた。

「君みたいな若くて小柄な子が討伐してしまうとは……。はっ！　そうだ！　討伐されたのなら、急がねば！　見たところ冒険者のようだが、依頼をさせてもらっていいだろうか？」

　アルマーニさんは何かを思い出したようで、荒い息のまま僕の身体を両手でがっしりと掴む。

「依頼ですか？」

「ああ、そうだ！　荷馬車を取りに戻りたいのだ！　坊ちゃまの道楽でやっている『黄金の獅子』の冒険者に護衛を依頼したら、まともに仕事もせず、逆にとんでもないことに巻き込んだうえ、オーガにびびって逃げ出してしまった。でも、ロルフ殿が魔物どもを討伐されたということは、荷馬車は取り戻せるはず。徴税してきた金が詰まった荷馬車をアグドラファンの街まで持っていかねば、ご領主様より叱責を受けてしまうのだ。報酬は弾ませてもらう。どうだろうか？」

　アルマーニさんは仕事に一生懸命な徴税官のようで、放ほう置ちしてきた荷馬車を回収したいと僕に依頼してきた。

　アルマーニさんの手助けをして、献上奴隷にされてるエルサさんのことを解放してくれるように彼に頼もう。

　足らなかった分は、薬草と毒消し草を物納する形で立て替えられるだろうし。

　チラリと隣のエルサさんに視線を送ると、『受けてもいいよ』と言いたげに頷いてくれた。

「緊急の依頼なので、こちらからも受けるに当たってひとつ条件を付けさせてください」

「よ、よかろう」

「では、彼女のことを解放してほしいのですが、可能でしょうか？　足らなかった分の徴税額相当の物を立て替えさせてもらうつもりでいます」

　アルマーニさんの視線が、僕の隣に立っていたエルサさんに注がれる。

「おや、君はたしかドラゴ村から徴税の足りない分で献上された子でしたな。服が綺麗になっていて気付きませんでしたぞ」

「道中は色々と気を遣ってくださりありがとうございました。快適とは言えませんでしたが、不快ではありませんでした」

「いえ、私の任務は無事に徴税を終わらせることですので、当たり前のことをしていただけですよ。彼女を奴隷から解放するのが引き受ける条件ですか……。相当額の物を納品してもらえるなら、私の権限でやれますから問題ありません。たしかドラコ村の足りない額は――三〇〇万ガルドほどだったはず」

　十分に薬草と毒消し草で物納できる金額だった。

　物を売り買いするみたいにエルサさんを扱いたくないけど、献上される奴隷にされてしまっている以上、領主と揉もめずに彼女の権利を取り返すには、お金を渡して革の首輪を外すしかない。

「では、こちらの毒消し草を五つほど納品させてもらう形でいいでしょうか。ひとつ六〇万ガルドになります」

「はっ!?　一個六〇万ガルドですと!?　そんな毒消し草があるわけ――」

　アルマーニさんは懐のポケットから出した眼鏡で、手にした毒消し草を舐なめるように見ていく。

　見ているうちに顔色がどんどん変わっていった。

　どうやら徴税官の彼は鑑定スキル持ちのようだ。

「この品質!?　たしかに六〇万ガルドでも安いくらいですな。この毒消し草五個を物納していただけるなら彼女を解放するのは問題ありません。探知の魔法を仕込んだ首輪はすぐに外しましょう」

　アルマーニさんは毒消し草を五つ受け取ると、エルサさんの首輪を外してくれた。

「ロルフ君、取れたよ。取れた。これでずっと一緒だね！」

　喜びを爆発させたエルサさんが、僕に抱き付いてきた。

「エ、エルサさん！　アルマーニさんが見てますし！」

「若いというのはいいですなぁー」

　眼鏡を外し懐にしまったアルマーニさんが、こちらを見てニコリと笑う。

「ひ、日も暮れてくるし、すぐに荷馬車を取りに行きましょう！」

「では、案内させてもらおう」

　その後、僕たちは森の奥に放置された荷馬車を発見し、散乱していた荷物を積み込み直すと、アルマーニさんが馬車を走らせアグドラファンの街に戻ることにした。




　日が完全に暮れて門が閉じる前、僕たちは街に到着した。

「いやー、ロルフ君、エルサさん、助かりました。私もこれで仕事を終えられます」

「無事に荷馬車を回収できてよかった。それにエルサさんの件は本当にありがとうございます」

「あたしからもお礼を言わせてもらいます。アルマーニさんが物納を認めてくれたおかげで、ロルフ君とずっと一緒にいられる身になりました。本当にありがとうございます」

　徴税官である彼が認めてくれなかったら、僕はこの街で献上奴隷にされたエルサさんと別れなければならなかった。

　それを回避してくれたアルマーニさんに、感謝の気持ちが溢れる。

「いやいや、こちらこそ助けてもらったり、高品質な毒消し草を物納してもらえたりしてありがたい話でしたよ。売り時さえ間違えなければかなりの利益も出るのでね」

　伝説品質の毒消し草の物納は、アルマーニさんも満足している様子だ。

「ああ、そうだ！　あとは依頼達成の報酬を渡さねばなりませんな。とりあえず、荷馬車を屋敷に置いてくるので、冒険者ギルドで待ち合わせということでいいですかな？」

　そういえば、荷馬車の引き取りの手伝いを依頼されていたのを忘れてた。

　このあと、オーガの素材とかを換金する予定だから、待ち合わせ場所に問題はない。

「ええ、問題ないです。先に換金してるんで、ゆっくりと来ていただいて大丈夫ですよ」

「いえ、仕事は迅速にが私のモットーですので。すぐにまいります」

　屋敷に向かって荷馬車を走らせたアルマーニさんを見送ると、エルサさんと二人で素材の換金をしに冒険者ギルドに向かった。

「へぇ、ここが冒険者ギルドかー。初めて見た。いっぱい人がいるよ、ロルフ君」

　キョロキョロと辺りを見回しているエルサさんであったが、依頼を終えて戻ってきていた男性冒険者たちの視線を一身に集めている。

「おい、『ゴミ拾い』のロルフの隣にいる女は見ねえ顔だな。すげえ美人だが」

「そうだな。ロルフの連れって感じだが」

「まさかぁ、あのゴミスキル持ちのロルフだぜ。あんないい女が連れなわけないだろう」

　エルサさんを見たあとの、男性冒険者たちからの突き刺さるような視線を無視して、換金をするため受付カウンターに座る。

「あら、ロルフ君お帰り。今日は掃除の依頼だったわよね。すぐに精算するわ」

「いや、それ以外にこれを換金してほしいんですが」

　背負っていたバッグから、オーガの角と魔結晶をカウンターの上に置いた。

「え？　これって……オーガ!?　ちょ、ちょ、ちょっと待って！　すぐに鑑定係に見せるから！　す、すみませーん！　オーガの角が持ち込まれたみたいなんですけどー！」

　顔なじみの受付嬢であるマールさんが、カウンターに出した品を持ち、大声をあげて奥の部屋に駆け込んでいった。

　おかげで、休憩室にいた冒険者たちがざわつき始めている。

「おい、今の聞いたか？　オーガの角だってよ！　あの『ゴミ拾い』のロルフが持ち込んだみたいだぞ！」

「んなわけねえだろうが。どうせゴブリンだろ、ゴブリン。いや、あいつまだ戦闘処女だったはずだ。そこら辺で死んで骨になった牛の角かもな。アハハ！」

「牛の角か！　ロルフならありえるかも、なにせ『ゴミ拾い』だしな！　ダハハ！」

　侮蔑を含んだ笑い声が、休憩室内に広がっていく。

　きっと、僕が倒したと言ってもエルサさん以外誰も信じてくれないだろう。

　今日エルサさんと出会うまで、スキルもまともに使えないし、一度も魔物と戦ったことがない自分だったから。

「なんで笑うの！　ロルフ君がゴブリンの集団を引き連れたオーガをたった一人で倒したんだからね！　あたしの命の恩人に対して失礼でしょ！」

　エルサさんの放ったひと言によって、一瞬の静寂が訪れる。

　次の瞬間、休憩室内は大爆笑に包まれた。

「アハハっ！　お姉さん、おもしろいこと言うね！　芸人さんかい？」

「隣にいるロルフが、ゴブリン集団を率いたオーガを倒したとかありえないだろ！」

「ありえねー。あー、腹がいてぇ！　今日一番の笑い話だったわ」

　みんなはやっぱり僕がオーガを倒したとは思ってないようだ。

　フィガロさんとのいきさつもあり、この街の冒険者たちが僕に抱いている印象は、借金に喘ぐ底辺の冒険者で、救済措置の依頼をこなしてなんとか生きてるやつでしかなかった。

「ロルフ君に失礼よ！　なんで笑ってるの！　この街の冒険者はおかしい人だらけなの？」

「エルサさん、こんな僕のために怒ってくれてありがとう。でも、あの人たちは僕がスキルを使えないと思ってるから笑ってるんだ」

「あんなすごいスキルを持ってるのに？」

「出会った時に言ったけど、僕はエルサさんと出会うまでスキルが使えなかったんです。だから、誰も仲間じゃなかったし、ゴミ拾いや薬草類の採取をして食い繋いでました」

「でも、今は使えるよ。あたしが一緒にいるから」

「うん、だから僕はみんなに笑われても平気なんだ。エルサさんがいてくれるからね」

「ロルフ君……」

　エルサさんが照れた顔をしたところで、奥の部屋からマールさんが戻ってきた。

「持ち込まれたオーガの角は本物と判定されました。魔結晶も買い取りさせてもらいます。換金の総額は二五万ガルドとなりますね」

　マールさんが貨幣を詰めた革袋をこちらへ差し出してくる。

　背後では冒険者たちから、驚きの声があがっていた。

「何かおもしろそうなことになっているようだね？　おや、ロルフ君じゃないか。棚ぼたで大金を手に入れたらしいけど。わたしへの借金を返済してくれるんだろうか？」

　背後からかけられた声に振り向くと、特別室がある二階から下りてきたフィガロさんがニヤニヤと笑いながら近づいてきていた。

「棚ぼたとはどういう意味でしょうか……。あのオーガは僕が倒しましたけど」

　フィガロさんの顔に、『ロルフの癖にオーガなんか倒せるわけがない』と言いたげな表情が浮かぶ。

「おかしいねぇ。徴税官たちを護衛しているうちに所属する冒険者たちは、自分たちがオーガを退治したと言っているんだが」

　フィガロさんは休憩室にいる冒険者たちに聞こえるくらい、わざと大きい声で喋った。

　彼のひと言で、ざわついていた休憩室の冒険者たちの声がやむ。

「フィガロさんの言う通りです。オレらは徴税官たちの荷馬車を守って戦い、オーガの率いるゴブリン軍団になんとか勝利しましたが、徴税官殿は自分だけ逃げてしまい、荷馬車は破壊されてしまいました。すぐにフィガロさんに連絡しないといけないと思い、素材は放置してきたんです。それをロルフがちょろまかしたに決まってる！」

　フィガロさんの声に誘われるように、冒険者たちが、二階から下りてくるのが見えた。

「そんなわけないわ！　あんたたちが暇つぶしにゴブリン狩りを始めて、急にオーガに襲われて護衛もせずに逃げ出したのを見てたんだからね！」

　エルサさんの言葉からすると、彼らが囮のゴブリンに引っかかってオーガに襲われた冒険者らしい。

　あの人たちって、たしかフィガロさんの冒険者集団で僕と一緒に下働きしてた人たちだったはず。

　あの頃からフィガロさんに気に入られてたけど、実力はそんなに大したことなかった気がする。

　嘘だと指摘された冒険者たちは、エルサさんの顔を見ると驚いて固まった。

「お嬢さん、言いがかりはよしてくれ。彼らはわたしが率いる『黄金の獅子』に属する冒険者なのだよ。たかがオーガごときに急襲されたくらいで、護衛対象を捨てて逃げ出すなんてことをするわけがないだろう」

　フィガロさんはエルサさんの指摘を、自慢のサラサラの金髪を弄りながら呆れた顔で聞き流す。

　そんなフィガロさんの背後で、当事者の冒険者たちの顔色がどんどん蒼そう白はくになっていく。

　あー、やっぱり徴税官たちを護衛せずに逃げたんだ。

　それを、フィガロさんには倒したと報告したということか。

　真実は明白なので、これ以上言いがかりをつけられないよう、分かりやすくフィガロさんに事情を伝えることにした。

「フィガロさん、お仲間の方たちがどう報告されているのかは知りませんが、森から現れたオーガとゴブリンたちは僕が倒しました。そのことはエルサさんが見てます。それに、お仲間さんたちは徴税官の護衛をほっぽり出して逃げ出したと聞いてますよ。もう一度、彼らに詳しくお話を聞いた方がいいのではないですか？」

「ロルフ君、君はわたしに指図できるような立場だというのかね？」

　苛立ちを含んだフィガロさんの視線に曝さらされる。

「指図などという大おお仰げさなことではなく、事実の再確認をされた方がいいと言っただけです」

　苛立つフィガロさんの視線を受けても、いつものように下を向かず、真っすぐに見つめ返す。

　しばらく無言のにらみ合いが続いたが、やがてフィガロさんの方が先に視線を外すと、仲間の冒険者たちに向き直って言った。

「お前ら、わたしに嘘を報告していないだろうな？」

　フィガロさんから再度問われた冒険者たちは目が泳ぎ、顔色がさらに悪くなる。当事者の冒険者たちが返答に窮してソワソワとしていると、ギルドの入口から誰かが駆け込んできた。

「ふぅ、ふぅ、ロルフ君、エルサさん遅れて申し訳ない。報酬を持ってきましたぞ」

　駆け込んできたのは、屋敷に荷馬車を置きに行っていたアルマーニさんだった。

「逃げ出した冒険者たちのせいで散々な目に遭いましたが、君が迅じん速そくにオーガたちを討とう伐ばつしてくれたおかげで、ご領主様へ納められた税を積んだ荷馬車を無事に回収できた。これは私からの礼だ。受け取ってくれ」

　走ってきたため、肩で息をしているアルマーニさんが、散々嘘を吐いていた冒険者たちの悪事を暴く。

「アルマーニ、その言葉に嘘偽りはないのか？」

「おや坊ちゃま？　ええ、間違いありません。あっ！　お前ら護衛を放棄した冒険者ども！」

　その瞬間、当事者の冒険者たちは脱だっ兎とのごとく入口から駆け去っていった。

　仲間の冒険者たちの逃走する姿を見たフィガロさんは額に青筋を立てる。

「あいつら、わたしを騙だましていたのか！」

「坊ちゃま、父上からあれほど取り巻きに置く者を選べと言われておったではありませんか。次代の当主なのですから、そろそろ冒険者ごっこなど卒業されて、領主としての――」

「うるさいぞ、アルマーニ！　わたしは帰る！　ロルフ君、君が背負っている借金の清算は早めに頼むよ！」

　仲間の冒険者に騙されていたフィガロさんは顔を真っ赤にすると、怒って出ていってしまった。

「ロルフ殿、何やら坊ちゃまの道楽仲間が迷惑をかけた様子。すまなかったね」

「いえ、アルマーニさんのおかげで僕にかけられた疑惑は晴れたので助かりました」

「役に立てたのならよかった。ああ、バタバタして忘れそうだったが、報酬は受け取ってくれたまえ」

　アルマーニさんが差し出した革袋を受け取ると、彼はフィガロさんのあとを追って、冒険者ギルドから出ていった。

　ん？　報酬を入れた革袋に何か紙が差し込まれてるぞ。

　受け取った革袋の中にある紙を取り出して、書かれた文字を読んでいく。

　紙には、二人で泊まる宿の部屋を用意してくれたと記されていた。

　今からエルサさんの泊まる場所を探すつもりだったけど、彼が用意してくれてるなら、好意に甘えて泊まらせてもらうか。

　さすがに僕がいつも使ってる安宿にエルサさんを泊めるわけにもいかないし助かった。

「エルサさん、日も暮れたし今日はもう宿で休みましょう」

「え？　あ、うん」

　用意してくれた宿への地図が書かれたアルマーニさんの手紙をポケットにしまうと、エルサさんの手を引き、再びざわつき始めた冒険者ギルドを出た。










第二章　冒険者としての再出発




　差し込んだ朝の光が、覚醒しろと告げる。

　昨夜はアルマーニさんの予約してくれた宿で、美味しい食事と豪華なお風呂を堪能し、これまで生きてきた中で、初めて贅沢をした。

　一度も寝たことがないフカフカのベッドで心地良い眠りを体感していたが、頭にふにょんと柔らかい物が触れた気がする。

「……ロルフ君……そんなとこ触っちゃダメよ……。あのね、あたし……」

　頭に柔らかい感触を発生させている主は、エルサさんのようだ。

「エルサさ……ん!?」

　覚醒した僕は、今の状態を把握して焦る。

　エルサさんによって、抱き枕にされてしまっていたからだ。

　いやいや、この状態はマズいでしょ！　というか、頭の感触って？

　自分よりも身長が高いエルサさんに抱き付かれているため、ちょうど胸の辺りに自分の頭が収まっている。

　こんな状況を、彼女に見られたら、勘違いされて嫌われちゃう！　早く抜け出さないと！
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　ごそごそと動き、絡んでいるエルサさんの手足をどかそうとする――。

「ロルフ君、ダメよ。激しいのはまだ無理だから……」

　完全に寝呆けているエルサさんが、さらに強く抱きしめてくる。解こうとしたが、エルサさんの力は思った以上に強く、息ができないほど彼女の肌が密着してきた。

　勘違いされるかもしれないけど、このままだと窒息しちゃう。

　なんとか、エルサさんを起こさないと。

　必死で身体を動かし、圧迫された顔に隙間を確保すると、寝呆けているエルサさんに声をかけることにした。

「エルサさん！　起きてください！　朝ですよ！　起きて！」

「ふぁぁああ、おはようロルフ君。もう、朝なの――!?」

「あ、あの！　これはわざとじゃなくて！　僕が起きたらこうなってただけなんです！　誓って変なことはしてませんから！」

　しどろもどろで現在の状況を弁解する僕に対し、エルサさんはぼそりと呟く。

「……ロルフ君なら、変なことしてもよかったのに」

　ちょ！　エルサさん、この状況でそういうことを言うのは、非常に困るんですけど！

　ぼそりと呟いたエルサさんは抱きしめていた手を離すと、僕の頬にキスをする。

「ロルフ君への目覚めの挨拶。これから毎日してもいい？」

　僕の頬から唇を離して少し照れた顔をしたエルサさんの問いに、無意識のうちに頷いていた。

　朝からとんでもなくいいことだらけな気がする。

　もしかして、僕って昨日のオーガと戦った時点で本当は死んでるんじゃ……。

　不安になって、自分の頬をつねると、目の覚めるような痛みが返ってきた。

「夢じゃないや……」

「夢じゃないよ。ロルフ君」

　ニコリと微笑むエルサさんの顔を見て、これが現実だということを確信した。

「おはようございます。エルサさん」

「うん、おはよう。で、さっきの質問の答えは？」

「え、えっと……お願いします！　ああ、別に変な意味とかじゃなくて！」

「ありがとう。じゃあ、毎朝するね」

　面と向かって彼女に言われると、とても恥ずかしい気持ちが湧き上がってくる。

「そ、それよりも、今日はどうします？　僕は依頼を受けてくるつもりだけど。エルサさんも冒険者登録します？」

「うん、あたしもロルフ君と同じ冒険者になれば、一緒に依頼を受けられるものね」

「本当にそれでいいんですか？　薬草はまだ残ってますから換金すれば、この街でもそれなりに暮らせると思いますけど」

「ロルフ君とずっと一緒にいたいし。それに、あたしたちは二人で一人だと思うから」

「分かりました。じゃあ、今日は冒険者ギルドに行きましょう」

「うん、そうしよう。でも、まずは朝ご飯食べてからにしよっか」

「ですね」

　エルサさんと部屋で食事を食べ終えると、僕たちは冒険者ギルドに向かうことにした。




　朝の冒険者ギルドは、依頼を探す冒険者たちでごったがえしていた。

「あら、ロルフ君――。そっちの子はたしか、エルサちゃんだったわね」

　忙しそうに奥の部屋と窓口を往復していたマールさんが、僕たちに気付いて声をかけてくれた。

「マールさん、おはようございます。忙しそうですけど、冒険者登録って今できます？」

「冒険者登録？　ああ、エルサちゃんの？」

「はい、彼女も冒険者になりたいそうなので」

　マールさんが、混み合っている依頼受注の窓口にちらりと視線を向けた。

「ちょっとだけ待てる？　もうすぐ朝のラッシュも越えるから」

「分かりました」

「じゃあ、そこの登録窓口の椅子に座ってて。エルサちゃんもどうぞ」

　マールさんに勧められた椅子に二人で腰をかけ、朝のラッシュで混み合うギルド内の様子を窺う。

「ロルフ君、冒険者の人って何をやってるの？　あたしの村にはあまり来なかったし、よく知らないんだけど」

　依頼を受注している冒険者たちを見ていたエルサさんが、冒険者の仕事について聞いてきた。

「冒険者は、冒険者ギルドが各地から集めて取り扱っている依頼案件の中から、自分の条件に合う仕事を選んで受注して、その依頼を達成すると報酬をもらえる仕組みになってるんです。隊商護衛、魔物討伐、希少植物の採取、指定素材の納入、要人護衛、ダンジョン探索等の色々な依頼がありますよ」

「へぇ、いっぱいお仕事あるんだね」

「まぁ、依頼成功実績を求められる仕事もたくさんありますんで、全部が全部受注できるわけでもありませんけど。ちなみに僕は薬草採取と清掃依頼しか達成してないため、新米冒険者と言われる鉄等級冒険者扱いで、魔物討伐系はゴブリンくらいしか受けられないです」

「オーガとゴブリン集団を倒したのに？」

「討伐依頼じゃないから、たぶん実績には加算されないかと」

「そうなの……」

「でも、ゴブリン討伐とかで実績を積めば昇格はできるだろうし。伝説品質の剣でなら、倒せない相手ではないですしね」

　創り出した剣の力があれば、雑ざ魚この魔物に苦戦することはないと思われた。

　その後もエルサさんと冒険者のことについて喋っていたら、朝のラッシュを捌さばき切ったマールさんがこちらの窓口のカウンターにやって来た。

「お待たせー。それで、エルサさんの冒険者登録だったわね。書類を持ってきたから、印があるところを記入して埋めてね」

　マールさんがカウンターの上に差し出した書類に目を落とす。

　名前、性別、出生地、年齢、親族構成、犯罪歴が登録者側の書く情報となる。

「これだけ書けばいいの？」

「ええ、それだけで大丈夫。冒険者ギルドとしては、来る者拒まず、去る者追わずでやってるから」

　マールさんの言葉に苦笑いをしたエルサさんが、書類に必要事項を書き込んでいく。

　完成した書類を受け取ったマールさんは記入漏れがないかチェックすると、一枚の金属カードに文字を打ち込み、エルサさんの前に差し出した。

「登録完了、名前に間違いがないか確認して」

「間違いなし。大丈夫」

「じゃあ、これでエルサさんは冒険者として登録されたわ。これからよろしくね」




　その後、ゴブリンの討伐と薬草採取の依頼を受け、素材を換金したお金で、冒険に出る前にエルサさんと自分の装備を整えるため、武具屋の前に来た。

　武具屋が混むのは昼過ぎからで、朝のラッシュが終わった今は暇な時間帯だった。

　空いている店に入ると、カウンターの上に昨日のゴブリン軍団とオーガが持っていた武器を入れたバッグを置く。

「すみません。こちらの武器を売却したいんですけど査定してもらえますか？」

　店番をしていた男性が、バッグに入った武器を見て怪訝そうな顔でこちらを見てきた。

「は？　査定？　こんなに？　みんな新品みたいだが」

「ええ、全部お願いします」

「少し時間をもらうぞ」

　店番をしていた男性がバッグの中の武器を取り出し査定を始めたので、査定を待つ間、自分たち用の武具を探すことにした。

「ロルフ君、この剣一〇〇〇万ガルドだって！　魔法剣ってそんなにするんだ」

　初めて武具屋に来たエルサさんが、キョロキョロと店内の品を物色する。

「魔法が付与された武器とか防具は品数が限られてるから、基本的に高値で取引されてるって聞いたことがあります」

「へぇ、そうなんだー。でも、この剣よりロルフ君の剣の方が強そうだよね」

「ただの鋼鉄の剣ですから、どっちが強いかは分かんないですけどね」

　魔法の効果は乗ってないけど伝説級の品質なだけあって、目の前に飾られている魔法剣よりも刀身の輝きは勝っていた。

　僕たちの話を聞いていたらしい査定中の店番の人が、咳ばらいをしてくる。

　身の丈に合わない装備を見てないで、自分たちの懐具合で買える武具を見ろということかな。

　無言の圧力を感じたので、魔法剣に興味を示すエルサさんの手を引いた。

「さて、エルサさんの装備は何がいいですか？　予算的には二五万ガルドくらいありますけど」

「ロルフ君、あたしたちに新品はもったいないよね。あっちのやつとか見てみる？」

　たしかに再生スキルで新品にできるし、わざわざ新品を買う必要もないよな。

　二人で生活していくにしてもお金はかかるだろうし、少しでも節約した方がいいか。

　彼女の手を引いていた僕は逆に引っ張られる勢いで、武具屋が買い替えで引き取った中古品を積んだ一角に移動する。

　中古品は新品とは違い、半ば打ち捨てられるように乱雑に積み上げられていた。

「安ーい。これ新品の一〇分の一の値札がついてるよ。あたし、猟師してたから弓の扱いには多少の自信があるんだよね」

　エルサさんが手に取ったのは、使い込まれ弦が緩み、サビが浮いている鋼鉄の弓だった。

「エルサさんって猟師をされてたんですね。なんか意外です」

「父親の手伝いをしてたら、自然と弓の扱いを覚えてね。ほら、あたしは村八分だったし、普通の仕事はできなかったから、人とあまり関わらないでいい猟師生活は気楽だったの」

　エルサさんが村での生活を思い出したのか、顔色が少し曇った。

　変なことを聞いたと察し、慌てて話題を変える。

「中古でもかなり状態が悪いやつみたいですしね。でも、気に入ったならそれにします？」

「大きさも重さもちょうどいいみたいだし、武器はこれにしようかな。あと、矢や筒づつ入れとか矢は――」

　積み重なった中古品の中から、エルサさんが必要な装備を漁っていく。

　中古品の山をかき分けて、ボロボロになった革の矢筒とサビの浮いた鉄の矢の束を見つけ出した。

「これだけ全部まとめても二〇〇〇ガルドにしかならないんだけど。安いよね。普通に新品買うと二万ガルドを超えちゃうし」

「普通の冒険者はよっぽどじゃない限り、中古品でもそんなに状態の悪いのは買わないと思うからね」

　エルサさんの選んだのは、特に状態が悪いやつだけど、再生したら新品になるんで問題ない代しろ物ものだよな。

「防具とかは何がいいかな？　獣を追って山に入る時は金属の臭いで気付かれないように革製だったけど。魔物とかと戦うとなると金属製がいいのかな？」

「金属の方が身を守ってくれますけど、弓を引くなら軽くて身軽な方がいいと思いますよ」

　弓を引くエルサさんに、魔物を近づけさせる気は毛頭ないけどね。

　魔物の注意は僕が引きつけるつもりだけど、万が一を考えれば金属製で防御力はある程度あってほしいかな。

　でも、弓とかも重そうだし、部分的に身を守る鎧よろいを着けて、動ける方がいいはずだ。

　魔物との戦闘経験は昨日までなかったけど、冒険者だった両親に装備に関する知識を教えてもらうのをねだっていたのが役に立った。

「じゃあ、この鉄の胸当てと鉄の脛すね当てくらいにしとくね」

　体形に合いそうな防具を中古品から選び出すと、エルサさんのひと通りの装備が揃った。

「あとは、ロルフ君の分だね。剣で戦うんだよね？　怪我しないように全身鎧にする？」

　エルサさんが中古品の山から引っ張り出したのは、とても重そうな全身を包む鎧であった。

　さすがに重すぎて動けなくなっちゃうよ。筋力はあんまりないし。

「エルサさん、それはちょっと僕には重すぎる鎧かな」

「じゃあ、こっちの革製の部分鎧とかにしとく？　これなら軽いから着ても大丈夫よね？」

　彼女は僕が筋力不足で全身鎧を着られないと見ると、すぐに中古品の山から新たな鎧を探し出してくれた。

　これくらいなら重さも気にならないと思うし、致命傷になりそうな場所は守れそうだ。

　エルサさんが持っていた革の部分鎧を受け取る。

「あとは、小さめの盾たてとか欲しいかも」

　鎧を受け取ると、中古品の山から転がり落ちていたボコボコになった鉄の円えん盾だても一緒に拾い上げる。

　そろそろ、査定も終わったかな。

　買い取り代金と差し引きで、これをもらっていくとしようか。

　チラリとカウンターに目をやると、ちょうど店番の人が武器の査定を終えたようで目が合った。

「査定は終わったよ。みんな新品の綺麗な武器だから、全部まとめて一〇万ガルドでどうだい？」

「その金額で大丈夫です。こちらの中古品の分の値段を引いてもらっていいですか？」

「二人とも変わってるな。もうちょっといいのがあっただろうに、なんでそんなオンボロを買うんだ？　今の買い取り分を予算にするなら新品でもお釣りが来るぞ」

　壊れかけの中古品を手にしていた僕たちを見た店番の人は、怪訝そうな顔をする。

「お金は大事に取っておきたいので、僕たちはこっちのでいいんです」

「そうやって装備をケチったやつから死んでいくからな。忠告として言っておくが、装備には金をかけた方がいいぞ」

　店番の人の言葉は、冒険者の両親が僕に何度も言っていたことであった。

　装備代をケチって肝心な時に役に立たず、即死した冒険者もいっぱいいたと聞かされている。

　装備代にはお金をかけるつもりだけど、街の近辺を回るくらいなら十分な装備だと思う。

　ボロボロでも自分たちで新品にできるしね。

　再生スキルで再生させること前提なので、どれだけオンボロの物であっても問題にはならない。

「ご忠告ありがとうございます。稼いだらまた装備を更新しに来ますよ。エルサさんもカウンターの上に装備を置いて」

　自分の分とエルサさんの分をカウンターの上に置き、買い取り品の査定額から代金分を引いていってもらうことにした。

　店番の人は一個ずつ値札を見て、金額を書き留めていく。

「そうしてくれ。それと、持ち込んでくれた武器は新品ばかりでいいもんだったから、またたまったら売りにきてくれよ。その時は少し色を付けてやるからな。よし、計算終わり。差し引きで九万五〇〇〇ガルドをうちが支払うよ」

　店番の男は計算した紙をこちらに見せてきた。

　やっぱり状態が悪いのが多いから激安だな。

　新品で買ったら、買い取り代金の半分以上は消えてたかも。

　店番の人から差し出された紙に書かれた値段を見て、計算が間違っていないことを確認した。

「ありがとうございます。それで大丈夫です」

　店番の人から代金をもらうと、商品を受け取って依頼を遂行するため、街の郊外に向かうことにした。




　武具屋で装備を買い揃えた僕たちは、街の外にある草原へ薬草の採取に来ていた。

　すでにボロボロだった中古品の武器や防具は、再生スキルで再構成され、ピカピカの新品として装備されている。

「ちょっと、胸のところがきつかったかも。ロルフ君、これ大丈夫かな？」

　中古だった鉄の胸当てがエルサさんの大きな胸には少し小さかったようで、胸元を強調するような格好になっていた。

「た、たぶん大丈夫ですよ。外れて落ちたりはしないはず」

「そう？　弓を引く時にちょっと引っかかる感じが――」

　背負っていた鋼鉄の弓を引くと、胸元がまた一段と強調される。

　これは他の人に見せたらマズいかもしれない。

　胸当てだけは新しいのを、特注で作ってもらった方がいいかも。

　男性の視線を集めてしまう胸当ての様子に、僕は危機感を覚えた。

「エルサさん、やっぱり街に帰ったら胸当てだけは新品を買わせてください。僕がお金を出しますから」

「え？　もったいないよ。ちょっときついけど装備できないわけじゃないし」

　もったいないとかじゃなくて、色々と心配しないといけなくなる可能性が高いから、きちんと装備できる物を用意したいだけです。

　心の中で、自分の魅力に無頓着なエルサさんに突っ込んだ。

「とりあえず、胸当ては新品にします。あとのはちょうどいいみたいですしね」

「ロルフ君も革の部分鎧はちょうど良さそうだね。円盾も重くなさそう」

　装備した革の部分鎧と鉄の円盾は、身体の小さい自分でも十分に扱える代物で、少しは冒険者らしい格好になっている。

「ええ、装備を更新したんでゴブリンくらいなら余裕で倒せると思います。でも、その前に薬草採取の依頼を終わらせておきましょう」

「はーい、昨日のやつと同じのを見つければいいんだよね？」

「はい、そうです」

「たしか、あの辺のはまだ採ってなかったはず」

　僕たちは日当たりのいい場所に移動すると、自生している薬草を探し始めた。

　薬草を探していると、エルサさんが何かを思いついたようで、僕の袖を引いてくる。

「そういえば、ロルフ君がいたらなんでも再生できるんだよね？」

「え、まぁ、たぶん。エルサさんが破壊スキルで破壊して淡い光をまとっている間なら再生できるかと」

　こちらの返答を聞いたエルサさんが手袋を外すと、地面の土に手を触れる。

　急に大きな音とともに、大人一人がすっぽり収まるくらい地面が抉えぐれると、淡い光をまとった土が宙に浮いた。

「これを再生できるのかなって思って。村にいた時は、ちょっとした不注意で土とか岩とか消しちゃってたから」

「やってみます」

　再生スキルがどこまで適用されるのか自分も気になったので、淡い光をまとって浮いている土に手を触れて再生スキルを発動させる。








　再生スキル


ＬＶ：４

経験値：28／30

対象物：☆土（分解品）






　＞土（普通）：93％

　＞土（中品質）：73％

　＞土（高品質）：53％

　＞土（最高品質）：23％

　＞土（伝説品質）：13％






　普通品質での再構成を選択すると、眩しい光を発した。





　＞土（普通品質）の再構成に成功しました。

　＞土（普通品質）

　資産価値：一ガルド






　光が収まると、再生された土は破壊スキルでできた穴の横に積み上がっていた。

「再生はされるみたいですね。土なので価値はないけど」

「ロルフ君がいれば、破壊スキルで破壊した物が、失敗しない限り消えないと分かったのだけでもよかった。あたしだけだと、消しちゃうだけで終わっちゃうし」

　穴の隣に積み上がった土を見て、エルサさんは少し安堵した顔をする。

「なら、あの岩も試してみます？　どうせなら確認できそうな物は全部試してみてもいいと思うんで」

「そうね。そうしようかな」

　エルサさんが今度は近くの岩に手を触れて破壊スキルを発動させた。

　破壊された岩に手を触れ、再生スキルを発動させる。








　再生スキル


ＬＶ：４

経験値：29／30

対象物：☆石（分解品）






　＞石（普通）：93％

　＞石（中品質）：73％

　＞石（高品質）：53％

　＞石（最高品質）：23％

　＞石（伝説品質）：13％






　普通品質での再構成を選択すると、眩しい光を発した。





　＞石（普通品質）の再構成に成功しました。

　＞石（普通品質）

　資産価値：二ガルド






　岩の再構成は成功したが、元の岩の形ではなく、多数の小さな石に変わっていた。

「岩は再生すると、小さな石になっちゃうみたいですね。元の形に戻る感じではなさそう」

「元の形に戻らない物もあるのね。気を付けないと」

　再生スキルの再生のされ方も色々な状況があるみたいだ。

　小さな石の山になった岩を見ていたら、視界の端の文字が変化した。





　＞【再生】スキルがＬＶアップしました。

　＞ＬＶ：４→５

　＞解放：☆の成功率１％上昇

　＞解放：☆の素材合成が可能になりました。




　スキルステータス

　パッシブスキル：☆成功率４％上昇

　アクティブスキル：☆素材合成









　経験値がたまり再生スキルが成長したことで、新しいスキルが解放されたようだ。

　素材合成ってあるけど、何だろうか。

　何かと何かを合わせると、別の物に再生されるってことかな？

「エルサさん、スキルが成長して新しいことができるようになったみたいです」

「新しいこと？　スキルが成長するのは知ってたけど……」

「素材合成って書いてあるし、何かと何かを合成できるようになったんだと思います。たしか似たような合成スキルというレアスキルがあると神官様が言ってました」

「合成スキル？」

「ええ、合成スキルはレシピと言われる組み合わせで、新たな物を作り出すスキルだと聞いてます。今回再生スキルに備わった力は、それに似た物じゃないかなと思ったりしてますが」

　困惑顔をしているエルサさんであるが、自分も同じようにとても戸惑っている。

　壊れてる物を新品に再生させるだけでも、とんでもない力のあるスキルなのに、成長するうえ、他のレアスキルの力まで備わるとか、神官様たちが知ったら卒倒しそうなスキルになってるよ。

「いちおう確かめてみたいので、色んな物を破壊してもらっていいです？」

「い、いいけど」

　エルサさんが手袋を取ると、周囲にあった物を破壊スキルで破壊していった。

　破壊された物が、淡い光を帯びて空中に浮かんでいく。

　その中に赤い色で光る物があった。

　薬草と毒消し草が光ってるよな……。

　同じ色で光っている二つを両手で触れる。











　＞右手：薬草（廃品）　左手：毒消し草（廃品）

　＞素材合成可能品がセットされました。

　＞この二つを素材合成しますか？






　神の声に促されるまま了承をしてみた。

　すると、再生スキルが発動する。





　再生スキル


ＬＶ：５

経験値：０／36

対象物：☆回復薬（分解品）






　＞回復薬（普通）：94％

　＞回復薬（中品質）：74％

　＞回復薬（高品質）：54％

　＞回復薬（最高品質）：24％

　＞回復薬（伝説品質）：14％






　発動した再生スキルから回復薬を選び、普通品質で再構成をしていく。





　＞回復薬（普通品質）の再構成に成功しました。

　＞レシピが解放されました。

　＞薬草×毒消し草＝回復薬

　＞回復薬（普通品質）

　回復量　30

　資産価値：二〇〇ガルド






　再生を終えると、手の上には丸い形状に変化した回復薬ができあがっていた。

　回復薬ってたしか、薬草と毒消し草を干してすり潰したのを丸めて固めた薬だったよな。

　素材合成をすると、その手順を省いて作り出せるってことか。

　手に現れた回復薬を見たエルサさんの目が点になっていた。

「ちょ、ちょっと！　ロルフ君!?　薬になっちゃったよ！」

「やっぱり合成スキルみたいに、二つの素材から新しい物が作れちゃいましたね。これ、回復薬ですよ」

　手の中にあった丸薬を口の中に放り込むと、苦みが広がった。

　本来ならこれで、血液が増えたり、傷の治りが早まったり、血止めがされるが、今は傷を負っていないのでただの苦い丸薬でしかない。

「苦味があるんで、ちゃんと効果は発揮しそうですよ。これでも買うとひとつ二〇〇ガルドしますからね」

「すごい、破壊した素材を使って合成できるなんて。やっぱ、ロルフ君、すごいよ！」

「でも、僕の力はエルサさんがいないと使えないんで、エルサさんがすごいんです」

「嬉しい！　あたしの忌み嫌われた力を、そう言ってくれるのはロルフ君だけだよ」

　一瞬、エルサさんが悲しそうな顔をしたので、彼女の手を握って話題を変えることにした。

「エルサさん、合成に成功するとレシピとして記録されるみたいなので、もっと他にも合成できる物がないか探してみましょう」

「うん、そうしよっか！　もしかしたらすごい物を合成できちゃうかもしれないし」

　表情を明るくしたエルサさんは、自分の近くにあった木や雑草を破壊していく。

　すると、同じ色で光る物を見つけた。

　ん？　同じ素材が光ってるぞ。

　同じ物二つで新しい物にできるのか？

　光っているのは同じ種類の雑草であった。

　同じ色で光っている二つを両手で触れる。





　＞右手：雑草（廃品）　左手：雑草（廃品）

　＞素材合成可能品がセットされました。

　＞この二つを素材合成しますか？






　神の声に促されるまま了承をする。





　再生スキル


ＬＶ：５

経験値：１／36

対象物：☆荒縄（分解品）






　＞荒縄（普通）：94％

　＞荒縄（中品質）：74％

　＞荒縄（高品質）：54％

　＞荒縄（最高品質）：24％

　＞荒縄（伝説品質）：14％






　発動した再生スキルから荒縄を選び、普通品質で再構成をしていく。





　＞荒縄（普通品質）の再構成に成功しました。

　＞レシピが解放されました。

　＞雑草×雑草＝荒縄

　＞荒縄（普通品質）

　資産価値：二ガルド






　再生を終えると手の中に荒縄ができあがっていた。

　回復薬と同じで、合成することによって縄づくりの手順を飛ばして物が作り出せるのか。

　これを破壊すると、荒縄になるのかな？

「エルサさん、これって破壊できます？」

「やってみるね」

　エルサさんの手が触れた荒縄は、破壊スキルが発動し、淡い光に包まれたかと思うと、近くにあった木と同じ光で輝いた。

「新しい合成ができそう」

　同じ光を宿した物を両手に持つ。





　＞右手：荒縄（廃品）　左手：木材（廃品）

　＞素材合成可能品がセットされました。

　＞この二つを素材合成しますか？






　了承し、再生スキルを発動させる。





　＞レシピが複数あるので選択してください。






　ん？　複数レシピがある？








　再生スキル


ＬＶ：５

経験値：２／36

対象物：☆木の弓（分解品）






　＞木の弓（普通）：94％

　＞木の弓（中品質）：74％

　＞木の弓（高品質）：54％

　＞木の弓（最高品質）：24％

　＞木の弓（伝説品質）：14％










　再生スキル


ＬＶ：５

経験値：２／36

対象物：☆こん棒（分解品）






　＞こん棒（普通）：94％

　＞こん棒（中品質）：74％

　＞こん棒（高品質）：54％

　＞こん棒（最高品質）：24％

　＞こん棒（伝説品質）：14％






　選択肢が二つ提示された。

　これは、木製の弓とこん棒のどちらかを選ぶってことか。

　エルサさんが使う弓はもうあるので、剣が通じない相手用にこん棒を選んだ。





　＞こん棒（普通品質）の再構成に成功しました。

　＞レシピが解放されました。

　＞木材×荒縄＝こん棒

　＞こん棒（普通品質）

　攻撃力：＋５







　特殊効果：物質系ダメージ＋２

　資産価値：一〇〇ガルド






「簡単にこん棒もできちゃうのね。合成ってすごい。これも他の物と合成できるかな？」

　できあがったこん棒を手にしたエルサさんが、また同じようにこん棒を破壊した。

　ゴブリンの骨と反応してるな。

　反応した二つの素材を手にする。





　＞右手：ゴブリンの骨（廃品）　左手：こん棒（廃品）

　＞素材合成可能品がセットされました。

　＞この二つを素材合成しますか？






　了承し、再生スキルを発動させる。





　再生スキル


ＬＶ：５

経験値：３／36

対象物：☆ゴブリンのこん棒（分解品）






　＞ゴブリンのこん棒（普通）：94％

　＞ゴブリンのこん棒（中品質）：74％

　＞ゴブリンのこん棒（高品質）：54％

　＞ゴブリンのこん棒（最高品質）：24％

　＞ゴブリンのこん棒（伝説品質）：14％






　普通品質で再構成を選択する。





　＞ゴブリンのこん棒（普通品質）の再構成に成功しました。

　＞レシピが解放されました。

　＞ゴブリンの骨×こん棒＝ゴブリンのこん棒

　＞ゴブリンのこん棒（普通品質）

　攻撃力：＋８

　特殊効果：物質系ダメージ＋２

　資産価値：五〇〇ガルド









　再生を終えて現れたこん棒には、尖ったゴブリンの骨が棘とげのようにいくつも突き出していた。

　できあがったこん棒を二人で眺めていたら、破壊して窪んだ地面がガサリと崩れ、死んだ人の骨に魔素が溜まり魔物化したスケルトンが、中から這い出してくるのが見えた。

「エルサさん、敵です！　スケルトン！」

「なんで地面から！」

「たぶん、破壊した土が消えて、抉れた部分とダンジョンの天井が繋がっちゃったのかも」

　スケルトンが這い出そうとしているので、手にしていたゴブリンのこん棒を思いっきり振り落とした。硬い骨同士がぶつかる感触が手に伝わってくる。

　叩きつけたゴブリンのこん棒は、スケルトンの頭部を砕くだいていた。

「ロルフ君、まだ動いてるよ！」

「ええ、分かってます！」

　頭部を失ったスケルトンは、まだ地面から這い出そうと手を動かしている。

　再びスケルトンに向けゴブリンのこん棒を振り下ろし、身体を動かしている骨を砕いた。

　バラバラになったスケルトンは素材と魔結晶を落とし、煙となって消え去る。

「ふぅ、ビックリした。でもこんな街の近くにダンジョンがあるなんて聞いたことないや」

　素材化したスケルトンの骨片と魔結晶を拾いつつ、開いた穴の中を覗き込む。

　穴の中はかびの臭いが充満しており、灯りはないようで地表から差し込む光でわずかな範囲が見えるくらいだった。

「やっぱりダンジョンっぽいですね」

「ロルフ君、たいまつを作ったわ。ダンジョンの中を行くなら必要でしょ」

　穴の中を覗き込んでいる間に、エルサさんが手早く折れて乾燥していた木の枝に火を点けてくれていた。

　エルサさんは猟師をしてたらしいから、火起こしも早いや。

　とりあえず、このまま放置すると魔物が街に出てきちゃうかもしれないし、探索だけはしておこうかな。

　手て強ごわい魔物がいたら、冒険者ギルドに報告して討伐してもらわないといけないし。

「ありがとうございます。危険がないかだけ確認するため、潜ってみましょう。危ない魔物がいたらマズいですしね」

「じゃあ、あたしもたいまつ持っていく。少し待ってて」

　そう言ったエルサさんはすぐに火打ち石を取り出すと、手早く木の枝に枯れた草を巻きつけて火を灯す。

「お待たせ。じゃあ、探索しよっか」

「僕が前を歩くんで、エルサさんは少し離れて後ろからついてきてください」

「一緒じゃダメなの？」

「罠がないとも限りませんし、少し離れておいた方が二人一緒に罠にかからずに済むと父親に教えられたので。先行する僕の歩いたあとを、ちゃんと踏んでついてきてください」

　探索済みのダンジョンなら罠の位置を示した地図などが手に入るけど、この穴は探索されたダンジョンなのか分からないので、罠の用心をしておいた方がいいと思われた。

「分かった。先輩冒険者の助言には従った方がいいわよね。でもロルフ君も十分に気を付けて」

「はい！　気を付けます！」

　ダンジョン内に入る準備を終えた僕たちは、たいまつの明かりを頼りに、穴の中へ入っていくことにした。

　ダンジョンの中は空気が淀んでおり、かび臭さが鼻へ常に刺激を与えてくる。

「掘った跡が全くない。岩も露出してるし、自然の洞窟ですかね？」

　たいまつの明かりが照らし出した壁は、つるはしで掘った跡が見えず、綺麗につるりとした表面をしていた。

「でも、地面は少し手が入ってるみたいだよ。でこぼこしてないし」

　自然の岩が露出している壁とは違い、エルサさんが言った通り地面にでこぼこはなく、土で平らにならされている。

　ゴブリンの巣かな？　それにしては通路が綺麗すぎるけど。

　父さんたちが、ゴブリンの巣ならやつらは掃除をしないので、ゴミが散乱して悪臭が充満してるはずだって言ってたし。

　自分の持つたいまつの明かりを頼りに、足元に気を付けて綺麗にならされた通路を進んでいった。

　通路を奥へ進んでいくうちに、壁がそれまでの自然の岩壁から、切り揃えられた石材を積み上げた壁に変化する。

　けっこう手がかかってるダンジョンみたいだ。

　やはり、ゴブリンの巣じゃなさそうな気もする。

　罠がないか辺りを注意深く観察しながら進んでいると、手にしたたいまつの火が風に揺れる。

　ん？　風？　壁の方から吹き込んでいる気がするが？

　揺れるたいまつの火が気になり、吹き込んでくる先を視線で追ってみる。

　切り揃えられた石材の壁の奥から微かすかに水の滴したたる音が聞えた。

　壁の奥が空洞になってるのか？

　見たところ入口はなさそうだけど……。

　一本道の通路の途中に隠し部屋みたいなものがあるのか。

「どうしたの？　何か気になることでもある？」

　僕が立ち止まったことを不思議がったエルサさんが、いつの間にか隣にまで来ていた。

「この壁の向こうに部屋があるみたいなんですよ。隠し扉でもあるのかなと思って見てるんですが、そういったものはなさそうで」

「壁の向こう？　普通の壁に見えるけど。あたしのスキルで破壊してみるわね」

「ちょ!?　エルサさん!?　敵がいるかもしれませんし――」

「その時はロルフ君が一緒に倒してくれるよね？」

「ええ、まぁそうですけど」

　白い手袋を外したエルサさんが、素手で壁に触れ破壊スキルを発動させた。

　とっさに盾を構えて彼女の前に入り込む。

　淡い光をまとって浮いた壁材の奥には、数人が入れそうな空間が広がっていた。

「ロルフ君の予想した通りだったね。隠し部屋かな？　水が溜まって水没してる場所もあるみたいだし」

「壁になってるところに入口はなさそうですし、もしかしたら入口は水没してる方にあったのかもしれませんね」

　部屋の中をたいまつで照らしていくと、魔物の姿はなく、部屋の端に祭壇のような物があるのが見えた。

「祭壇があるみたいなので、ちょっと見てきますね」

「あたしも一緒に行くよ」

　ついてくると言ったエルサさんを先導する形で、祭壇の方へ近づいた。

　隠された部屋の奥にある祭壇に近づくと、台座の上には赤い石が置かれている。

　魔結晶かな？　それにしては色が血のように赤いけど。

　魔結晶なら、向こう側が透けて見えるくらいの透明度を持っているはずだ。

　でも、この石は透けてないしな。

「これは、宝石かしら？」

「宝石という感じでもなさそうですけど……。ほら、カットもされてませんし」

　台座に置かれていた真っ赤な石を手に取って、隣に来たエルサさんに見せようとすると、けたたましい音が祭壇から発生した。

　この音、まさか罠!?

　室内に耳をつんざく大きな音が響き渡ると同時に、地面から何かが動いている振動が伝わってくる。

　エルサさんも驚いた顔でこちらを見た。

「ロルフ君？　何が起こったの？」

「す、すみません！　たぶん、罠だと思います！　何か来るかもしれないんで警戒しましょう！」

「罠!?　そういえばここはダンジョンだったわね」

「ええ、ダンジョンにある宝物庫とか宝箱に、魔物を呼び寄せる罠が仕掛けられることがあると、両親から聞いてましたけど……祭壇の台座は無警戒でした」

　鳴り響く爆音の中、たいまつを地面に投げると盾と剣を構えてエルサさんを守るため前に出る。

　部屋に入口はなかったし、魔物が来るとしたらエルサさんが破壊した壁の方からか。

　祭壇側は壁で囲まれてるから、エルサさんに近づく魔物はいないはず。

　警報の鳴り響く中、慌てないように冷静になって自分たちの状況を確認した。

　落ち着いてエルサさんの壊した壁の方へ視線を向け、魔物の出現に集中していたら、背後にいるエルサさんから声がかかる。

「ロルフ君！　水没してるところからスケルトンが五体！」

「水没してるところから!?　嘘!?」

　慌てて視線を水没している方へ向けると、エルサさんが持つたいまつの揺れる火に照らされた骸がい骨こつたちが手に斧おのや剣を持ち、こちらへ近づいてくる姿が見えた。

　スケルトンは、水の中も関係なく歩いてこれるってことか！

　でもスケルトン五体ほどなら、やれる！

「エルサさんは、そこでたいまつの明かりが消えないようにしててください。お願いします」

「う、うん。援護はしなくて大丈夫？」

「ええ、この暗闇の中だと明かりが一番の援護ですし、スケルトンくらいならこん棒じゃなくて、剣でも倒せそうです」

「分かった。それじゃあ、ロルフ君のたいまつにも、また火を点けてもう少し明るくするね！」

　盾を構える際、地面に置いたたいまつはすでに火が消えていたので、エルサさんが拾い上げ自分のたいまつで再点火をしてくれた。

　室内の光源が増え、近づいてくるスケルトンたちの姿がより鮮明になる。

「ありがとう！」

　エルサさんにお礼を言うと、剣と盾を構えてスケルトンたちに向かって駆けた。

　侵入者を排除するために現れたスケルトンたちは、自らの武器を掲げ、ガシャガシャと音を立ててこちらに走り寄ってくる。

　普通の剣だと硬い骨に刃が立たなくて倒せないだろうけど、この伝説品質の剣なら骨ごと断ち切るのは容易にできる。

　こん棒で倒した時と同じように、体を動かす重要な骨を断ち切っちゃえば簡単に倒せるはずだ。

　こちらを斬り殺そうと剣を振り下ろしたスケルトンの斬撃の軌道を見定め、慌てずに鉄の円盾で受け止めて刃は筋すじを逸らす。

　スケルトンの斬撃は円盾の表面を滑り、体勢が崩れた。

　もらった！　脊せき椎ついを断ち切る！

　体勢を崩したスケルトンの脊椎を、伝説品質の剣で縦一直線に断ち切るのに成功した。

「簡単にひとつやっつけた！　すごい！　さすがロルフ君！」

　エルサさんの喜ぶ声が、僕の中に更なる力を与えてくれる。

　スケルトンたちは、何もない眼がん窩かの奥に赤い光を宿らせると、手にした武器を次々に振り下ろしてきた。

　円盾で斬撃を受け止め逸らしつつ、受け止められなそうなのは伝説品質の剣で根元から断ち切っていく。

　すぐにスケルトンたちの武器は用をなさなくなり、できた隙を狙って脊椎を一刀両断にした。

　部屋にいたスケルトンをすべて退治すると、けたたましい警報の音がやむ。

　これ以上増援が来る様子もなさそうだし、台座に置いてあった赤い石は手に入れられたみたいだけど。

　この赤い石は警報作動装置の一部だったのかな？

　戦闘前にしまい込んだポケットから取り出した赤い石を見ていたら、背後から抱き付かれる感覚に襲われた。

「すごい！　すごいよ！　ロルフ君！　あんなにいっぱいいたスケルトンを簡単にやっつけちゃうなんて！」

　エルサさんが喜んだ声で僕に抱き付いてくれているが、正直大きな胸が後頭部に当たるので反応に困ってしまう。

　注意するとエルサさんが悲しむだろうけど、かといってこの状況は色々と困ることが発生してしまうんだよな。

　後頭部に当たる物をどうするべきか迷っている間も、エルサさんが自分のことをずっと褒めてくれていた。

「あっ！　ごめん！　また、やっちゃった！　わざとじゃないから、ごめん」

　こちらが固まっていた理由に気付いたエルサさんが、そっと自分の身体を離した。

「分かってますから大丈夫です。僕がきちんと言えば良かったんですけど。その、言えなかったので」

「ロルフ君ならいいかなって思って、つい抱き付いちゃうの。あたしの方が、身長が高いのを忘れてね。でも、それが嫌だったら言って」

　僕の目の前に来たエルサさんが、伏し目がちにこちらを見て謝ってくる。

　そんな照れた顔をして言われると、嫌だって言えない。
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　むしろ、存分にしてくださいとか口走っちゃいそうだ。

　照れた顔で謝るエルサさんに、僕の視線は釘付けだった。

「大丈夫です！　嫌ではないですから！」

「ほんとに？　無理してない？」

「ええ、全然無理してないです！　むしろしてもらえてよかった――」

　口に出した瞬間、自分がとんでもなく恥ずかしいことを言っていたことに気付き、顔が火照るのが止まらない。

「違うんです！　そういう意味じゃなくて！」

「え？　どういう意味？」

「いや、あのエルサさんが気にしてるようなことはない、ということでの無理はしてないですし、してもらえてよかったですからっ！」

「あたしが抱き付いても問題はないってことでいいんだよね？」

　確認するように聞いてきたエルサさんに、無言で頷くことしかできなかった。

　恥ずかしい……絶対に変なやつだと思われた。

　火照る顔を見られたくなくて、倒したスケルトンから変化して地面に転がった骨片と魔結晶を拾うことにした。

　祭壇の罠を無事にくぐり抜けた僕たちは、元の通路に戻るとさらに先に進んでいく。

　やがて、通路は突き当りとなって終わっていた。

「行き止まりみたいですね」

「うん、みたい。でもさ、一本道で行き止まりっておかしいと思わない？」

　エルサさんは行き止まりになっている壁に、たいまつを近づけて隅々まで確認していく。

　エルサさんが壁を調べているのを一緒に眺めていたら、気になる場所がひとつ見つかった。

　あそこの石だけ何か材質が違うような気が。わずかに擦れた跡がある。

　気になった箇所に、自分のたいまつを近づけて詳しく確認する。

「どうしたの？　ロルフ君？」

「ちょっと気になる箇所があって、ここなんですが色が違うんですよ。それにその周囲に擦れた跡がわずかにあるんで、もしかしたら何かあるのかなと思って」

　色がわずかに違う場所を触っていると、擦れた跡に沿って表面の石が動き、何もなかった壁に何かを差し込むような穴が現れた。

「動いた！　何かをはめ込む穴みたいだけど……。大きさから見て鍵って感じじゃないよね？」

　さっきの祭壇にあった部屋で手に入れた赤い石が、壁にできた穴にはまるかも。

　大きさ的には同じくらいの物だし。

　ポーチにしまい込んでいた赤い石を出すと、できた穴にはめ込んでみる。

「ピッタリみたい」

「ですね。ここにはめる物だったのかも――」

　穴にはまった石が光り始めると、行き止まりだった壁が上に向かってずれて、奥に新たな空間が広がった。

「仕掛け扉だった！　すごい、こんな扉もあるんだ！」

「相当手の込んだ仕掛けですね。こんなのあまりないと思いますけど」

　行き止まりだった壁がなくなり、奥に広がる空間へ注意深く進んでいく。

　中は先ほどの祭壇の部屋よりも広く、部屋の中央には巨大な石像がひとつ立っていた。

「かなり大きな石像ですね……」

「犬？　いや少女からの対比だと、隣のは狼かな？」

「狼……ああ、そういえばそんな感じに見えなくもないですね。でも、何でこんなところに石像があるんでしょうか……」

「かなり立派な石像だし、このダンジョンってもしかしたら地下神殿だったとかじゃない？」

「狼を連れた少女神なんて聞いたことないですけど。ドワイリス様の若い頃という感じでもありませんし」

　この世界で神様といったら、人類とスキルを創造し、大いなる獣を倒して世界を作ったドワイリス様しかいないはず。

　創造の女神ドワイリス様は世界を創り出すため、世界を闇に包んでいた大いなる獣とその獣の眷属である魔物に対し、自ら光で作り出した眷属である人類にスキルを授け率い戦い続け、最後に大いなる獣を倒し、世界を光で満たしたと教えられていた。

　ただ、戦いに勝ったドワイリス様も無傷ではなく、深い傷を負われ人類に世界を任せると、天なる国に傷を癒やしに戻られ、煌こう々こうと輝いた光の力は弱まり、倒された大いなる獣の死骸から出た闇が世界に夜を作り出したとも言われている。

　だから、夜は魔物が活発化する時間帯であるし、闇に閉ざされることが多い場所は大いなる獣の力が溜まりやすく、溜まりすぎるとダンジョン化して魔物が徘はい徊かいするようになると教えられた。

　けれど、目の前の石像は、レアスキルの聞き取りのため呼ばれた神殿で見たドワイリス様とは似ても似つかない顔をしている。

　着ている服装や装飾品は瓜うり二つなんだけど、勇ましさを感じさせるドワイリス様とは違い、優しげな顔付きをしてるんだよな。

「神様の神殿というよりも、昔この辺に勢力を築いた有力者のお墓かもしれませんよ。そういった墓所は闇の力が溜まりやすくて、ダンジョン化しやすいって聞いたこともあるし」

「お墓かー。さっきのスケルトンたちも元は人間だったということ？」

「たぶん。亡くなって埋葬された人がダンジョン化の影響でスケルトンになっていたのかと。水没して出入口がなくなり、墓参りに来る人が途絶えて、闇が溜まりダンジョン化したとか考える方が自然かも」

　立派な造りをした巨大な石像を見上げながらこの場所ができた理由を考えていると、エルサさんが手袋をしたまま石像に触れた。

「ロルフ君!?　あたしの手袋が！」

　謎の少女像に触れているエルサさんの白い手袋が、急に眩しい光を発し始めた。

「どうしてこんなことに!?」

「わ、分からない！　石像に触れたら、こんなことになったの！」

　手袋の光は強さを増していき、暗闇に包まれていた部屋の中は真っ白な光に塗りつぶされていく。

　やがて光が収まると、目の前にあった少女の石像は姿を消しており、石像があった場所に漆黒の毛並みをした子犬が血だらけで横たわっていた。

「どうなってるんだ？　急にエルサさんの手袋が光ったかと思うと石像が消えてる!?　って、それよりもなんで急に子犬が現れたんだ!?」

　破壊スキルが発動しないように、発動を抑制する手袋の力がなくなったのか？

　そうなると、エルサさんの手が何かに触れるたびに、物を破壊していっちゃう。

　エルサさんの大事にしてきた白い手袋の効果が切れたのかと思い、彼女を見ると手袋をしたまま子犬に触れていた。

　発動してない？　って、ことはさっきのは破壊スキルによる破壊ではないのか？

　目の前で起きたことを整理していたら、血だらけの子犬を抱えたエルサさんが泣きそうな顔で話しかけてきた。

「ロルフ君、子犬が血だらけに！　なんか息も弱弱しいよ！　死んじゃうのかな？」

　石像のあった場所に急に現れた漆黒の毛並みを持つ子犬は、体中が血でべっとり汚れ、エルサさんの腕の中で今にも止まりそうな弱い呼吸をして喘いでいる。

　今は消えた石像よりも子犬の方が重大だよな。たしか、動物にも薬草は効くよね。

　伝説品質の薬草を取り出すと、惜しげもなく葉を指で潰し汁を出していく。

　汁が出た薬草の葉を子犬の体に巻きつけてあげた。

「ロルフ君、血が止まんないみたい。まだ、傷が塞ふさがらないよ。どうしよう。薬草じゃ効かないのかな？」

「伝説品質の薬草で塞がらないなんて……。嘘だろ」

　子犬の体にできた傷は、伝説品質の薬草の汁に触れても塞がる気配を見せず、流れ出す血の量は一向に減らないままだった。

　血が流れ出していくたびに、子犬の呼吸は浅くなり、回数も減っていく。

　子犬は明らかに血を失いすぎて、生死の境目にいる様子だった。

　このままだと、この子犬は死んじゃう。

　回復魔法とか使えないし、薬草が効かないんじゃ、もうお手上げ――。

　消えゆく子犬の命を前にして、ふとある考えを思いついた。

　動物に対して再生スキルを行使すると、傷が消え子犬の命は助かるんじゃないだろうか。

　このまま手をこまねいていたら、確実に子犬は失血死するし、一か八かやってみるしかない。

　残された回復手段がないため、目の前の子犬を生かす方法として、自分たちの力を使うことにした。

「エルサさん！　その子を破壊してください！　早く、すぐに頼みます！」

「っ!?　ロルフ君、何を言って！　まだ生きてるのに！」

「薬草が効かない傷となると、現時点でその子を救うには再生スキルの力を試してみるしかないと思います！」

「で、でも！　生きてるんだよ！　あたしが初めてスキルを発動させた時みたいに、消えちゃうかもしれないし」

　子犬を抱えたエルサさんは、目に涙を浮かべながら青い顔をして震えていた。

　やっぱり、父親の件があるからやりたくないんだろうか……。

　再生スキルの力も、まだ生物で成功するのかは確認してないし。

　でも、迷っていたらこの子は確実に命が消える！

　僕は震えるエルサさんの手をしっかりと握り直すと、真っすぐに彼女の瞳を見据えた。

「エルサさん！　僕が絶対に再生させるから大丈夫！　信じてください！」

　自分でも成功するという確信は持てないが、結果に対するすべての責任を負う決意をし、強い言葉で断言した。

「……分かった！　ロルフ君のこと信じる！　あたしの運命の人だしね！　この子を絶対に助けよう！」

　エルサさんは真っすぐに僕の目を見ると、スキルの発動を封じている白い手袋を口で噛かんで外し、瀕ひん死しの子犬の体に触れる。

　彼女に触れられた子犬は破壊スキルによって光に包まれ、皮と骨と肉となって宙に浮かんだ。

「父親の手を間違って解体した時もこういう感じだったわね……。あの時は、光が収まると父の手がなくなってたけど」

　エルサさんのお父さんは、こうやって手を失ったのか……。

　でも、この状態で僕が触れたら――

　エルサさんの前に浮かんでいる子犬だったものに手を触れる。





　＞再生スキルにより魔狼の封印が解除されました。










　再生スキル


ＬＶ：５

経験値：４／36

対象物：魔狼（分解品）






　＞魔狼（伝説品質）：１００％






　ん？　選択肢が伝説品質１００％しかないぞ？

　いけない！　今は余計なことを考えてる時間はなかった！

　提示された唯一の選択肢である伝説品質を選択して、再生スキルを発動させる。





　＞魔狼（伝説品質）の再構成に成功しました。






　眩しい光が消えると、エルサさんの腕の中には血が綺麗に消えた魔狼が存在していた。

「エルサさん、僕の再生スキルはちゃんと発動するみたいです！　でも、ちょっと素材とかとは違うみたい。鑑定機能は出ないですし、伝説品質しか――」

「ああ、子犬が元気になった！　本当に良かった。あたしの呪われた力をちゃんとした力に変えてくれるロルフ君がいてくれたから助けられた。うちの父にロルフ君の力を使えてたら良かったなぁ……。さすが、あたしの運命の人」

　元気になって地面に飛び出しエルサさんに体を擦りつけて甘えている魔狼を見て、彼女は涙を流して喜んでいる。

　彼女の持つ生物への破壊スキル行使のトラウマは、多少なりとも改善されたようだ。

　それにしても、生物系の再生は、物質の再生と違うのだろうか？

　伝説品質しか選択肢が出なかったし、鑑定機能も省かれた感じだし。

　もっと気になるのは、再生スキルにより、魔狼の封印が解除されましたという神の声だけど。

　あの子犬、狼なのかな？　そもそも魔狼って魔物か？　狼の魔物はいるけど、魔狼って言われる魔物はいなかったような。

　エルサさんから、僕の足元に来て体を擦りつけている小さな魔狼の存在が気になったが、特にこちらに敵意を抱いてる様子はなかった。

「君はいったい何者だい？」

　足元にいた魔狼を抱き上げる。

　抱き上げられた魔狼は、こちらの言葉を理解したのか『分からない』と言いたげに首を左右に振る仕草を見せる。

「あれ？　もしかして、僕の言葉が分かる？」

　魔狼は『分かる』と返事するように、小さな声で吠ほえた。

　こっちの言葉を理解するのか……一段とよく分からない存在だ。

　抱き上げた魔狼をジッと見ていると、エルサさんが僕の袖を引いた。

「とりあえず、こんな場所に置いて帰るのは可哀想だから、街まで連れて帰りましょう。その子もお腹空いてるだろうし。ダメかな？」

　エルサさんは、魔狼のことが気に入った様子で、『連れ帰りたい』と目線をこちらに向けてきた。

　せっかく助かった命だし、人に害を与える素振りはないから、連れ帰っても大丈夫かな。

　魔狼の方も懐なついてくれてるし。

　抱き上げたままの魔狼は、エルサさんの言葉に同意するように吠えていた。

「いいですけど、ただ、この子は犬や狼じゃなくて魔狼って種族らしくって魔物かもしれないんですが」

「でも、このまま置いていったら死んじゃうかも。悪さをしないよう、あたしがちゃんと面倒見るわ」

　魔狼も、僕たちと一緒に行きたいと尻尾を勢いよく振る。

「ちゃんと、僕たちの言うこと聞ける？」
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　言葉が分かるらしい魔狼に話しかけると、大きな声で吠えた。

「いい返事。頭がいい子ね」

　それから、まだ小さな子供の魔狼をエルサさんに任せ、石像のあった部屋の中をくまなく調べたが、特に他に見るべきものはなく、探索を終え外に出ると夕暮れが迫っていたので、急いで街に戻ることにした。




　日暮れによる閉門作業を行っていた城門を抜け、冒険者ギルドの前にまで行くと、徴税官のアルマーニさんが駆け寄ってきた。

「ロルフ君！　帰ってくるのを待っていたよ！」

「アルマーニさん、どうかしましたか？」

「いや、実は昨日物納してもらった毒消し草を買い取ってくれた人から、仕入れ先を知りたいと言われてね。私も何度も断ったのだが、高値で毒消し草を引き取ってくれた手前、断り切れず紹介することになってしまったのだ」

　伝説品質の毒消し草がもう売れたのか。

　アルマーニさんは鑑定スキル持ちだから、伝説品質の価値を知っているだろうし、相当な高値を言われない限り手放さないと思ってたけど。

「紹介ですか……」

　再生スキルの力で手に入れた毒消し草だし、色々と聞かれるとスキルの話をしなくちゃならないよね。

　よく考えたら、とんでもなく便利で万能性を持つスキルの可能性もあるんで、下へ手たな人に教えると僕だけでなくエルサさんも巻き込んじゃうからなぁ。

　アルマーニさんが僕たちを紹介したいと連れてきた人物に一いち抹まつの不安を感じていた。

「ああ、でも安心してくれたまえ。紹介する方の素性は、私が保証させてもらう。なにせ、『冒険商人』に属する有名冒険者の方だから。ロルフ君も名前くらいは聞いたことがある御方だと思う」

『冒険商人』に属してるって、もしかして『赤眼のベルンハルト』さんかな？　まさか、あんな有名な冒険者がアグドラファンの街に来てるわけが。

　自分の中に思い浮かんだ名前を即座に打ち消した。

「あ、ベルンハルト殿！　ヴァネッサ殿、こちらの方たちが例の毒消し草を仕入れさせてもらった人たちです。男性の方がロルフ君、女性の方はエルサさんです」

　アルマーニさんが、冒険者ギルドの入口から出てきた露出度の高い服を着た女性の魔術師に向けて、僕たちを紹介した。

「あらー、あんなすごい品質の毒消し草を見つけてくる冒険者だから、たいそういかつい冒険者なのかと思ってたけど、まだあどけない子供と若い女の子じゃないの！」

　青く長い髪をした女性魔術師は、澄んだ空のような青い瞳で、こちらを値踏みするように眺めてきた。

　ヴァネッサさんって、もしかして赤眼のベルンハルトさんの相棒と言われる『青の大魔術師』ヴァネッサさん!?

　もしかしてアルマーニさんの言ってたことは本当だったのか!?

　ヴァネッサさんはいるとして、ベルンハルトさんの姿が見えないけど……。

　憧れの有名冒険者に会えると知り、ウキウキとした気持ちで周囲を見回してみたが、相棒のベルンハルトさんの姿が見えなかった。

「ちょっと、リズィー！　吠えちゃダメよ」

　街に帰るまでの道中、エルサさんがすでに魔狼の名前をリズィーと決めており、飼う気満々の様子を見せている。

　そのリズィーが、僕の足元に向かって吠えていた。

　視線を足元に向けると、そこに立っているのは僕の腰までの身長しかない獣じゅう人じんの男性。

　黒い革のロングコートを羽織り、革鎧を着け、左目に眼帯をはめた兎うさぎ顔がおの獣人が、僕を見上げる格好で話しかけてきた。

「すまないが、その子犬を静かにさせてくれたまえ」

「す、すみません！　すぐにやめさせます」
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　兎顔の獣人に向かって吠えていたリズィーを抱き抱え、静かにするようにとの仕草を見せる。

　リズィーが吠えるのをやめると、兎顔の獣人は僕たちの様子を確認していた。

「ベルちゃん、その子たちが毒消し草を拾ってきた子みたいよ。今回こそ、ベルちゃんの勘は外れたわね」

「ヴァネッサ、君はいつもそうやって即断するが、いい物やいい人材は吟味しなければ分からないと常々言ってるだろう」

　兎顔の獣人は、『青の大魔術師』ヴァネッサさんをたしなめるように話す。

　赤眼で、左目の眼帯……って、もしかしてこの人が『赤眼のベルンハルト』!?

「え、えっと、すみません。貴方が『赤眼のベルンハルト』さんですか？」

「ああ、私はベルンハルトだ。赤眼の二つ名で呼ばれるのは恥ずかしいが間違いではない」

「し、失礼しました！　噂に聞いてたベルンハルトさんって、筋骨たくましい冒険者だって話でしたので、てっきり違う人かと」

「いや、気にしないでくれ。噂に尾ひれが付いて、元の姿から似ても似つかなくなることはよくあることだ。私は巷ちまたで噂されているような筋骨たくましい種族ではなく、このように背の低い兎人族だしな」

　有名な冒険者である赤眼のベルンハルトさんが、噂で聞いていたのとは、かけ離れた容姿をしていたことに驚く。

『冒険商人』というたった二人の冒険者集団のリーダー『赤眼のベルンハルト』さんは、『青の大魔術師』ヴァネッサさんと同じく冒険者の最高峰とされる白金等級の冒険者だ。

　幾多の魔物退治や困難な紛争解決を成し遂げ、白金等級に任じられた冒険者の中の冒険者でありながら、旅商人としても成功を収め、莫大な資産を持つと言われる有名な人だ。

　そんなすごい人が、僕たちに会いたがったとか奇跡なんじゃないだろうか。

「それよりも、君たちがこの毒消し草を手に入れたというのは本当かね？」

　ベルンハルトさんが例の伝説品質の毒消し草を取り出し、入手した経緯を訊ねてきた。

「ええ、まぁ。運よく見つけられて――」

　エルサさんには帰りの道中で、ものすごい力を持つ再生スキルのことは、あまり人に喋らない方がいいとの意見の一致を得ていたので、色々と問われても誤魔化すことにしていた。

「運よくこの品質を何個も？」

「ええ、すごく密生してて。採取してみたら、その品質だったんですよ。本当にびっくりしました」

「ほぅ、密生か……」

　僕の返答を聞いたベルンハルトさんの赤い目がきらりと光った気がした。

　う、疑われてる!?

　再生スキルで再構成に挑戦して品質を上げました、なんて言っても信じてもらえないだろうし。

　ベルンハルトさんから疑いの視線に曝されたことで、背中から冷たい汗が流れ落ちていく。

「この品質になるためには、周囲の栄養をすべて吸い尽くしてる可能性が高いはずなのだが。それが密生していたとなると、その土地の栄養が過剰にあったということか」

　手にしている毒消し草を眺め、頷いているベルンハルトさんの姿に心臓がドキドキと音を立てる。

　伝説品質の毒消し草が生えてる場所って、そんな感じなの!?

　知らないから密生してるなんて言っちゃったよ！

「でも、ベルちゃん。この子たちが、どこからか盗んだ物ってわけでもなさそうよー。どう見ても駆け出し冒険者だしねー」

　ヴァネッサさんが、微笑みを浮かべながらこちらを見ていた。

「たしかにヴァネッサの言う通り、盗品というわけではなさそうだ。アグドラファンの街の近郊に栄養豊富な毒消し草の自生地があるということか。これだけの品質の物が密生して自生してるとなると、調べておいて損はない。ロルフ君と言ったな。できれば、これを採取した場所に連れていってほしいのだが。もちろん、依頼料は相応の額をきちんとお支払いするつもりだ」

「え、ええ？　採取した場所ですか!?」

　マズい流れになってきた。

　伝説品質の毒消し草が密生してる場所なんてないよ！　あれは僕とエルサさんの再生スキルの力で作り出した物だし。

　話がややこしい方へ流れそうな気配を感じたので、丁重に断ることにした。

「せっかくの申し出ですが、場所を教えることは――」

「依頼料は三〇〇万ガルドほどでどうだろうか？　いや、五〇〇万までなら即金で出すが」

　ベルンハルトさんは、いつの間にか懐から取り出した算そろ盤ばんを弾はじき、依頼料を目の前に提示してきた。

　五〇〇万ガルドを即金で!?　って、そういうことじゃない。

　お金の話じゃないんだ。

「ベルンハルトさんって言いましたね。ロルフ君が困っているんでお引き取りいただけます？」

　話を見守っていたエルサさんが、僕の前に出るとベルンハルトさんの算盤を押し返す。

「んー、そうくるか。たしかに伝説品質の毒消し草密生地となると利益ははかり知れない。分かった！　七〇〇万ガルドまで出す。即金は厳しいが、冒険者ギルドに送金してもらうという形でどうだろうか？　そう悪い話でもないと思うが」

「あの品質を売り捌くのは、伝つ手てがないと厳しいからねー」

　そういう話じゃないんだよな……。

　ベルンハルトさんたちの対処に困っていたら、背後から声がかかった。

「ベルンハルト殿、ヴァネッサ殿！　こんなところにおられたのですか！　そんな下っ端冒険者のことなんか放っておいて、我が家の晩ばん餐さんに参加してくだされ。お二方の名は大陸中に鳴り響いておりますので、今夜は武勇伝をお聞かせ願いたい。アルマーニ、すぐにお二人を屋敷にお連れするのだ！」

　声の主は貴族冒険者であるフィガロさんだった。

　それまで大人しくなっていたリズィーが、猛烈な勢いでフィガロさんに吠えたてる。

「ひぃ！　ロルフ君、その犬ころは君のかね？　ちゃんとしつけをするべきだと思うが！」

　リズィーに吠えたてられたフィガロさんは、若干怯んだ顔を見せた。

「リズィー、吠えちゃダメだぞ。ほら、こっちにおいで」

　フィガロさんに向かって吠えていたリズィーを再び抱え上げる。

「全く、これだから野良犬は困る。主人に似て馬鹿みたいに吠えたてるだけの使えない犬っころだ。ささ、こんな奴らは放っておいてどうぞ我が家へ」

「私はロルフ君と商談を――」

　フィガロさんは僕たちを追い払う仕草をすると、算盤を持って迫っていたベルンハルトさんとヴァネッサさんの手を強引に引っ張る。

　さすがにベルンハルトさんもヴァネッサさんも、地元の大貴族の嫡ちゃく男なんであるフィガロさんの誘いを断ることはできないようで、こちらをチラチラと見ながらも屋敷の方へ向かっていった。




「ふぅ、危ない。危ない」

「たまにはあの人も役に立つことがあるのね」

　ベルンハルトさんたちがフィガロさんによって連れさられたので、僕たちはそのまま冒険者ギルドの中に入り、依頼の達成とダンジョンの発見の報告をした。

「ロルフ君、アグドラファンの街の近くに、スケルトンが出るダンジョンができてたって本当なの？」

「ええ、まぁ、はい」

　例のダンジョンで討伐したスケルトンの骨片を、カウンターの上に並べていく。

「街の近辺にスケルトンが出る場所なんてないものね。場所とかって分かるかしら？」

　骨片を見た受付嬢のマールさんは、カウンターの上に街の周辺地図を広げた。

　薬草類の採取地はこの辺だから、そこから森の方へ進んでいって……。

　たぶん、この辺に穴ぼこができてるはず。

　筆を借りると、ダンジョンと繋がったと思われる穴を作った場所に印を打った。

「ここに穴ができてて、這い出そうとしたスケルトンを見つけ、ダンジョンの存在に気付いたんです。ね、エルサさん」

　リズィーが他の冒険者に悪戯をしないよう自分の膝の上に乗せ、隣で話を聞いていたエルサさんに場所の確認を求めた。

「ええ、ロルフ君の言った通り、その辺りでスケルトンと遭遇し、ダンジョンに繋がる穴を見つけました」

　本当はエルサさんの破壊スキルで地面を抉った影響だけど、そんな話を今ここですれば、僕がレアスキルを授かった時みたいな騒動がまた起きる。

　そうなると、色々と面倒なことに巻き込まれそうな気がするため、スキルの力は内緒にすることを彼女にも伝えていた。

「これだけ街に近い場所でスケルトンが出るダンジョンとなると、問題が起きる前にきちんと隅々まで捜索しておいた方が良さそうね」

「いちおう、軽く中の探索はしておきましたけど。壁に仕掛けが施されてたり、水没してる場所があったりして、未発見の区画が残っているかもしれないです。これはとりあえず、僕たちが探索を終わらせた場所です」

　探索をした箇所をまとめた紙と、簡易的な地図をカウンターの上に出す。

「警報罠？　壁に仕掛け？　祭壇？　石像？　お墓みたいな感じだったの？」

　ダンジョン内で起こったことをまとめた紙に、視線を落としていたマールさんは僕が感じたのと同じ感想を口にした。

「たぶん、誰か偉い人のお墓みたいな感じでした」

「偉い人のお墓……。冒険者ギルドすら把握してないお墓の存在がまだあったとはね。とりあえず、ギルドマスターにも報告を上げておくし、明日にでも別の冒険者を派遣してダンジョンの確認ができたら、発見報奨金として一〇万ガルドを支払うわ」

「一〇万ガルド!?　そんなに!?」

「ええ、下手すれば街の危機に発展しかねないダンジョンの発見ですもの。ギルドマスターも、ロルフ君の功績に報いてくれると思うわよ。それにしても、立て続けの大だい殊しゅ勲くんね」

「ダンジョンを見つけられたのは、エルサさんのおかげですから」

「あら、じゃあ彼女にもダンジョン発見の功績者として名前を入れさせてもらわないと」

「はい、そうしてください。僕一人じゃ見つけられなかったし、探索もできなかったと思うんで」

　エルサさんの破壊スキルがなければ、水没していたダンジョン内の仕掛け壁を突破するのが難しかったのは事実だ。

「あ、いや。あたしはロルフ君の後ろについていっただけだから……」

　膝の上で丸まっているリズィーの背を撫でていたエルサさんは、謙けん遜そんするように手を振る。

「大丈夫、連名にして報告を上げておくわ。さて、じゃあ、あとは今日受けていった依頼の方だけど、薬草の採取と――」

「あっー！　ゴブリン討伐っ！」

　マールさんが今朝受けた依頼の話を始めた時に、ゴブリンの討伐依頼を受けていたことを思い出した。

　ダンジョンを発見したのに興奮してて、すっかり忘れてた！

　これって依頼失敗になるんだろうか？

　恐る恐るゴブリン討伐を忘れていたことを、マールさんに切り出す。

「あ、あ、あの。薬草採取は達成したんですけど、今朝受けたゴブリン討伐の依頼の方は、実は忘れてて……」

「あら、そうなの。まぁ、緊急性の高い依頼じゃないし、明日に持ち越しでも大丈夫よ」

　ゴブリン討伐は期日が切られてない依頼だったから、未達成にはならなそうだ。

　明日、改めてゴブリンを討伐しに森に行こう。

「それよりも、こっちの素材はどうする？　買い取りした方がいいかしら？」

　いきなり討伐未達成という実績を作らずに済んで、ホッと安堵のため息を吐いていると、マールさんはスケルトンの骨片をどうするか聞いてきた。

　合成素材として何か使えるかもしれないから、手元に置いておきたいけど、普通素材を売らない冒険者はほとんどいないしな。

　魔結晶の方は、再生スキルの経験値に回すつもりだし、素材はひとつだけ残して、あとは売却するか。

「討伐した記念として、ひとつだけ手元に残して、あとは売却させてもらいます」

「じゃあ、これはロルフ君へ返却ね」

　マールさんから骨片をひとつ返してもらい、別に受注していた依頼の対象物である薬草をカウンターの上に出した。

「じゃあ、スケルトン五体分と薬草採取の代金で、七〇〇〇ガルドになるわ」

　マールさんは慣れた手つきで、さらさらと精算書に内訳を書いていく。

　スケルトンの骨片はひとつ一〇〇〇ガルドか。

　なかなかいい値段のような気がする。

　精算書とともに、代金七〇〇〇ガルドが入った革袋がカウンターの上に差し出された。

　精算書の内容と代金に間違いがないかを確認する。

「問題ないです。ありがとうございました」

　確認を終え、精算書の下にサインを入れると、革袋を受け取った。

「はい、お疲れ様！　また、明日もよろしくね」

　精算書を受け取ったマールさんは、買い取った素材を抱えると奥の部屋に消えた。

「さて、精算も終わったし、ちょっと遅くなったけど夕飯にしようか。エルサさん、何か食べたいものとかある？」

「あたしは特に好き嫌いはないから何でも大丈夫だけど、リズィーが食べられそうな物があるといいなぁ。狼とはいえ、まだ子供だから軟らかい物かしらね」

　エルサさんの膝の上で丸まっていたリズィーは、お腹が空いたとでも言いたげに彼女の手袋を甘噛みしていた。

「リズィー、その手袋はエルサさんの大事な手袋だから、噛んじゃダメだぞ。すぐにご飯にするからな。エルサさん、リズィーも待ちきれないみたいだし、そこで夕食にしますか。安くて、量もあるし、美味しいですから」

　手袋を噛んでいたリズィーを抱き上げると、冒険者ギルド内に併設された酒場兼食事場所に視線を向けた。

「そうね。昨日みたいな宿だと何を食べてるか分からないほど緊張しちゃうから、あたしとしてもああいったところの方が落ち着くかも。じゃあ、先に席取ってくるから食事はロルフ君が選んできて」

　それだけ言い残すと、エルサさんは精算のラッシュでごった返すギルド内の人波をかき分けて席の確保に向かった。

　今日のおすすめ定食は、パンと豚のソーセージと野菜のシチューか。

「リズィーはソーセージくらいなら食べられるか？」

　食事の受け取り場所の近くは、依頼を遂行して帰ってきた他の冒険者で溢れており、リズィーが踏みつけられないよう革の部分鎧の隙間に入れていた。

　そのリズィーが、肉の匂いに釣られて鎧から顔を出して、食べたそうに鳴いている。

「よしよし、リズィーはソーセージにしとこう。エルサさんと僕はおすすめ定食かな」

　注文する物を決めると、忙しそうに食事を提供している給仕係の女性に話しかけた。

「すみません、おすすめ定食二つと豚のソーセージ単品でください」

「定食二つとソーセージ単品ね。札どうぞ！　あら、ロルフ君か。シチューは大盛にしとくから、ちゃんと食べないとダメよ。オーガを倒したらしいけど、その細い身体のままじゃダメダメ。冒険者は身体が資本だからね」

　給仕係の女性はここで食事をする時、いつも僕の分は大盛にしてくれている。

　借金してお金がなくて、ギリギリの生活をしていたので、大盛にしてもらえた食事は成長期の身体にはありがたかった。

「いつもありがとうございます。ちゃんと残さずに食べさせてもらいます」

「できたら番号呼ぶから、待っててね」

　番号の札を受け取ると、エルサさんが確保してくれた席に向かう。

「ロルフ君、この席でいいよね？」

　エルサさんが選んだ席は、窓際で角にある二人掛けのテーブル席だった。

　カウンター席じゃないし、リズィーもテーブルの上で食事できそうだし、酒に酔った他の冒険者に絡まれることも少ない場所だ。

「ありがとうございます。まだ、この席空いてたんですね。いつもわりと早く埋まっちゃう場所なんだけどなぁ」

「席取りしてる人がいたけど、譲ってほしいと頼んだらどいてくれたの。アグドラファンの街の人ってけっこういい人が多いよね。村じゃ、あたしが近づくだけでみんな嫌な顔してたのに」

　その席を取ってた人って、きっと男性冒険者だろうな……。

　エルサさんみたいに綺麗な人から頼まれれば、たいがいの男性冒険者は喜んで席くらい譲っちゃうと思う。

「それはきっと頼んだのが、とっても魅力的なエルサさんだったから譲ってもらえたんです」

「そうなの？」

　どうやら、エルサさんは自分の持つ魅力に対してかなり無頓着な人らしい。

　今もわりと男性冒険者たちからの視線を集めてるんだけど、本人は全く気付いてないし。

　自分が魅力的だと言われたエルサさんは、首を傾げながらテーブルの上で丸まって、ご飯の到着を心待ちにしているリズィーの背中を撫でている。

「五八番の人ー！　できあがったよー！」

「呼ばれたみたいなので、取ってきますね」

「一人で大丈夫？　一緒に行こうか？」

「いえ、二往復すればいいから大丈夫ですよ。エルサさんはリズィーのこと見ててください」

　注文した品をテーブルに二往復して運ぶと、待ちきれなかったリズィーが、エルサさんに細かく切ってもらったソーセージにかぶりついていた。

「リズィーは怪我もしてたし、お腹が空いてたんだな。いっぱい食べていいよ」

　大盛によそわれた定食の中から、ソーセージを一本、リズィーの皿に移す。

　ソーセージから出た肉汁で顔を汚したリズィーが、喜んだように鳴き声をあげる。

「ロルフ君も成長期だから、いっぱい食べないと。あたしの一本どうぞ。はい、あーん」

　え？　あ、ちょっと!?　それってすごく恥ずかしいですけど!?

　いや、でも断るのはエルサさんに悪いし、嫌というわけでないし。

　自分の皿からフォークで刺したソーセージを、エルサさんはこちらへ差し出していた。

　途端に周囲の男性冒険者から突き刺すような視線が集まる。

　痛い、なんかみんなの視線が痛い。

　でも、エルサさんから食べさせてもらえるチャンスは逃したくない。

　周囲から浴びせられた刺すような視線を無視して、エルサさんから差し出されたソーセージにかぶりついた。

「おいひいですね。昨日の食事もよかったけど、エルサさんと食べる定食も美味しいです」

「そう言ってもらえると、あたしも嬉しいわ。父親がなくなって以来、誰かと一緒に食事するのも久しぶりだしね。それがロルフ君だと思うと、とっても嬉しくなる」

「僕もおばあちゃんが亡くなってからは一人飯がほとんどでしたから、エルサさんのおかげで誰かと一緒に食べるのがこんなに楽しいんだと思い出せました」

　僕たちの話を聞いていたのか、ソーセージにかぶりついていたリズィーも同意するように鳴いた。

「リズィーも同意してくれてるみたいですね」

「そうみたい。リズィーは特別な狼みたいだけど、あたしたちに懐いてるし、頭も良さそうな子だと思うわ。猟師の父親が猟犬代わりに狼を育ててたから、ついその時のことを思い出して、この子を連れてきちゃった」

　エルサさんは、先に食事を終えたリズィーの顔に付いた汚れを綺麗な布で拭いてあげた。

　冒険者ギルドには、再生スキルと破壊スキルの話をするわけにもいかなかったので、消え去った石像から出てきたリズィーのことを報告はしてない。

　それに、ただの狼ではなく『魔狼』ということもあり、エルサさんと外では普通の狼として扱うことにしようと決めていた。

「狼のことに詳しいエルサさんがお世話してくれたら、リズィーはきっと立派な狼になりますね」

「そういえば、勝手に名前つけちゃったけどよかったかな？　ロルフ君が気に入ってる名前があるならそっちにするけど？」

「え？　リズィーが気に入ってるみたいだし、僕がつけたい名前の候補はないから大丈夫ですよ。なぁ、リズィー？」

　名前を問われたリズィーは、たらふくソーセージを食べたことで満足したのか、ぽっこりとしたお腹を見せて、エルサさんに顔を拭いてもらいながら鳴いて返事をする。

「よかった。でも街で連れ歩くとなると首輪とか必要かな？」

「そうですね。首輪を付けてないと野良だと判断されちゃうかも。明日、エルサさんの胸当てを新調するついでに、リズィーの首輪も買いに行きましょうか」

「うん、そうしよっか。よかったね、リズィー」

「じゃあ、夕食を食べて今日の宿探しでもしますか」

　その後、夕食を楽しく食べ終えると、今夜の宿を決めるために、僕たちは冒険者ギルドをあとにした。

　街中に出た僕たちは自分がいつも使っていた簡易宿ではなく、懐は温かいため普通の宿を探して彷徨っていた。

　彷徨うはめになったのは、どこの宿もリズィーの姿を見ると、泊まらせられないと断わられたからだ。

「なかなか、狼と一緒に泊まれる宿はないみたいね。まだ子供のリズィーを馬屋に置いておくなんてできないし」

「動物に対して、どこの宿もこんなに厳しいとは思いませんでした。やっぱり、動物を連れ歩く冒険者って少ないし、宿も部屋を汚されるのを嫌ってる感じですかね」

　街中を歩き回ったため、疲れたのか抱っこしてほしそうに、脚にまとわりついていたリズィーを抱き上げる。

「それよりも、リズィーが狼だってのが問題かもしれないわね。犬なら家畜化されてて従順だけど狼は野生動物だからね。他のお客さんへの配慮もあるかも」

「リズィーは犬よりも従順で賢いんですけどね。それにまだこんなちっちゃい子供なのに」

　リズィーは抱えた僕の腕を甘噛みして甘えてくる。

「普通の人からしたら、狼は家畜を襲う害獣だからね。子供の狼でも嫌う人は嫌うと思うわ。あたしはリズィーのことが大好きなんだけどね」

「でも、宿は全滅でした。簡易宿だと断られないと思うけど、色々と問題になりそうですし」

　エルサさんみたいな綺麗な女の人が簡易宿に泊まったら、トラブルが起きないはずがない場所だ。

　泊まれる場所の候補がなくなり、途方に暮れかけていた僕にエルサさんが声をかけた。

「泊まれる場所がないなら野営しよっか？　あたしは猟師で生計立ててたから、野営なんて日常茶飯事だったし。この街って野営禁止してるのかしら？」

「野営ですか!?　禁止されてませんけど、野営ですよ？」

「うん、野営。三人で野営もきっと楽しいよ」

　簡易宿の泊まる金がなくなると、野営はしてたから場所は知ってる。時期的にはまだ寒くて野営できないほどではないし、簡易宿に泊まるよりはトラブルを避けられそうかも。

「分かりました。雨風を防げて、野営にちょうどいい場所を知っているんで、そこに行きましょう」

　僕はリズィーを抱え、エルサさんの手を引くと野営に適した場所に向かって駆け出す。

　野営の場所に着くと、彼女が手早く作ってくれた焚たき火びで暖を取りつつ、眠りについた。




　翌朝、目覚めるとすぐに冒険者ギルドに向かい、朝の受注ラッシュで騒がしい受付窓口を横目に、僕たちはゆっくりと朝食を食べていた。

「それで、今日はどうするの？」

「えっと、まずエルサさんの鉄の胸当てを新品にするのが、最優先ですね。あとはリズィーの首輪を買わないと」

「あたしの装備は大丈夫なんだけどなぁ」

「ダメです。僕は新品を使ってほしいんです」

「まぁ、ロルフ君がそこまで言うなら、お言葉に甘えるけど」

　今ですら、食事をしてる男性冒険者たちの視線がエルサさんの胸に釘付けなのに、そんな状態を放置しておくわけにはいかない。

　装備更新の承諾をもらい安堵していた僕に、エルサさんが顔を近づけ声を潜めて話しかけてくる。

「ところで昨日の夜に話し合おうと思ってたんだけど、例の毒消し草の場所を教えてほしいって言ってきた偉い冒険者の人たちどうする？　あたしの破壊スキルとロルフ君の再生スキルで作りましたなんて言えないし。昨日の様子だと諦めてなさそうだったね」

　ベルンハルトさんたちの件か。寝床探しで頭がいっぱいになって忘れてたけど、エルサさんの言う通り毒消し草の場所を知りたがってたはず。

「どうしますかね……。伝説品質が密生してる場所なんて僕も知りませんし……困りました」

　スキルの力が悟られないよう、適当に話を誤魔化したことで、かえってベルンハルトさんの興味を引いてしまった気がしてならない。

「偉い冒険者の人って、ひとつの街に長居しないもの？」

「え？　ええ、たいていその街での用事が終われば、特別な理由がない限り、別の街に移動するかと思いますけど」

「なら、あたしたちはなるべく多くの依頼を受けて、外でしばらく野営生活しない？　街にいなきゃ会わないで済むでしょ」

　あ、そうか。街中にいると出会っちゃう可能性があるなら、依頼で外にいればいいか。

　昨日の手際を見てると、エルサさんも野営には相当慣れてるみたいだし、交代で火の番をすればそう辛い時期でもないからいい考えかも。

「いい考えかもしれません。依頼を受けて一週間くらい外での野営生活してれば、忙しいベルンハルトさんたちは街を去ってるかと思います」

「なら、決まり。雑貨屋さんで野営道具も買おう。あと、携行食糧も買わなきゃ」

「分かりました。そろそろ窓口も空いてきたみたいだし、適当にいくつか依頼を見み繕つくろってきます」

「うん、あたしじゃ選べないからロルフ君に任せるね。リズィーここでお留守番してよ」

　食事を終え、エルサさんの膝の上で丸まっていたリズィーが小さく鳴いた。

　それから窓口でいくつか採取と魔物退治の依頼を受け、武具屋でエルサさんの胸当ての新品を購入しサイズを調整してもらい終えると、リズィーの首輪と野営道具を買いに雑貨屋に来た。

「おや、狼の子を連れてるなんて珍しいねぇ。首輪を買いに来たのかい？」

　カウンターの奥で座っていた雑貨屋の主人らしい年老いた老婆が、リズィーを見てニコリと微笑む。

　普通の人は狼を嫌うのに、おばあさんは嫌ってないみたいだ。

「リズィーは狼ですけど大丈夫です？」

「ああ、いいよ。うちの家系は大昔に狼に助けられたらしくってね。大事にしなさいと育てられてきたのさ」

　リズィーは相手の言葉が分かるので、店の主人に敵意がないと分かると、膝に上って甘えだした。

「おや、甘えん坊の狼だねぇ。でも、利口そうな顔をしてる子だ」

　老婆は膝に乗ったリズィーの背を撫でると笑みを浮かべる。

「リズィーったら、人の膝に乗って。こっち来なさい」

「いいよ、いいよ。それよりか、首輪を買いに来たんだろ？　リズィーは見といてあげるから、その辺にある首輪からこの子に似合うのを選びなさい」

「すみません、お言葉に甘えさせてもらいます」

　老婆の膝であくびをしているリズィーを見て僕たちは頭を下げると、首輪を探し始めた。

「色々な素材や色があるみたい」

「布のもあるし、革のもある。金属製もあるけど、リズィーは嫌がりそうですね」

　陳列棚に並べられた首輪を二人で品定めする。

　リズィーは子供だから、これから大きくなるだろうけど、どれくらいまで大きくなるか見当がつかない。

「すぐに大きく成長すると思いますし、あまり高価な物はなしですかね」

「そうね。こっちのサイズが変えられるデザインのやつの方がいいかも」

　エルサさんの手には革製の首輪に穴が開いてて金具でサイズ調整できるようになっている。

「金具の部分に当て布か何かした方がいいかもしれませんね」

　リズィーはきっと激しく動き回ると思うので、金具の部分で怪我をしない配慮が必要だった。

「当て布は隣の棚にあるよ。そっちはリズィーの可愛さに免じてサービスしてやろうかねぇ」

　首輪を見繕っていた僕たちに店の主人の老婆が当て布の棚の場所を教えてくれた。

「サービスなんて、本当にいいんですか？」

「ああ、リズィーに喜んで使ってもらえるならねぇ」

　当のリズィーは、老婆の膝でスヤスヤと眠ってしまっていた。

「じゃあ、この赤い革製の首輪と赤い当て布とか、漆黒の毛並みのリズィーに似合いそう。どう？　ロルフ君」

　エルサさんが差し出した首輪と当て布を手にして、スヤスヤと寝息を立てているリズィーにあてがった。

「いいですね。赤がリズィーの体にいい差し色になってるみたいです」

「じゃあ、これにしよっか」

「それでいいかい？」

　店の主人である老婆に購入の意思を問われ、二人で頷き返した。

「じゃあ、七〇〇ガルドになるよ。リズィーよかったね。お前さんにピッタリの首輪を選んでもらったようだ」

　代金を受け取った老婆は、寝息を立てていたリズィーの首に赤い首輪を付け、金具の部分に当て布をしてくれた。

「似合ってる。かっこいいね、ロルフ君」

「ええ、似合ってる」

　声で目覚めたリズィーは老婆の膝の上でふるふると首と体を振ると、後ろ足で首輪の近くをかく。

「リズィー、街で生活するには、それが必要だから取っちゃダメよ」

　エルサさんの言葉にリズィーは元気よく吠えて答えた。

「フフ、本当に頭のいい子だね。飼い主の言うことを分かってるみたいだ。リズィー、ちゃんとご主人様たちを守っておあげ」

　にこりと笑った老婆にも、リズィーは尻尾を振って吠えて答えた。

「あとは野営道具も買いたいんですが」

「テントは別々？　それとも二人用かい？」

「えっと……」

「どっちがお安くなりますか？」

　返答に困った僕の代わりにエルサさんが値段を聞いてくれた。

「そりゃあ、二人用の方がお買い得になるねぇ」

「なら、二人用で。ロルフ君もそれで問題ないわよね？」

　エルサさんに、そんなにニコリと微笑んで聞かれたら、断ることなんてできませんよ。

　でも二人で一緒にとか思ったけど、よくよく考えれば火の番があるし、狭いテントよりは広い方がゆっくりできるって意味だよな。

「あ、はい。ないです！」

「なら、あっちの棚だね」

　老婆が指し示した棚には、色々な素材で作られたテント生地が並べられていた。

「やっぱ丈夫な獣皮のテント生地がいいよね。風も通しにくいし」

「ですね。布製は軽いですけど、雨とかに弱いですし。僕も獣皮の方がいいと思います」

「値段的にこの猪いのししのやつにしとく？」

　エルサさんが手に取った猪の革のテント生地の値札を見た。

　一万ガルドか。これくらいなら、他の道具を入れても予算内に収まりそうだ。

「これにしましょう。あとは鍋とか桶おけ、調理器具と火起こしの道具、それを詰める背はい嚢のうがあれば――」

　エルサさんが近くの棚にあったそれらの道具を手早く選び出していく。

　元猟師であるため、野営に使う道具には詳しいようで、軽くて丈夫な物を選び出した。

「これくらいあればいいと思うけど。予算的には大丈夫かな？」

　選んでくれた道具一式を足しても三万ガルドほどだ。

　フィガロさんへの借金は残っているが、再生スキルを駆使すれば返せない額ではない。

　それに今はオーガ討伐の報奨金のおかげで、懐具合は心配しないでよかった。

「大丈夫です。すみません、じゃあ、これももらえますか」

「はいよ。駆け出しの子たちにしてはいい物選んだね。最低限の物に絞って、重量も計算に入れてるから、いい選択だ。助言しようのない完璧さだね」

　代金を受け取った老婆が、僕たちの選んだ品を見て満足そうに頷く。

「これから外に行くのかい？」

「はい、一週間ほど外で依頼をこなしてこようと思ってます」

　老婆の問いに答えながら、買った野営道具をそれぞれの背嚢に詰めていく。

「そうかい、気を付けて行ってきな。また欲しい物ができた時はうちの店をよろしくね。リズィーにも会いたいし」

　老婆はそう言うと膝の上のリズィーを撫でた。

「そうさせてもらいますね。さぁ、リズィー、行くからおばあさんにお礼言って」

　リズィーは元気よく老婆に吠えると、膝から下りてエルサさんの足元に駆け寄った。

　それから僕たちは雑貨屋を出て、近くの食料品店で一週間分の食糧を買い込み、昨日達成するのを忘れていたゴブリン討伐と新たに受けた依頼の達成をするため街の郊外に向かった。




　僕が一週間を過ごすのに決めた場所は、アグドラファンの街の水源でもあるヴァン湖だ。

　街からそう遠くない場所だけど稼げる依頼がないため、訪れる人は少なく、強力な魔物の存在は確認されていないところだった。

　ここで一週間ほど野営し、ゴブリンやスライム、マッドクラブなどの魔物を狩りながら、魔物除けの材料になるホワイトセージと蜜みつ蝋ろうの採取をする予定だ。

「ふぅ、ここが目的地のヴァン湖か。景色のいいところね」

　背嚢を背負い直したエルサさんだが、猟師をしていたこともあり、装備に身を包み野営道具や食糧を詰め込んでも元気そうな顔をしている。

　自分もエルサさんが持ちきれない分の道具を背嚢に担ぎ歩いてきたが、近場ということもあり、そんなに疲労を感じていない。

　ただ、まだ小さいリズィーは歩くのに疲れたようで、途中から僕の鎧の隙間に居場所を移し、今は眠っている。

　ヴァン湖に来る道中、エルサさんが破壊して合成レシピがないかを確認しながら歩いてきたので、日が傾きかけていた。

　発見したレシピは以下の物だ。




　スケルトンの骨片×木の棒＝鋭利な骨の槍

　木の棒×鳥の羽＝木の矢柄

　石×石＝鋭利な石矢じり

　鋭利な石矢じり×木の矢柄＝石の矢

　水×水＝綺麗な水

　綺麗な水×回復薬＝疲労回復薬

　毒消し草×毒消し草＝解毒薬

　解毒薬×綺麗な水＝消毒液




　破壊してもらって気付いたことのひとつに、水も破壊できて合成すると浄化された綺麗な水になることだ。

　どんな汚い泥水も再生スキルで再構成すると透き通った水になり、その水を合成すると綺麗な水になる。試しに綺麗になった水を飲んでみたが、色んな雑味が消えてめちゃくちゃうまい水に変化していた。

　おかげで汚くても水源さえあれば、飲み水には困らないことが判明し、野営生活も心配なく送れそうだった。

「そう危険度の高い地域でもないですし、時間も十分にあると思うんでゆっくりと依頼に取り組みましょう」

「そうね。あたしも弓の腕が鈍ってないか確かめないと」

　幸い来るまでの道中で魔物には遭遇してなかったので、エルサさんの弓の腕をまだ見せてもらっていない。

　そんな話をしていたら、鎧の中で眠っていたはずのリズィーが、目の前の深い草むらに向かい唸り声をあげた。

「リズィー、どうしたんだい？」

「きっと魔物の臭いに反応したんじゃないかしら？　近くにいるかも」

　エルサさんはすぐに背負っていた背嚢を地面に投げ、矢筒から取り出した矢を構える。

　自分も吠えたてるリズィーを地面に下ろし、剣を引き抜く。

　すると、前方の草むらが揺れる音がした。

「リズィー、静かに」

　エルサさんの指示を聞いたリズィーが吠えるのをやめると、草むらの揺れは大きくなる。

　草むらからゴブリンが顔を出すのが見えた。

　その瞬間、ゴブリンの眉間にエルサさんの放った石の矢が突き立つ。

　ゴブリンは声もあげずに、その場に倒れ込んだ。

　すごい！　眉間を射抜いてる!?　猟師でも凄腕って言われる方だったんじゃないか。

　仲間の血の臭いに気付いたのか、別の草むらが揺れる。

　エルサさんが息を止める音がしたら、ゴブリンの額に矢が生えて草むらの奥に消えた。

　二射目も確実に当ててる!?　けっこうな距離があるんだけど!?

　エルサさんの見せた腕前に驚きを隠せなかった。

「ロルフ君、そこから動いちゃダメよ。あたしの腕を信じて」

　動くなと言われたので一切の動きを止めると、エルサさんがこちらに向かい弓を引く。

　弓を向けられたため、緊張のあまりゴクリと喉が鳴った瞬間、隣の草むらが揺れた。

　草むらが揺れると同時に、目の前をエルサさんの矢が通過していく。

　通過した矢は、草むらから飛び出して僕に襲いかかろうとしたゴブリンの額を撃ち抜いていた。

「あ、ありがとうございます。助かりました」

「まだ、油断しちゃダメ」

　矢を二つ同時に番つがえたエルサさんが、ガサガサ揺れた草むらに向け弓を引いた。

　草むらをかき分け顔を出した二体のゴブリンの額に即座に矢が突き立つ。

「ふぅ、リズィーこれで終わり？」

　クンクンと鼻を鳴らしたリズィーが『いないよ』と言いたげに吠える。

「ぼ、僕の出番なかったですね。それにしてもすごい腕だった。弓系スキル持ちの冒険者みたいです」

「小さい時から弓を扱ってきてたからね。スキルがなくてもこれくらいはできないと食べられなかったし」

　村八分の生活を強いられて、猟師として生きざるを得なかったエルサさんだったからこそ、到達できた腕前らしい。

「その腕前なら、十分に冒険者としてもやっていけますよ」

「ロルフ君にそう言ってもらえるなら自信がついたわね。腕もそこまで鈍ってなかったし、援護は任せて！」

「はい！　僕の背中はエルサさんに預けさせてもらいます」

　綺麗なだけでなく、頼りになる弓の腕を持っているエルサさんが仲間になってくれて良かったと思った。

「そろそろ今日の野営の準備もしないといけないから、戦利品を集めましょう。ゴブリンの魔結晶はあとで経験値にしちゃおうね」

「は、はい。そうしましょう」

　エルサさんの倒したゴブリンから変化した魔結晶と素材を拾い集めると、今日の野営場所を探すため胸の丈まである草むらをかき分け、ヴァン湖の水辺に出る。

　風もなく穏やかな日であるため、水面は波立っておらずまるで鏡のようだ。

「あそこら辺が木々もあって風も避けられそうだからいいじゃない？」

「燃料もすぐに調達できそうですし、風も防げそう。良さそうですね。今日はあそこで野営しましょう。僕、荷物を置いたら焚き木と木材集めてきます」

「じゃあ、あたしは焚火の準備とテントを張る準備しとくね」

　野営予定地に着くと、背負ってきた背嚢をエルサさんに預け、リズィーを連れて周囲を偵察しがてら、燃料用の焚き木とテントを張るための木材の調達に行った。

「周辺に魔物の気配はなさそうだね」

　鼻を鳴らして周囲をウロウロしていたリズィーも、同意するように吠える。

「元々魔物は少ない場所だし、さっきのゴブリンたちもはぐれの群れだったのかもね」

　周囲の安全が確認できたところで、手にした焚き木と木材を持ち、野営の準備を進めていたエルサさんの元に戻った。

「ただいま、エルサさん。周りに魔物の気配はなかったよ」

「おかえり、さっきゴブリンの姿があったから他の群れがいるかと思ったけど、いないのね。良かった」

　エルサさんもさっきのゴブリンたちを警戒してたらしく、周囲の安全が確保されたと聞いて安堵したようだ。

「さっきのは、はぐれた群れみたい。えっと、それで木材と焚き木はこれくらいで足りるよね？」

「あ、うん。足りるよ。すぐに火を起こすね。ロルフ君が燃料を探してくれてる間に、近くにいた兎を仕留めて下ごしらえ終わったから、あとは鉄串に刺したお肉を焼きながら、シチューを煮込むだけでできるわよ。外だからちょっと手抜き料理になっちゃうけど許してね」

　すでに鍋の中には、塩抜きを終えたと思われる塩漬け野菜と兎肉が水に浸されていた。

「ロルフ君は好き嫌いないわよね？」

「え、はい。エルサさんの作ってくれるものなら何でも食べますよ！」

「それは嬉しいけど、苦手なら、苦手って言ってね。さて、火も点いたし、あとはワインと酢と砂糖、スパイスで味を調整してっと」

　エルサさんが、焚火に火を点けると夕食の調理を始めた。

「じゃあ、夕食はエルサさんにお任せして、僕はテントを張りますね」

「うん、お願いしちゃおうかな」

「はい、任せてください！」

　それから新しいテントに慣れてなかったこともあり時間がかかったけど、二人用の野営テントを建てることができた。

　雨風が防げて、しっかりとした丈夫な生地なので、風も通さず寝心地も良さそうだ。

　そうしてる間にも焚火の方から肉の焼ける音と、煮込まれた鍋からお腹が減る匂いが漂ってくる。

　できあがったテントの中で自分の寝床を物色していたリズィーも、漂ってきた匂いが気になったのか尻尾をふりながら口の端から涎よだれを垂らしていた。

「リズィー、涎が出てるよ。もう少しでご飯だから我慢ね」

　リズィーは匂いに抗あらがうことが無理だったようで、テントの中から出ると、料理をしてるエルサさんの足元に駆け寄っていく。

「リズィー、つまみ食いはダメよ。待て」

　料理をしていたエルサさんに見つかったリズィーは、その場で大人しく座る。

　でも、尻尾が揺れてて我慢ももうじき限界だろうなぁ。

　ご飯を待つリズィーの姿を見ていたら、自分のお腹も鳴ったので、我慢できず焚火の前に座った。

「エルサさん、僕もお腹が空いちゃいました」

「ロルフ君も？　もう、しょうがないわね。焼いたお肉を先に食べる？」

「はい！　リズィーおいで、一緒に食べよう」

「ロルフ君、リズィーのはこっちね。塩気の強いのは毒になるから」

「そうなんですね。分かりました。リズィーのはこっちだって」

　焼かれた兎肉が盛られた皿をエルサさんから受け取ると、味付けされてない方を膝に乗ってきたリズィーに切り分けて差し出す。

　飛びつくように兎肉を貪むさぼるリズィーの姿に、二人して自然に笑いがこぼれた。

「もう、リズィーは食いしん坊ね」

「でも、今日はゴブリンを見つけてくれたから偉いぞ」

　それから、シチューもいい具合に煮込まれたため、携行食糧として持ってきたビスケットと一緒に腹いっぱいになるまで食べた。

　エルサさんは簡単なもので申し訳ないって言ってたけど、自分にピッタリの味付けで最後まで美味しく食べられて大満足だった。

　食事を食べ終え、二人で一緒に後片付けを終わらせ、今日退治したゴブリンの魔結晶を吸収していくと、視界の端に出ていた文字が変化した。








　＞【再生】スキルがＬＶアップしました。

　＞ＬＶ：５→６

　＞解放：☆の成功率１％上昇




　スキルステータス

　パッシブスキル：☆成功率５％上昇

　アクティブスキル：☆素材合成









　これでまた少し、成功率が上がったみたいだ。

　明日からも採取とか、魔物討伐があるからもっとスキルを成長させられるよな。

「エルサさん、明日もまた頑張りましょう！」

「うん、そうだね」

「そろそろ寝る時間だし、火の番は僕がやるんで、エルサさんから先に寝てください」

　野営中は交代で火の番をすることを、エルサさんも了承してくれたので、しっかりと睡眠をとってもらうため、彼女を先に寝かせることにした。

「あ、あのね。お願いがあるんだけどいい？」

「お願いですか？　僕にできることなら何でもしますけど？」

「ほんと!?」

「え、ええ。できることなら」

　僕の返事を聞いたエルサさんは、テントの中から毛布を持ち出してくると、焚火の前に座る僕の膝を枕代わりにして横になってしまった。

「え？　ちょっと、エルサさん!?」

「子供の頃、野営の時は父さんの膝を枕代わりにしてたの。落ち着いて寝られるからこうしていてもいいかな？」

　もうされてるんで、嫌とは言えないんですけど。でも、まぁ、エルサさんの身体の熱が伝わってくるから僕も寂しくなくて助かったりする。

「いいですよ。僕の膝でよかったら枕代わりにしてください」

「やった。ロルフ君、ありがとね」

　エルサさんにとびきりの笑みを浮かべられると、こっちの心臓が激しく鼓動しちゃうよ。

　ドキドキしてるの聞かれたらちょっと恥ずかしいかも。

　照れた顔を見られないよう顔を上げた僕は、恥ずかしさを誤魔化すように頬をかいた。

「リズィーもおいで。こっちの方が暖かいよ」

　エルサさんはテントで丸まっていたリズィーを呼ぶと、自分の毛布の中に招き入れた。

　しばらくすると、二人して寝息を立て始める。

　そんな二人を眺めながら、楽しかった今日一日を思い出し、頬が緩んだ。

　翌日からは、依頼を受けたホワイトセージや蜜蝋を探してヴァン湖の周辺を一週間かけて歩き回り、出会ったゴブリンやマッドクラブ、スライムとキラービーを討伐していった。

　倒した敵の素材や新たに見つけた素材を合成して、レシピも増え、再生スキルもＬＶ８まで成長した。

　一週間が過ぎたことで、ベルンハルトさんたちが別の街に移動しただろうと思い、エルサさんとともにアグドラファンの街に戻ることにした。










第三章　ベルンハルトとヴァネッサ




　一週間のヴァン湖での依頼遂行を終え、アグドラファンの街に向かっていると、足元を歩いていたリズィーが急に雑木林に向かって唸り声をあげた。

「リズィーどうしたの？　魔物？」

　リズィーの異変に気付いたエルサさんが周囲を警戒すると同時に、僕も剣に手をかけた。

　唸り声をあげていたリズィーが、敵がいると知らせるように激しく吠え始める。

「うるせぇ犬だな。キャンキャン吠えるな」

　雑木林から出てきたのは、アルマーニさんの護衛を放り出した『黄金の獅子』に属する冒険者たちだ。現れた五人の冒険者は魔物討伐用の装備に身を包み、険悪な雰囲気をまとっていた。

「何か僕たちに用ですか？」

「用ですかだって？　ロルフ、お前自分が何したか分かって言ってるのか？」

　五人の中で一番年長の冒険者が額に青筋を立て、威嚇するように睨にらみつけてくる。

　きっと、アルマーニさんの件での意い趣しゅ返がえしだろうとは思う。

　表情からすると、嘘がバレたあと、怒り狂ったフィガロさんによって詰きつ問もんされ、厳しい処分が下ったのかもしれない。

　自業自得な気はするけど、この様子じゃ言っても聞く耳は持ってくれなそうだ。

「お前らのせいでフィガロさんの信頼を失いかけ、オレらを推薦してくれたガトーさんの顔に泥を塗った。この落とし前はつけさせてもらうぞ。ゴミスキル持ちのロルフ！」

「なぁーに、殺しはしねぇよ。きっちりと『オーガ討伐は僕の勘違いでした』って言えるよう、そっちの女と一緒にたっぷりと教育してやるだけさ。お前らが勘違いだと言えば、アルマーニの野郎も強く出れないだろうしな」

　こん棒を手にした男が、仲間と顔を見合わせニヤニヤと笑う。

　こちらに向き直った男が下げ卑びた視線をエルサさんに向けたので、すぐに遮さえぎるように前に出た。

「生意気に女の前で格好つけようとしてるのかよ、ロルフの癖に」

　冒険者同士の私闘が冒険者ギルドの知るところとなれば、階級を下げられかねない重大な処罰が下される可能性もある。

　彼らがそれを知らないわけではないと思うが、その危険性を理解しても、僕たちを叩き伏せ事実を捻ねじ曲げ、自分たちの都合のいいように改変しようという気だ。

「悪いですが、事実を変える気はないですし、エルサさんに手を出すなら、僕は大事な人を守るため容よう赦しゃしません」

　剣を握る手に力を込めた僕を見る冒険者たちの顔に嘲あざけりの表情が浮かんだ。

「はぁ!?　ロルフの癖に何言ってんだ？」

「女の前で舞い上がって、勘違いしてんのか？」

「自分の実力忘れたのかよ。ゴミ拾いしかできない冒険者君よぉ！」

　戦闘能力を高めてくれるスキルはないけど、今の僕には毎日の修練で得た経験と、その力を倍増してくれる武器がある。

　相手が格上の冒険者であろうと負ける気はしなかった。

「最後にもう一度だけ聞きます。本気で僕らを襲う気ですか？」

　こちらの問いかけを聞いた年長の冒険者が表情を急変させた。

「うるせぇんだよっ！　イキがりやがって！　その顔グチャグチャにしてやるよっ！」

　怒り狂った年長の冒険者が振り下ろしたこん棒を鉄の円盾で捌く。

　こっちを舐めてくれてるから、全然鋭さのない攻撃だ。油断してるうちに相手の武器を壊そう。

「ロルフ！　舐めるなぁ！」

　魔物との実戦を経験したことで、戦闘の最中でも比較的冷静に周りの状況を見られるようになっている。

　年長の冒険者が再び振りかぶったこん棒の根元を狙い、伝説品質の剣を叩き込んだ。

「なっ!?　なんだ、そりゃ!?」

　こん棒の先を失った年長の冒険者は驚いた表情のまま固まった。

「悪いですけど、武器を壊させてもらいます」

　油断している他の冒険者たちが持つ、こん棒を次々に叩き斬る。

　切れ味の鋭い剣によって、根元と先が切り離された棍棒は使い物にならなくなった。

「おわっ！　なんだこの切り口！」

「こ、こん棒が!?」

「くそがっ！　舐めやがって！　すぐに女を人質にとれ！」

　年長の冒険者の指示に反応し、エルサさんを捕まえようとした冒険者の手をリズィーが思いっきり噛んだ。

「い、いでぇえ！　このクソ犬が！　人様の手を噛みやがって！」

　手を噛んだリズィーを叩こうとした冒険者に急いで駆け寄ると、鉄の円盾で殴りつけた。

「いてぇ！」

「リズィー、下がって。エルサさんを守って」

　リズィーは大きな声で吠えると、エルサさんの足元に駆け寄った。

「ロルフ君、この人たちどうしてもあたしたちをどうにかしたいみたいね」

「ええ、でもそんなことは僕がさせません」

　僕がエルサさんの前に立ちはだかると、冒険者たちは腰に差していた剣を抜いた。

「殺さねぇつもりだったが、計画変更だ。オレらを舐めた二人を殺して、ガトーさんから何とか復帰できるよう口添えしてもらうぞ。回りくどいのはやめだ」

　冒険者たちが、剣を手にして僕に殺到する。

　エルサさんを残して、やられるわけにはいかない。

　鉄の円盾を使い、相手の剣を逸らすと、伝説品質の剣で刀身を断ち切った。

「これ以上やるなら、剣の代わりに今度は自分の身体が真っ二つになるかもしれませんよ」

　相手の交戦意欲を挫くじくため、普段、ほとんど使わない低い声を出す。

　冒険者たちは、刀身が断ち切られた剣を見て蒼あおざめた表情を見せた。

「ひぃ!?　オ、オレは嫌だ！」

「おい、一人で逃げるな！」

「ロルフがこんな強いなんて聞いてない！」

「待て、オレを置いていくな！」

　反撃に遭った冒険者たちは、剣を放り出して街の方へ駆け出そうとする。

　雑木林の方から人の気配と草の擦れる音がしたかと思うと、逃げ出した冒険者たちの前に巨きょ躯くの男が立ち塞がり、殴り倒していく。

「おい、お前ら。同郷のよしみでフィガロさんの冒険者集団に入れるよう口利きしてやったオレの顔を潰しただけでなく、駆け出しの冒険者でスキルもまともに使えねぇロルフに、落とし前も付けられずビビッて逃げ出すたぁ、どういう了見だ！」

「ひぃ、ガトーさん!?　許してください！　あ、あいつスゲー剣の使い手――」

　質問に答えた男が顔面を殴られ、勢いよく地面を転がった。

「馬鹿か！　ロルフの剣の腕じゃねぇよ。剣がすごいだけだ。それくらい見極めろ。だから、お前らは上に上がれねぇんだろうが。馬鹿どもが！」

　仲間の冒険者を殴り飛ばしたガトーさんが、こちらに振り返る。

「よぅ、ロルフ。久しぶりだな。随分と出来のいい剣を手に入れたみたいだが、どこからくすねてきたんだ？」

「これは父から譲ってもらった剣です。くすねたりなんてしてませんよ」

　ガトーさんの厳しい視線にも、目線を外さず堂々と答えを返す。

『黄金の獅子』にいた時は、スキルを発動させられない自分に自信が持てなくて、まともに受け答えすることができなかったが、今はエルサさんのおかげで俯くことなくいられた。

「ほぅ、ロルフの癖にオレに口答えするのか。ゴミスキル持ちのロルフ君は自分の実力を忘れたらしいな」

　ガトーさんは足元の木の枝を手に取り、ニヤリと笑う。

　次の瞬間には、ガトーさんの顔が僕の目の前にあった。

「遅いぜ、ロルフ」

『剣の極み』スキルを持つガトーさんが繰り出す斬撃は、さっきの冒険者たちとは比べ物にならないくらい速く、木の枝の先が全く見えないまま、鎧の継ぎ目に打ち込まれた。

「ぐぅ！」

「ロルフ君！」

「大丈夫です」

「ロルフ、女に余裕を見せるたぁ。オレを舐めてるな」

　狂暴そうな笑みを浮かべたガトーさんが、手にした木の枝で次々に見えない斬撃を繰り出してくる。木の枝が打ちつけられるたび、激痛が身体を走り抜けた。

「ぐあぁ！　見えない」

　何とか少しでも防ごうと盾を構えるが、ガトーさんはそんな僕のあがきをあざ笑うかのように的確に斬撃を打ち込んでくる。

「ロルフ、さっきまでの威勢はどうした？　防御に意識を向けてると――」

　ガトーさんの斬撃が手に打ち込まれ、伝説品質の剣を落としてしまう。

「し、しまった！　剣が！」

「やめなさい！　やめないと射るわ！」

　エルサさんは、ガトーさんに向けて矢を番えた弓を引く。

「射てみろよ。射れるもんならなっ！」

　エルサさんが引き絞った弓ゆみ弦づるから指を離す前に、突如地面から緑色の蔦つる草くさが生え、身体を拘束するように縛り上げた。

「全く手間かけさせてくれるわね。あんたらがオーガの一件を嘘でしたって言えば、私らがこんな面倒なことをしなくても済むんだけどね。泥水啜すすってやっと金等級まで上りつめ、貴族のボンボン息子がする道楽遊びの護衛職で大金を得られ、下の連中からも金を巻き上げられる地位に就けたのが、あの一件ですべて水の泡になるだろ！　空気を読めないカス冒険者どもがっ！」

　エルサさんの身体を蔦草で拘束したのは、ガトーさんの相方で魔術師のアリアさんだった。

　どうやら雑木林の中に隠れて状況を窺っていたらしい。

「あぐぅ！　なんで、そんなことをあんたたちのためにしないといけないの！　事実を事実だと言って何が――」

　蔦草がエルサさんの首に絡みつき、締め上げるのが見えた。

「やめろ！　エルサさんは関係ないだろ！」

「関係あるさ。そもそもこの馬鹿女が死んでたら、今回の問題は依頼遂行中の事故で終わった話だったんだよ。それを騒ぎ立て、フィガロの信頼を失いかねない事態にまで発展させたんだ！」

　アリアさんの目には、僕が『黄金の獅子』に所属していた時には、一度も見せたことのない憎しみの感情が浮かんでいるように見える。

「アリア、落ち着け！　殺したらマズい！　フィガロの野郎はベルンハルトたちを勧誘してるから、ここでまた大きな問題を起こせば、確実に解雇されるぞ！」

「チッ！　忌いま々いましいねぇ！」

　エルサさんの首を締め上げていた蔦草が緩くなる。

「ケホッ、ケホッ！　たったそれだけのことのためにあたしとロルフ君を付け狙うなんて――」

「うるさい子だねぇ！」

　苛立ったアリアさんが、杖でエルサさんを殴ろうとした時、声が聞こえてきた。

「おや、そこにいるのはロルフ君とエルサ君ではないか？　それにガトー殿とアリア殿もいったいどうしたのだね？」

　振り返ると、そこにはベルンハルトさんとヴァネッサさんがいた。

「ベルンハルト殿、ヴァネッサ殿、お二人ともフィガロさんの屋敷に逗留されていたはず!?　なぜ、このような郊外におられるのですか!?」

　ガトーさんが二人の顔を見て、それまでの表情を一変させた。

「ああ、そうだが。色々と悪い噂を聞く君らと、フィガロ殿の冒険者集団の中でロルフ君たちとトラブルになった者たちが連れ立って外に出たのが気になってね。悪いが尾行させてもらった」

「わたしは弱い者イジメしたがってる人たちのやることに首を突っ込むのは無ぶ粋すいだって、ベルちゃんには言ったんだけどね。ほら、この人頑固で融通が利かないからさ。まぁ、でも見ちゃったら見逃すわけにもいかないわけで――」

　ヴァネッサさんが手にした杖を振ると、エルサさんの身体を拘束していた蔦草が一瞬で姿を消した。

「私の魔法が解かれた!?」

「まだ魔法の構成が甘いわよ。修行は疎おろそかにしちゃダメね。とりあえず、貴方には課題を出しとくわ。解けないと一生猫耳が生えたままになる魔法」

　ヴァネッサさんが詠唱を終え、杖を振るとアリアさんの頭頂部に猫の耳が生えた。

「え!?　嘘!?」

　頭頂部に生えた猫耳に触れたアリアさんの顔色が蒼白になる。

　人体に悪影響はなさそうだけど、猫耳が残り続ければアリアさんの魔法の能力が疑問視される気がした。

「さて、ガトー殿。私はこの件を見なかったことにもできるが、そうするための条件は言わなくても理解してもらえるだろうか？」

「ロルフとその女性はそちらに引き渡す。それで見なかったことにしてくれるんだな」

　ベルンハルトさんの気迫に押されたガトーさんは、自分の不利を悟ったようで仲間の冒険者とアリアさんに視線で指示を出した。

「ああ、それでガトー殿との商談は成立だ。私が欲しいのは、そちらの二人の身柄なのでね」

「では、くれぐれも内密に頼む」

「私は約束を違えたことがないので安心したまえ」

　苦い物を飲み込んだような顔をしたガトーさんは、猫耳を必死で解除しようとするアリアさんと仲間を引き連れ、アグドラファンの街に向かって去った。

「やあ、やっと会えたようだね。君たちのことをずっと捜していたのだよ。まさか、外で依頼を受けていたとはね。駆け出し冒険者だから日帰りで帰るはずだと考えてた私もまだまだ先入観を捨てる修行が足りないようだ」

　ベルンハルトさんは笑みを浮かべながら、僕たちを助け起こしてくれた。

「危ないところを助けていただきありがとうございます。二人ともお忙しい方だから、もう別の街に行かれたかと思ってました」

「いや、フィガロ殿に連日歓待されながら、自分の作った『黄金の獅子』へ加入してほしいと言われて屋敷に足止めをされてしまってね。でも、幸いにしてこうして再会することができた」

「そうだったんですか……」

　命の危機を救ってくれた恩人ではあるが、毒消し草の件で色々と誤魔化しているため、あまり顔を合わせたくない二人だった。

「さっきも言ったけど、わたしは今回の件は関わらない方がいいって忠告したんだけどね。金髪坊ちゃんのお父上は商人としてのベルちゃんの上得意様だから。それに超好待遇で護衛として雇いたいって話ももらってたの。はぁ、でもこれでその話はなしね。揺れない寝床と美味しいお酒とご飯たちよ、さようなら」

　ヴァネッサさんはガクリと肩を落として項うな垂だれる。

「興味ない話に時間を割くのは無駄の極みだからな。それよりも私はロルフ君の見つけた伝説品質の毒消し草が自生する場所の話に価値を見出している。時間があるようなら、私の寝床で交渉の続きをしようではないか」

　ベルンハルトさんは、まだ毒消し草の件を諦めておらず、交渉をする気満々だ。

　憧れの冒険者である『赤眼のベルンハルト』さんとはいえ、再生スキルの話をするわけにもいかないんだよなぁ。

　隣で話を聞いていたエルサさんが、こちらの袖を引いて耳打ちしてきた。

『ロルフ君、助けてもらったんだし、場所の話をするくらいならいいんじゃない？　毒消し草は全部採取しちゃったことにすれば二人も納得すると思う』

　なるほど、群生地は採取しつくして、新たな毒消し草を育てられる土壌にならなかったとか言えばいいかな。場所にはいちおう連れて行って、お金を返せば問題ないか。そうすれば、再生スキルの話をしないでも済むはず。

　エルサさんからの提案を受けたことと、憧れの冒険者である『赤眼のベルンハルト』さんと話してみたい気持ちが彼についていく決断を後押しする。

「分かりました。先ほどの話の続きをさせてもらいます」

「そうか！　では、我が寝床へ招待しよう」

「二人ともよかったわね。ベルちゃんが大事な寝床に商談相手を連れ込むなんて珍しいんだからね」

「連れ込むとは酷い言い草ではないか？　ロルフ君たちはとても興味深い商談相手であるからな。こちらも相応の対応を見せるべきだと思うだけだ」

　ベルンハルトさんが、自分の寝床に人を招待するのが珍しい？

　それは僕が持ってる伝説級の毒消し草の群生地の価値が高いってことかな？

　ベルンハルトさんは、冒険者であり、商人でもあるからなぁ。

「そろそろ日が暮れるし、商談は早い方がいい。街の城門が閉められる前に戻ろう」

　ベルンハルトさんは、僕の手とエルサさんの手を引くと、急ぎ足で街に向かって歩き出した。




　日暮れ前にアグドラファンの街に戻ると、街外れに作られた荷馬車置き場に連れてこられた。

　そこは、街に色々な商品を運んでくる商人たちの荷馬車を停めておくために作られた場所で、荷物を受け渡す場所としても使われているところだった。

「荷馬車置き場ですか？」

「ああ、我が寝床はアレだ。宿よりは窮屈だが、野営するよりはマシな設備にはしてある」

「大事な商品も積んでるからね。それなりにお金もかかってる寝床よ。外で強い風とか吹くと揺れるのが難点だけど。ベルちゃんがすんごくこれに散財するおかげで、わたしは質素倹約を心がけないといけない身の上なの」

　手を引いて僕たちを先導するベルンハルトさんの代わりに、ヴァネッサさんが自らの杖で荷馬車置き場の中で存在感を放つ巨大な荷馬車を指した。

「さ、散財している自覚はあるが、それ以上に稼かせいでると思うが」

　で、でかい!?　他のより倍くらいでかいし、すごく目立つ真っ赤な荷馬車なんだけど!?

「我が寝床である紅炎の散策フレアウォーク号へようこそ」

「すごい荷馬車ですね……。何頭立てです？」

「重い物も運ぶし、長距離も走るから一〇頭立てにしてあるな。みんな選りすぐった駿しゅん馬めたちで構成しているので速いし、引く力も強い」

　停めてある場所の近くにある馬ば房ぼうには、筋骨たくましい立派な馬たちが繋がれ、並んで飼い葉を食べていた。

　紅炎の散策フレアウォーク号の前に来たベルンハルトさんが、自分の荷馬車の紹介を始める。

「前車が居住用、連結した後車は貨物用にしてある。荷馬車の車輪と車軸、車体は軽くて丈夫なミスリル合金製。外装は鉄製で魔物に襲撃されても、ある程度は耐えられる仕様にしてある」

「ミスリル製とか、鉄とかをふんだんに使ってるとか……。居住用のだけでも十人くらいは楽に寝られそうなほど広い気が……」

「居住用にはベッドとソファが備えつけてあるし、ちょっとした料理も作れる台所も完備してあるな。長旅をするから特に居住性には気を付けている。食糧や飲料用の水や飼い葉も、貨物用に専用の場所を作ってあるから一か月無補給でも走り続けられるぞ」

　移動用の宿って言っても過言ではないくらい、すごい改造を施された荷馬車だ。

　すごくお金がかかっているんだろうなぁ。

「さぁ、ロルフ君、エルサ君も入ってくれたまえ。もちろん、そちらの狼も一緒に上がってもらっても大丈夫だ」

　荷馬車の紹介を終えたベルンハルトさんは扉を開けて、手招きする。

「前から番犬の代わりになる子が欲しかったのよね。あらー、可愛い子ねー。お名前は？」

「リズィーって言います。抱いてみます？」

　エルサさんは抱えていたリズィーをヴァネッサさんに差し出した。

　ヴァネッサさんたちを悪い人ではないと判断したのだろう。

「リズィーちゃんって言うのー。あらあら、お利口ねー」

　リズィーも、ヴァネッサさんを敵と判断しなかったようで、抱えられるがままにお腹を撫でさせていた。

　ベルンハルトさんたちが寝床にしている、紅炎の散策フレアウォーク号の中に入る。

　広い馬車の中は、豪華なベッドとテーブルの前にソファが置かれ、奥の方には台所が設置されていた。

「すごいですね。高級宿みたいだ……」

「馬車の中よね？」

　エルサさんと二人、紅炎の散策フレアウォーク号の中で立ち尽くす。

「ロルフ君、エルサ君、ソファに腰をかけたまえ。早速だが商談を始めよう」

「リズィーちゃんはこっちねー」

　先にソファに腰をかけたベルンハルトさんたちに促されるまま、ソファに腰をかける。

「さて、ここでなら人の目も耳もないから、ロルフ君たちと大事な話ができる」

　ベルンハルトさんの赤い目がキラリと光ったような気がした。

「伝説品質の毒消し草の群生地の件ですね」

「いや、それはどうでもいい。君ともっと大事な商談をするための話題みたいな物だからな」

「もっとですか？」

「ああ、もっとだ。これからする話は君と、君の彼女の今後の人生を左右する大事な話になると思う」

　真剣な表情をしたベルンハルトさんの視線に曝され、急に居心地の悪さを感じた。

　毒消し草の群生地以外の大事な話で、今後を左右するとか……いったい何の話だろうか？

　僕の再生スキルが使えるようになった件は、エルサさん以外誰も知らないし。

「今後の人生を左右するですか……」

「私は回りくどいことは嫌いなので、本題に入らせてもらうが、君が授かった再生スキルは、今現在使えるようになっているのだろう？」

「な、なんの話ですか？　僕の再生スキルは発動しないゴミスキルですよ!?」

「君の持つ再生スキルにまつわる話は、フィガロ氏から詳しく聞かせてもらった。所持者が誰一人いない極めて珍しいスキルだという認識はしている。そして、そのスキルがただの一度も発動せずにいたというのも」

「そうです。だから、僕はフィガロさんの冒険者集団から追放されました」

　ベルンハルトさんの話で、一年前、フィガロさんから追放された光景が脳裏に浮かんで、心臓の鼓動が速まった。

「君は、この一年ずっと一人で冒険者をして生活にも困っていたと聞いた。だが急にオークを一人で討伐したり、伝説品質の毒消し草を大量に所持したりしているのは、集めた噂話からして、何かしらの変化があったとしか思えない」

　淡々と喋るベルンハルトさんによって、隠していたことが徐々に暴かれていく感覚に陥る。

「調べた結果、最近のロルフ君の周囲の変化といえば、隣にいるエルサ君の存在くらいしかない。アルマーニ殿に聞いたのだが、オーガ討伐の際はエルサ君と一緒にいたという話だ。そこから導き出した答えは、ロルフ君の再生スキルを発動させる鍵がエルサ君だったということ。ここまでは間違ってないだろうか？」

　ベルンハルトさんは、自ら立てた推測の真偽の確認を取るような視線をこちらに投げかけた。

　やばい、ほとんど真実を見抜かれてる。誤魔化さないと……。

　隣に座っているエルサさんも、ベルンハルトさんの推測を聞いて、今の自分と同じように焦ったような顔をしている。

「さ、先ほどから言ってるように、ぼ、僕のスキルは――」

「まぁ、いい。こちらも最後まで話してから聞くべきだった。再生スキルの能力についてだが、これは私にも知識がなく明確な能力は分かりかねる。ただ、物の品質を高める効果を持つというスキル能力を持っているのではと思っているのだ。君が伝説品質の毒消し草が群生しているなどと、ありえないことを言った時、その考えに至った。ロルフ君の持つ再生スキルで、毒消し草を伝説品質まで高めたのではないかとね」

「わたしの勘では、そんな夢みたいなスキルが存在しないって告げてる。ベルちゃんの言ってることが本当なら、とんでもないレアスキルになるもの。頑固なベルちゃんはそう思ってるみたいよ。でも、経験上わたしの勘より、ベルちゃんの洞察力の方が当たるのは確かなのよね」

　膝に抱えたリズィーを撫でていたヴァネッサさんは、なんだかんだ言いながらもベルンハルトさんのことをとても信頼しているようであった。

　再生スキルの持つ能力も大まかに把握されてる感じだ。

　普通ならそんなスキルが存在するなんて、一笑に付す話なはずなのに。

　目の前のベルンハルトさんは、冗談を言ってるようではなく、真剣そのものだ。

「ロルフ君……」

　ベルンハルトさんによって、暴かれそうになっている再生スキルのことを心配したエルサさんが声をかけてきた。

　言い逃れしようにも、目の前のベルンハルトさんには、何を言っても真実を見抜かれてしまいそうな気がする。

　再生スキルの件は、エルサさんにも関わってくる話だし、できれば表には出したくない。

　こちらの戸惑いを見てとったベルンハルトさんは、それまでの真剣な表情を緩めた。

「そこで、ロルフ君と商談がしたいという話に戻る。話は簡単だ。私の冒険者集団に君たち二人に加入してもらいたいと思っている。もちろん、稼いだ利益はメンバーで折半することにしているし、待遇面では最上級の物を用意させてもらうつもりだ。支度金も十分に渡そう」

「ベルンハルトさんの『冒険商人』に、僕たちが加入ですか？」

　提示された商談内容があまりに突とっ飛ぴな提案だったため、頭の理解が追いつかなくなっていた。

　有名な冒険者集団である『冒険商人』に、僕とエルサさんが入ってほしいって？

　そんなうまい話が――。

　脳裏には、フィガロさんに再生スキルの力を期待され、加入したあと追放された苦い経験の記憶がよぎっていた。

　ベルンハルトさんたちも、再生スキルに期待して僕を加入させようと思ってるんだろうし、きっと期待外れだったら追い出されちゃうんだろうなぁ。

「せっかくですが――」

「ロルフ君！　ベルンハルトさんたちってすごい冒険者なんでしょ！　そんな人たちと一緒に冒険できるのって普通じゃないよね!?　これって幸運だと思うんだけど！」

　断ろうとした矢先、エルサさんがベルンハルトさんの提案を聞いて喜んだ。

「エ、エルサさん!?」

　喜ぶエルサさんの顔を見ていると、ベルンハルトさんの申し出を断るのが悪い気がしてきた。

　今の僕だと、最低の鉄等級の依頼だけしか受けられないし、再生スキルで伝説品質の品を作って店に持ち込むと出所を疑われてしまうんだよなぁ。

　地道に依頼を受けて、等級を上げていけば高品質の物を店に流せる伝手もできるだろうけど、それができるようになるまでは何年もかかっちゃうだろう。

　ベルンハルトさんの『冒険商人』に加入すれば、そういった高品質の品を売る伝手には困らないか。

　問題はベルンハルトさんたちが、再生スキルの力の話を黙っててくれるかだよな。

　世界に一人しかいないレアスキルの所持者で、そのスキルが成長して複合能力を持つ万能スキルだと知られれば、色んな意味で大事件に発展しちゃうだろうし。

　エルサさんのことも考えつつ、ベルンハルトさんの『冒険商人』に入るメリットとデメリットを考えた。

「もちろん、君たちのスキルについては他言する気はない。スキルの能力を世間に隠したいのであろう？」

「ベルちゃんが考えてるスキル能力だとして、そんなスキルがあると世間が知れば、国を挙げての大戦争になりかねないものね。二人がうちに加入するしないにかかわらず、この件は可愛いリズィーちゃんに免じてお口にチャックをするわ」

　ベルンハルトさんもヴァネッサさんもスキルの力に関しては、口を噤つぐむと約束してくれた。

　スキルの能力を黙っててくれるのか……。

　それなら、ベルンハルトさんの冒険者集団に入ることも問題ないかな。

　だんだんと、自分の気持ちが加入する方向へ傾いていく。

「本当にスキルに関しては他言しないことを約束してくれますか？」

　再度、二人の意思を確認するための問いかけをした。

「私は冒険者である前に商人でもあるからな。商人は取引先に信頼してもらわねば、信用も得られない。私は常に約束したことを違えたら、商人をやめる気でいる」

「わたしはリズィーちゃんに嫌われたくないから黙っとくわ」

　二人の淀みのない返答に邪よこしまな気持ちを感じなかったことで、加入する決意を固めた。

「分かりました。エルサさん、ベルンハルトさんの『冒険商人』に加入させてもらっていいですか？」

「ロルフ君が入りたいなら、あたしはついていくだけだし、大丈夫だよ」

「エルサ君も賛成のようだな。では、二人とも私の『冒険商人』に加入してもらえるということでいいだろうか？」

「はい、お世話になります」

　ベルンハルトさんが差し出した手を握り返すと、彼がリーダーを務める『冒険商人』に加入することが決まった。

「二人はいい選択をしたわね。街の外でいざこざになったガトーとアリアのことを考えると、うちに入っておいた方が身の安全は図れるわよ。わたしはもちろんのことだけど、ベルちゃんも強いからね」

「そうだった。僕たちが『冒険商人』に加入したらご迷惑になりますよね？」

　ベルンハルトさんは黙っていると約束してたけど、あの二人はきっと自分たちの悪事がバレないよう、大貴族の嫡男であるフィガロさんに色々と吹き込むだろう。

　そうなると、ベルンハルトさんたちにかなりの迷惑になるんじゃ。

「迷惑などとは思わんよ。冒険者や商人をしていれば色んな危険に巻き込まれることも多い。彼らがこちらに牙きばを剥くなら、相応の報いを与える準備はしてある。大事なメンバーを危機に曝すわけにはいかないからな」

　ベルンハルトさんは、全く問題ないと言いたげな顔をしている。

　大貴族とのいざこざに発展しかねない状況なのに、僕たちのためにそこまで言ってもらえるなんて……。

「守っていただけるとの言葉。とても感謝してます。僕だけの力じゃエルサさんは守れなかった。だから、今はお二人の力をお借りします。でも、お二人の下で色々経験させてもらい、いつか必ずお借りした物を返せる冒険者になってみせます！」

　僕の言葉を聞いたベルンハルトさんは、ニコリと笑みを浮かべる。

「ロルフ君は真面目だな。私と気が合いそうだ。これからよろしく頼む」

　ベルンハルトさんは、握っていた僕の手を強く握り返してきた。

　そんなベルンハルトさんの心意気に応えるため、自分の授けられた再生スキルの持つ能力を伝えることにした。

「こちらこそ、よろしくお願いします。ベルンハルトさんたちには、今の僕が渡せる最大の信頼の証として、再生スキルに関する能力をすべて説明させてもらいたいのですが、何か壊れた物とかありませんでしょうか？」

「壊れた物だって？　たしか、輸送中に割ってしまった陶器の壷があったはずだが……少し待っててくれ」

　それだけ言い残したベルンハルトさんは、居住用の馬車から貨物用馬車へ繋がる扉を開け、奥に消えていく。

　しばらくすると、割れて破片になった高級そうな陶器の壷を持ってソファに戻ってきた。

「これでいいだろうか？」

「ええ、大丈夫です。まず、エルサさんの持つ能力ですが、彼女は破壊スキル持ちで、素手で触った物質をすべて破壊する能力を持っています。今着けている白い手袋は、その破壊スキルの発動を抑える品物です。エルサさん、悪いけどこれを破壊してもらえますか」

「うん、破壊するね」

　エルサさんは白い手袋を外すと、テーブルの上に置かれた陶器の破片を破壊した。

　陶器の破片は淡い光に包まれる。

「光が……。どうなっているのだ」

「破壊スキルも聞いたことないスキルね。なんでも壊せるってすごくない？」

　破壊され粉々の破片になって宙に浮く陶器を見たベルンハルトさんたちが目を見開く。

「そして、この状態になると僕の持つ再生スキルが発動する前提条件が整ったことになり、こうやって触れると発動するんです」

　宙に浮かんでいた陶器の破片に触れると、再生スキルが発動する。








　再生スキル


ＬＶ：８

経験値：５／54

対象物：☆陶器の壷（分解品）






　＞高級な陶器の壷（普通）：97％

　＞高級な陶器の壷（中品質）：77％

　＞高級な陶器の壷（高品質）：57％

　＞高級な陶器の壷（最高品質）：27％

　＞高級な陶器の壷（伝説品質）：17％






　普通品質で再構成を選択した。





　＞高級な陶器の壷（普通品質）

　資産価値：五〇万ガルド






　光が収まると、テーブルの上には綺麗に形を取り戻した高級そうな陶器の壷が置かれていた。

「はっ!?　粉々の品物が元の形に？」

「完全に形を取り戻してて、新品同様になってるわね!?」

「それが再生スキルの本当の力です。エルサさんの破壊スキルによって、破壊された物を再生スキルで再生できるという力です。この力は、エルサさんが破壊できる物に関してはすべてにおいて発動する力だと思われます。そして、再生した物は鑑定表示もされるんですよ。その壷はだいたい五〇万ガルドくらいの価値ですね」

　再生された壷を手に取ったベルンハルトさんが、左目の眼帯を外し、目を赤く光らせた。

　ベルンハルトさんも鑑定持ちかな。

　商人をやっていると言っていたし、鑑定スキルを持っててもおかしくないか。

「鑑定結果もだいたい一致した。ロルフ君とエルサ君のスキルは私の推測をはるかに超えるとんでもないスキルだったようだな……。まさか、壊れた物すら直すスキルが存在するとは……」

「しかもこの再生スキルは成長するスキルのようでして……。今は合成できるようになりました。エルサさん破壊してもらえますか」

　ポーチにしまい込んでいた薬草と毒消し草を取り出して、エルサさんに破壊してもらい、両手で触れる。





　＞右手：薬草（廃品）　左手：毒消し草（廃品）

　＞素材合成可能品がセットされました。

　＞この二つを素材合成しますか？






　了承を意識すると、再生スキルが発動する。





　再生スキル


ＬＶ：８

経験値：６／54

対象物：☆回復薬（分解品）






　＞回復薬（普通）：97％

　＞回復薬（中品質）：77％

　＞回復薬（高品質）：57％

　＞回復薬（最高品質）：27％

　＞回復薬（伝説品質）：17％






　発動した再生スキルから回復薬を選び、普通品質で再構成をしていく。





　＞回復薬（普通品質）の再構成に成功しました。

　＞回復薬（普通品質）

　回復量　30

　資産価値：二〇〇ガルド






　再生を終えたことで、手の上には丸い形状に変化した回復薬ができあがっていた。

「このように制作過程を飛ばせる合成能力を、成長したことで得ました」

「ちょっと待ってくれたまえ。制作過程が飛ばせるだと!?」

「素材さえあれば、回復薬が即座にできちゃうということになると、薬屋さんも商売あがったりねー」

　できあがった回復薬の丸薬を見て、ベルンハルトさんたちは目を丸くして驚く。

「まさか、そこまですごい能力を持つスキルだったとは……。物の品質を向上するだけでなく、壊れた物の再生までして、さらに成長して新たな力を得ていくスキル。ロルフ君たちの持つ再生スキルの能力が知れ渡れば、国家間の戦争に発展するという話は現実化するだろうな」

「そうねぇ。ロルフちゃんとエルサちゃんの持つ力は、国家に富をもたらしてくれる力だからね。手荒い手段を講じても手に入れたいと思う国家も出てくるわね」

「ヴァネッサの言う通りだな。幸いにしてロルフ君が自分の持つスキルのことを喋らずにいたので、世間はまだ再生スキルのことに気付いていない。だが、やたらと高品質な物を売却したり、廃棄品から新品の武具などを売り捌いたりしていたら、能力に気付く者がいたかもしれない」

「やっぱり、ベルンハルトさんもそう思いますか？」

「ああ、ロルフ君みたいな若い冒険者が、ベテランたちがようやく手に入れられる高品質の物を何度も売りに来たりすれば、疑う人物も出てくると思う」

「まぁ、でもわたしたちの『冒険商人』に加入したことが公になれば、やたらと高品質の物を売り捌いても気にされなくなるわね。なにせ、世界中を股にかけて商売と冒険をする『冒険商人』だから。扱う物も高品質の高級品ばかりだしね」

　ベルンハルトさんたちは、数少ない白金等級の冒険者としても有名だけど、それ以上に冒険者でありながら商人ギルドに属する大商人であることの方が知られている。

　主にダンジョンで見つかる魔法武具や古代遺物、高品質な品物を収集し、それらの品物を、商人ギルドを通じて貴族に売り捌き、巨万の富を築いたらしい。

　紅炎の散策フレアウォーク号に投じられている莫大なお金も、その財産の一部だと思われた。

「再生スキルの力で生み出す高品質な物品を売り捌けるというのも、ベルンハルトさんの『冒険商人』に加入しようと思った一因です」

「いい判断だと思う。私が集めてきたことにすれば、君の能力を詮せん索さくする者は皆無だろうしね。だが、ロルフ君はそれでいいのか？　この街での君の評価は今までのままになってしまうが？」

「今の僕にはエルサさんがいてくれるので、街の人たちの評価は気にしませんよ。それにベルンハルトさんの『冒険商人』に加入したことで、周囲の人たちが勝手に評価を変えると思いますし」

　レアスキルを買われ、フィガロさんの『黄金の獅子』に加入した際、周りの冒険者たちの評価は今とは全く違い、憧れの視線で見られていたのを思い出す。

　その後のことを考えると、結局、他人の評価というのは環境によって変わりやすいものでしかないと悟っている。

　けど、エルサさんはスキルの力だけでなく、僕自身を見てくれている存在だった。

　だから、彼女がいてくれる限り、僕は他の人から何を言われようが気にしないことにしたのだ。

「あらあら、そういう関係なのかなって思ってたけど、もうできちゃってるのね。まぁ、二人でひとつのスキルっぽいし、そういう関係になっちゃってる方が色々と都合がいいかもしれないわねぇ」

　ヴァネッサさんが何を勘違いしたのか、ニヤニヤと笑いながら僕とエルサさんの顔を交互に見てくる。

「不ぶ躾しつけな質問で申し訳ないですけど、ベルンハルトさんとヴァネッサさんってその、ご結婚されてますか？」

　僕との仲をヴァネッサさんに聞かれ、赤い顔をしていたエルサさんが、突然ヴァネッサさんたちの関係を問い質した。

「私とヴァネッサが、け、結婚しているかだって!?　そのような事実はないな。彼女とはパートナーであり、それ以上の――」

　突然のエルサさんの質問に初めて狼ろう狽ばいした顔を見せたベルンハルトさんは、ヴァネッサさんの両腕に捕まえられている。

　ヴァネッサさんの膝の上にいたリズィーは、間に挟まれて潰されないようすぐに逃げ出してエルサさんの膝の上に飛び乗った。

「ベルちゃんはわたしの大事な相棒。ただ、配偶者候補の一人ではあるわよ。ベルちゃん本人が『仕事が一段落するまでは身を固めるつもりはない』って言うし、わたしも魔法の研けん鑽さん中ちゅうの身の上だから、相棒以上恋人未満って微妙な関係性なところなので配慮をよろしく」

「ヴァネッサ、私たちは仕事仲間だ。それ以上でもそれ以下でもないと――」

「ベルちゃんがわたしを無理やり『冒険商人』に入れた時に、『私が君の能力を最大限に引き出してみる』って言ったのは覚えてるわよね？　あの言葉信じてるから」

「たしかにそう言ったが、それは言葉通りでヴァネッサの持つ魔法の才能を引き出すと――」

　何か二人の間に齟そ齬ごがあるようだけど、ベルンハルトさんも嫌がっているようには見えないので、やっぱり二人は結婚こそしてないけど恋人関係なんだろうなぁ。

　ヴァネッサさんの腕の中でもがいているベルンハルトさんを見て、エルサさんも手を口に当てて笑いを堪こらえている。

「分かりました。お二人は恋人候補同士ということにしときますね」

「それでいいわ。じゃあ、エルサちゃんはロルフちゃんと恋人同士ってことにしとくわよ」

「はい、あたしはそうしておいてください」

　ヴァネッサさんから、エルサさんと恋人同士と言われて顔が火照っていく。

　自分ではそう思っていたけど、他の人から言われると照れてしまう。

「恋人同士なら、ベッドはひとつでいいわね。今日はもう遅いから、そっちのベッドはエルサちゃんたちが使っていいわよ。わたしはこっちでベルちゃんと一緒に寝るから」

「ヴァネッサ、それはしないという約束だっただろう――」

「はいはい、今日からはロルフちゃんとエルサちゃんが使うから無理ですー。諦めてわたしと一緒に寝るしかないでしょー」

　ヴァネッサさんが、僕たちに片方のベッドを使うように視線を送ると、自分のベッドにベルンハルトさんを抱いたまま潜り込んだ。

「一緒のベッドですか……」

　ヴァネッサさんに一緒にベッドを使うようにと言われたことで、高い宿に泊まった時のことが脳のう裏りに浮かぶ。

　エルサさんってわりと寝相が悪いんだよな。すぐ抱き付かれちゃうし……。

　野営の時は火の番があったから、一緒に寝てたわけじゃなかったからなぁ。

　色々と困ったことになっちゃうけども……この場合仕方ないか。

「ロルフ君、今日は一緒のベッドだね」

　にっこりと笑うエルサさんによって、抵抗する気は一切なくなり、今日の寝床としてベルンハルトさんのベッドを借りることにした。




　翌朝、目覚めると、以前と同じように頭の上に柔らかい物の感触と胸の上に圧迫感を感じた。

　今日もエルサさんが、僕を抱き枕にして寝てるらしい。

　嫌ではないんだけど、これから毎日こんなことをされると心臓に悪い。

　僕のことを恋人だって言ってくれたけど、やっぱ先を焦ったらダメなんだと思う。

　それは理解できるけど、こうもエルサさんが無防備だと……。

　この前のことを思い出しながらうっすらと目を開けると、視線の先には僕の胸の上に寝そべってだらしない顔をして寝ているリズィーの顔が見えた。

　胸の上に感じていた重さの正体はリズィーだったのか。

　寝る前はベッドサイドで丸まってた気がしたけど、いつの間にベッドにもぐり込んでたんだろうか。それにしてもリズィーは狼っぽくない、油断した顔をして寝てるよな。

　美味しい物を食べている夢を見ているのか、口元がモゴモゴと動いてて、涎が服を濡らしていた。

　このままだと、リズィーの涎で服がびしょびしょになりそうだし、そろそろエルサさんも起こそうかな。

　隣でリズィーと同じように寝息を立てているエルサさんの顔を見ていたら、急に声をかけられた。

「ロルフちゃんは意外と真面目な子なのね。エルサちゃんみたいな可愛くて無防備な子に手を出さないなんて。一緒のベッドに入ったら手を出してあげるのが、男としての責任の取り方だからね」

　振り返ると、すでに起きていて一部始終を見ていたらしいヴァネッサさんがニヤニヤした顔をしている。

「せ、責任なんですか!?」

　責任と言われ驚いた僕は、胸の上で寝ていたリズィーを抱えて飛び起きた。

「ええ、だって男の人と一緒に寝たことが他人に知られたら、そう思われるでしょ。そこで手を出さなかったら、色々と勘繰っちゃうから」

　ということはエルサさんが一緒に寝ようと誘ってたのは、そういうことだったの!?

　普通に寝ちゃってたけど、まさかそんな意味があったなんて！

「そんなことがあるか。ヴァネッサ、まだ若いロルフ君にいかがわしいことを吹き込むんじゃない。紳士たる者は相手の気持ちを最大限に忖そん度たくして、自己の欲望を抑え込むことこそが大事なのだ」

　ヴァネッサさんのベッドから這い出してきたベルンハルトさんだったが、毛並みは服と一緒に乱れたままだった。

「ベルちゃんも昨日はケダモノだったのに……初めて一緒に寝たわたしにあんなことをするなんて」

「んんっ！　ロルフ君が勘違いするようなことを言うんじゃない。私はヴァネッサに弄もてあそばれただけではないか」

「はいはい、そうです。そうです。わたしがベルちゃんを弄んでましたー。でも、さっきの話はいずれエルサちゃんも気にするからね。ちゃんとしてあげた方がいいわよ。わたしはまだ相手が候補止まりだから気にしてないけどね。さて、わたしたちはシャワーを浴びてくるから、その間にエルサちゃんたちを起こしておいてね」

「ヴァネッサ、私はシャワーを浴びないと言っているだろう。兎人族は毛並みが水で濡れるのを嫌うと知っているはずだ。やめたまえ」

「ダメよー。そうやっていつも逃げようとする。商人は身だしなみが大切って、常に自分で言ってるでしょ。『冒険商人』のリーダーが臭い男だと、メンバーのわたしたちが恥をかいちゃうんだからね」

　ヴァネッサさんはベルンハルトさんをぬいぐるみのように抱き上げると、貨物用に繋がる扉の奥へ消えた。

「ふあぁああっ！　何か騒がしかったけどどうかした？」

　ヴァネッサさんたちの声で目が覚めたのか、エルサさんが寝ぼけた顔をして起き上がった。

「い、いやなんでも。リズィーが僕の上で寝てて、涎が付いちゃっただけだから」

　幸いエルサさんはさっきの話を聞いてなかったようだ。

　ヴァネッサさんの言いたいことも分かるけど、ベルンハルトさんの言ってたことも大事にしないと彼女を傷つけちゃうかもしれないし、慎重に考えつつ、取るべき時が来たら責任を果たそう。

　こちらの返答に首を傾げていたエルサさんだったが、リズィーを僕から受け取るとベッドから降りて身だしなみを整え始めた。




　シャワーから帰ってきたヴァネッサさんたちと入れ替わるように、交代でシャワーを浴びさせてもらい、さっぱりした気分で朝の受注ラッシュで沸く冒険者ギルドに来た。

「私とロルフ君は加入の手続きをしてくるから、ヴァネッサとエルサ君とリズィーは朝食を済ませておいてくれたまえ」

「どうせ混んでるし、外で食べられるように持ち帰れる品を選んでおくわ。エルサちゃん、リズィー行くわよ」

「ロルフ君、何か食べたい物ある？」

「僕のはエルサさんが選んでくれていいですよ」

「分かったわ。じゃあ、あたしが選ばせてもらうね」

　行き交う冒険者たちにリズィーを踏まれないように抱えたエルサさんが、ヴァネッサさんの後ろについて休憩室の方へ向かっていった。

「さぁ、私たちは登録窓口に行こう」

「はい」

　僕はベルンハルトさんに促され、登録窓口に向かう。

「あら、ロルフ君――って、ベルンハルト様も一緒にどうされたんです？　アルマーニ殿との商談は終わったとお聞きしてますが」

　受付嬢のマールさんが、隣にいるベルンハルトさんの姿を見て驚いた顔をした。

「実はこのロルフ君を我が『冒険商人』のメンバーに雇おうと思ってね。加入手続きをしてもらいたくて伺ったのだよ」

「ベルンハルト様の『冒険商人』にロルフ君がですか？　えっと、ロルフ君はオーガ討伐こそ認められてますが、鉄等級の冒険者ですよ。ベルンハルト様の『冒険商人』のメンバーはどちらも最高ランクの白金等級ですが？　本当に雇われるのですか？」

　マールさんもさすがにびっくりした顔をしてこちらを見た。

「ああ、彼とは我が『冒険商人』の荷物持ちとして雇わせてもらうと話はついている。彼と組んでいるエルサ君も同じく加入してもらうが、そちらは下働きという契約をさせてもらっている。私もヴァネッサも最近は忙しくしててね。人手が欲しいと思っていたのだよ」

　冒険者ギルドに来る前に、ベルンハルトさんたちと話し合って、僕たちは荷物持ちと下働きとして『冒険商人』に加入させてもらうことになっていた。

　そうしておけば、僕たちの能力に気付く人はいないと思い、自分から提案したのだ。

　ただ、ベルンハルトさんたちが難色を示し、待遇面は鉄等級の冒険者とは思えないほどいい条件を提示してもらった。

「ロルフ君は納得してる？」

　マールさんはフィガロさんとの件を知っているため、ベルンハルトさんの『冒険商人』への加入を心配して確認を取ってくれているのだろう。

「はい、憧れのベルンハルトさんの『冒険商人』に入れてもらえるんで、喜んで受けさせてもらいました！」

　僕の声で朝の受注ラッシュによって起きていた喧けん騒そうがやみ、束の間の静寂が訪れた。

「お、おい！　ロルフのやつがベルンハルトさんの『冒険商人』に入ったらしいぞ！」

「あれか、またあの使えない再生スキルを見込んだ勘違い採用か？」

「いや、どうやらただの荷物持ちらしいぞ」

「なんだよっ！　雑用か。だったら、あいつにお似合いじゃねえか。オーガ討伐もまぐれだろうしな」

「荷物持ちならオレの方が絶対に役に立つんだが、ベルンハルトさんはなんでロルフを選んだんだろうな」

　静寂が冒険者たちの囁ささやき合う声で破られると、視線がこちらに集中していた。

　しかし、荷物持ちとしての採用のおかげで、視線に棘を感じることはなかった。

「その話、ちょっと待ちたまえ！」

　囁き合う声の中、よく通る声が聞えてきた。

　声の主は、鎧姿のフィガロさんだった。

　珍しい、フィガロさんがこんな混む時間帯に冒険者ギルドに顔を出すだなんて。

　いつもなら、ガトーさんとアリアさんに依頼の選択は任せてたはずなんだけどなぁ。

　後ろにガトーさんとアリアさんを引き連れたフィガロさんは、つかつかとこちらに向かって歩いてくる。

　ベルンハルトさんたちが助けてくれた昨日の一件を、あの二人はフィガロさんの耳に入れたに違いない。

　きっと、自分たちが悪くないと誤魔化し、あることないことフィガロさんに言ってるんだろう。

　こちらを見てニヤニヤしている二人の顔を見て、フィガロさんに告げ口したことを確信した。

「ベルンハルト殿、貴殿たちには我が『黄金の獅子』への加入をご依頼したはず。急に屋敷から姿を消したかと思ったら、その使えない嘘つき底辺冒険者を新たに自分の冒険者集団に雇い入れるとは、どういう了見だろうか？」

　目の前に来たフィガロさんの顔は、怒りからか真っ赤に染まっていた。

「フィガロ殿、その話は『慎重に検討させてもらう』と申していたはずですが？」

　ベルンハルトさんは、フィガロさんの顔を見るとウンザリした表情を浮かべた。

　そういえば、フィガロさんのお屋敷に一週間ほど逗留してたらしいけど、自慢話と加入の勧誘がしつこくて逃げてきたって言ってたなぁ。

　この辺りを治める大貴族の嫡男でもあるフィガロさんだし、ベルンハルトさんとしては、相手を怒らせないよう婉曲的に断ったつもりだったけど、勘違いされた感じかな。

「『慎重に検討する』というのは、加入する意思があるということではありませんか！　私はベルンハルト殿とヴァネッサ殿を勧誘しただけで、そこの役立たずを勧誘した覚えはありませんぞ！　そこにいるロルフは、我が『黄金の獅子』の看板に泥を塗った男ですからな！」

　フィガロさんが鼻息荒く、ベルンハルトさんの顔に指を突きつけた。

　僕の発動しなかったスキルの件は、フィガロさんの中でも汚点として記憶に残っているらしい。

　レアスキルの所持者として、自らの意思で僕を『黄金の獅子』へ勧誘したことも影響してるんだろうけど。

　あれからフィガロさんには目の敵にされ、借金が知らない間に増えていたり、実家を差し押さえられたり、僕に興味を示してくれた人へ嫌がらせをされたりしていた。

「フィガロ殿の言いたいことも承りました。では、私からご依頼に対しての正式な返答をさせてもらいます。我が『冒険商人』は貴殿の『黄金の獅子』へ合流するつもりは毛頭ありません。せっかくのお誘いですが、私は私の道を進むのでお断りさせてもらいます」

　ベルンハルトさんは、フィガロさんが突きつけていた指を払うと、丁重に頭を下げて断りの言葉を伝えた。

「な、なんですと!?　我が『黄金の獅子』への加入を断ると申されるのか!?　あれだけの好条件を提示したのに!?」

「私は冒険者でもありますが、商人でもありますので、損が見込まれる案件には手を出さないようにしております。なので、残念ですがお断りさせてもらう。フィガロ殿の『黄金の獅子』への参加は、私に利益をもたらさないので」

　顔を上げたベルンハルトさんは毅然とした顔をしていた。

　かっこいい……僕もベルンハルトさんみたいに、しっかりと自分の意見を言えるようになりたい。

　一緒に冒険させてもらって、色々と勉強しよう。

「ベルンハルト殿、その言葉、本気で申されているのですか？」

「ええ、私は嘘を吐かない性分でして」

「承知した。やはり、ガトーとアリアが言っていたように、心中では私のことを大貴族の道楽息子だと嘲笑っていたのだな！　そっちがそう思うなら、こちらにも考えがある。今後、我がフォルツェン家はベルンハルト殿との取引を一切停止させてもらう。私を愚弄したことを後悔するがいい！」

　憤怒の表情を見せたフィガロさんは、そう吐き捨てると、ニヤニヤと笑うガトーさんとアリアさんを引き連れて、冒険者ギルドから出ていった。

「あ、あの!?　良かったんですか？　フィガロさんの家との取引が――」

「大丈夫、問題ない。あの家の当主はまだ父親だしな。息子が何と言おうが取引は継続されるだけの信頼は得ている。代替わりしたら絶望的だが、それまでに他の取引先を見つければいいだけの話だ」

　ベルンハルトさんは焦った顔を見せず、涼しい顔をしたまま、フィガロさんたちが去った入口を見ていた。

「さて、これで面倒ごとは片付いた」

　一人で騒いでいたフィガロさんが去ったことで、冒険者ギルドの中には喧騒が戻ってきた。

「ベルンハルト様、とりあえずロルフ君とエルサさんの加入手続きは終わりました」

　黙ってことの成り行きを見守っていたマールさんが、僕たちの加入手続きを終えたことを伝えてきた。

　これで、僕とエルサさんもベルンハルトさんの『冒険商人』の一員とされ、高難度の依頼の閲覧許可が下りる。

　責任者であるベルンハルトさんが白金等級のため、最高難易度の依頼も受注することが可能になったけど、達成できないと意味がないどころかマイナスの査定になるので、足をひっぱらないように再生スキルの力も使いつつ頑張らないといけない。

「ああ、ありがとう。それと、これはアグドラファンの冒険者ギルドへの商談なのだが、ゴブリンなどの排出するクズ魔結晶の在庫を私に買い取らせてもらえないだろうか？」

「え!?　クズ魔結晶ですか？　あれは値段が付きませんよ？」

　ベルンハルトさんの唐突な申し出にマールさんは驚いている。

　これは僕が冒険者ギルドに来る間に、ベルンハルトさんに頼んでおいたことだ。

　魔結晶はどんなクズでも再生スキルの経験値になるので、ベルンハルトさんから冒険者ギルドへ直接買い取り交渉をしてほしいと説明していた。

「実はクズ魔結晶の使い道が見つかったという方がいてね。その人がまとめて買いたいらしく、集めてきてほしいとの依頼を受けている。アグドラファンの冒険者ギルドには今、どれくらいの在庫が積み上がっているか教えてもらいたい。数量によっては料金の上乗せも考えているので」

　ゴブリンとかスライムの排出する魔結晶は小さすぎて、魔導器の動力源には使い難く、かと言って野外に放っておくと野生動物が摂取して魔物化する厄介な代物だった。

　だけど、ゴブリンやスライムは繁殖力が強く、放置すれば街に重大な危機を招きかねないので、定期的に討伐依頼が冒険者ギルドから出されている。

　その討伐依頼で集まったクズ魔結晶が市場で売れない在庫として、冒険者ギルドに残っているはずだ。

「少々お待ちください。すぐに確認してまいります」

　マールさんが奥に消えると、しばらくしてギルドマスターのフランさんと一緒に戻ってきた。

「ベルンハルト殿、我がアグドラファンの冒険者ギルドにあるクズ魔結晶を買い取ってくれるとのお話だとか」

　フランさんが出てきたということは、ギルド側もベルンハルトさんの提案に乗り気だと思われる。

「そちらの女性にも伝えておいたが、在庫数次第では上乗せの料金も考えております」

「そのような話でしたので、すぐに在庫の確認をしてまいりました。現在、ギルドに保管されているのは三〇〇〇個ほどあります。廃棄することもできませんし、ギルド内の魔導器の動力源として使ってはいますが在庫はたまる一方なので」

「三〇〇〇個、すべて買い取りさせてもらっていいだろうか。ひとつこれくらいで買い取らせてもらいたい。色々と取扱いに注意が必要な品物であるし、買い取り額は色をつけさせてもらった」

　ベルンハルトさんが懐から取り出した算盤をフランさんの前に差し出す。

　ひとつ、三〇〇ガルド!?　買い取り額の一〇倍以上だ！

　金額についてはベルンハルトさんに任せてたけど、それにしてもかなりの額じゃ!?

「総額九〇万ガルドですか、市場価値のない品物を高額で買い取ってもらえるのはありがたいし、ベルンハルトさんみたいに身元がしっかりした人なら、販売先もしっかりしてるはずだしな。よろしい、その額でお売りしましょう」

「ありがたい。引き取った魔結晶は責任を持って依頼者に引き渡し、使途も確認させてもらうようにする」

　提示した額にフランさんも納得したので、商談は即決だった。

「決済資金は冒険者ギルドの私の口座から引き落としてもらっていいだろうか？」

「承知しました。すぐに処理をいたします。品物も出してまいりますので少しお待ちください」

　フランさんとの商談が決まったのを見たマールさんが、手早く書類を書き上げ、再び奥に消えていった。

　買い取ったクズ魔結晶を待つ間、フランさんと雑談していると、例の僕たちが発見したダンジョンの話を切り出された。

「もし、ベルンハルト殿にお時間があれば、ロルフ君の見つけた例の新ダンジョンの調査を委託したいと思っておりまして。ダンジョン探索において、ベルンハルト殿ほど実績がある冒険者もおりませんからな。それにロルフ君がいれば、案内人はいらないでしょうし」

「新ダンジョンの探索ですか」

「ええ、街に近い場所にあり、冒険者ギルドとしても早急にダンジョンの全貌を把握したいと思っておりまして委託先を探していたのです」

「アグドラファンでの商談は終わりましたから、時間はありますが――。新ダンジョンの探索となるとある程度の期間、拘束されるので、前金にこれくらいは頂きたく」

　ベルンハルトさんは算盤を弾いて、フランさんの前に差し出す。

　前金で三〇〇万ガルド!?　そんなに取るの？

「ふむ、やはりそれくらいになりますか……ロルフ君の案内付きということで、期間も短縮できるでしょうし、これくらいにしてもらえませんか？　前金とは別にロルフ君個人へのダンジョン発見褒ほう賞しょうも出さないといけないので」

　フランさんが、ベルンハルトさんの算盤を弾き直していた。

　五〇万ガルドの値下げ要求か。僕にはたしか褒賞として一〇万ガルドが支給されるとか言ってたな。

「前金二五〇万ガルドですか……。赤字になりそうな気もする金額だが」

　白金等級冒険者のベルンハルトさんたちであるため、短期間で達成できる依頼を選べば二五〇万ガルドくらいはすぐに稼げると思われる。

「探索と調査が終了したところで成功報酬は三〇〇万ガルド、発見物はすべてベルンハルト殿の物というところでやっていただけないでしょうか？」

　拘束期間は不明、前金二五〇万ガルド、成功報酬三〇〇万ガルド＋探索中の発見物の所有権か。

　僕たちがある程度探索しているため、拘束期間は長くならないと思う。

　なので、わりと実入りのいい仕事になりそうな気もする。

　僕は隣にいたベルンハルトさんに自分の意見を耳打ちする。

「ダンジョンはあらかた僕たちが探索を終えてますし、そう大きなダンジョンでもなさそうでしたので二日もあれば探索と調査は終えられそうですよ」

　耳打ちを聞いたベルンハルトさんは、しばらく無言で考え込んでいた。

「承知した。フラン殿のご依頼を受けることにしよう。調査終了として提出する物は詳細なダンジョンマップの他に必要な物がありますかな？」

「発生する魔物の調査書を提出してもらいたい。街に近いダンジョンだから、魔物は特に把握しておきたいのだ」

　闇が溜まりやすいダンジョンは、魔結晶が生成されやすく、それを摂取した生物が魔物化しやすい場所でもあった。

　そのため、中の魔物を討伐してもしばらくすると、また魔物が徘徊し始める。

　そうならないために街に近いダンジョンは定期的に冒険者を派遣して、闇が溜まらないように巡回させ、魔物を駆除したりしていた。

「承知した。詳細なダンジョンマップと生息魔物調査書の提出をもって、調査完了とさせてもらうということで依頼を請け負おう」

「助かります。アグドラファンにはダンジョン探索を得意とする冒険者が少なくてね。他の街に依頼を回そうかと思っていたが、ベルンハルト殿に受けてもらえて助かった」

「ベルンハルト様、依頼の受注書と前金、そしてお買い上げいただいた魔結晶と決済書類をお持ちしました」

　フランさんとベルンハルトさんの話を聞いていたマールさんが、すでにサインをするだけの受注書と前金の入った革袋、そして買い取った小石程度の大きさのクズ魔結晶を入れたずた袋と、ベルンハルトさんの口座から代金を引き落とした決済書類を窓口のテーブルに置いた。

「これは、仕事が早いな。前金の確認と決済書類を見させてもらう。ロルフ君はクズ魔結晶の方を確認してくれ。数は数えなくていいから、中身だけ確認してくれたまえ」

　ベルンハルトさんは、クズ魔結晶の入ったずた袋をこちらに差し出してきた。

　受け取ったずた袋を開き、中を確認すると赤く淡い光で輝く小さな魔結晶が詰め込まれていた。

　このクズ魔結晶を使って再生スキルを成長させれば、また新しい力が解放されるかもしれない。

　ベルンハルトさんに時間をもらって、魔結晶の吸収をしよう。

「問題ないです」

「こちらも問題なしだ。では、受注書と決済書類にサインしよう」

　ベルンハルトさんが、サラサラと受注書と決済書類にサインを書いて、フランさんに差し出した。

「では、よろしく頼みます」

　フランさんたちと別れ、窓口をあとにすると、ヴァネッサさんとエルサさんが待つ休憩室へ向かった。

　加入手続きだけでなく新たな依頼の受注もあり、思ったよりも時間がかかったため、休憩室は空席が増えていた。

「金髪坊ちゃんが何か騒いでたみたいだけど問題なし？」

「ああ、問題はない。彼と一緒に仕事はできないと突っぱねた」

「あらら、未来のお得意様をひとつ消しちゃったわね」

「問題ない。私の客はこの世界にいっぱいいるからな。それよりも、新たな依頼を受けてきた。ロルフ君が見つけたダンジョンの探索と調査だ」

　二人が座っている四人掛けの席に僕とベルンハルトさんは腰を下ろした。

「ダンジョン探索と調査ねぇ。まぁ、暇だしお金は稼げそうだからいいけど」

「でも、あのダンジョンはロルフ君がほとんど探索しちゃってて、水没区画くらいしか探索してないところはないと思いますけど。リズィーはまだ食べるの？　さっき専用に焼いてもらったお肉食べたよね？」

　先に食事を終えたのはリズィーだけで、二人は食事をせずに待っていてくれた。

　エルサさんの膝の上に座っていたリズィーは、食事を終えているにもかかわらず、皿の上に並ぶお肉を真剣に見つめて涎を垂らしている。

　お腹がぽっこりと出てるし、いっぱい食べたと思うんだけど、成長期なのかなぁ。

「リズィー、これ食べていいよ。でも、これで終わり。水没区画は水かさが多くて中に入れなかった感じですけどね。正規の入口はそっちの方だった気もします」

　自分の皿からお肉をひと切れフォークで刺して差し出す。

　尻尾を勢いよく振って喜んだリズィーは差し出されたお肉に美味しそうにかぶりついた。

　ようやく満足したのか、エルサさんの膝の上で大人しくなったリズィーのお腹をヴァネッサさんがさすって笑う。

「リズィーちゃんは食いしん坊ね。でも、そのお腹はマズいからあとで運動しましょうね」

　たしかにこの調子でご飯を食べると、数か月後にはとても狼とは言えない丸々太った生物になってしまいそうな気はする。

「探索にはリズィーも連れていった方がいいですね。運動にもなるだろうし鼻も利きますから」

「そうね。置いていくのも可哀想だし、運動はさせてあげないと」

　リズィーが食事に満足したところで、みんなで朝食をとりながら探索の話を進めていった。

「ロルフちゃんやエルサちゃんの言った水没してるところは、わたしの水中呼吸の魔法で移動はできるから、最優先で調査する必要があるわね」

「ふむ、ロルフ君が調査したところは後回しにして、その水没区画を中心に調査してみるか。もしかしたら、水没してる先に別の部屋もあるかもしれないしな。よし、食事を終えたら出発するか」

　調査の方針が決まったので、食事後にダンジョンに向け出発することになったが、その前にやっておきたいことがあった。

「すみません、ダンジョン調査前に武具屋に寄っていいですか？　中古品を買い集めたくて」

　手に入れたクズ魔結晶で再生スキルのＬＶが上がれば、高品質の物を安定して再構成できると思うので、武具屋に投げ捨てられている中古品を買い集めておきたかった。

「中古品か。そうだな、そういった手段があるか」

　ベルンハルトさんは、こちらの意図を察してくれたようだ。

　人前で大っぴらに再生スキルのことは言えないので、少し言葉を濁してしまったけど、すぐに理解してくれたらしい。

「中古品の買い集めは私が資金を出そう。それ以外に支度金も出すので、身を守る装備はいい物を揃えておきたまえ。冒険者の命を守るのは、金をかけて揃えた武具と薬だけだ」

　ベルンハルトさんはそう言うと、前金でもらった二五〇万ガルドの革袋を丸ごとこちらに差し出す。

「二人分の支度金として支給させてもらう。魔結晶の件と中古品買い取りはこちらからの投資金だから気にしないでくれたまえ」

　待遇面ではかなり優遇することを約束してもらっていたが、支度金だけで二五〇万ガルドを支給されるとは思ってなかった。

「あ、ありがとうございます。大事に使わせてもらいます！」

　魔結晶ばかりか、中古品の購入も資金を提供してもらえるなら、もらった支度金は装備代に使うより、何かあった時のための資金として取っておいた方がいいかも。

　急いで食事を食べながら、ベルンハルトさんから支給してもらった支度金の使い道を一生懸命に考えていた。




　食事後、ベルンハルトさんたちは知り合いの冒険者に挨拶していたため、僕とエルサさんとリズィーだけで先に武具屋を訪れると、すぐに中古品が乱雑に並べられている区画に向かう。

「ロルフ君、また増えてるみたい」

　中古品置き場を見たエルサさんが、ボロボロの中古品を見て喜んでいる。

「そうですね。装備の更新時期が被った冒険者が多かったのかな。色んな物が出てるみたいですね」

　ここに打ち捨てられている装備がすべて新品に変わると思うと、自分の頬が知らないうちに緩む。

　今の僕たちを他人が見ると、ボロボロの中古品の装備を見て喜ぶ、可愛そうな金欠底辺冒険者にしか見えないだろう。

「お前ら、この前うちに新品を売りに来てただろ。この前渡した金で新品買えるのに、なんでまた中古品を見てるんだよ。そこに置かれたのは前も言ったが品質の保証ができん」

「いや、僕たちは新品よりか、こっちに興味があって……」

「変わったやつらだな。今日は新品の持ち込みないのか？　って、こっちの話聞いてないな」

　武具屋の店主は、中古品置き場でニヤニヤしながら品定めをしている僕たちの姿を見て、呆れた様子を見せている。

　そんな店主だったが、遅れて入ってきたベルンハルトさんとヴァネッサさんの姿を見ると、急に商売っ気を出したようで、二人に声をかけた。

「これはベルンハルト殿とヴァネッサ殿、我が店にご用命でしょうか？」

「ああ、私の連れが先に来てたはずなのだが――。お、ロルフ君、遅くなってすまない。知り合いの冒険者に挨拶をしてたら遅れた」

「あの二人がベルンハルト殿たちの連れですか!?」

　店主が驚いた顔をしていたが、二人は気にすることもなく、僕たちのいる中古品区画にまで来た。

「ベルンハルトさん、今回はわりと中古品の種類と数がありました」

「種類も数もあるのはありがたいな。早速、買い取り交渉をさせてもらうとするか」

　再生スキルのことを知っているベルンハルトさんは、中古品を大量に購入する意図を即座に理解してくれる。

　底辺冒険者にすぎない僕が、中古品を大量に購入すれば使途を怪しまれて、能力のことに気付かれる可能性があるけど、『冒険商人』に加入したことで大量の中古品を購入する理由に困らないようになった。

「ちょうど、武具の中古品の買いつけも頼まれていることだし、ここにあるだけ購入して荷馬車に積むとしよう」

　ベルンハルトさんがもっともらしい理由をつけてくれたが、武具屋の人に中古品を大量購入することの意味を悟らせないための方便だ。

　でも、ベルンハルトさんのおかげで、中古品を再生スキルで再生して新品にして販売できるし、高品質化にも挑戦できるぞ。

「丸ごと購入で割引してもらえないか、店の人と交渉してきますね」

「それはいい案だ。ロルフ君は商売の才能もあるかもしれんな。なるべくいい条件を引っ張り出してみたまえ」

「分かりました！　頑張ります！」

　ベルンハルトさん愛用の算盤を貸してもらい、こちらの様子を窺っていた店主に話しかけた。

「すみません、あちらに積んである中古の武具を丸ごと買い取りさせてもらいたいのですが」

「ああ、聞こえてたよ。でも、正気かい？　あそこに積んである中古品は品質もまちまちだし、ほとんど商品価値のない物ばかりだ。ベルンハルト殿は武具の買いつけ依頼を受けてるらしいが、あっちの商品は品質の保証ができない物だ。どうせなら、新品を納入した方がいいと伝えてくれ」

　武具屋の店主はベルンハルトさんとのやり取りを聞いていたようで、忠告してくれた。

　まぁ、基本的に耐久度も不明の武具に命を預けようなんて思う人はほとんどいないよな。

　冒険者は稼いだ金を装備代にかなり注ぎ込むし、常に新品を好む傾向がある。

　だから、格安の中古の武具を納入するとしたら、領主貴族の私兵や街の衛兵隊くらいしかいないよな。

　商品価値の低い中古品の買いつけ依頼を怪しまれないよう、現実味を持たせるため、ベルンハルトさんの名前を使い、依頼主を貴族にすることにした。

「分かってます。ただ、ベルンハルトさんの知り合いのお客様に、中古武具を大量に買い集めたい貴族様がいるようでして。予算的にはけっこう渋いのでなるべく安く仕入れたく」

「貴族様……ああ、私兵向けの装備か……。私兵の装備に金をかけないのは、どこの貴族様も同じだな」

　依頼主が誰か聞いた店主は納得した顔をして頷いた。

「ええ、相手は予算内で数を多く揃えると喜びますので。ベルンハルトさんとしても、大変懇意にしている取引先の貴族の方なので、なんとか予算内でできるだけ多く買い集めたいのです。ですから品質は問わない形にしてます」

「貴族への伝手があるベルンハルト殿も大変だな。まぁ、うちとしては店の一角を占拠してる中古品が在庫一掃できるならありがたいが。問題は値段だな。うちとしてはこれくらい出してもらえるとありがたい。新しい商品の購入費に充てたいからな」

　自分が差し出したベルンハルトさんの算盤を使い、店主が希望する金額を弾く。

　丸ごと買いつけで七五万ガルドか……。

　ざっと中古品を見たところ、鎧関係が二五着、盾が五個、武器が五〇個、それ以外の物が二〇個ほどあるけど、値段的に強気に出てきてる気がする。

　落としどころを見つけるために、かなり低めに提案してみるかな。

　今のところ中古品を大量購入する人は、僕たち以外いないだろうし。

　店主が出した七五万の算盤の数字を五〇万に弾き直す。

「予算からだと、これくらいが限界でして……。折り合わないようでしたら、他の街に行って買いつけるしか」

　他の街に行くと聞いた店主の顔に焦りが見えた。

「五〇万か……それはいくらなんでも。だが、他に行かれても困る。精いっぱいの値下げをしてこれでどうだろうか？」

　新たに提示された額は六五万だった。

　一〇万ガルドの値下げか。

　この値段が、店主が普通に売却を考えてた値段だろうな。

　もう少しだけ値下げできるはずだ。

「六五万では予算を超えてしまいます。即金でお支払いしますので、これくらいでなんとかなりませんか？」

　算盤の数字を五五万に弾き直した。

「いくら商品価値が低いからといって、それは買い叩きすぎだろう。分かった。即金で払ってくれるならここで手を打つ。これ以上の値下げはしない」

　店主は五五万の数字を六〇万に直した。

　一五万の値下げか。

　これくらいが限界かな。

　あまり買い叩いて、変な噂を立てられてもベルンハルトさんに悪いし。

「ありがとうございます。六〇万でいきましょう。良い取引ができたと思います」

「君は冒険者よりも商人になった方がよかったんじゃないか。こちらとしても、いい値段で落としどころをつけてもらったと思ってる」

　こちらが取引成立の握手を求めると、店主は同意を示すように手を握り返してきた。

「では、支払いを」

　革袋から六〇万ガルド相当の金貨を支払う。

「毎度あり。すぐに納品一覧書を作るから少し待っててくれ」

　店主が慌てて手近な紙を手に取ると、中古品の積み上がっている一角に行き、僕が買いつけた品物の一覧表を作り始めた。

　一覧表を作り始めた店主の元を離れ、新品の装備の物色をしていたベルンハルトさんたちのところに戻ると、商談の成立を報告する。

「商談終わりました。すべて買い取りで総額六〇万ガルドです」

「まずまずいい値段だ。相手も損せず不要品を整理できたと思う額だろうな。ロルフ君は商才もあるようだ」

　愛用の算盤を返すと、ベルンハルトさんは嬉しそうな顔をしてくれた。

「あらあら、いい商談できたなら浮いたお金でエルサちゃんが綺麗に着飾るための服も贈ってあげた方がいいわよ」

「あ、いや。あたしは別に。綺麗な服なんてもったいないだけですよ」

「いやいや、ダメよ。たまには着飾っていないと他の人に目が向いちゃうからね。ああ、僕の隣にいてくれる人はいつも綺麗だって思わせて掴まえておかないと。ねー、ベルちゃん」

「何の話か知らんが、服をよく買わされることは事実であるな」

　頑なに認めようとはしないけど、ベルンハルトさんはきっとヴァネッサさんのことが好きなんだと思う。

　だから、一見わがままに見えるヴァネッサさんの言葉や行動も許せてるんだろうなぁ。

「いい男ってのは、女のわがままを包み込んでくれる人よ。だから、エルサちゃんも少しはロルフ君にわがまま言っていいと思うわ。ねー、ロルフ君」

　なるほど、そういう考え方もあるのか。

　たしかにエルサさんも女性だから綺麗な服とかに興味があるだろうし、装備のお金はきっと支度金が多すぎて余るだろうし、成功報酬ももらえれば、エルサさんに似合う服を買う資金に困らないはず。

　それにエルサさんは身長もあるし、色々な服が似合いそうな気もする。

「分かりました。その時は、ヴァネッサさんに助言を求めさせてもらいますね。女性の好む服ってあんまり知らないですし」

「任せて、エルサちゃんはわたしと同じく、色んな服を着ても見栄えする子だから楽しみ。今回のお仕事終わったら街の服屋に行くのもいいわね」

「ロルフ君、あたしは別に普通の服でも大丈夫だから――」

「エルサさんの欲しい服くらい、簡単に買えるよう稼がせてもらいますから大丈夫です！」

　着飾ったエルサさんを見てみたいしね。

　そのためには、今回の再調査をしっかりと終わらせ、成功報酬を手に入れたり、再生スキルでお金を稼いだりしていかないと。

　しばらくして、店主の作り終えた一覧表を受け取ると、買い取った荷物を積み込むため紅炎の散策フレアウォーク号を取りに僕たちは荷馬車置き場に戻った。










第四章　成長する再生スキルと僕たち




　買い取った中古品を紅炎の散策フレアウォーク号に積み込み終えると、アグドラファンの郊外で見つけた例のダンジョンの前に来た。

「紅炎の散策フレアウォーク号って、こんな大きな荷馬車なのに、悪路でも車輪がとられないんですね」

「車輪の幅が通常の荷馬車に使う五倍ほど広くしてあるからね。おかげで木じゃ強度が足りないし、鉄じゃ重すぎるとなって、軽量で強度もあって衝撃にも強いミスリル鋼を大量に使うはめになったが」

　ここに来るまで街道を外れた悪路を走ってきたが、巨大な荷馬車を二台連結した紅炎の散策フレアウォーク号は、その悪路をものともせずに一〇頭立てのパワーを生かして走破した。

　宿泊設備も整ってて、移動型の拠点みたいに使えるし、冒険者として色々な場所に行くなら僕もお金を貯めて同じようなのを持ちたいなぁ。

　さすがにいつまでもベルンハルトさんのベッドを占領するわけにもいかないし、ある程度お金が貯まったら小さな荷馬車でも手に入れよう。

「わたしはお金かけすぎっていつも言ってるんだけどね。紅炎の散策フレアウォーク号はベルちゃんの趣味みたいなものだから。ああ、でも内装はわたしの趣味よ。ベルちゃんに任せると、硬い床に寝袋だけ渡されて終わるのは確実。冒険者稼業を長く続けるなら居住空間にはこだわった方がいいわよ」

　ヴァネッサさんは少し呆あきれ気味だけど、彼女も彼女で紅炎の散策フレアウォーク号に愛着があるらしい。

「ロルフ君、お金が貯まったら、絶対に自分たちの荷馬車を買おうね。移動がものすごく楽になるし、街でリズィーが泊まる場所にも困らないと思う」

「たしかにリズィーを泊めてくれる宿は少なそうだしね。絶対に買いましょう」

「では、その第一歩として魔結晶の吸収に取りかかるとしよう。ロルフ君の再生スキルが成長すれば高品質な物を安定的に作り出せるようになる」

「はい！　そうしましょう！」

　ベルンハルトさんが提案したクズ魔結晶の吸収をするため、貨物室から目的の物が詰め込まれたずた袋を持ってきた。

「持ってきました」

　ずた袋を持ってきた僕は、エルサさんの隣に腰を下ろす。

「じゃあ、始めてくれたまえ。何か変化があれば遠慮なく申し出てくれ。何かしらの副作用的なことがあるかもしれないからね。エルサ君も同様にだ」

「はい！　分かりました！」

「わたしは回復系の魔法も少しは使えるから、体調がおかしかったら無理せず言うようにね。未発見のレアすぎるスキルだし、成長もするなら万全にしておいた方がいいわ」

「はい、慎重にやります」

　二人からの忠告を真剣に受け止め、部屋に持ち込んだクズ魔結晶の吸収をしていくことにした。

　クズの魔結晶をエルサさんに破壊してもらい、次々に経験値を上げていく。








　＞【再生】スキルがＬＶアップしました。

　＞ＬＶ９→10

　＞解放：☆の成功率１％上昇

　＞解放：数量指定Ⅰが解放されました。




　スキルステータス

　パッシブスキル：☆成功率９％上昇

　アクティブスキル：☆素材合成　数量指定Ⅰ






　ＬＶアップで、数量指定というスキルが解放されたみたいだ。

　解放された瞬間、エルサさんが破壊した魔結晶の上に数字が浮かび上がった。

　何の数字かな？　今は『１』だけど、こっちが数字を意識すれば変わるんだろうか？

　破壊された魔結晶の上に浮かんだ数字を見ながら、『20』を意識すると数字が切り替わった。

　変わった!?　でも何の意味が？

　数字が変わったあと、選択を意識すると、勝手にクズ魔結晶が二〇個分、袋から飛び出しエルサさんの手に触れ破壊された状態になった。

「ちょ！　なんで勝手に破壊されたの!?」

　急に袋から魔結晶が飛び出し、破壊されて宙に浮いたことにエルサさんたちが驚く。

「ロルフ君、何か変化があったようだね？」

「た、たぶん。僕の再生スキルが成長した影響で、エルサさんの破壊スキルの力も拡張されたようでして……。今さっき、『数量指定Ⅰ』という能力が解放され、破壊対象物を任意の数で一度に破壊できるようになったみたいです」

　破壊されて宙に浮いていた魔結晶に触れ、吸収を選択すると、二〇個分がすべて吸収される。

「しかも、吸収は指定した数が一気にできる感じですね」

「それって、たくさんある魔結晶を指定した分破壊して、吸収できるってことかしら？」

「たぶん、そうみたいです。それ以外にもたくさん素材化したい物を一気に素材にできるかと思います」

「木材とか土とか草とかいっぱい使いそうなやつかね？」

「ですね。ただ、どれくらいの範囲で有効なのかは不明ですけど」

　ベルンハルトさんもヴァネッサさんも新たに解放された力に興味津々な様子だった。

　もちろん、自分の破壊スキルの力が拡張されたエルサさんも同じく興味を持っている。

「それはあとで試してみたらいいかも。ある程度の範囲を一気に破壊できるなら穴とかも簡単に掘れそうだし、木の伐ばっ採さいも簡単にできそう」

　そういった作業の効率化ができるスキルなのかもしれないな。

　一個ずつスキルを発動させるのが面倒な時もあるし。

「せっかくなので解放された『数量指定Ⅰ』が一度にどれだけ指定できるのか調べるため、残りのクズ魔結晶を一気に吸収してみますね」

「くれぐれも異変があればやめるように」

「分かっています。エルサさん、魔結晶の破壊をお願いします」

「う、うん。いくよ」

　魔結晶が破壊され、浮かんだ数字に意識を向ける。

　数量がひとつひとつ増えていき、『１７２』が表示されたところで、それ以上数字が増えなくなった。

「ロルフ君、そろそろ時間が来ちゃう」

　破壊した魔結晶の放つ光が弱まり始めたことをエルサさんから告げられる。

「エルサさん、魔結晶が飛んできますのでよろしくお願いします」

　選択を意識すると、指定した数の魔結晶がずた袋から飛び出して彼女の手に触れていく。

　破壊され宙に浮かんだ魔結晶を一気に吸収する。








　＞【再生】スキルがＬＶアップしました。

　＞ＬＶ10→12

　＞解放：☆の成功率２％上昇




　スキルステータス

　パッシブスキル：☆成功率11％上昇

　アクティブスキル：☆素材合成　数量指定Ⅰ






　一気にＬＶが二つ上がった。

　☆成功率が10％以上になったから、☆ひとつの普通品質の再生には失敗をしなくなったということかな。

　またこれもあとで検証しないと。

　でもまずは最大指定できる数が『１７２』って中途半端な数だった意味も解明しよう。

「ロルフ君、身体は大丈夫かね？」

「ええ、僕に異常はありません。エルサさんは？」

「あたしもないですよ」

「それで一度に指定できる最大数はどれくらいだったの？　けっこうな数の魔結晶が袋から出たみたいだったけど」

「えっと、『１７２』です。それ以上の数を意識しても増えませんでした」

　僕の答えた数字を聞いたみんなの顔に戸惑いの表情が浮かんだ。

　やっぱみんなも中途半端な数字だなって思うよね。

「ふむ、もう一度試してみる方がいいかもしれんな」

「ですね。僕もそう思います。エルサさん、もう一度お願いします」

　再度、最大指定数を確認するため、エルサさんに魔結晶を破壊してもらう。

　あれ？　今度は『１』以上増えない！　なんだこれ？　どうなってるんだ？

　どうやっても数字が増えないため、仕方なく破壊された一個を吸収することにした。











　＞一日で吸収できる魔結晶の限度数を超えたため、身体へのダメージが入ります。






　そう神の声が聞こえた瞬間、身体中に痺しびれを伴った痛みが走り回った。

「あぐぐぅうう！」

　あまりの激痛に立っていることができず、床に倒れ込む。

「ロ、ロルフ君!?　どうしたの！」

「何か起きたらしい！　ヴァネッサ、回復魔法を頼む！」

「任せて！　エルサちゃん、ロルフちゃんが暴れないよう押さえてちょうだい」

「は、はい！」

　ヴァネッサさんの回復魔法が詠唱され、効果を発揮すると、幸いにして身体を駆け巡っていた痛みが消えた。

「はぁはぁ、助かりました。痛みで死ぬかと思った」

「急に苦しみだして倒れ込んだが、いったい何が起きたのかね？」

「どうやら魔結晶の吸収には一日当たりの限度数が設定されてたみたいで、さっきのでその限度数を超えたらしく、代償として身体の痛みが発生しました」

「魔結晶の吸収に限度数が……。魔素の塊だし、再生スキルの力で取り込めるとはいえ、たくさん吸収するのは身体に毒ということか」

「みたいです。はぁ、痛かった。ヴァネッサさん、ありがとうございます。エルサさんもありがと」

　回復させてくれたヴァネッサさんと、心配そうに僕の身体を抱きしめていたエルサさんにニコリと笑い、問題がなくなったことをアピールする。

「えっと、そうなるとさっきまでに吸収した数を数えないとね。一日の限度量の把握はしとかないとまた事故が起きる」

「そうだな。しっかりと数を把握しておかねば」

　ヴァネッサさんの指摘で、ずた袋に残ったクズ魔結晶の数をみんなで一緒に数え直す。

「一日に吸収できる魔結晶は三〇〇個が限度ってわけね。最大指定できる数が『１７２』って半端な数だった理由も吸収の制限に引っかかるからだったと見るべきか」

「つまり、魔結晶以外ならもっと数量指定できるって話か」

「わたしの推測だとね。ロルフ君はどう思う？」

「僕もそう思います」

「なら、今日はここまでにしよう。残り二七〇〇個を吸収しきるまでの九日間は、この場所で再生スキルの能力把握と剣や弓の修行時間に当てることにする。そのうえで万全の準備を整えてからダンジョン探索に乗り出そう。実害が出てるわけでもないし、探索を急ぐ必要はない」

「一〇日以上かかっちゃいますけどいいんですか？　赤字になるんじゃ？」

「そんなことよりも、リーダーとしてメンバーの安全第一を優先させてもらう」

　ベルンハルトさんは魔結晶の吸収に限度があることが発覚すると、それまでの予定を切り替え、この場所で長期滞在し、準備を整える時間を取ってくれた。

「じゃあ、日も傾き始めてるみたいだし、夕食の準備にしようかな。エルサちゃんはわたしのお手伝い。ベルちゃんとロルフちゃんはリズィーちゃんのお散歩を兼ねて周辺の偵察。夜中にゴブリンにノックされて起きなくてもいいようにしといてね」

　ベルンハルトさんによって予定が変更されたため、ヴァネッサさんが素早く今からやることの役割を割り振ってくれた。

「ヴァネッサの提案は妥当だ。ロルフ君、リズィー、私らは偵察に出る」

「はい！　リズィー行くよ」

　散歩に出られると知り、喜んで吠えたリズィーを連れ、周辺をくまなく偵察し、魔物の姿がないことを確認して戻ると、ちょうど夕食になり、ヴァネッサさんとエルサさんが作ってくれた料理の美味しさに感動しながら早めの就寝をすることにした。




　翌日になり、軽めの朝食を終えると一日の限度数がリセットされたか確認するため、エルサさんの破壊した魔結晶の吸収をする。

「ふぅ、ちゃんと元通りになったみたいです。数字も出てました」

「日の出とともに元に戻るのかもしれん。では、今日の分を試してみるかね？」

「はい！　そうします。エルサさん頼みます」

「うん、数を間違えないよう気を付けてね」

　エルサさんに注意され、改めて気を引き締めると、破壊された魔結晶の上に出た数字を『２９９』まで増やす。

「発動させます」

　選択すると、残りの魔結晶が一気にエルサさんの手に触れて破壊された。

　そして、宙に浮かんだものを吸収する。








　＞【再生】スキルがＬＶアップしました。

　＞ＬＶ12→15

　＞解放：☆の成功率３％上昇

　＞解放：武器防具成功率10％上昇が解放されました。




　スキルステータス

　パッシブスキル：☆成功率14％上昇　武器防具成功率10％上昇

　アクティブスキル：☆素材合成　数量指定Ⅰ









　解放されたスキルは、たぶん武器防具の再生成功率を上げてくれるやつっぽい。

　☆や品質に関係なく10％上げてくれるのかな。

　これもあとで中古品を再生する時に確認しないと。

「今日は武器防具成功率って能力が解放されました。たぶん、武器と防具の成功率が補正される能力みたいな気がします」

「昨日、ロルフ君が言っていた普通品質の再生に失敗しなくなったのかも併せて確認してみるとしよう。エルサ君、破壊を頼む」

　ベルンハルトさんが貨物室にあった中古の鉄の剣を持ってきてくれた。

　鉄の剣を受け取ったエルサさんが破壊スキルを発動させる。





　再生スキル


ＬＶ：15

経験値：12／１３２

対象物：☆鉄の剣（分解品）






　＞鉄の剣（普通）：１００％

　＞鉄の剣（中品質）：84％＋10％

　＞鉄の剣（高品質）：64％＋10％

　＞鉄の剣（最高品質）：34％＋10％

　＞鉄の剣（伝説品質）：24％＋10％






　やっぱりＬＶが上がったことで普通品質が１００％になってる。

　下に出た＋10％の補正は、解放したスキルのひとつである『武器防具成功率10％上昇』の効果だろう。

　補正まで入れれば、高品質もかなりの高確率で再生可能ということか。

　とはいえ、今は普通品質が失敗しないかの確認をする時。

　改めて普通品質に意識を向け再構成を選択する。








　＞鉄の剣（普通品質）

　攻撃力：＋７

　資産価値：三〇〇〇ガルド









　再構成を終えて、鈍い光を放つ鉄の剣が手に収まった。

「予想した通り、武器の成功率は増えてました。それに☆ひとつの普通品質なら失敗もしないはずです」

「承知した。☆ひとつ判定が出た物なら、失敗せず再生させられるようになったということだな。武具とかは傷むが、ロルフ君の力があれば砥石や修繕いらずになるな」

　改めてベルンハルトさんから言われ、自分の授かった力のすごさを実感する。

「次は昨日できなかった数量指定の効果範囲の確認をしよう」

　買い取った中古品の中にあった鉄の剣一〇本を使い、『数量指定Ⅰ』の効果範囲を調べるため、一本ごとに僕の二歩幅分ずつ離して地面の上に鞘さやごと突き立てる。

　そして、エルサさんの隣に戻った自分の近くには、一本だけ交じっていた中品質の鉄の剣を置いた。

「効果範囲がどれくらいになるかによって、使い勝手に違いが出そうな感じだと思われるな。広ければエルサ君の破壊スキルの持つ力が色んな意味でとても強力になる」

「土や岩、木材とかを数量指定して一気に破壊できたり、再生できたりしますからね。開拓とか土木工事とかが一気に完了する可能性もあります」

「ああ、そういった可能性も見出せる力になるだろう。そのために効果範囲を詳しく知らねばならない。能力は詳しく調べて把握した方がより良く使えるしな」

　ベルンハルトさんの言葉に頷くと、エルサさんの隣に行き、鉄の剣を破壊してもらい『数量指定Ⅰ』を発動させて浮かんだ数字を増やしていく。

　数字は『５』以上増えない。能力の及ぶ範囲内にあるのがそれだけってことか？

『数量指定Ⅰ』が発動すると、能力の影響下に入った中古品の鉄の剣が次々にエルサさんの元に集まってくる。

　五本目までは集まってきたか。

　六本目からは来ないっと。

　それに、同じ鉄の剣でも品質の違う物には反応しない感じだな。

　一番近い場所にあった中品質の鉄の剣は反応してないし。

「集まってきたのは、発動起点であるエルサさんの持つ一本目から数えて、五本目までで、一〇歩幅分くらいの範囲が効果範囲って感じですね。それに破壊したのと異なる品質の品はスキルの影響下には入らないようです」

　自分の感じた感想をベルンハルトさんたちに伝える。

「一〇歩幅分か、まだ『数量指定』には成長の余地があるということかもしれないな」

「ですね。スキル名の下に数字がついてますし、数字が上がると範囲が増すかもしれません。でも、一〇歩幅範囲なら、そう使い勝手が悪いわけでもなさそうです。続いて再生させてみます」

　数量指定でエルサさんの近くに集まり、一気に破壊された鉄の剣に触れ、再生スキルを発動させる。








　再生スキル


ＬＶ：15

経験値：13／１３２

対象物：☆鉄の剣（分解品）






　＞鉄の剣（普通）：１００％

　＞鉄の剣（中品質）：84％＋10％

　＞鉄の剣（高品質）：64％＋10％

　＞鉄の剣（最高品質）：34％＋10％

　＞鉄の剣（伝説品質）：24％＋10％






　複数再構成する場合でも失敗しないか調べるため、普通品質で再構成をする。





　＞鉄の剣（普通品質）×５の再構成にすべて成功しました。

　＞鉄の剣（普通品質）

　攻撃力：＋７

　資産価値：三〇〇〇ガルド






　まとまって浮かんでいた五本の鉄の剣は、それぞれ淡い光に包まれて、再生を終えると地面に落ちた。

「ふむ、複数個の武器の再構成も問題なく完了か。多数の武器を手早く再生させるには『数量指定Ⅰ』は有用な能力のようだ」

　地面に落ちた剣を鞘から抜いて確かめていたベルンハルトさんの言葉に僕も頷く。

「さて、今日のロルフちゃんとエルサちゃんのスキルの把握実験は終わり。これからは楽しい修行のお時間よ。今日のお相手はわたしがさっきコソッと作ったクレイゴーレムちゃんねー。ゴーレムとはいえ油断すると痛いから緊張感を持って修行してね。ロルフ君はちゃんと普通品質の鉄の剣で戦うように。ズルしちゃダメよ」

『数量指定』の範囲確定実験を終えて油断していたら、地面から人の形をした土人形が立ち上がってきた。

「全くヴァネッサは修行となると目の色が変わるな。私もどれだけしごかれてきたことか。ロルフ君、エルサ君。ヴァネッサは今の君たちの実力で全力を出せばギリギリ倒せるくらいのゴーレムを作ってくれている。魔物との戦闘経験の少ない君たちにはいい訓練になるはずだ。怪我をしたらヴァネッサが責任を持って癒してくれるから、安心したまえ。では、二人の健闘を祈る」

「「え？　ええ!?」」

「ほら、ぼーっとしてるとゴーレムに殴られるわよー」

　唐突にヴァネッサさんによって始められた戦闘訓練に驚いている暇もなく、風切り音を伴ってエルサさんに迫るゴーレムの腕の前に盾を構えて飛び込んだ。

　重い打撃が盾と革の部分鎧を抜け身体に届く。

「ケホッ！　これは本当に油断できないですよ。僕が盾で受け止めているうちに、そこから移動してください！」

「う、うん！　分かった！　それと援護するね！」

「頼みます！」

　立ち上がったエルサさんは、近くに置いていた弓を手に取るとすぐに矢を番え、ゴーレムの頭部に矢を打ち込んでいく。

　その間に、僕はヴァネッサさんに言われた通り、地面に落ちていた普通品質の剣を引き抜き、ゴーレムに挑みかかっていった。

　それから、僕たちは昼食もとらずゴーレムと戦い続け、ようやく倒し切った時には日が暮れかけていた。

　たしかに倒せない相手ではなかったけれど、ギリギリの戦いを経験させられ、僕もエルサさんも疲労困こん憊ぱいで夕食の席に着き、食事を食べ終えた時には疲労が限界に達して寝落ちしていた。




　二日目。

　朝一番で三〇〇個の魔結晶を吸収し、再生スキルはＬＶ15→17まで上昇。

　その後、二人ともめちゃくちゃ重たい中古の装備を着込んで、基礎体力訓練で無事撃沈。

　三日目。

　同じように朝一番に魔結晶を吸収し、再生スキルはＬＶ17→19まで上昇。

　エルサさんは狙撃の練習。僕はベルンハルトさんの指導を受けながら日が暮れるまで素振りをした。

　四日目。

　魔結晶吸収で再生スキルがＬＶ19→20に上昇。

　新たなパッシブスキルとして『道具成功率10％上昇』と『☆☆成功率１％上昇』が解放され、武具以外の品物の成功率が上昇したのと、☆☆の再生成功率が上昇したのを確認。

　その後、初日と同じくエルサさんと合同でヴァネッサさんのクレイゴーレムと戦闘訓練。

　初回は日暮れまでかかったが、二回目は日が傾く頃には倒せた。

　五日目。

　再生スキルＬＶ20→21に上昇。

　さすがにＬＶが上がってきて、成長もしにくくなってきた。

　ベルンハルトさんたちによる修行も厳しさを増してくる。

　実際の戦闘での連携を試すため、僕たち二人にベルンハルトさんを交えて、ヴァネッサさんの作り出したクレイゴーレムと戦闘したが、技術が違いすぎてただただ足手まといになるだけだった。

　六日目。

　再生スキルＬＶ21→23に上昇。

　クズ魔結晶も二〇〇〇個以上消費し、再生スキルのＬＶもかなり上がってきた。

　中古品の再生＆高品質化はすべてを吸収してからと話し合っているため、その時が楽しみでしょうがない。

　クレイゴーレムの数が増え、対多数の戦闘訓練を実施。

　敵の攻撃を自分に集める盾役としての動きをみっちりと叩き込まれた。

　何日も続く厳しい訓練で身体は悲鳴をあげているけど、経験を積んだ一流冒険者の人の助言は納得することが多く、できるだけ実践するよう心がけていくことにしている。

　七日目。

　再生スキルは上昇せず。

　これまでずっと観戦してるだけだったヴァネッサさんも交じり、一〇体のクレイゴーレムとの乱戦を行う。

　盾役として敵の攻撃を集める動きを模索し続けているけど、魔法を使うヴァネッサさんの加入により連携の重要度が増し、立ち位置を間違えると魔法の射しゃ線せんを遮ったり、誤射されたりすることを、身をもって経験した。威力の弱い火属性の魔法だったので、鎧が焦げた程度だけで済んだ。

　けど、この経験で僕は背中にも目が必要だと感じた。

　八日目

　再生スキルＬＶ23→24に上昇。

　引き続き、ヴァネッサさん、ベルンハルトさんを交え、四人での連携を模索してクレイゴーレムたちと戦う。

　やはり、僕とエルサさんの戦闘経験のなさで、白金等級の二人の足を引っ張る結果となる。

　ベルンハルトさんたちは、一朝一夕にできることじゃないと慰めてくれるけど、僕もエルサさんも少しでも二人の実力に近づけるようになりたい。

　そして、最終日の九日目。

　朝一番で最後の魔結晶を吸収。








　＞【再生】スキルがＬＶアップしました。

　＞ＬＶ24→25

　＞解放：☆の成功率１％上昇

　＞解放：☆☆成功率１％上昇

　＞解放：装備合成Ⅰが解放されました。




　スキルステータス

　パッシブスキル：☆成功率24％上昇　☆☆成功率４％上昇　武器防具成功率10％上昇　道具成功率10％上昇

　アクティブスキル：☆素材合成　数量指定Ⅰ　装備合成Ⅰ









　再生スキルのＬＶが25に到達したことで、また別のスキルが解放された。

　装備合成Ⅰとか出たけど、素材合成とは違うのかな？

　武器防具関係の新しい合成かもしれない。

　品質とは別に強化とかできるかな？

「また再生スキルのＬＶが上がって『装備合成Ⅰ』というのが解放されました」

「ふむ、今日は成長した再生スキルを使い、装備を高品質化する予定だったので、ついでに試してみるとするか」

「じゃあ、早速みんなで中古品がある貨物室に行きましょう」

　エルサさんが張り切って、貨物室に繋がるドアに向かうと、リズィーも一緒に駆けていく。

「魔結晶吸収期間も終わったし、今日はロルフちゃんの再生スキルのどんなとんでもない能力が見られるかしらね。楽しみ、楽しみ」

「もう、十分に驚くべき能力だと思われるがね。私もどんなことが起きても驚かない自信がついた気がする」

　みんなして、再生スキルの力がとんでもないものだとの認識をしているため、今日新たに解放された能力にも動じた様子は見せていなかった。

　貨物室に移動し、先ほど新たに解放された『装備合成Ⅰ』を試すため、数の多い鉄の剣を棚から取り出す。

「装備合成は武器や防具を合成できるスキルだろうか？　ロルフ君に見せてもらった素材合成は生産過程を飛ばせる物だったが、それとはまた別のスキルということだろうな」

「たぶん、そういった能力だと思うんですが――」

「色々考えるよりも試してみればいいじゃないの。エルサちゃんが破壊すれば、ロルフちゃんのスキルが使えるようになるんでしょ？　中古の鉄の剣くらいなら安いもんだし。ほら、エルサちゃん、やっちゃって」

「え？　あ、はい」

　ヴァネッサさんに促されたエルサさんが、僕から受け取った中古の鉄の剣を破壊する。

　一本だと装備合成のスキルが反応しないなぁ。

　素材合成と同じように破壊された物が二つ以上で反応するのか。

「エルサさん、もう一本鉄の剣を破壊してもらえます？」

「うん、これでいい？」

　エルサさんがもう一本の鉄の剣を破壊すると、装備合成が使えるようになった。

　破壊された鉄の剣は淡い光を帯び、バラバラになって浮かんでいる。





　＞右手：鉄の剣（普通品質）　左手：鉄の剣（普通品質）

　＞装備合成可能品がセットされました。

　＞装備合成をしますか？






　承諾を意識すると、再生スキルが発動した。





　再生スキル


ＬＶ：25

経験値：１３３／５０４

対象物：☆鉄の剣（分解品）






　＞鉄の剣＋１（普通品質）：１００％






　発動したけど、いつもと違って普通品質以外が選べなくなってる。

　それと武器の下に＋１が追加されてるな。

　選択肢がないため、普通品質での再生を選ぶと、二つの鉄の剣は強い光を発した。








　＞鉄の剣＋１（普通品質）の再構成に成功しました。

　＞鉄の剣＋１（普通品質）

　攻撃力：＋10

　資産価値：五〇〇〇ガルド






　バラバラになって浮かんでいた二本の鉄の剣は、光が収まると一本の剣に変化していた。

　一本の剣になったけど、性能的に少し強くなって価値が上がった感じか。

　普通品質しか選べなかったのは、エルサさんが破壊した鉄の剣が二本とも普通品質だったからということだろう。

「どうやら、装備合成は同じ品質の装備を強化できる能力みたいです。性能と価値が上昇する感じですね。品質向上とは別の強化になってる感じです」

「装備品を強化できるスキルだと!?　つまり伝説品質の同じ物が二つあればさらに強化できるということかね!?」

　解放された装備合成スキルの効果を聞いたベルンハルトさんが、驚いた顔をしてこちらを見ている。

　装備品の性能は、鍛か冶じ師しの腕とスキルの影響で決まるって神官様たちは言ってたな。

　でも、この装備合成は品質とは別の力で装備品を強化していくみたいだし、そりゃあ驚くよね。

　どこまで強化できるかは未知数だけど、再生スキルを成長させていけば、最強の武器防具を作ることができそうな気もする。

「たぶん、そんなスキルだと思います。今は切れ味鋭い伝説品質の鋼鉄の剣ですけど、装備合成で強化していったらとんでもない武器になる気がします。ただ、成功率表示がされているんで、失敗したら二本とも消えそうですが」

　ベルンハルトさんは強化された鉄の剣を受け取ると、自身が眼帯をしている方の目に授かったというスキルを発動させる。

　ベルンハルトさんの授かった『見極め』スキルは、物の価値の査定と、自身を攻撃してくる相手の動きを予測できる複合系のレアスキルだと教えてもらった。

　ベルンハルトさんはこのスキルのおかげで、商人としても成功し、冒険者としても成功したそうだ。

「装備名に＋１の表記など初めて見た。この装備合成で作り出した装備は市場に出さない方がいい。鑑定スキルを持つ者たちがきっといぶかしむだろうしな。自分たちの装備を強化するため使うのに限った方が無難だと思われる」

「ですね。エルサさんの装備や僕の装備、ベルンハルトさんたちの物に限っておくことにします。自分たちの命を守る装備には、惜しみなくお金を投じるつもりではいますので。それと合成すると性能は強化されますけど、資産価値的には二本分にはならないみたいですしね」

　二本で六〇〇〇ガルドになる鉄の剣が、強化すると一本になって五〇〇〇ガルドの価値になってしまうのは痛い。

　ベルンハルトさんの忠告もあるし、売り物は品質向上のみにして、自分たちの装備分だけ強化していった方が利益も出せるはずだ。

「数量指定も品質向上もあるうえ、装備品の強化まで使えるなんて、ロルフちゃんの再生スキルはやたらと万能すぎるスキルになってるわね……」

「でも、エルサさんがいないと使えないスキルですから」

「そこが運命的なところよね。つまり、ロルフちゃんがエルサちゃんに逃げられたら使えなくなるスキルなわけだし」

　再生スキルの力に感心していたヴァネッサさんが、エルサさんと僕の顔を交互に見て笑う。

　ヴァネッサさん、それって笑いごとじゃないです。

　スキルの力を使えなくなるのはしょうがないからガマンできるけど、エルサさんに嫌われるとか考えるだけで心臓が痛くなるんですが!?

「ヴァネッサさん、あたしがロルフ君の元から逃げるなんてことはないですから大丈夫です」

「もう、そんなことは分かってるわよ。エルサちゃんがロルフちゃんにぞっこんなのは知ってるんだし。ただね、依頼中にはぐれたり、一時的に二人が離れたりすることは、今後起きることもあるだろうから、その時はロルフちゃんの再生スキルは使えなくなるって理解しておいた方がいいかなって思ったの」

　なるほど、僕とエルサさんが別行動するって状況も出てくる可能性はあるということか。

　嫌われた時のこととか考えて損した気がする。

「ロルフちゃんも、安心しなさいって。エルサちゃんは他の男に浮気するような子じゃないだろうしね」

「そ、そういうものですか？」

「ええ、そういうものよ」

　ホッと安堵しているこちらの内心を見抜いたのか、ヴァネッサさんがニヤニヤと笑っていた。

「んんっ！　ヴァネッサ、あまりロルフ君たちをからかってやるんじゃない。それにしても、驚くまいと思ったが、ロルフ君の授かった再生スキルはこちらの予想を超えてくるな。気を取り直して次は装備の高品質化に取りかかろう」

　空気を読んで咳せきばらいをしたベルンハルトさんによって場が静まる。

「はい！　じゃあ、鉄の剣から」





　再生スキル


ＬＶ：25

経験値：１３４／５０４

対象物：☆鉄の剣（分解品）






　＞鉄の剣（普通）：１００％

　＞鉄の剣（中品質）：94％＋10％

　＞鉄の剣（高品質）：74％＋10％

　＞鉄の剣（最高品質）：44％＋10％

　＞鉄の剣（伝説品質）：34％＋10％






　84％まで上昇した高品質での再生を意識する。





　＞鉄の剣（高品質）×５の再構成にすべて成功しました。

　＞鉄の剣（高品質）

　攻撃力：＋55

　資産価値：五〇万ガルド









　再生を終え、鑑定が終了した鉄の剣は、一本五〇万ガルドの資産価値を持つ高品質の鉄の剣に変化していた。

　これだけで二五〇万ガルドの資産価値か……。

　ベルンハルトさんの人脈を使って販売すれば、僕の借金なんてあっと言う間に返せちゃう。

「これはすごい……。この品質の剣は熟練の鍛冶師が作り出す物だ。それを中古の使い古しの武器から再生して品質まで高められるとは」

　再生された武器を鑑定していたベルンハルトさんも、できあがった鉄の剣の質に驚いた顔をする。

「これは本当に外に漏らしたらマズい力になってきてるわねー。ロルフちゃんとエルサちゃんがいれば、軍隊の装備の質を高められるし、鹵ろ獲かく品も新品にできちゃうし、回復薬も材料だけあれば好きなだけ作れる。お口を固くしないと面倒な人たちに襲われそうね」

「そういうものなんですか？　あたしはただロルフ君と一緒にいたいだけなんだけどなぁ」

　ヴァネッサさんの言葉を聞いたエルサさんが心配そうにこちらを見てきた。

　面倒ごとに巻き込まれてもエルサさんを守り切れる力だけは、早急に手に入れた方がいいかも。

　実力は急には上がらないから、装備をできるだけ高品質の物で固めていくしかない。

　自分たちの持つ力を知られれば、それを何としても欲しがる存在がいるということを改めて真剣に意識した。

「ヴァネッサの言う通りだ。二人の力のことは生涯口外しないことを誓おう。ロルフ君たちもできるだけ力を使う場所は限定するようにしてくれると助かる。それと、ロルフ君のスキルの件は、メンバー全員に対し口外することを固く禁じさせてもらうのでよろしく頼む」

「はいはい、お口はちゃんと締めておきます」

「あたしも外では言いません」

「僕も隠し通します」

「よろしい。では、残りの中古で買い漁った装備品の高品質化と、強化できそうな物は強化に挑んでみるとしよう。ロルフ君たちの装備が強化されれば我々も楽をできるだろうしな」

　ベルンハルトさんの号令の下、武具屋がまとめてくれた納品書に書かれた内容を確認する。

『鎧』が二五着、『盾』が五個、『武器』が五〇個、『その他』が二二個となっている。

「基本的に先ほど外で作った高品質な鉄の剣だけで、利益は十分に出ているから、ここにある物はすべて伝説品質を狙ってみてもいいが。基本的に品質の良い物ほど元の物よりも軽くなるとも言われている」

　ああ、なるほど。鋼鉄の剣も普通品質の剣より、伝説品質の剣が使いやすいのは重さが軽減されている部分もあるかもしれない。

　成功率は補正込みで半分を少しだけ下回るけど、成功したら大きく防御力などが上がりそうだ。

「でしたら、僕は伝説品質になった物で、防御力を重視した装備を選んでいくという形がいいですかね。体格的にあまり重い物は装備できないんで」

　成長期ではあるけど、まだ同じ年の男性の中では細身で身長も低い。

　身体はずっと鍛えてるが筋力に自信はないのだ。

「うむ、伝説品質化に成功した物から選ぶというのがいいだろう。エルサ君のも含めてな」

　エルサさんの装備の中で、新調した鋼鉄の胸当てだけは高品質化だけで済ませたい。

　中古品だとたぶんエルサさんの体型には合わないだろうし。

「方針が決まったようだし、多いやつから破壊していくね」

　エルサさんが貨物室の棚に積まれた中古の武具から品数の多い物を選んで、破壊スキルを発動させていった。

　そして、破壊された物を次々に数量指定し、伝説品質で一気に再生スキルを行使する。

　荷馬車の中は眩しい光に溢れ、次々に再生に成功した物と、失敗して黒い煙になって消えていく物に分かれていった。

　伝説品質として再構成できた物を確認していく。

　・鉄の鎧×２

　・革の鎧×２

　・革の部分鎧×１

　・革の円盾×１

　・鉄の盾×１

　・鉄の剣×３

　・鉄の刀×１

　・鉄の短剣×４

　・鉄の弓×１

　・狩猟弓×２

　・鉄の手斧×１

　・鉄の矢筒×１

　・布のクローク×１

　・革の外套×１

　・鉄の兜×１

　・布鎧×１

　・鉄の靴×１

　すべて☆ひとつの武具だったため、意外と伝説品質の物が残っていた。

　☆は希少性を表しているようで、☆が増えるほど一般的な流通では手に入らない物だと、ベルンハルトさんから教えられた。

　武具であれば☆が増えるほど初期性能が高くなり、それ以外の物も価値や効果が高くなるそうだ。

　再生が成功し再構築された武具を手に取ったベルンハルトさんが『見極め』で鑑定していく。

「こうも簡単に伝説品質の武具が手に入るとはな。技能系スキルの最上級レアスキルである『技能神の恩おん寵ちょう』を持つ経験豊富な鍛冶師や鎧師が、万全の体調で作って何百個にひとつできるかどうかの品なのだが」

「だから、基本的に伝説品質は資産価値が高いんですね。これって大量に流通すると、値段が下がるんでしょうか？」

「鑑定スキルの表示する資産価値は下がらないが、伝説品質が大量に出回れば市場価値は暴落するはずだ。欲しい人がいてこそ、市場で売買ができるのであって、欲しい人がいなくなれば値段が付かず落ちていくしかない。売り時と売る数を間違えると大きく損をしかねないということだ」

「なるほど。一時的な利益を確保するため、やたらと高品質の物を大量に市場に流すのは、自分たちの首を絞めかねないということですか」

「まぁ、そういうことだな。といっても、武具は常に求める者が多い品物であるし、そう簡単には値段が暴落するということはないがね。特に今回の物は伝説品質としては手を出しやすい価格だろうし、市場に出せば買い手が殺到するかもしれない。同じ価格帯になる希少金属を使った普通品質の武具よりも性能的に優れてるというのが利点となる。見た目は派手だが品質が低く威力の弱い希少金属製を好む者もいるがね」

「希少性の低い物でできた伝説品質は、性能重視の人が求めると。冒険者は見た目よりも実用を重んじる人が多いですからね。値段が同じなら性能の高い方を選ぶ人が多いのも納得です」

「話が逸れてしまったが、伝説品質の物でまずはロルフ君の装備を選ぶとしよう。合成強化に関しては装備が決まったあとに考えることにしておこうか」

「はい、そうしましょう」

　伝説品質として再構成された武具から、自分に必要な装備を重さも考えながら着込んでいく。

　選んだのは、布鎧、鉄の鎧、鉄の盾、鉄の兜かぶと、革の外がい套とう、鉄の靴の六つの防具と予備の武器として鉄の短剣。

「ロルフ君、その格好で重くない？」

　鉄の装備を着込んだ僕の様子を心配そうな目でエルサさんが見てくる。

　筋力に自信はなかったが、伝説品質の装備は驚くほど軽くなっていて、先ほどまで着けていた革の部分鎧と変わらないくらいの重さしかなかった。

「大丈夫です。かなり装備が軽くなってるみたいです。きっと普通品質のなら、立ってることもできなかっただろうけど、これなら普通に動き回れます。ほら、飛んだり跳ねたりもできますし」

　貨物用の荷馬車の中で全部の装備を着込んだまま、素早く身体を動かしてみた。

「うむ、見た目はようやく装備が揃った駆け出し冒険者っぽいが、防御力、攻撃力ともにベテランの上級冒険者が着ている物に近いレベルになっている。ロルフ君の防御力なら相当に強力な魔物でもない限り傷もつけられないのではないだろうか」

「でも、装備を過信する気はないです。油断すれば、簡単に命を失うのが冒険者生活の鉄則ですし」

「良い心がけだ。その気持ちを常に持っていれば、簡単に死ぬことはないだろう。さて、次はエルサ君のを選ぶとするか」

　今度は、エルサさんの装備を選んでいく。

　弓を使うため、動きを阻害しない装備を選んでいく必要があった。

　選んだ装備は胸当てと共用できる、革の部分鎧、布のクローク、鉄の矢筒の三つの防具と、鉄の弓に加え、近接と投とう擲てきできる武器として鉄の手斧を選んで着込んでもらうことにした。

「どうです。弓は引けますか？」

「うん、問題ない。本当に防具も軽いわ。鉄の弓の弦も軽く引ける。これなら動き回っても疲れないだろうし、強い矢を放てそう」

　装備を着込んだエルサさんが弓を引いたりして、鎧の干渉がないかを確認する。

「どうやらエルサ君も問題はなさそうだ。戦闘になれば、訓練してきたようにヴァネッサとともに後ろから援護してもらうつもりだが、案外私とロルフ君の出番はなくなるかもしれんな。ヴァネッサも攻撃力過多な魔術師であるし、エルサ君も弓の腕は確かだからな」

　昨日までの訓練でエルサさんの弓の腕を実際に見ているため、装備が強化されたことでベルンハルトさんの言葉がすぐに現実化するのではと思った。

「そうしてもらえると、僕たちは楽できそうです」

「数で押し寄せる雑魚を狩るのは任せてもらってもいいかも。早はや射うちもわりと得意だから。矢筒もけっこうな矢の数を収納できる物になったしね」

　たしかに、エルサさんなら押し寄せる魔物の眉み間けんを正確に射抜けるはずだ。

「さて、あとは合成強化できそうな物だが……」

「最低でも三つ以上ある物にしておいた方がいいかなと」

「そうだな。鉄の剣、鉄の短剣くらいにしておこう。せっかくの伝説品質の装備を失敗してなくすのは忍びない」

　エルサさんに強化する伝説品質の鉄の剣と鉄の短剣を二つずつ破壊してもらい、装備合成スキルを発動させる。

　鉄の短剣は成功して、鉄の短剣＋１となったが、鉄の剣は外れを引いたようで黒い煙となって消えていった。

「鉄の剣は失敗したようだ。だが、予備はあるんで問題はないだろう。強化された鉄の短剣を鑑定させてもらえるかな」

　再構成されて現れた鉄の短剣＋１（伝説品質）をベルンハルトさんに渡す。

「性能的には元になった物の半分が加算されるようですね。さらに切れ味鋭くなったかもしれません」

「ああ、そのようだ。鉄の短剣で、この性能は見たことがない。＋１でこれだとすると、上限まで成長させたら本当に伝説と言われる類の武器になってしまうかもしれんな」

　鑑定を終えたベルンハルトさんが、強化された鉄の短剣を返してくれた。

　どこまで成長させられるかは分からないけど、できるだけ性能を高めていきたい。

　装備を過信はしないけど、性能向上は生存率を高めるし、求めても損はないはず。

「さて、これで探索に行けるわね。でも、その前にお腹を空かしたリズィーちゃんがウロウロしてるから、そろそろお昼にしようかしらね」

　キッチンに通じるドアの前をウロウロしていたリズィーをヴァネッサさんが抱え上げると、昼食の時刻が近いことを告げた。

「エルサさん、ベルンハルトさん、ご飯にしますか？」

「ああ、そうしよう。リズィーが待ちきれなそうだしな。午後はダンジョンの探索に入る予定をしておいてくれ」

「分かりました」

「ヴァネッサさん、すぐにあたしも昼食作りを手伝いますから」

　それから昼食をみんなで一緒に食べると、午後は予定通り本来の目的であるダンジョンの調査をするべく、準備を整えて紅炎の散策フレアウォーク号の施錠をしたベルンハルトさんたちを連れ、地面を抉った時にダンジョンへ繋がった場所へ行くことにした。










第五章　謎のダンジョンとその守護者




　ダンジョンに入る前、全員がランタンに明かりを灯し、例の水没している場所がある部屋まで移動した。

「ほぅ、ここが水没してる部屋か。エルサ君の破壊スキルがなければ見つからなかった部屋ということだが。たしかにここへ到達する道は、あの水没している場所から行くしかなさそうだ」

　ここに来るまでの通路をベルンハルトさんとヴァネッサさんがくまなく再調査してくれて、特に隠し扉や隠し部屋がないことは判明していた。

「水没区画を進むため、命綱はあった方がいいだろう。進んだ先が行き止まりならいいが、迷路みたいになっていたら戻るに戻れず、水中呼吸の魔法が切れて水死なんてことになりかねない」

　ベルンハルトさんの話を聞き、持ち込んだ背嚢の中から色鮮やかな綱を取り出す。

「あの祭壇に括くくりつけておいた方がいいですかね？」

「そうだな。地面にしっかりと固定されているようだし、縄を括りつけられそうだ。途中ではぐれないよう命綱に金具を繋げるように」

　自分の腰のベルトから伸ばした金具を命綱に繋いでいく。

「これを付けておけば、行き止まりだった場合、最後尾の人が綱を引けば戻っていける。その最後尾はロルフ君に頼むとしよう」

「分かりました。前で何か起きた時はすぐに言ってください」

「ああ、そうする。だが、何か起きない方がいいがね。ヴァネッサ、みんなに水中呼吸の魔法を頼む」

「はいはい、すぐにやるわよ。リズィーちゃんはわたしと一緒に行くからおいで」

　ヴァネッサさんが杖を手に魔法を詠唱すると、みんなの身体が泡みたいな薄い膜に包まれた。

　膜に包まれた僕たちは、ゆっくりと水没した水面の奥に潜っていく。

　水没区画を進んでいくと、ランタンの光が細く狭い通路を照らし出した。

　先頭を進むのがベルンハルトさん、続いてヴァネッサさんとリズィー、エルサさんと続き、最後尾が僕という順番だ。

　先頭で命綱を身体に掛けて泳いでいたベルンハルトさんが急に止まる。

「命綱の長さが足りないから、新しい縄を継ぎ足す。少し止まっててくれ」

　水の中の移動も、水中呼吸の膜のおかげで呼吸は苦しくなく、声もそのまま聞こえた。

　しばらくすると命綱を継ぎ足し終えたようで、ベルンハルトさんが狭い通路の中に入っていくと、あとの人も続いて通路に侵入した。

　通路は人が一人通れるくらいの幅しかなく、天井まですべて水没しており、途中で左に曲がっただけであとは直線が続いた。

　進んでいくとやがて階段に突き当たり、階段を上ると水面から出た。

　階段を上りきった先には、先への侵入を阻むように大きな鉄の扉が閉じられている。

「扉か。鍵は閉まってなさそうだが」

　命綱を身体から外したベルンハルトさんが、扉の周りを慎重に調べ回る。

　慎重に調べるのには理由があって、ダンジョンが生み出されると、扉の前によく罠が仕掛けられていることがあるからだ。

　だから、扉があると入念に周囲を調べ、罠があれば解除をしておくようにと、冒険者だった両親から何度も言われた。

　ベルンハルトさんが確認作業をしている間、外した命綱が流れていかないよう、近くの突起に縛り付けようとしたら、張っているはずの命綱が緩んでいるような感触がした。

　まさかと思い、命綱を急いで引っ張ると、引っかかりもなく綱が動いた。

「ベルンハルトさん、ヴァネッサさん！　命綱が外れてます！」

　引っ張り続けても一向に張る気配がなく命綱はどんどんと巻き取れ、ついに先が見えてきた。

「なんだって、あれだけしっかりと結んだ綱が緩むわけが」

　見えてきた綱の先を見て、ヴァネッサさんの表情が厳しくなる。

「ありがたいことに、誰かが切ってくれたようね」

「探索用の命綱だとひと目で分かる派手な綱を切るなんて、普通は駆け出し冒険者でもしないだろ」

　巻き取った綱の先は、鋭利な物で断ち切られていた。

「いるでしょ、馬鹿が。金髪の馬鹿がね」

　ヴァネッサさんのひと言で、大事な綱を断ち切った人物の顔が浮かんだ。

「「フィガロ」」

「ロルフちゃんもエルサちゃんも正解。こんなド素人でもしないことをわざわざやってくれるのは、こっちにめちゃくちゃ悪意のある連中くらいよ」

「幸い、水没区画内はそう複雑な通路じゃなかったからいいようなものの。私らの探索中にこのようなことをされるとはな」

　ベルンハルトさんは、いつもの声音のままだが顔から静かな怒りを感じる。

「まぁ、相手にするとまた面倒だから放っておいて探索を続けましょう。金髪坊やはダンジョン探索したことないって聞いてるし、水没区画を抜けてくる勇気は持ってないでしょ」

「うむ、あとで証拠を集めて冒険者ギルドには報告させてもらう。今は探索の方が優先だな」

　ヴァネッサさんの言葉で落ち着きを取り戻したベルンハルトさんは、再び鉄の扉の周辺を調べた。

「仕掛けはないようだ。開けるので、各自魔物に奇襲されてもいいよう戦闘準備を」

　僕はベルンハルトさんの隣で盾と剣を構える。

　ベルンハルトさんが鉄の扉を押すと軋きしんだ音を立てて開いていく。

　扉の向こうには広い空間を有する部屋があり、壁には他の部屋に繋がっているかのような扉がいくつか見え、中央にある台座には、獅子の頭と身体を持ち、肩から山羊の頭を生やし、背中に巨大な蝙蝠こうもりの羽をつけ、尻尾が大蛇になった生物の彫像があった。

　奇怪な生物の彫像を見た瞬間、エルサさんの足元にいたリズィーが唸り声をあげる。

「リズィーどうしたの？」

　リズィーが敵意を持つ者以外に唸り声をあげるのは珍しい。

　あまりにも奇怪な生物の彫像だから、怯えてるのかな？

「ダンジョンには彫像が急に動き出す罠が仕掛けられていることもある。リズィーはそれに反応しているんじゃないかね？」

　リズィーは違うと言いたげに首を横に振っている。

「違うみたいです」

「動く彫像ならダンジョンから魔力が繋がってるはずだけど、その彫像は繋がってないみたいね。ただの彫像よ。リズィーちゃんはその生物が嫌いなのかしらねぇ」

　ヴァネッサさんは魔力の有無を調べるため、魔法を行使していた杖を降ろすと、唸り声をあげているリズィーを抱え上げた。

　抱え上げられたリズィーはいやいやをして、ヴァネッサさんの手から抜け出すと、この部屋を早く立ち去りたいのか、反対側に見える鉄の扉へ駆け出した。

「ちょっと、リズィーちゃん。待って」

　ヴァネッサさんは、駆け出したリズィーを追いかけていく。

「ヴァネッサ、待ちたまえ。ロルフ君、エルサ君、この部屋の探索は後回しにしよう。今はあの二人を追うのが先決だ。あっちはまだ罠の調査ができてない」

「ですね！　リズィー、ヴァネッサさん、戻ってください！」

　反対側の扉は開け放たれており、幸いにして罠が仕掛けられた形跡もなく、リズィーとヴァネッサさんは無事に通過していく。

　ホッと安堵する暇もなく、僕たちは二人のあとを追った。

　しばらく走り、二人に追いつくと、リズィーは鼻を鳴らして分かれ道の前で止まった。

「リズィーどうした？」

　止まったリズィーを抱き上げ、左右に分かれた通路の奥をそれぞれ覗き込む。

　右側の通路は石造りのしっかりとした通路だが、水に浸かっており、膝の部分までの深さがあった。

　左側は上に向かって緩やかな傾斜をしており、通路がしっかりと見えている。

「右側の道は水が入ってるな。なんらかの理由で水かさが増した時、より低い位置にあった奥の水没区画の方へ水が流れ込んだって感じか」

「たどってきた地形を考えると、そういった水の流れになるだろう。足元が見えなくなる分、罠にはよりいっそう気を付けないと」

「まぁ、水上歩行の魔法をかけておけば問題ないでしょ」

　ヴァネッサさんの詠唱が終わると、足元が淡い光に包まれる。

「リズィーちゃんもこれなら濡れないし、水があれば下に落ちないから大丈夫よ。ロルフちゃん、下ろしてあげて」

　ヴァネッサさんに促され、抱き抱えていたリズィーを地面に下ろすと、嬉しそうな鳴き声をあげて、そのまま分かれた通路の右側に向かって水面の上を駆け出していった。

「リズィー、待って」

　またも駆け出したリズィーのあとを追い、右側の通路を進んでいく。

　しばらく一本道の通路が続いたかと思うと、通路の壁が天然の岩盤に変化した。

「光が……」

　エルサさんが指差した先から、外の明かりが見えた。

　ここが正規の入口だった場所かな？　どこに繋がっているんだろうか？

　水があるってことは、川か池の近く？

　光の差す方へ歩いていくと、壊れた扉の先に水によって浸食された洞窟のような場所に出た。

　洞窟に出ると、視界の先には多くの水をたたえた水面が見えた。

「湖、湖か!?　郊外の森の奥って位置からすると、ここはヴァン湖ってことか」

「ヴァン湖とは？」

「ええ、アグドラファンの街へ飲み水を引いてる水源の湖です。僕たちが入ってきた出入口の森を抜けた先にあるけっこう大きめの湖ですよ。こんな場所に入口があったとは」

「ロルフ君、ここに何か刻まれてるけど、あたしじゃ読めない」

　エルサさんが見つけた石碑には、見たことのない文字が刻まれていた。

「それは神語で書かれてるわね。ドワイリス様と関係がある人のお墓ってことかしら。ベルちゃんなら読めるでしょ？」

「どれ見せたまえ。神語はそう得意というわけでもないが……『わが……盟友……であり、共に世界を創りし者、ここに葬らん』と書かれているな。あとの文字は擦り切れてて読めないが」

「ドワイリス様の眷属だった人のお墓でしょうか？」

「いや、私が見てきたドワイリス様の眷属の墓に、『盟友』の文字は使われてなかった。唯一『盟友』の文字を書いた碑文が残されたのは、大いなる獣を討ち取った地に残された戦勝碑文だけのはず」

「となると、ここに葬られたのはドワイリス様と同格に近い人ということですか？」

「分からない。ただ、ドワイリス様が『盟友』と碑文に刻むくらいに親しい人物であったことには間違いない。名前までは分からないようだが」

「それにしても、こんな場所にひっそりと埋葬されたとなると、誰も訪れる人なんていなかったでしょうね」

　墓所が作られた場所は、舟がなければ来られない場所にあり、その入口もかなり狭い崖の亀裂の奥に作られている。

　ヴァネッサさんが言った通り、こんな場所に埋葬されていたら、訪れる者はほとんどいなかっただろうと思われた。

「まぁ、本来の入口が発見されたことは喜ばしいことだ。あとは、中の探索と魔物の生態調査を終えれば、依頼達成となる」

　地図を書き込み終えたベルンハルトさんに促され、先ほどの分かれ道のところまで戻ると、今度は反対側に進んでいく。

　緩やかな上り坂を進んだ先は左に曲がっており、そのまま進むと奇怪な生物の彫像があった部屋と同じ金属製の扉があったが、すでに開け放たれていた。

「『扉を開けるには、赤き石を手に入れろ』と書かれているな」

「きっと水没区画の祭壇にあった石のことかと。あの時、警報と同時に地面が振動してたんで、この扉が開いたんじゃないでしょうか」

「たぶん、ロルフ君の言う通りかも」

　その開け放たれた扉の先には、もう一枚金属の扉があり、そこにはリズィーが出てきた少女像と同じ図柄の絵が装飾されている。

「ロルフ君、あの扉の女の子って、例の像の人だよね？」

　奥の扉を見たエルサさんも、自分と同じようなことを思ったようだ。

「たぶん、あの人がこの墓所に葬られたドワイリス様に近しい人ってことだと思う」

　慎重に罠を探っていたベルンハルトさんが、閉じられた扉に手をかけて開けると、見覚えのある場所に出た。

「ここは、少女の像があった場所ですね」

「正規のルートで来るとなると、ヴァン湖の入口から最初の分岐を左に曲がって、奇怪な生物の彫像がある部屋を抜け、水没区画を抜けた先にある赤い石が置かれた祭壇から石を手に入れ、分岐まで戻り、入口とは逆の方へ真っすぐ進み、突き当りを左に曲がって直進となるか」

　喋っていると、来た道の方で何かが動く音がした。

「ベルンハルトさん、何か動く音がしました」

「たぶん、さっきの扉が閉まったのだと思う。仕掛けは見つけていたが、応急の処置では止められなかったようだ。本来なら水没区画の奥にあった祭壇まで行って、赤い石を手に入れてなければ、入れない場所だからな」

「手順を踏まないと入れない墓所だったというわけね。でも、エルサちゃんとロルフちゃんの力の前には、その仕掛けも用をなさなかったというわけか」

「ロルフ君たちがダンジョンと繋げてしまった穴は、脱出用の裏口かもしれないが、長年の風雨で倒壊して埋もれてしまったものかと推測できる」

　ベルンハルトさんたちは、扉が閉まる音を聞いても動じずに淡々と仕掛けについての考察を続けている。

　出口が確保されていることを知っているとはいえ、罠が作動してるのを見ても動じないのはさすが経験が違いすぎる人たちだ。

「正規の手順で進んでたら、裏口から出られるように作ってあったのですね」

「ふむ、そのようだ。もしかしたら、元々は墓所を作るための作業用の入口だったかもしれない。ただ、この墓所を作った者は、面倒な仕掛けまで施してる。よほど埋葬した人を隠しておきたかったのかもしれんな。探索中に魔物に出会わなかったし、罠も元々の設置された物しかなさそうなので、著しいダンジョン化はしてないようだ。よし、ひと通りの調査は終わったので、あとは魔物の生態調査をして依頼完了とさせてもらおう」

「とりあえず、中は周回できるみたいですね。これでダンジョンの全体像は把握できました――」

「まだ、あの奇怪な生物の彫像があった部屋を調べられてない。リズィーが逃げちゃったから」

　エルサさんからの冷静な指摘で、調査が十分に行えていなかった箇所を思い出す。

「そうでした。まだあそこが残ってた」

「でも、ダンジョンに入って時間も経ったことだし、変な連中の横槍も入ったし、続きは明日にでもやろう」

「今日はベルちゃんに賛成してあげるわ。リズィーちゃんも疲れただろうしね」

　疲れたリズィーは自分で歩くのを拒否して、ヴァネッサさんに抱き抱えてもらっている。

　魔物の姿は見えなかったけど、ダンジョン探索ができて色々と勉強になった。

　本日の探索を打ち切った僕たちが、赤い石が封じていて、今は解放されたままの裏口から戻ろうとすると、水没区画に繋がる壁の穴の前で一番会いたくない人と出くわした。

　抱き抱えられていたリズィーが地面に飛び下り、顔をニヤつかせたフィガロさんに向かって唸り始めた。

「ロルフ君、その犬っころはちゃんとしつけておきたまえと言ったはず。なぜ、わたしに向かって吠えさせるのだ」

　フィガロさんは、後ろにガトーさんとアリアさん、それに三〇人以上の『黄金の獅子』のメンバーをほとんど引き連れていた。

　壁の穴の向こうから現れたフィガロさんたちに対し、警戒を強める。

　吠え始めるリズィーを拾い上げエルサさんに渡すと、庇うように前に出た。

「魔物討伐専門の『黄金の獅子』がこんな場所に何の用です？　ここはフィガロさんたちが来るような場所ではないと思いますが？」

　フィガロさんは今までずっと野外の魔物を狩る依頼しかしてこなかったはずなのに。

　ダンジョンに来てるってことは、やっぱ僕たちが使っていた命綱を切ったのは彼らなんだろう。

　確証はないが、僕たちに向けられた敵意からそう察した。

「そんなことを君に言う必要はない。ダンジョンはどんな冒険者にも門戸を開いている場所なはずだが」

「それはそうですが……」

「我々は今から水没区画の探索をするのだ。どこぞのへぼ冒険者どもが探索をしてたようだが、どうせ手抜きばかりでまともな報告書にならんだろうからな。わたしらが正式な調査をしてやるのだよ。アリア、水中呼吸の魔法を」

「承知しました」

　隣に控えていたアリアさんが、杖を構え魔法の詠唱に入る。

「探索をした水没区画の通路は狭いんで、大人数で行かない方がいいですよ」

「わたしたちは、独自の探索をさせてもらうだけだ。君に止められるいわれはない」

　複雑な通路じゃないけど、水没している狭い場所に多人数で入っていくなんて危険すぎる。

　下手したら命綱が絡まって動けなくなる可能性だってあるのに！

「フィガロ殿、ロルフ君の言う通り、その水没している区画の先は人が一人通れるくらいの狭い通路だ。多人数の探索は高い危険性があると思うが」

「ベルンハルト殿、ご心配は無用。わたしの率いる『黄金の獅子』は命綱などという軟弱な物に頼る惰だ弱じゃくなメンバーはおりません」

　フィガロさんの言葉を聞いた『黄金の獅子』からどよめきとも言える声があがった。

　彼らもさすがに命綱なしで水没区画に入っていくとは思っていなかったらしい。

「本気かよ」

「さすがに命綱なしはやりすぎだろ」

「フィガロさんが命綱を切ったロルフたちが、戻ってこれてるなら大丈夫だろ」

「おい、その話はするなって言われただろ。またフィガロさんがキレるぞ」

　街の外で僕らを襲ってきた見覚えのある冒険者たちが、囁き合っている声が耳に届いた。

「おい、お前ら無駄口を叩く暇があったら、先に中の安全を確かめてこい！　それくらいしか役に立たんだろうが！」

　怒声をあげたガトーさんが、例の冒険者たちを水の中に突き落としていく。

「フィガロ殿、今、聞き捨てならない話が聞こえました。確認させてもらうが、貴殿は私たちが使っていた命綱を切っておられないでしょうな？」

　ベルンハルトさんが、静かな怒りを込めた表情でフィガロさんを詰問する。

　他人の怒りに鈍感なフィガロさんも、ベルンハルトさんの怒りを感じとったようで、顔が一気に蒼ざめた。

「ベルンハルト殿、わたしには何のことかさっぱり理解ができないのだが？　命綱を切るわけがないでしょう」

「でしょうな。駆け出しの冒険者ですら、派手な色をした綱を切る馬鹿者は存在しないですからな！　本当にやっていたら半殺しにして、そこの水没区画に沈めてやろうと思いましたが、フィガロ殿ではないとの返答をいただけてよかった」

　ベルンハルトさんの言葉を聞きながら、明らかに動揺の気配を見せるフィガロさんだった。

「すまないが、私も忙しい身の上。これ以上君たちと付き合っている暇はないのだよ。邪魔をしないでくれたまえ」

　リズィーはエルサさんの手元から抜け出すと、フィガロさんに突進してマントを噛んで引き留めようとする。

「この犬っころめが！　わたしのマントに汚い涎がつくだろうが！」

「リズィー！　逃げろ！」

　フィガロさんはマントを噛んだリズィーを蹴けろうとしたが、蹴られる寸前に噛んで引っ張っていたマントを離され、バランスを崩して尻もちをついた。

　蹴られるのを回避したリズィーは、悠々と歩きながらフィガロさんの顔を踏んでこちらに戻ってくる。

　フィガロさんの滑こっ稽けいな姿に、彼のメンバーからも失笑が漏れた。

「ロルフ君、その犬っころをわたしに渡したまえ――」

「悪いがそれは無理ですな。リズィーは我が『冒険商人』の大事な一員ですので」

「うちのリズィーちゃんに手を出すなら、死ぬ覚悟は決めておいてね」

　怒りの表情を見せ、リズィーに詰め寄ろうとしたフィガロさんの前に、ベルンハルトさんとヴァネッサさんが立ちはだかった。

「ふん、犬っころだけでなく、飼い主もその仲間も失礼な連中どもだ！　これ以上邪魔するようなら、父上に言いつけるぞ！」

「どうぞ、ご随意にされるがよろしかろう」

　二人に睨まれたフィガロさんはバツの悪そうな顔をする。

「行くぞ、ガトー、アリア」

　僕たちからの追及の視線に耐えられなかったフィガロさんは、メンバーを引き連れて、命綱なしで水没区画の中に入っていった。

「ふぅ、彼には困ったものだ。ロルフ君、エルサ君、ヴァネッサ、リズィーご苦労だったな。今日はもう荷馬車に引き上げるとしよう」

　水没区画に消えたフィガロさんたちに向かいため息を吐いたベルンハルトさんが、今日の探索の打ち切りを宣言する。

「じゃあ、あの奇怪な生物の彫像の部屋の探索は明日ですね。フィガロさんたちが荒らしたあとか」

「綺麗に荒らしてくれてると助かるんだけどね。連中は魔物討伐専門でやってきた冒険者ばかりだから、探索は雑だと思うわよ。ベルちゃん頑張ってね」

「もう、本当に邪魔ばかりする人たち。ロルフ君のことも馬鹿にしてるし許せない」

「彼に借金してる僕は嫌がらせされてもしょうがないけど、関係ないベルンハルトさんたちやエルサさんに危害を加えるのは許せません」

　フィガロさんたちのことを喋っていたら、リズィーのお腹が鳴る音が響いた。

「あらあら、リズィーちゃんが大変。馬鹿たちは放っておいて早く荷馬車に帰りましょう」

「そうするとしよう」

「はい、戻りましょう」

「リズィー、もうちょっと待ってね」

　僕たちはお腹を空かせたリズィーの訴えを聞き、荷馬車に戻ることにした。




　探索を終えて紅炎の散策フレアウォーク号に戻ってきた僕たちは、さっそく夕食の支度を始め、夕食をとると明日の探索に備えて就寝した。

　ベッドに横になっていると、ドアが激しく叩かれる音がした。

　ん？　夜更けにこんな場所で誰だろうか？

　郊外にある森の近くであるため、夜間に人が来ることはほとんどないだろうし。

　ゴブリンとかの魔物が襲ってきてるのか？

　それにしては、魔物の気配に敏感な馬たちが騒いでない。

「あの音、誰か来たの？」

「こんな時間に来訪者だとは思えんな」

「でも、泥棒さんにしては堂々としすぎてる気がするけど」

　叩かれるドアの音に、ヴァネッサさんやベルンハルトさんたちも気付いたようで、ベッドから出て様子を窺っている。

「私の紅炎の散策フレアウォークのドアは簡単に破れる物ではないが、強く叩かれて凹まされたくないので、声をかけてみるとしよう」

「ベルンハルトさん、気を付けてくださいね。もしもの時は援護しますので」

　護身用にとベッドサイドに置いていた鉄の短剣を手にする。

「まぁ、ドアを開けてやり取りする気はない。それに、こういったことには慣れているから大丈夫」

　ベルンハルトさんは愛用の短剣をベルトに差すと、ドアに近づいていく。

「私の大事な荷馬車のドアを強く叩くのは何者だ？」

「す、すまん！　『黄金の獅子』の者だ！　仲間がダンジョン内で孤立してるんだ！　悪いが救出の手助けをしてほしい！」

　ドアを叩いていたのは、『黄金の獅子』に所属している冒険者の一人だった。

「ダンジョン内で孤立？　どういうことかね？　あそこは閉じ込められるような場所はないが」

　ベルンハルトさんは慎重を期して、ドアを開けずに『黄金の獅子』の者だと名乗った人物に質問を続けた。

「水没区画の狭い通路の先は、とても広い空間の部屋になっていて、変な彫像といくつかの小部屋があったんだ。そこをフィガロさんの指示で少人数に分かれて調べてた」

「あの部屋か。まだ詳しく調べられてなかったところだから、罠があったか」

「ああ、そうだ。小部屋を調べてたら、急に奇怪な彫像が動き出して仲間を襲い始めた。オレは入口に一番近くて、まだ魔法の効果も残ってたから逃げ出すことができたが、他の仲間はまだあの部屋で戦ってると思う」

『黄金の獅子』に属する冒険者は、ドア越しでも分かるほど焦った声で、ことの経緯を喋っている。

「フィガロ殿たちが、なんらかの仕掛けられた罠にはまったことは理解したが、あの彫像には魔力が供給されてなかったはずだが？」

「そんなの知らねぇよ。オレらも彫像だって思ってたんだからなっ！　あんな魔物なんて見たことない！」

　いろんな魔物がいるけど、あの彫像の特徴に合致する魔物の噂は聞いたこともない。

　魔結晶を取り込んだ生物が魔物化する際は、元の生物の特徴を残したまま、魔物になるんだけど。

　複数の生物の特徴を持つ奇怪な彫像が、動き出して襲ってきたという『黄金の獅子』の冒険者の言葉に首を傾げてしまった。

「私もダンジョンが生み出す彫像の罠は何度も見てきたが、必ず魔力が供給されている。魔力が供給されないで動く彫像なんて聞いたこともない。その話、本当なのかね？」

　ベルンハルトさんも冒険者の言葉に、自分と同じ疑問を感じたようで、再度確認する。

　フィガロさんたちとは今までのいきさつもあり、外の冒険者が嘘を吐いてて、助けに来た僕たちを待ち構えて何か企たくらんでいるかもと脳裏をよぎっていく。

「ああ、本当だ！　本当にいるんだ！　炎は吐くし、毒の霧も吐く。それに魔法まで使ってきやがるんだぞ！　さすがにガトーさんやアリアさんでも、あの魔物には苦戦してた。フィガロさんを守りながらじゃ、あの二人でも倒されちまう。それに大貴族の嫡男であるフィガロさんが死んだら、関係者は全員捕まって処刑されちまう。頼む！　何でもするからオレらを助けてくれ！」

　切羽詰まっている冒険者は、こちらを催促するように必死で助けを求めてきた。

「あの貴族の坊ちゃんに関わると、また面倒くさいことになるわよ。人様が命を預けてる命綱を切っても平然とシラを切る馬鹿野郎よ。そんな馬鹿野郎が勝手に罠にかかったのを助ける必要なんてあるかしら。断って、街に救援要請するように言ったらどう？」

　ヴァネッサさんは、明らかに冒険者の救援依頼に対して難色を示していた。

　よほど、探索中に命綱を切られたことを怒っているらしい。

　水没してた通路が複雑で長い物だったら、命綱を失った僕らは最悪戻れない可能性もあった。

　だから、ヴァネッサさんがこんなに怒るのも仕方ないよな。

　僕だって、命綱を切られて怒ってるし。

　けど、あの冒険者が街に救援依頼に行って、僕たちがフィガロさんたちを見捨てたと吹聴されると、ヴァネッサさんが言っているよりも、さらに面倒なことになりかねない気がする。

　フィガロさんは冒険者だけど、アグドラファンの街を含む近隣の土地を領有する大貴族フォルツェン家の嫡男なので、その嫡男の死に間接的だとしても関わっていたら処罰される可能性もある。

　面倒だけど、助けないと災難がこっちにも降りかかってきそうだ。

「ヴァネッサさん、フィガロさんはあんな性格ですが、いちおうフォルツェン家の嫡男ですし、見殺しはわりとマズいことになりそうです」

「ロルフ君の言う通りだ。逆に助ければ、彼の父親とさらに太い結びつきを持つことになる。それにフィガロ殿も父上殿からお灸きゅうを据えられて、少しは大人しくするだろうしな」

「じゃあ、助けるだけね」

　ヴァネッサさんはあまり乗り気ではなさそうだが、フィガロさんたちの救出に同意してくれた。

「その代わり救出費用はたんまりと支払ってもらいましょう。今回の救出で稼いだお金で、わたしとエルサちゃんに綺麗で高価なドレスでも仕立ててもらおうかしらねー」

「あ、あたしに高価なドレスですか!?　似合いませんよ」

「ロルフ君が、とっても気に入るようなドレスを作ってみない？」

「ロルフ君が!?　それって本当ですか!?」

「ええ、若い男の子なら絶対に気に入ると思うやつがあるの」

　ヴァネッサさんのニヤニヤとした顔に一抹の不安を覚えるが、ドレス姿のエルサさんも見てみたい。

　って、今はそんなことを考えてる時じゃなかった。

　フィガロさんたちを救出しないと！

「ヴァネッサ、今はフィガロ殿たちの救出が先だ。ロルフ君、エルサ君、すぐに装備を整えて救出に向かうぞ」

「はい！　すぐに準備してきます！　エルサさん、装備を取りに行きましょう」

「え？　あ、うん！」

　ヴァネッサさんからドレスの話を聞き出そうとしていたエルサさんの手を引くと、貨物用の荷馬車に走った。

　装備を整えた僕たちは、助けを求めに来た冒険者を先頭に、一度探索を終えたダンジョンの中に再び入っていく。

　リズィーを抱えたヴァネッサさんに水中呼吸の魔法をかけてもらい、水没区画の狭い通路を慎重に通り抜け、階段を上っていくと、案内役の冒険者が動きを止めた。

「この先にいるんだ。まだ音がしてる」

　探索した時に開けておいたはずの大きな鉄扉は閉まっており、中の様子は窺えないが、獅子の咆ほう哮こうや物を叩く音が漏れ聞こえてきた。

「毒の霧の対策は水中呼吸の魔法でできるから、途中で切れないよう、もう一回かけ直しておくわね」

　ヴァネッサさんが杖を構えて、改めて水中呼吸の魔法の泡に包まれた。

　薄い膜に包まれたことで、毒の霧の中に入っても呼吸が苦しくなくなるはずだ。

「私が接近戦を挑んで魔物の目を引きつける。ロルフ君はヴァネッサとエルサ君を守ってくれたまえ。ヴァネッサの魔法が主攻撃、エルサ君の弓を援護として遠距離を主体に敵に挑む。リズィーはヴァネッサの近くで待機、危ないと判断したら退避するように。魔物を倒して安全を確保してから救出という段階に進めるつもりだ。だが、倒せそうになければ、救出を優先に切り替えるつもりでいるから、各自心づもりはしておくように」

　リーダーであるベルンハルトさんが、戦闘に入る前に段取りを伝えてくれた。

　僕はエルサさんとヴァネッサさんに魔物が近づかないように追い払う役目か。

　いつかはベルンハルトさんに認めてもらって、囮役を務めさせてもらえるようにならないとな。

　そのためには、まず与えられた仕事をしっかりとこなさないと。

　鋼鉄の剣を引き抜き、鉄の盾を構え直すと、準備ができたことをベルンハルトさんに視線で伝えた。

「では、行くぞ」

　案内役の冒険者が重い鉄の扉を慎重に押し開けると、短剣を構えたベルンハルトさんが先頭に立って部屋の中にゆっくりと入っていく。

　そのあとを遅れないようについていった。

「言ってた通り、あ、あの彫像が動いてる!?」

「ロルフ君、すでに戦闘中だ。驚いてる暇はない」

　奇怪な魔物の姿を見ても、ベルンハルトさんは怯んだ様子は見せず、周囲の状況を把握することに努めた。

　すでに小部屋の扉は破壊され、閉じこもっていた『黄金の獅子』のメンバーたちが襲いかかる魔物に対し、生き残ろうと必死に戦闘を繰り広げている。

「クソガァアアアア！　役立たずどもめ！　逃げてばかりいないでせめて肉の盾としての役割を果たせや！　ボケどもがぁ！」

　奇怪な魔物に襲われている『黄金の獅子』のメンバーたちは、すでにかなりの数の者たちが傷を負い、息も絶え絶えで武器を振るっている。

「私の詠唱の時間を稼げっての！　クソ役立たずどもが！　給料泥棒かよっ！」

『黄金の獅子』で屈指の実力を持つガトーさんもアリアさんも、すでに満まん身しん創そう痍いだった。

　あの二人、人格に問題はあるけど実力は僕よりも断然上だ。その二人があんな状況に追い込まれてるなんて。

　奇怪な魔物の尻尾から生えた大蛇の吐き出した灰色の霧は、広い空間を一気に満たした。

　充満した毒の霧で、ギリギリの戦いをしていた『黄金の獅子』のメンバーたちが地面に倒れ込んでいく。

「ゲホ、ゲホ、苦しい。ガトー、アリア、どうなっているんだ！　こんな話、わたしは聞いてないぞ！　おい、返事しろ！」

「うるせぇ！　役に立たねぇ貴族の坊ちゃんは、そこで大人しく黙ってろ！　こっちもギリギリなんだよっ！」

　ガトーさんに突き飛ばされたフィガロさんが、地面に尻もちをついた。

「な、何をする！　わたしは『黄金の獅子』のリーダーだ――ひぃ！」

　立ち上がろうとしたフィガロさんの前をアリアさんの氷の魔法が通り過ぎる。

「馬鹿がっ！　死にたいのかい！　射線に入るんじゃないよ！　カス野郎が！」

　再び尻もちをついたフィガロさんが顔を赤く染めてプルプルと震えていた。

「わ、わたしがカス野郎だと！　その言葉聞き捨てならん！　アリア、そこを動くな！　手打ちにしてくれる！」

　すでに『黄金の獅子』で戦闘を継続しているのは、フィガロさんを含め三人しかいない。

　他の者は意識こそあるようだけど、毒の霧で体力が尽き、身動きができない状況だった。

　奇怪な魔物は剣を振るって挑みかかるガトーさんから逃げるように、蝙蝠の羽を羽ばたかせて宙に浮いた。

「クソ、空中にまで浮けるのかよ！　アリア、あいつを叩き落とせ！」

「残念だけど、さっきの一発で魔力切れよ。ずらかるしかない」

「チッ、自分らの命には代えられない。せっかくうまい汁を吸える地位に就いたが、また別の街でやり直すとするか。そこの役立たずを囮にするぞ」

「了解、じゃあよろしく」

「今まで世話になったが、護衛契約はここで解除させてもらうぜ。あとは、自分でなんとかしろ」

「はっ!?　何を言っているんだ、ガトー！　ちょっと待て！」

　ガトーさんが、近くにいた金ぴかの鎧を着たフィガロさんを担ぎ上げると、奇怪な魔物の前に投げ出した。

「ぐえ！　や、やめろ！　わたしは食べても美味しくないぞ！　やめろぉおお！」

　目立つ金色の鎧のせいで、魔物の意識がフィガロさんに向く。

　地上に下りた魔物は前脚の鉤かぎ爪づめでフィガロさんを押さえ込む。

　その隙に、ガトーさんとアリアさんはヴァン湖の入口のある扉の方へ駆けた。

　山羊の角が光ったかと思うと、逃げ出していた二人に雷が落ちる。

「嘘だろ……痺れて動けねぇ」

「わたしらもヤキが回ったねぇ」

　雷を受けて身体が痺れた二人は地面に倒れ込んだ。

　あの『黄金の獅子』が救援する暇もなく、全滅してるなんて……。

　目の前の魔物が見せた圧倒的な力に身体が震える。

「あの魔物は強いな。それに人をいたぶって遊んでるようだ。『黄金の獅子』の連中は動けないが死んではいないと思う」

「死んでよかったのにねぇ。特に最後に逃げ出そうとしたあの二人は」

「それは私も同感だが、依頼は『救援』なので救い出すしかあるまい。戦闘の邪魔をしそうな連中は倒れたから段取りは救出優先に変更していくぞ。囮には私がなる」

「「はい」」

　ベルンハルトさんが、暴れる魔物に向かって挑みかかっていく。

　速い！　身体の小ささを生かして、もう懐に入り込んだ！

　ベルンハルトさんは、大きな魔物の足元に入り込み、愛用の短剣で傷を与えた。

　僕らはその間に、傷を負い倒れた『黄金の獅子』のメンバーたちに回復薬を与え、動けるようになると入ってきた扉の方へ向かわせた。

「ベルちゃんも久しぶりに本気のようだわ」

『見極め』のスキルを持つベルンハルトさんは、魔物の動きを予測し、絶妙な身体捌きで攻撃を避けていく。

　あんな攻撃を避け続けるなんてすごいや。さすが、ベルンハルトさんだ！

　ゆっくりとベルンハルトさんの動きを観察したいが、『黄金の獅子』のメンバーを助けるのが先決のため、すぐに別の冒険者の元に駆け寄る。

「やだぁ、もう帰るぅ！　二度とダンジョンになんか入るものかー！」

　別の冒険者を助けていると、涙と鼻水で顔がべしょべしょになったフィガロさんが、子供のように地面に転がって喚わめいていた。

　魔物に襲われ命の危険を感じたことで、子供に戻ってしまっているようだ。

　喚いているフィガロさんのズボンの股こ間かんが濡れて色が変わってる。

　漏らした？　ああ、恐怖で失しっ禁きんしたんだ。

「あらあら、金髪馬鹿野郎君は恐怖で幼児帰りしちゃってるわね。あの魔物は光り物が好きだったみたいだし。これで金髪馬鹿野郎君もダンジョンで舐めた装備をすると命取りだって分かったでしょ。魔物の前でピカピカ光ってたら命がいくらあっても足りないわよ」

　フィガロさんの金ぴかの鎧をちょっとだけかっこいいなと思ったけど、さっきのことを見てると、装備の色ひとつで魔物から狙われる危険度が変わるというのは、覚えておかないと。

「まぁ、それはフィガロさんが一番思い知ったと思うんで助けてあげましょう」

「ロルフ君はお人よしね。魔物の餌にしちゃえばいいのに」

「お金のためですから」

　不満そうなエルサさんを宥なだめると、ジタバタ暴れるフィガロさんを抱え上げ、扉のところに集まった『黄金の獅子』のメンバーに引き渡す。

「あとはガトーとアリアね。あいつらは護衛契約違反をしたんで、同じ冒険者として許せない。縄でふんじばって、冒険者ギルドに突き出してやるわ」

　魔法を詠唱したヴァネッサさんはクレイゴーレムを二体作り出し、反対側の扉の近くで倒れていた二人を捕らえると、ベルンハルトさんと戦っている魔物の目を盗んで、入ってきた扉の方に連れてくることに成功した。

「あんたら、その二人しっかりと見張ってないと、自分たちの首が飛ぶからね！」

　ヴァネッサさんの剣幕に押された『黄金の獅子』のメンバーたちは、コクコクと頷くことしかできなかった。

「さて、これで邪魔者たちは救出したわね。それじゃあ、わたしたちも本気でやらせてもらおうかしら。エルサちゃんは山羊の頭を狙える？」

「はい！　今なら行けますよ」

「おっけ、わたしが魔法を放ったら、続いて連射していいわ。ロルフちゃんはあれがこっちに来たらよろしくね！」

「はい！　僕が二人には近づけさせません！」

　魔物の意識が足元で攻撃を加えるベルンハルトさんに向いたため、動きは止まっていた。

「ベルちゃん！　お待たせ！」

　声をかけたヴァネッサさんの杖の先に氷の塊が浮かんだかと思うと、すごい速度で飛び出していく。

「うむ、離脱する」

　ヴァネッサさんの声だけで何が来るかを察したベルンハルトさんが、魔物の足元から転がり出ると、直後に魔法と矢が命中した。

　命中した魔法によって魔物の体の一部が凍り付き、エルサさんは狙撃によって何本も連続して山羊の頭に矢を命中させていく。

　魔物が悲鳴に似た咆哮をあげると、尻尾の大蛇の口から灰色の霧が吐き出された。

　膜に覆われた僕たちには、毒の霧は効かない。

『黄金の獅子』のメンバーはこれを吸い込んで弱らされた。

　ヴァネッサさんの魔法がなかったら、近づくのも困難な相手だ。

　同時に獅子の体から炎が噴き上がり、凍り付いていた箇所は一気に溶かされていく。

「どうやら奇襲でやりきれなかったようだな。ヴァネッサの魔法を喰らっても、ピンピンしているうえ、体も燃え上がるとは誤算だった」

　魔物が体に炎をまとったため、近接攻撃を諦めたベルンハルトさんが、自分の隣にまで下がってきた。

「ロルフ君、すまない。私とともに囮を頼む。ヴァネッサたちには近づけさせないでくれ」

「了解です！　炎に対しては僕の装備の方が耐性がありそうですし、前に出ます！」

　魔物はこちらに体を向けると、エルサさんの弓から放たれる矢やヴァネッサさんの魔法をものともせずに突っ込んできた。

　魔物に怯む様子がない！　でも行かせるわけにはいかない！

　突っ込んでくる魔物に向かい、鉄の盾を構えると、衝撃に備えて足を踏ん張った。

「ロルフ君！　避けて！」

　矢を放っているエルサさんから、悲鳴のような声があがった。

　魔物が盾に触れた瞬間、身体に響く衝撃が伝わる。

　けっこうな衝撃が来て痺れる！　けど、これくらいなら大丈夫だ！

　鉄の盾は魔物の突進を受け止め、身体へのダメージはほとんど感じられない程度であった。

　受け止めた魔物の体に鋼鉄の剣を突き立てる。

　魔物は怒りを含んだ咆哮をあげ、前脚でひっかいてきた。

　獅子の体から燃え上がる炎の熱が、装備を通して皮膚を焼いてくる。

「あちちっ！　炎の熱で装備が焼けてる！」

「ロルフちゃんが丸焼けにならないようにしないとね！」

　ヴァネッサさんの杖が光ったかと思うと、入ってきた扉から意思を持ったように動く水の塊が出てきて魔物の体にぶつかった。

　大量の水が、魔物の体から噴き出す炎を鎮火させる。

「ヴァネッサ、よくやった。ロルフ君、一気に畳みかけるぞ！」

「分かりました！　援護します！」

　魔物の体を守っていた炎が消えたことで、ベルンハルトさんも攻撃を再開し、毒の霧を吐き出し続けていた大蛇の尻尾を切り落とすと、地面に落ちた大蛇の頭にトドメを刺すため短剣を突き立てた。

「毒の霧はこれで出せまい」

「ベルンハルトさん、魔物が飛び上がります！」

　形勢不利と見た魔物は、背中の蝙蝠の羽をはばたかせると近接武器の届く範囲を離れた。

「山羊の角が何か光ってるから、さっきの雷が来る！」

　エルサさんが警告を発すると同時に、山羊の角から発生した雷がこちらに向かい降り注いだ。

「発動が早い！　これじゃあ避けられない」

　ヴァネッサさんがとっさに張ってくれた魔法障壁によって、降り注いだ雷は弾き返される。

　複数の生物の特徴を併せ持つだけでなく、魔法まで使う魔物は、自分の知っている魔物とは異質すぎる能力を示していた。

　空中にいる魔物は、魔法を跳ね返されたのが口惜しいのか、こちらを威嚇するように口を大きく開けた。

　口の中に炎の塊が見えるけど!?

　大きく開いた獅子の口内に真っ赤に燃え上がる炎の塊を見つけたかと思うと、次の瞬間、炎の塊はこちらに向けて勢いよく吐き出された。

「ロルフ君、嫌な予感がする。アレは避けるべきだろう！　ヴァネッサ！　魔法で障壁を――」

「ごめん、今からじゃ、無理！」

「僕が前に出ます！」

「ちょっと、ロルフ君！　危ないから！」

　エルサさんから制止する声がかかったが、あのままあの塊が地面に触れるとマズいことになりそうな気がしたため、塊を盾で受け止めようと前に出た。

　真っ赤に光り、空中から落下してきた炎の塊を鉄の盾で受け止める。

　炎の塊は盾に触れると爆発し、膨大な熱量と爆風を周囲に発生させていく。

　くっ！　やっぱり爆発するやつだった！　盾が熱を吸収して赤せき熱ねつしてる。けど、伝説品質にまで高まった鉄の盾なら持つはずだ！

　周囲に発生した熱を伴った爆風は、盾で防いだことで、後ろにいた仲間に影響を与えることはなかった。

　周囲に発生していた爆風は収まり、赤熱していた鉄の盾も溶け落ちることなく防ぎきれた。

　ただ、赤熱したことで盾を付けていた腕は火傷をして、皮膚がただれている。

　いたたた。あとで薬草を貼っておかないと……。

　さすがに熱は遮しゃ断だんできなかったみたいだ。

　でも、普通の鉄の盾なら確実に溶け落ちて、自分ごと消し炭になってただろうな。

　高品質化された装備のおかげで、強力な敵の攻撃をかすり傷とも言える火傷だけで済ますことができた。

「ロルフ君、すまん。君の頑張りには応えさせてもらうぞ。ヴァネッサ、ロルフ君が稼いでくれた時間でアレを地面に叩き落とす魔法を頼む！」

「おっけー！　うちの大事なロルフちゃんを傷物にした罪は償ってもらいましょうかね」

　ヴァネッサさんは再度杖を構えると、魔法の詠唱を始めていく。

「よくもロルフ君を！」

　ヴァネッサさんの魔法が発動する前に、弓を引き絞ったエルサさんが連続して放った鉄の矢が、獅子の両目を射抜いた。

　両目を失った魔物は、山羊の目で視界を得たようで、こちらを見ると角に再び雷をまとい始める。

「させるわけないでしょ！」

　山羊の角から雷が放たれる寸前、ヴァネッサさんの魔法が発動し、周囲の空気が刃となって魔物の翼を粉々にし、地面にと叩き落とした。

「よくやった！」

　魔物が落ちてくるのを待っていたベルンハルトさんは、落ちてきた魔物に狙いを定めると、肩口から生えていた山羊の首を愛用の短剣で一いっ閃せんする。

　ベルンハルトさんが駆け抜けたと同時に、山羊の頭は獅子の体から切り離され、地面に落ちた。

　一撃で斬り落とした!?　すごい……ベルンハルトさんは冒険者としてもやっぱりすごい人だ。

　鮮やかなベルンハルトさんの剣技に感心する暇もなく、倒されまいとする魔物は必死で再び獅子の口を大きく開けた。

　さっきのが来る！　二発目は盾が持たないかもしれない！

　先ほどと同じ炎の塊を出されたら盾ごと溶かされかねないため、剣を構えると魔物に向かっていく。

「二回もやらせるか！」

　炎の塊が口から吐き出される前に、伝説品質の剣が獅子の口を貫いて反対側に飛び出した。

　ボンッと爆はぜる音がしたかと思うと、獅子の頭が肉片を周囲に飛び散らせて粉々に吹き飛ぶ。

　そして、頭部を失った魔物は急に動くことをやめ、地面に横倒しに倒れた。

「はぁ、はぁ、倒しましたよね？　もう、動かないですよね？」

「あ、ああ。たぶん、倒しただろう。複数の特徴を併せ持つ魔物とはいえ、体だけで動くことはあるまい」

　ベルンハルトさんの言葉に安堵しようとしたら、頭を失ったはずの魔物が再び動き始めた。

「嘘だろ……」

「あれで、まだ死んでないのか？」

　どす黒い瘴しょう気きが体から噴き出しかと思うと、斬り落とされたはずの部位が再び体から生えた。

　ただひとつさっきと違うのは、蝙蝠だった羽が、真っ白な光を放つ翼に変化したことだ。

「化け物……でしょ」

「こんな生物いるの!?」

　それぞれが、変化した魔物を見た感想を呟いていく。

「みんな油断するな！　あの様子だとまた来るぞ！」

　戦闘が終わったものと思っていたが、魔物はまだ余力を残していたらしい。

　先ほどにも増して大きな咆哮をあげると、さっきまでとは段違いの速さで駆け寄ってくる。

　速いっ！　速すぎでしょ！

「来たぞ！　ヴァネッサ、エルサ君、狙われてるぞ！　リズィーも逃げるんだ！」

　魔物は魔法や矢を飛ばしてくる二人を脅威と判定し、僕とベルンハルトさんの間を抜けていく。

「詠唱が間に合わない！」

　魔物は魔法を使うヴァネッサさんを最大の脅威と見て、一気に距離を詰め前脚でひっかこうとする。しかし、魔物の爪はヴァネッサさんにわずかに届かなかった。

「リズィーちゃん、危ないから逃げなさい！」

　届かなかった理由は、小さな魔狼のリズィーが魔物の体から生えた蛇の頭を持つ尻尾に噛みついて引っ張っていたからだった。

「いかん！　狙いが変わった！　リズィー、離せ！」

　魔物の尻尾の蛇の頭は、威嚇の音を出し、噛みついたリズィーを襲おうとする。

　蛇の頭の攻撃を察したリズィーは、咥くわえていた尻尾を離し、エルサさんの足元に駆けた。

「リズィーちゃんのおかげで、詠唱時間を稼げたわ！　ドデカイ一発喰らわせてやるわよ」

　ヴァネッサさんの杖に宿る光が、今までとは比べ物にならないほどの眩しさを放つ。

「あ、あれは!?　みんなすぐに伏せろ！」

　ベルンハルトさんが焦った顔をして、地面に伏せるように叫んだ。

　眩い光の塊がヴァネッサさんの杖先から魔物に向かい放たれた。

　魔法が魔物の体に触れる寸前、蝙蝠の羽から変化した真っ白な光を放つ翼が強い光を放つ。

　ヴァネッサさんの放った光の塊は、見えない壁にぶつかって四散した。

「嘘!?　障壁!?」

「来るぞ！」

　翼が強い光を放ったまま、魔物が僕たちの方に突っ込んでくる。

　みんな見えない壁にぶつかったように、魔物に跳ね飛ばされた。

「うぅ、いたた。エルサさん、ヴァネッサさん、ベルンハルトさん、リズィー、無事ですか」

　魔物のまとった見えない障壁によって跳ね飛ばされた僕は、痛む身体をさすりながら立ち上がると周囲を見回す。

　リズィーは無事、エルサさんも目立った傷はないか、ヴァネッサさんとベルンハルトさんは――。

　二人が跳ね飛ばされた方に視線を送る。

　ベルンハルトさんがヴァネッサさんを押し倒すような格好で倒れているが、二人の身体からは大量の血が流れ出していた。

「ベルンハルトさん!?　ヴァネッサさん!?」

　急いで二人に駆け寄る。

「すまない。見極めスキルでも、アレは避けられなかった。回避の邪魔だと軽装備にこだわったツケがこのざまだ。骨までいってるようだし、もう私はまともに動けん。悪いがヴァネッサだけでも連れて逃げてくれ。幸いエルサ君も装備のおかげで軽傷みたいだからな。ゲフッ、ゲフッ」

　咳き込んだベルンハルトさんの口から大量の血が吐き出される。

「ベルンハルトさん！　しっかりしてください！　置いてなんていけませんよ！　すぐに回復薬を」

「そんな時間をアレが与えてくれるわけがないだろう。ゲフッ、ゲフッ」

　さっきの突進で広間の壁に埋もれていた魔物が、めり込んだ体を引き出し終え、再びこちらに向かっていた。

「けど――」

「『冒険商人』リーダーとして命じる。ヴァネッサとエルサ君、そしてリズィーを連れてこの場から退避しろ」

　リーダーのベルンハルトさんの命令は絶対だけど、でもここで従ったら、確実に後悔しちゃう。

「なんとか僕が時間を稼ぎます！　その間に傷を癒してください！」

「その判断は、君だけでなくヴァネッサやエルサ君やリズィーを巻き込むんだぞ」

　ベルンハルトさんの言葉に決意が鈍りそうになる。

　自分の判断ひとつで『黄金の獅子』のように全滅の危機を招くかもしれないからだ。

「あたしはロルフ君の意見に賛成！　ベルンハルトさんたちは置いてきませんよ！」

　エルサさんは、僕の手を取り、ベルンハルトさんたちのため時間を稼ぐ案を支持してくれた。

「ベルちゃんの……負け。わたしも置いてかないからね。ロルフちゃん、エルサちゃん、今から自分たちの傷を癒すから、ちょっとだけ時間稼いでね。頼むわ」

「ヴァネッサ！　君まで何を」

「はいはい、あとで怒られてあげるから今は黙ってー」

　ベルンハルトさんを抱きしめたヴァネッサさんが淡い光に包まれていく。

「ロルフ君、魔物が来るわ！」

「はい！　絶対に回復中の二人には近づけさせません！」

　翼を強く光らせ、見えない障壁をまとった魔物が僕に狙いを定め突進してくる。

　跳ね飛ばされないよう受け止めるしかない。

　どんどんと大きくなって近づく魔物を前にして身体が震えるが、僕の後ろには回復中の二人がいるため避けるわけにはいかない！

　足を踏ん張り、盾を構えると、魔物がまとっている見えない障壁に触れた。

「ぐぅうう！　負けるもんか！」

　衝突の衝撃が防具を突き抜け身体にダメージを与える。

　全身の骨が軋み、突き刺すような痛みを絶えず脳に送り込んできた。

　魔物は力比べをするように、一歩ずつ前足を進めてくる。

「ロルフ君、大丈夫!?　すぐに援護するわ！」

　エルサさんが放つ矢は、魔物の体に触れる前に障壁に弾かれた。

　魔物は力比べをやめると、再び距離をとって突進してくる。

　二度目の衝撃が全身を駆け抜けた。

「ぐあぁ！　これじゃあ、持たない」

　なんとか、魔物の突進を止めたけど、相手は僕のことを嬲なぶって遊んでいるように思えた。

　突進のダメージが蓄積した身体は、意識をしっかり持たないと痛みで今にも崩れ落ちそうだ。

「ロルフ君、もうちょっとだけ我慢して！」

　背後に来たエルサさんが弓を投げ捨てると、破壊スキルを封じている白い手袋を取り去った。

「エルサさん！　何を！」

「あたしの破壊スキルで見えない障壁が壊せるか試すの！」

　素手になって手で障壁があると思われる場所を触れる。

　その瞬間、眩しい光を放っていた翼が光を失った。

「「消せた」」

　障壁が消えたことに気付いた魔物は、慌てて大きく口を開き、咆哮とともに火の玉を作り出す。

「させるか！」

　障壁が消えたことで、魔物に近づけるようになり、火の玉を打ち出すため大きく開けていた口に伝説品質の剣を突き入れる。

　獅子の頭部は制御できなくなった火の玉で爆ぜた。

「今度こそ――って、またどす黒い瘴気!?」

　一度目に倒した時と同じように、瘴気が噴き出すと爆ぜて消えたはずの獅子の頭が再生していく。
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　こいつ倒せないのかっ！

「倒しても復活しちゃうなら、あたしがこの世界から消すわ！」

　エルサさんが素手で魔物に触れると、破壊スキルが発動し、魔物が各部位を構成していた動物に分解されていく。

　なんだ、アレ!?　魔結晶と金属の欠片かけらが組み合わさって、黒い瘴気を出してる！

「ロルフ君、うまく破壊スキルが発動してないみたい！　このままじゃ、消えないかも！」

　破壊スキルの放つ淡い光が弱まるほど、黒い瘴気の量が増えていく。

　瘴気の量が増えるごとに、バラバラに分解された動物たちが元に戻ろうとしていた。

　瘴気の発生源を壊すしかない！

　父が譲ってくれた形見の剣を構え直すと、黒い瘴気を吹き出し続け、赤く輝く魔結晶と金属の欠片が組み合わさった物体に向かい駆ける。

　ダメージが蓄積した身体は一歩足を動かすだけで、激痛が走り抜けた。

　けれど、ここで倒れるわけにいかなかった。

「でぇえええいっ！」

　黒い瘴気を吹き出し続けていた物体に剣が触れると、眩しい光が周囲を塗り潰していく。








　＞守護者の欠片で武器をアップデートしますか？






　神の声？　守護者の欠片ってなんだ!?　って、今は考える余裕ないや！

　遠のきそうになる意識の中で響いた声に了承を意識する。





　＞鋼鉄の剣（伝説品質）を守護者の剣へのアップデートを開始。






　周囲を塗り潰した眩い光が収まると、魔物の存在は消え去っており、先ほどまで手にしていた父から譲ってもらった鋼鉄の剣には、刀身に読めない文字が装飾されていた。

　なんだ、これ……。

「魔物が消えてる！　倒せ……たの？」

「たぶん」

　変化した剣を見ていたら、エルサさんがいつの間にか隣に来ていた。

「す、すごいよ！　すごいよっ！　ロルフ君！　あの化け物を倒しちゃった！」

「僕が倒せたのは、エルサさんが破壊スキルで援護してくれたからです」

「もっと威張ってもいいんだよ。あんなすごい魔物を討ち取ったんだから！」

「そ、そうなんですか？　無我夢中だったからまだ倒した実感なくて……」

「でも本当に倒せてよかった……。一時はどうなるかと思ったけど、身体の方は大丈夫？」

　心配したエルサさんが、僕の身体をあちこちを確認する。

「ロ、ロルフ君！　腕！　腕が大変なことになってる！　すぐに薬草を貼らないと！　あ、痕とか残らないよね？　火傷だし冷やした方がいいのかな？　お、お水持ってくる？」

「エルサさん、落ち着いて。僕はなんとか大丈夫だって。それよりもエルサさんに怪我はなかった？」

「あたしはロルフ君のおかげで大丈夫。薬草とお水ね。すぐに準備するから待ってて」

　エルサさんがポーチから薬草を取り出そうとする。

「エルサさんが無事ならよか……た」

　耐えていた痛みが限界を超え、僕の意識はそこで途絶えた。




「ロルフ君、大丈夫ですよね？　死んだりしてませんよね？」

「これくらいなら、わたしの回復魔法でなんとか癒せるから大丈夫よ。時間はかかるけど死ぬことはない。瀕死のベルちゃんを何度も救ってきたしね」

　ヴァネッサさんの詠唱が聞こえると、全身から発せられた刺すような痛みが薄らいでいく。

　痛みが引いていくにつれ、次第に意識がはっきりしてきた。

「いてて、僕は死んでないから大丈夫だよ。エルサさん」

「ロルフ君!?　気が付いたのね！　よかった！　急に倒れたからあたしビックリして！」

　エルサさんはずっと泣いていたのか、目の周りが腫はれぼったくなっている。

　きっと、僕のために泣いてくれたんだと思うと、愛おしさが湧き上がる。

「エルサさん、驚かせてごめん」

「あーはいはい。そこのお二人さん。わたしを無視しない。回復魔法は自己流だから、応急処置だと思ってね」

「だが、ヴァネッサがいなかったら、私は四度くらい死んでるからな」

　包帯でぐるぐる巻きにされたベルンハルトさんも、ヴァネッサさんの後ろから姿を現した。

「無事でしたか」

「ああ、ロルフ君たちのおかげで命を拾ったよ」

「わたしの回復魔法のおかげはー？」

「もちろん、ヴァネッサにも助けられた。ただ、今回みたいに回復魔法に依存して、雑な仕事をすれば命を失いかねないので、なるべく緊急時以外は世話にならない方がいいだろう。私も含めてな」

　回復魔法に依存してたら、雑な仕事をするか……。

　父さんたちも同じようなこと言ってたよな。

　冒険者は慎重さを失った者から消えていくとか言ってた。

　常に油断すれば死が迫るのが冒険者稼業と頭では分かってたけど、実際に冒険者としても実績を積んだベルンハルトさんの言葉はきちんと受け止めておかないと。

「分かりました。しっかりと油断なく仕事を務めていきたいと思います」

「ロルフ君、本当に傷は大丈夫？　痛いところない？　皮膚が張ったりしてない？　袖まくってみて。袖だけじゃ不安か。装備と上着を脱いで。他に怪我してないか確認するから」

　ベルンハルトさんと話していたら、回復魔法の効果を確認しようと、エルサさんが僕の装備を外そうとした。

「だ、大丈夫です。もう、火傷も傷もないですから！」

「ほんとに？　あとからだと手遅れになるかもしれないし、ここで確かめた方が――」

「はいはい、エルサちゃん。いくらロルフちゃんが好きだからって、ダンジョン内でイチャイチャしたらダメよー。それにまだお仕事は終わってないからね。そういうのはお仕事を終えて馬車に戻ってからやるべきね」

　ヴァネッサさんも元気そうにしているものの、片腕を包帯で吊つっている。

「うー、心配だけどヴァネッサさんがそう言うなら、戻ってからにします。ロルフ君、帰ったらちゃんと確認させてね」

「は、はい。帰ったらお願いします」

　僕の装備を剥ぎ取って、火傷を確認しようとしていたエルサさんも、ヴァネッサさんに促されて手を止めた。

　身体の心配をしてくれるのはとってもありがたいんだけど、人前で装備を剥がれるのはさすがに恥ずかしい。

「お取込み中のところ申し訳ありませんが、水没区画を抜けたいんで水中呼吸の魔法いいですかね？」

　鉄の扉の向こうで待っていた『黄金の獅子』のメンバーが、いつの間にか部屋の中に入ってきていた。

「そうね。あんたらが先に帰っていいわ。けど、わたしらが帰った時、変な噂が流れてたら、ロルフちゃんがあんたら全員ぶった切るからね」

『黄金の獅子』のメンバーたちが、僕の姿を見て唾つばを飲む音が聞こえた。

「オレらがロルフさんの悪口なんて言うわけないじゃないっすか。拾った命は大事にしたいんで。救出の報酬の件もちゃんとフォルツェン家に報告しておきます」

「よろしい。じゃあ、帰りなさい」

　ヴァネッサさんが魔法を詠唱すると、次々に『黄金の獅子』のメンバーたちが泡に包まれた。

「すぐにこのダンジョンを退去したまえ。今回の救出に関しての報酬は、このダンジョンの探索依頼を達成したあとで請求させてもらうつもりだ」

　ベルンハルトさんの言葉に彼らはペコペコ頭を下げると、幼児帰りしたフィガロさんと、護衛契約違反で縛られた二人を連れ水面に消えていった。

「リズィー、それは食べ物じゃないわよ。ほら、干し肉をあげるから口から出して」

『黄金の獅子』のメンバーを見送っていたら、リズィーをたしなめるエルサさんの声が聞こえた。

　見ると、リズィーが地面に落ちていた拳大の魔結晶を口の中に咥えている。

　アレって金属っぽい欠片と融合して、黒い瘴気を出してたやつだよな。あの時は、赤かったのに今は黒くなってるぞ。

「リズィー、ダメだって。それは食べたら魔物化しちゃうから、早く吐き出して」

　リズィーのパンパンに膨らんだ頬を見て、慌てた僕はすぐに口から吐き出させようとした。

　闇の力を凝縮した魔結晶は、魔導具の電源として広く使われている反面、生物にとって有害であり、摂取して体に取り込んでしまえば魔物化を促進する物質であった。

「リズィー、お願いだから吐き出してくれ」

　リズィーは口の中に入れた魔結晶を出さないよういやいやと首を横に振る。

　その魔結晶を口から取り出そうと奮闘していたら、リズィーの喉がゴクリと音を出した。

「飲んじゃった!?」

「ええ!?　リズィーのお腹の中に魔結晶が入っちゃたの!?」

　悲鳴のような声をあげたエルサさんに、僕はコクコクと頷くことしかできなかった。

　次の瞬間、リズィーの体が眩しく光り始めた。

「リズィー!?　まさか、魔物化？　そんな!?」

「ロルフ君、落ち着きたまえ。魔結晶を取り込んだとはいえ、こんなに早く魔物化するなんて聞いたことがない」

「ベルちゃんの言いたいことは分かるけど、飲み込んだのがあの魔物からできた黒い魔結晶だし、普通のと違うってことはない？　普通の魔物なら一体につき魔結晶一個だし、素材もひとつのはずなのにそれぞれ三つ落としたから異常だと思う」

　ベルンハルトさんたちにも、リズィーの身に起こった変化で焦っている様子が見えた。

　体が光り始めたリズィー本人は、何が起きているのか理解してないようで、エルサさんの差し出した干し肉を美味しそうに食べている。

「光が収まった……。リズィー痛いところとかないの？　大丈夫？」

　エルサさんに抱えられ、早々に干し肉を食べ終えたリズィーは、パンパンに膨らんだお腹を見せてげっぷをした。

　そのげっぷとともに、リズィーの口から小さな炎が吐き出される。

「ちょ!?　リズィー？　炎が!?」

「炎の息？　リズィーが魔物化しちゃったの？」

「いや、魔物化したら体ももっと巨大になるだろうし、攻撃性も上がるはずだ。だが、リズィーはそんな変化を起こしていない」

　そういえば、二人にはリズィーが狼じゃなくて、魔狼っていう生物だと言いそびれてた。

　炎の息が操あやつれるようになったのは、リズィーが魔狼だからなのかもしれない。

「すみません、ベルンハルトさんたちには言いそびれてたんですが、リズィーはただの狼じゃなくて魔狼という種族らしくって。でも、魔狼なんてのは聞いたことありませんよね？」

「リズィーは魔狼？　狼とは違うということかね？」

「ええ、たぶん」

「でもまぁ、炎の息を吐き出せるようになっただけで、大人しいし、食い意地以外は人の言うことも聞いてるし問題はないんじゃない？　見た目はただの子犬に見えるし」

　ヴァネッサさんが、エルサさんに抱えられているリズィーの頭を撫でた。

　ヴァネッサさんの言う通り、リズィーの見た目は狼というよりも子犬に近い。

　それに人の言葉を理解するし、こちらに敵意を向ける者以外には吠えない賢さも持ってる。

　きちんと面倒を見ていれば、問題を起こすことはないと思われた。

「ヴァネッサの言う通りか。リズィーも大事なうちのメンバーではあるしな。魔物とも言い切れないし、私たちがきちんと気を付けておけば、外部の者に迷惑をかけることもなかろう」

「リズィーちゃんのことも秘密ねー。リズィーちゃん、わたしたち以外の人の前で炎を吐いたらダメよ。分かった？」

　リズィーは、ヴァネッサさんの言葉に『分かった』と言いたげに吠えた。

「さて、食いしん坊なリズィーのお腹は満たされたようなので、素材と魔結晶を回収したら私たちも荷馬車に戻ろう。しばらく休養も必要だ」

「はい、了解です。リズィーも腹ごなしにちゃんと自分で歩いてくれよ」

　エルサさんに抱えられていたリズィーは、こちらの言葉を聞いて地面に下りると、水没区画へ続く扉の方へ進んでいった。

　傷をある程度癒してもらえたとはいえ、満身創痍に近い僕たちはお互いに身体を支え合いながらダンジョンを出ることにした。




　フラフラになりながら紅炎の散策フレアウォーク号に戻ると、それから三日ほど傷を癒す休養をとった。

　その間、時間があったので、変化した剣をみんなで調べたところ、ベルンハルトさんから鑑定時の品質表示が消えていると言われ、エルサさんからは、元に戻すため破壊して再生してみようと言われ、素手で触れたけれど、破壊スキルが発動しない剣に変化していた。

　さらに剣の斬れ味は、それまでの伝説品質を超えていた。

　刀身に装飾されたのは、神語であることが判明し、内容をベルンハルトさんに読んでもらうと、『闇に堕ちた眷属を倒すにはこれを用い、その欠片によってのみ剣は強くなる』と書かれているらしい。

　書かれた言葉の意味を推測すると、変化した剣を強化するには、あの化け物の体内にあった金属片みたいな物が必要になるようだった。

　みんなで考えた結論として、守護者の剣は通常の剣ではなくなったとの認識で一致した。

　三日の休養を終え、ある程度傷が癒えた僕たちは、街に戻ると冒険者ギルドに顔を出した。

　まだ、ひびの入った骨が痛み、歩き方がぎこちないままだ。

「おい、ベルンハルトさんたちだぞ。あの『黄金の獅子』のメンバーたちが手も足も出なかった化け物をたった四人で退治したって話だぞ」

「フィガロさんは恐怖で幼児帰りしたらしいし、ガトーやアリアでも対応できなかったやつらしいじゃねえか」

「帰ってきた『黄金の獅子』のメンバーに聞いたが、ロルフが化け物にトドメを刺したらしいぞ」

「うっそだろっ！　あのロルフだぜ？　あ、あれか、ベルンハルトさんの金で装備を刷新したからか？　特殊な装備を使ったんだろ。じゃなかったら、ロルフが化け物級の魔物になんて挑めるわけねぇ」

　先に帰っていた『黄金の獅子』のメンバーたちにより、奇怪な魔物との戦いの様子を伝えられていたらしく、興味津々の視線がこちらに向けられた。

　そんな冒険者たちの視線を受けながらぎこちない歩きで窓口に向かうと、ギルドマスターであるフランさんが、僕たちを見つけ、窓口から出てきて頭を下げた。

「ベルンハルト殿、ご無事の帰還をされたようで……。フィガロ殿が探索の途中で邪魔をしたそうですが、我がギルドとしては彼らには探索依頼を出していないことだけは理解していただきたく……」

「フラン殿が、フィガロ殿に関わっていないことは分かっております。それよりも、ご依頼の件が終わりましたので、確認のほどよろしくお願いしますぞ」

「承知しました。すぐに確認作業をさせてもらいます。二階の個室を用意してますのでこちらへどうぞ！」

　申し訳なさそうに頭を下げ続けるフランさんに勧められ、二階の個室へ移動することにした。

　個室で対応してもらえるなんて、やっぱベルンハルトさんたちってすごいや。

　僕とエルサさんだけだったら、窓口で対応されてただろうな。

　案内された二階の個室は特別室と呼ばれ、椅子ひとつとっても豪華な調度品が並び、貴族や大商人からの依頼を受ける際に使われる場所だった。

「さて、調査報告をさせてもらうとしよう。フラン殿より依頼を受けたアグドラファンの街の近郊で発見されたダンジョンは、ドワイリス様に縁の深い人が葬られた墓所であることが判明した。名前までは確認できなかったが、ドワイリス様と同格の者である可能性が高い。つまり、創世戦争時代の古い遺跡かと思われる」

「創世戦争時代の古い遺跡ですか!?　そんな古い時代の墓所が今まで誰にも見つからずにあったとは……」

「見つからなかったのは、正規の入口がヴァン湖の崖の下にある小さな亀裂の奥だったことが最大の理由かと。湖面からも崖の上からも入口は見えないと思われるので」

「ヴァン湖に正規の入口が……」

「それと、すでに遺跡の一部は、大雨による湖面上昇によって流入した水に浸かって水没していた」

「ロルフ君たちが報告を上げてくれた水没区画の水は、ヴァン湖の水位が異常に上昇した時、流れ込んだものということですね。それにしても、ここに書かれている仕掛けは本当ですか？」

　ベルンハルトさんの報告を聞いていたフランさんが、祭壇の赤い石を取らないと開かない扉の仕掛けと、少女像があった部屋に入ると自動で扉が閉まる仕掛けが描かれた地図を見て唸っていた。

「ああ、現地で確認した。赤い石の仕掛けに関してはすでに破損している」

「ベルンハルト殿たちのおかげで、ダンジョンの罠に関してはほぼ無害化されたと見てよろしいでしょうか？」

「彫像の魔物は排除したし、ロルフ君たちが見つけた裏口から脱出できるので、閉じ込められる可能性はほぼないと思う」

「承知しました。探索を依頼したダンジョンの詳細マップに関して問題はないと思います。続いて魔物の方ですが……」

「例の複数の特徴を持つ魔物の件は、もう噂になっている様子だが？」

「ええ、戦闘特化の『黄金の獅子』ですら歯が立たなかったとかいう魔物。すでに冒険者たちは複数の能力を持つという意味で『キマイラ』という名を付けたらしいです。冒険者ギルドとしても新種の魔物『キマイラ』として図鑑登録をしようかと思っていますので、情報を提供してもらえると……」

　図鑑登録される新しい魔物か……。

　たしか発見者は図鑑に名前が残るんだけど、この場合ベルンハルトさんになるんだろうな。

　十数年に一度くらい新種の魔物が発見されることもあるため、図鑑に名前を残すことは冒険者の中でも名誉と言われることであった。

「承知した。では、発見者で討伐者のロルフ君が、フラン殿にキマイラのことを詳細に説明してくれたまえ」

「え？　僕がですか？」

「ああ、そうだ。私は怪我をして倒れてたからね。詳しく見ている余裕はなかった」

「わ、分かりました。謹んで報告させてもらいます。キマイラと呼ばれる魔物は獅子と山羊と大蛇と蝙蝠の特徴を併せ持つ複合魔物でした。胴体は獅子のため俊敏であり爪は鋭く、尻尾として生えている大蛇は口から毒の息を周囲にまき散らし、山羊の頭は角から雷の魔法を打ち放ち、獅子の口からは高熱の火の塊が吐き出され着弾すると周囲に高熱の爆風をまき散らします。蝙蝠の羽で空にも浮きました。あと、近接攻撃をしようとすると体に炎をまとったりもしますね。そして、一度倒すと蝙蝠の羽が真っ白に光る羽に変化し、見えない障壁をまとい突進するようになりました。この障壁は魔法も物理攻撃も受け付けません。さらに討伐しても体内にある金属片と魔結晶が融合した物体を破壊しない限り永遠に肉体を再生して襲ってくる魔物でした」

　戦った時、キマイラが使った攻撃を列挙していったが、言ってる自分ですら信じられないほど多彩な攻撃能力を持つ恐ろしい魔物だと思えた。

「そ、そんな強力な魔物が存在するとは……。ベルンハルト殿たちが一緒に戦っていなければ、ロルフ君の言葉は信じられなかった」

「フラン殿、その魔物は間違いなく存在していた。これがそのキマイラが変化した素材だ。三つの素材を落としている」

　ベルンハルトさんが討伐の証拠としてテーブルの上に出したのは、キマイラの素材だった。

「素材が三つも……。分かりました。こちらは別途買い取らせてもらいます。それと、図鑑登録者は報告をしてくれたロルフ君という形で大丈夫ですか？」

「ああ、それで大丈夫。素材の買い取りに関してはフラン殿にお任せしよう」

「承知しました。では、すぐに素材の査定と報酬をお持ちしますので、ここでしばらく食事でもしてお待ちください」

　フランさんが席を立つと、個室の扉が開き受付嬢たちが手に食事を持って並んでいた。




　新種の魔物と認定された『キマイラ』を倒し、アグドラファンの街に戻って数日。

　傷が完治した僕たちは、ベルンハルトさんとともにフィガロさんの住む屋敷に招かれた。

「ベルンハルト殿、こたびは不ふ肖しょうの息子の危機を救ってくれたそうで感謝の言葉もありません。フィガロ、お前からも皆さんにお礼を申し上げよ」

　ハンカチで額を拭ぬぐいベルンハルトさんに頭を下げているのは、フォルツェン家の現当主で、フィガロさんの父親であり、アグドラファンの街を含む近隣の土地を領有している大貴族であるロメロ・フォルツェン様であった。

「父上、わたしの『黄金の獅子』は、『キマイラ』に敗れたわけではありませんぞ！」

「馬鹿者！　フォルツェン家の者として恥ずかしい言い訳をするなっ！　ベルンハルト殿たちが救出に向かっていなかったら、お前は生きてこの場にはおらん！」

「わ、わたしは言い訳などしておりません！　ガトーやアリアやメンバーが戦おうとせずに――」

「これまでは多少のことには目を瞑つぶって好きにさせてきたが、今回の件だけでなく、お前が影に隠れて色々とやってきた行為は、我がフォルツェン家の家名に泥を塗ったと自覚せよ！」

　冒険者ごっこをしている息子に甘いと言われ続けていたロメロ様も、アルマーニさんの元に集まっていたアグドラファンの住民からの告発状を見て、フィガロさんの行為にかなり激怒しているようで、厳しく叱責した。

「ロメロ殿、フィガロ殿も無事に帰還されたことですし、今回の件で多く学ぶことがあったと思いますので、それくらいにされた方がよろしいですぞ。お怒りになるとお身体にも触りますし」

　激高しているロメロ様は、すでに荒い息をしている。

「そう言ってもらえるのはありがたい。歳をとってからようやくできた男子で、大事な跡継ぎと思い、今まで甘やかしてきた。だが、このまま代替わりをしてしまえば、フィガロの代で我がフォルツェン家がお取り潰しになるとはっきりと分かった」

「父上、わたしはトップクラスの冒険者として認められた男ですぞ！」

　父親の言葉にフィガロさんは納得いかないと言いたげな表情をした。

「フィガロ、お前が得た冒険者としての名声は、大金を積んで雇ったガトーやアリア、それに『黄金の獅子』に属する者たちの功績だ。お前の実力ではない！　そんなことすら分からないのか！」

　魔物討伐の依頼も、大貴族の嫡男であるフィガロさんが戦わないで済むようガトーさんやアリアさんがメンバーたちに指示を出していた。

　僕が属していた期間も剣を抜いた姿は見たことがなかったし。

「将たる者が軽々しく剣を振るなと父上も申していたではありませんか。わたしは人を集め率いて指示を出すことに専念していたのです！」

　自分のことを良いように言い繕うフィガロさんに対し、ロメロ様の顔色がさらに変わった。

「少しくらい反省の姿勢を見せれば自分の責任で鍛え直そうと思ったが、また言い訳か。お前にはほとほと愛想が尽きた。父親としては助けたいが、フォルツェン家の当主としての決断を下さねばならん」

　父親の話を聞いた途端、フィガロさんの顔色が青くなった。

「フィガロ、お前は廃はい嫡ちゃくし、フォルツェン家から勘当する。今後、フォルツェンの家名を名乗ることは一切許さん。ただのフィガロとして冒険者でも何でもして好きに生きるがよい」

「は、廃嫡のうえ、勘当ですと――」

「今すぐに荷物をまとめて屋敷から出よ。最後の恩情として五万ガルドの支度金は出してやる」

　ロメロ様の厳しい視線に曝されたフィガロさんは、僕たちの方をキッと一いち瞥べつすると、唇くちびるを噛み締める。あまりに強く唇を噛みしめたため、破れて血が口元に滴っていく。

「わたしが、廃嫡……勘当だと……このわたしが……ありえぬ！　ありえぬ！　ありえぬぅううう！」

　身体を大きく震わせたフィガロさんは、床に倒れ込むと身体を丸め、子供のように親指をしゃぶり始めた。

「また、幼児帰りか……誰かこやつをつまみ出せ」

　フィガロさんは屋敷の使用人たちに抱えられ、部屋から連れ出されていった。

「お見苦しいところを見せた。廃嫡と勘当を言い渡したが、フォルツェン家の当主として、あやつが悪さをしないよう監視させてもらうつもりだ」

「家庭のことにまで、私たちは口出しいたしませんよ」

「本当にすまないことをした。後継の当主には、王都で近この衛え騎き士しとして修業している甥おいのアーベインを指名するつもりだ」

　ロメロ様が当主を務めるフォルツェン家は、何名も近衛騎士団長を輩出してきた家柄であった。

　そういえば、ロメロ様も近衛騎士団長を務めて魔物討伐や辺境の盗賊団の討伐などで武勲を挙げた人だったはず。

「アーベイン殿ですか、王都でお会いしたことがありますが、ひとかどの人物だと見ました。彼ならばフォルツェン家の名を辱はずかしめることはないでしょうな」

「人物の目利きもするベルンハルト殿にそう言ってもらえると決断したかいもある。そうそう、忘れるところだった。アルマーニ、例の二人を」

　傍らに控えていたフォルツェン家の徴税官であるアルマーニさんが、廊下に消えたかと思うと、すぐにガトーさんとアリアさんを連れて戻ってきた。

　引き立てられた二人は縄で縛られ、口には猿さる轡ぐつわをされている。

「フィガロの率いた『黄金の獅子』で、隠れて悪事を働いていたこの二人と関係者についての処分も決まった」

　処分の言葉を聞いて、ガトーさんとアリアさんが何かを言いたげに身体を激しく動かす。

「言い訳はフィガロだけで十分だ。アルマーニが集めた告発状によれば、強ゆ請すり、たかり、暴力行為、裏金強要、その他諸々、たくさんの罪状が出てきておる」

　ガトーさんとアリアさんが、『黄金の獅子』を隠れ蓑みのにして、悪事を働き、金を荒稼ぎしていたことは冒険者たちの間ですでに噂になっていた。

『キマイラ』に敗れて以降、ロメロ様が直接『黄金の獅子』に活動を禁じており、アルマーニさんが告発状を集めたことも知れ渡り、解散は秒読みだと噂されている。

「よって、ガトーとアリア、それに悪事に加担していた者は罪に応じた期間の兵役奴隷を命ずる」

　猿轡をされた二人は、首を左右に振り拒否を伝えた。

　二人が嫌がっているのには理由がある。

　兵役奴隷の業務は、魔物の出現頻度の高い僻へき地ちだからだ。さらに兵役奴隷は、任地から逃亡すれば首が締まる魔導具の首輪を付けられるため、絶対に逃亡できないと言われている。

　魔物と戦うか、自ら死ぬかの選択肢しか与えられない生活が二人に命じられたのだ。

「拒否することは認められぬ。今すぐ任地へ連れていけ」

　ロメロ様が使用人に視線を送ると、二人は引きずられるように部屋から出ていった。

「さて、あとは報酬の件が残っておったな」

　隣にいたアルマーニさんが、紙をロメロ様に差し出す。

　ロメロ様はそれをベルンハルトさんに差し出した。

「これはフィガロたちの救助依頼料と成功報酬だ。冒険者ギルドには払い込んでおいたので、証明書だけとなっておるが受け取ってくれたまえ」

　ベルンハルトさんが受け取った紙には、一〇〇〇万ガルドの金額が書き込まれていた。

　破格の成功報酬!?　さすが大貴族なだけのことはある！

　ベルンハルトさんは報酬を均等割りでくれるって言ってたから、一人当たり二五〇万ガルドの報酬かぁ。

　これでダンジョン探索の報酬や再生した装備を売り捌いていけば、自分の借金はなくなるはずだ。

「少しばかり請求した額よりも多めですが？」

「迷惑料も込みということで多めにしておる。それと、ベルンハルト殿のところに新しく入ったロルフ殿にも渡しておく物がある」

　ベルンハルトさんの後ろに控えていた僕をロメロ様が手招きして呼んだ。

「ぼ、僕ですか？」

「ああ、アルマーニに調べさせていたが、どうやらフィガロが貴殿に難癖をつけて借金を負わせたらしいではないか。これはその証文だが、無効な物だ。差し押さえた家の権利も金銭も全額返金させてもらう」

　ロメロ様はそう言うと、違約金の借金を書いた証文を破り捨てた。

　そして、アルマーニさんが差し出した革袋をこちらへ渡してくる。

　一瞬、受け取っていいのか困ったので、ベルンハルトさんに視線を向けると『受け取っておけ』と頷かれた。

「あ、ありがとうございます」

「いや、我が息子が迷惑をかけて済まぬ。心より謝罪をさせてもらう」

「いえ、謝罪なんて。フィガロさんのおかげで、今の僕があるんで」

　ソロの冒険者としてゴミ拾いとかしてなかったら、エルサさんと出会うこともなかっただろうし、ベルンハルトさんたちの『冒険商人』に入ることもなかった。

　なので、追放してくれたフィガロさんには、恨みもあるけど感謝の気持ちの方が多く感じられる。

　その後、僕たちはキマイラ討伐の話を肴さかなにして、ロメロ様から屋敷で盛大な歓待を受けることになった。










エピローグ　婚約指輪と旅立ち




　翌日、エルサさんとリズィーを連れて借金のカタとして取り上げられていた実家に来ていた。

「ここがロルフ君の生まれた家かぁ。リズィーは入らないの？」

「祖母と去年まで暮らしてたボロ家ですけど、一年人がいなかっただけでかなり傷みましたね」

　久しぶりに玄関を開けたところ、家の中は埃ほこりとカビの臭いが充満している。

　埃とカビの臭いに辟へき易えきしているのか、リズィーは玄関の前で座り込むと動こうとしなかった。

「リズィーはそこで待ってていいよ。誰か来たら吠えて呼んでくれるかい？」

　入りたくないリズィーは、『分かった』と言いたげに元気よく吠える。

　リズィーを玄関に残し、エルサさんと二人で室内に入ると、ある物を捜し始めた。

「フィガロさんへ借金を返すため、両親の装備とか装飾品はすぐに売っちゃったんですよね。ほとんどの物は金に換えちゃいましたから、家の中はガラガラですけど」

「でも、ロルフ君が大事に残してたおばあちゃんの形見は、家の中に残ってるんでしょ？」

「ええ、売った覚えはないし、祖母が亡くなってバタバタしてる間に家の中で失くしてしまったようで……。その後、捜そうと思ったんですが、ここが差し押さえられてしまって」

　おばあちゃんが亡くなった時は、本当に色々とバタバタしてて、今思い返しても何をしていたのか記憶が定かではなかった。

「で、おばあちゃんの形見って何？」

「あ、はい。指輪です。銀製の台座にルビーの石が付いたやつです。二つ一組になってて、失くさないように銀製の鎖が付いている物なんですが。祖父母の婚約指輪で、父が母に婚約を申し出た時に渡した物でもあるんで。僕にとっては行方不明の両親の形見でもあるんです」

　冒険者であった両親は、依頼中に婚約指輪を紛失しないよう祖母に預けて旅に出ていた。

　二代続けて受け継がれた婚約指輪をいつも大事にしていた祖母は、『ロルフが嫁にしたい子を見つけたら、この指輪を渡してあげなさい』と常に言っていたのを思い出していた。

　エルサさんに、あの婚約指輪を渡したら喜んでくれるかな？

　僕のことを運命の人だって言ってくれたし、これからずっと一緒にいようと思うし、あの指輪を渡しても大丈夫なはず。

「ロルフ君、どうかしたの？　早くその大事な形見の指輪を捜さないと」

　白い手袋をしたエルサさんは、腕まくりをしてやる気に満ち溢れていた。

「は、はい。そうですね。祖母の寝室から捜してみますか。こっちです」

　ベッドだけになった祖母の部屋に入ると、一番怪しそうなベッドの下を二人で覗き込む。

「ロルフ君、ある？」

「いや、ちょっとなさそうですね。祖母の部屋以外ですかね」

　おばあちゃんの部屋にないとなると、自分の部屋だろうか？

　ほとんど私物がないとはいえ、自分の部屋をエルサさんに見られるのは恥ずかしい気がする。

　できれば他のところを先に捜して、自分の部屋は最後の最後にしたい。

「こっちの部屋は入っていいの？」

　祖母の部屋に指輪がないと見たエルサさんは、すでに隣にある僕の部屋のドアを開けようとしていた。

「そ、そこは最後でいいんじゃないですかね！　うん、最後にしましょう。台所とかにあるかも」

　特に見られて困る物は置いてないけど、やっぱり自分の部屋は最後にしたかった。

　その後、台所、両親の寝室を捜したがやはり指輪は見つからず、結局自分の部屋を捜すことになった。

「へぇ、ここがロルフ君の部屋かぁ。指輪があるとしたらあとはこの部屋だけだね」

「べ、別に何か珍しい物があるわけじゃないですよ」

　やましいことはないのに、室内をキョロキョロと興味深そうに見て回るエルサさんの姿を見ると焦る自分がいた。

「ベッドの下とかに紛れ込んでるのかも」

　エルサさんはすぐにベッドの下に潜り込んでもぞもぞとする。

「んー、あっ、これって」

　ベッドの下でもぞもぞしているエルサさんが、何かを見つけたらしい。

「ありましたか？」

「たぶん、これだと思うけど」

　ベッドの下から這い出したエルサさんが手にしていたのは、鎖で繋がった銀製の土台にルビーが付いた形見の指輪だった。

「こ、これです！　これ！　ありがとうございます！」

「良かった。ロルフ君の大事な形見の指輪だものね」

　長らく人の出入りがなく、掃除がされていなかったため、エルサさんの綺麗な黒髪や顔は埃と蜘く蛛もの巣で汚れていた。

「エルサさん、蜘蛛の巣と埃で汚れてますから」

　綺麗なハンカチを出すと、エルサさんの髪の毛と顔に付いた汚れを拭いとる。

「ありがとう。猟師をずっとやってたから汚れるのには慣れちゃってるんだけどね。村じゃ誰もあたしのことを気にしなかったけど、これからはずっとロルフ君の隣にいるんだから少しは気にしないといけないね」

「エルサさんが汚れたら、僕がずっと綺麗にしますから安心してください」

「それって――」

　僕の言葉に反応し、エルサさんの顔が赤く染まっていく。

　ハンカチをしまうと、エルサさんから受け取った形見の婚約指輪を鎖から外し、目の前に差し出した。

「僕でよかったら、エルサさんの婚約者にしてもらえませんか？」

　差し出された婚約指輪を見たエルサさんの目から涙がこぼれ落ちた。

「あ、あたしなんかでいいの？　ほら、歳上だし、田舎育ちだし、色々なことを知らないし。ロルフ君ならもっといい子に出会えると思うんだけど」

「僕の運命の人はエルサさんしかいませんからっ！　受け取ってください」

　自分の中に伴はん侶りょとして迎えたいと思う人は、エルサさん以外誰一人としていない。

　エルサさんがずっと一緒にいたいと言ってくれたことへの自分の返答が、差し出している婚約指輪だ。

「本当にあたしでいいの？」

「はい！」

　エルサさんはしばらく無言で差し出した婚約指輪を眺めていたかと思うと、ハッとして口を開いた。

「ロルフ君、あたし指輪をつけられないわ！　どうしよう！」

　え？　それって、婚約はできないってこと!?　嘘、なんで!?

「ぼ、僕じゃダメですか？」

「ち、違うの！　そうじゃないの！　ほら、あたし破壊スキル持ちだから、手袋を介してしか指輪をつけられないの！」

　こちらの表情を見て慌てたエルサさんが、つけられない理由を教えてくれていた。

「そ、そうでした！　素手のエルサさんに指輪はつけられませんでしたね！　僕としたことが忘れてました。だったら、こっちを首飾りとしてつけてくれます？」

「う、うん！　そっちなら破壊スキルで壊すことも失くすこともないだろうし、安心できるかも」

　銀製の鎖のついた方の婚約指輪を改めて差し出した。

　受け取ってくれたエルサさんは、首から婚約指輪を垂らすと嬉しそうに眺める。

「ロルフ君には、あたしがはめてあげるね。ほら、貸して」

　手袋をした手でもうひとつの婚約指輪を手にしたエルサさんが、僕の左手の薬指に形見の婚約指輪をはめてくれた。

「これからもお願いします」

「うん、ずっと一緒だね」

　二人で婚約指輪を見てニコニコとしていたら、玄関でリズィーが吠える声が聞こえた。

「誰か来たみたい」
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「ベルンハルトさんたちかな？　用事が終わったらこっちに寄るって言ってたし」

　僕たちは二人でリズィーのいる玄関に向かうことにした。

「ロルフ君、捜し物は見つかったかね？」

「ベルちゃん、どうやら見つかったみたいよ。ほら、ロルフ君の指とエルサちゃんの首元を見て」

　僕の指にはまった指輪と、エルサさんの首から下げられた形見の指輪を見つけたヴァネッサさんは、その意味を察したようでニコニコと笑っている。

「あ、ああ。そういうことか。おめでとうと言うべきか」

　ベルンハルトさんもヴァネッサさんの言葉で事態を察したようだ。

「私もベルちゃんに指輪ねだらないといけないかしらねぇ？」

「指輪ならこの前、魔力の回復を促進させる魔結晶が付いたやつを買わされた気がするが？」

「そういう実用的な指輪の話をしてくるのが、ベルちゃんってことは知ってるからいいけどねー」

　ベルンハルトさんは、ヴァネッサさんのことを好きなんだろうけど、いざ関係を進める話になると途端に話をはぐらかす。

　でも、どう見てももう二人は夫婦みたいな感じなんだよな。

「んんっ！　まぁ、ロルフ君たちが婚約したことは喜ぶべき慶事として。そろそろ、アグドラファンの街での仕事を終えて、次の街へ行こうと思うのだが。ロルフ君たちの準備はいいだろうか？」

　ヴァネッサさんに指輪をねだられたベルンハルトさんは、わざとらしく咳ばらいをすると、話を変えて街の移動をすることを告げる。

　ついにアグドラファンの街ともお別れか……。

　実家で失くした形見の指輪も見つかって、それをエルサさんに婚約指輪として渡せたし、実家は祖母の知り合いの人が管理してくれるって話だし、街で別れを言う人にはもう告げてある。

　やるべきことはやってあるから、すぐにでも出発できる状態だ。

「準備はもう大丈夫です。形見の指輪も見つけられましたしね。次はどこの街に向かうんです？」

「アグドラファンの冒険者ギルドで依頼を受けた希少金属の輸送のため、鍛か冶じの街ミーンズに向かう。あの街ならロルフ君たちの作った品質の良い武具も良い値が付くだろうし」

「鍛冶の街ミーンズですか。名前は聞いたことあったけど一度も行ったことないや」

「あの街は年中煤すすが飛んでてすぐに汚れるのよねー。あまり長居はしたくないわ」

「リズィー、次はミーンズだって」

　エルザさんに抱き上げられたリズィーは、ヴァネッサさんの汚れるという話を聞いてイヤイヤと首を横に振った。

「ミーンズでの滞在は短い予定なので問題はないはずだ。さて、ロルフ君たちも準備はできているようだし、そろそろ出発しよう」

「はい！　行きましょう！」

　こうして僕はエルサさんとともに、ベルンハルトさんの『冒険商人』に加入し、一人前の冒険者になるため、生まれた街を出て、様々な街を巡る旅に出ることになった。










あとがき




　初めましてシンギョウガクと申します。

　デビューしてから毎年色んな出版社様から刊行してましたが、あとがきを書くのが数年ぶりで、何を書けばいいのかと途方に暮れております。

　とりあえず、製作裏話的なものでいいのかなと思い、書くことにしました。

　まずは、栄えある第一回グラスト大賞の大賞作品に、『【再生】と【破壊】から始まる最強冒険者への道』を選出していただき、『マンガ原作だやったぜ！』って喜んでたら、グラスト編集部様から『小説も出すよ』との打診。

　寝耳に水の書籍化の話でしたが、お仕事ありがとうございますという気持ちで刊行に向け、色々と作業を行ってまいりました。

　その際、色々と編集部様や担当編集様からのご提案を受け、投稿時に物足りなかった部分を補強できたと思います。加筆大変でしたけど楽しく書かせてもらいました。

　ここからはネタばらし含むのでご注意を。

　本書は『二人でひとつの能力』をコンセプトにして、再生スキルを持つ主人公ロルフと、破壊スキルを持つヒロインであるエルサを創り出しました。

　再生は破壊がないと一切発動しないゴミスキル、破壊は再生がないとほとんどの物質を消滅させる凶悪スキルとして作中に登場させております。

　そんな欠陥スキルを授かった二人が出会い、バディを組んでスキルの能力を解き明かしながら、冒険者として成長していくお話。

　第一巻である本書は、主人公の生まれ故郷からの旅立ち編として書いておりますので、楽しんでいただければ幸いです。

　最後にグラスト編集部様、担当編集様、校閲様、営業様、イラストを描いていただいた Tea 先生、皆様のサポートがあったからこそ、本書は刊行できております。本当にありがとうございます。

　それと本作執筆に際し、猛烈なるモチベーションを与えてくださったＳ様、Ｒ嬢、Ｕ先生、Ｍ先生にも感謝しております。

　そして、本書を手に取って読んでいただいた読者さんに最大級の感謝です！










シンギョウガク










ヴァネッサ先生の過酷な修行




「さぁ、最終日の今日は、これまでの修行の成果を見せてもらうわ。昨日に引き続きわたしも入るからね」

　ヴァネッサさんの後ろでは、本日の練習相手であるクレイゴーレム二〇体ほどが、微動だにせず整列しているのが見えた。

　昨日は散々な結果なうえ、囲まれて慌てた僕がヴァネッサさんの魔法の射線を遮って、背中がちょっぴりと焦げたし、今日は背中にも意識を向けないと。

　この数日、ヴァネッサさんの作り出すクレイゴーレムを相手に、実戦に近い戦闘を日が暮れるまで行って身体の疲労は蓄積している。

　最初にクレイゴーレムと戦った時は、エルサさんと二人で日暮れまでかかったけど、今日は二〇体か……。

　ベルンハルトさんが言ってた通り、ヴァネッサさんは僕たちが倒せるギリギリの強さのクレイゴーレムを用意してくるから、余裕なんて感じることはない。

　きっと今日もヴァネッサさんとベルンハルトさんの実力も加算して、ギリギリなところの数を作りだしてるはずだ。

「はい！　よろしくお願いします」

「ロルフ君、頑張ろうね！」

「二人とも無駄口を喋ってる暇を、ヴァネッサは与えてはくれないぞ」

「はーい！　開始！」

　ヴァネッサさんの杖が輝くと、微動だにせず直立していたクレイゴーレムの顔に赤い光が宿るのが見えた。

「来ますっ！」

　自分の役割である囮役をするため、剣と盾を構えると、動き出したクレイゴーレムの集団に向かい駆け出す。

　隣にはベルンハルトさんが並走し、敵の攻撃がこちらに集中しすぎないよう、敵の誘引を始めていた。

　僕とベルンハルトさんにクレイゴーレムの意識を向けさせ、エルサさんとヴァネッサさんにねらってもらう。

　昨日言われた通りにやれば、二〇体のクレイゴーレムだろうが、倒せないことはないはずだ。

「ロルフ君、援護に入るわ」

　クレイゴーレムに向かう僕に、エルサさんが射撃位置につけたことを知らせてくれた。

　これからエルサさんの援護射撃が来る。激しい動きはしないで、敵の注意だけ引かないと。

　接敵したクレイゴーレムがふり上げた拳が、こちらに向けて振り下ろされる。

　受け止めた拳の衝撃はかなりの物であったが、上手く逸らしたことで身体へのダメージは最小限に抑えられた。

　拳を受け流されたクレイゴーレムに、次々にエルサさんが放った矢が突き立つ。

　怯んだ隙を突いて、普通品質の鉄の剣を叩き込んだ。

　他のクレイゴーレムたちの意識は、まだ散ってないな。これなら、もう一度、引きつけて――。

「ロルフ君、ヴァネッサの援護がそろそろ来るぞ！」

　見極めスキルを発動させて、クレイゴーレムたちの攻撃をかわし続けていたベルンハルトさんが、ヴァネッサさんの援護魔法の発動を告げていた。

　昨日の二の舞はしない。意識を集中しろ！

　目の前のゴーレムたちの動きに注視しつつ、後ろからくる援護への意識もする。

　来るっ！　僕の方じゃなくて、ベルンハルトさんの援護か。

　空気を切り裂いて飛来する魔法の音から、自分への援護ではないと判断し、目の前の敵に集中した。

　援護がないと判断し、振り下ろされたクレイゴーレムの拳を大きく身体を動かしかわす。

　次の瞬間、自分の近くを膨大な熱量を含んだ風が駆け抜けた。

「ロルフちゃん、範囲魔法の効果範囲は確認しといた方がいいわよ。巻き込まれて死ぬかもしれないからね」

　近くを吹き抜けていった熱風は、火属性の範囲魔法が作り出したものであった。

「ええっ！　範囲魔法が飛んでくるなんて聞いてませんけどっ！」

「だって、言ってないもの」

「ええっ！」

「ギリギリの戦闘をしてる時、味方に警告してたら間に合わない時もあるし、ベルちゃんは音で聞き分けてるわよ」

　チラリと横を見ると、ベルンハルトさんは魔法の爆発半径を綺麗に避けた場所にいた。

「まぁ、これはアレだ。長年の勘というやつだ。それよりも、油断してると――」

　ベルンハルトさんに警告されて我に返ると、クレイゴーレムの拳が迫っていた。

「ロルフ君、危ない！」

　盾を構えるのが遅れた！　これじゃあ、間に合わない！

　拳が身体に触れる寸前、背後から引っ張られて、地面に倒れた。

「リズィー、助かった！」

　僕の服を引っ張って地面に引き倒したのは、いつの間にか足もとにいたリズィーだった。

　リズムは『油断したらダメ』と言いたげに吠える。

　急いで立ち上がると、盾と剣を構え直し近寄ってくるクレイゴーレムに向かい直す。

「すみません、油断しました！」

「一瞬の判断ミスが自分と仲間の命を危険に晒すからね。エルサちゃん、ロルフちゃんが囲まれそうだから援護！」

「は、はい！」

　後方から風切り音とともにエルサさんの矢が、自分の周囲にいたクレイゴーレムに突き立っていく。

　誰がどんな能力を持ってて、どういった行動をするか、常日頃から頭に叩き込んでいかないと、一瞬を争う時の連携はなしえないってことか。

　そう思うと、自分はもっとエルサさんやベルンハルトさん、ヴァネッサさんのことを知らないといけない。

　エルサさんの援護で、自分を取り囲もうとしたクレイゴーレムたちから逃れることに成功し、距離を取ると囮役を再開する。

　こうして、休憩をとることなく日暮れ近くまで四人でクレイゴーレム二〇体と戦闘をすることとなった。

　クレイゴーレム軍団は強力ではあったと思うけど、ヴァネッサさんとベルンハルトさんだけでなら、苦戦することなく殲滅できたはずだ。

　時間がかかったのは、こっちの動きに合わせて事故が起きないレベルで戦闘を行った結果であったと思う。

　あの二人の連携の域には程遠いけど、もっとしっかり練習して少しでも近づけるよう頑張ろうと改めて決意した。
















この物語はフィクションです。

実在の人物、団体等とは一切関係がありません。

※本書を無断で複写することは、著作権法により禁じられています。
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